















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（執筆者ロバート＝リング、ファイル名『入稿データ06/13/20XX一面記事』）







　世界最強の水晶魔法使い『天てん外がい四し神じん』その真の実力は？




　日本の神こう戸べ港こう及びその近海で発生した『脅威』との戦闘によって、今まで知る由よしもなかった情報が次々と明らかになった。

　世界最強の魔法使いの実力だ。

　北欧クリスタルビーチでの未確認作戦と違い、こちらは情報封鎖をする余裕がなかったのだろう。都市部での戦闘は複数の目撃談や動画の存在が認められるし、原油の流出や海上の石油火災など具体的な被害が公的な記録として残されている。

　水晶魔法は果たして本当に『脅威』との戦闘に対し有効なのだろうか。そして世界最強と言われる『天てん外がい四し神じん』の真の実力は？

　隠そうとするからには、隠した方が得だと考える思惑があるからだ。つまり今回、隠そうと思っても隠しきれずにポロポロ出てきた情報の断片には大きな価値があると考えて良い。

　紙の上での公式スペックがどうだろうが、実際に目の前にあるものが全てだ。

『天てん外がい四し神じん』は一般社会に対する被害を事前に食い止める事はできず、そして自身が移動拠点と定めた洋上水晶魔法学園セカンドグリモノアを取り戻すのに四苦八苦した。『ウワサ』通りの実力があるかどうかは賢明な皆様の頭で判断していただきたい。

　繰り返す。

　世界最強の水晶魔法使い『天てん外がい四し神じん』、その真の実力は？

　どこまでいっても彼らは未成年、中高生の寄せ集めだ。自分の家を取り戻すのにも他者の犠牲を強いた彼らに、五五億人の暮らす世界を無傷で奪い返すだけの期待を込めて良いものだろうか。




（＊非表示注釈機能／まったく良いい世の中になったもんだ。これが前の最強『難なん問もん排はい除じよ』時代だったら左遷どころか首を切られて業界全体から『追放刑』にされていた危険記事だな）













　一面に広がる海、その水平線の向こうで高く高く、それこそ何かの間違いのように延々と伸びる長い糸が見えた。赤道直下に建設された軌道エレベーター。青空なのに周囲がバチバチ光るのはエレベーターのワイヤーが高圧電流を苦手とするからだろう、雷雲の中に施設側からエネルギーを送電する事でエレベーター到達前に周辺の海へ意図して雷を落としているのだ。

　六月。正確には一三日の午前一〇時〇九分。

　赤道直下、東南アジアでは一年で最も雨が降らない時期らしい。それでも一ヶ月に一四〇ミリも降るのなら日本の東京辺りの梅雨と普通に肩を並べてしまっているはずだ。そこに世界最高レベルの気温がぶつかるのだからたまらない。これでも空気の動かないジャングルの中よりはマシらしいが、まるで霧吹きで水を撒まいたビニールハウスの中のようだった。

　洋上水晶魔法学園セカンドグリモノア、そのヘリポートの真下だった。

　歌うた貝がいカルタは頭を下げて口を開いた。

「何だかすみません、こんな事に付き合わせちゃって」

「構いませんよ。生徒会長サマの粋な計らいで、今や私もセカンドグリモノアの非常勤講師ですからね」

　踵かかと落おとしのように片足を頭よりも高く上げ、そのカカトを近くの金属壁に押しつけながら股関節を伸ばしているのはレトネーエ＝クーレント。長い銀髪に褐色の肌が特徴的な、二〇代後半の美人だ。服装はぶかぶかのＴシャツに足首まであるぴっちりしたピンク色のレギンス。インド発祥のヨガも時を経て随分と近代的になったというか、カラフルな合成繊維まみれになったものだ。薬指には指輪、手首にはモバイルウォッチがある。メガネについては、派手な動きでも外れないようスポーツタイプのバンドを頭に巻いて固定していた。

　対するカルタはスポーツブランドのシャツの上から半袖のワイシャツを羽織り、紫系のスラックスを穿はいていた。一応はセカンドグリモノアの正式な夏服、つまり『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』達と戦ってきた戦闘装束、制服からの正当なバリエーションではある。

（ま、元々繊維に防御力を期待するようなものじゃないし……状況的にはもう隠れてコソコソ仇あだ討うちする段階でもない。世界最強なら服の下に武器を隠し持つ必要もないんだし）

　腰の横、ベルトに差した改造軍用懐中電灯を軽く指先で叩たたきながらカルタはそんな風に思う。

　銀髪褐色の美人は（微妙に悩ましげな吐息と共に）柔軟体操を続けながら、

「公には世界最強という事になっているんです。自分の努力を皆に見られてはならない。そういう意味では、施せ錠じようできる体育館はむしろ不向きでしょう。人は厳重に隠すほどその奥を見たくなる。ここはちょうど良いい、誰の意識にもない死角に落ちた秘密基地です」

　秘密基地と聞いてカルタがとっさの判断でヘリポート下を思い浮かべてしまったのは、今や海に沈んでしまった『一隻目』からの名残だけど。

（……まったく。いつまで経たってもお前に助けられてばっかりだな、ゲキハ）

　ただでさえしなやかな体にストレッチで適度な負荷をかけつつ、高等部メインカテゴリダンス系体育教師（兼インド軍統合参謀本部の特使、兼人間達の黒幕の一味）は気軽な調子でレッスンを始めた。

「古式の武術と言っても色々ありますが、個人的には足を使うか否いなか、摑つかみを許すか否いなかの四種に大別されると思っています。武器？　当たり前に使いますよ。空手だってトンファー、古式のボクシングも拳くらい保護するでしょう。人間の拳なんて素手で人を殴ったりしたら簡単に壊してしまいますし」

「あれ、でもその構え……？」

　カルタは不思議そうな声を出した。

　レトネーエの構えにはどこか覚えがあったからだ。カルタはさほど格闘技に詳しくないが、その間合いの測り方はどこかスポーツ競技の映像などで見る空手の動きに似ている。

　銀髪褐色の新任女教師（？）は小さく笑って、

「インドは歴史ある、それでいてこれだけ『脅威』に削り取られた時代でも人口一〇億に届く巨大国家ですよ。単に古式と呼ばれる分類だけでも大小合わせて二〇〇〇以上あります」

「それなら……」

「ただ、これとこれが最強の組み合わせだろうと考え、どこかの武術を公に参考にすると別口から文句が飛んでくるんです、必ず。何であそこが採用されていてウチのが選ばれていないんだ、とね。それならいっそ空手や柔術などをよそから取り込んだ方がトラブルは少ない。インド軍、と一口に言っても出身地方は様々です。地元愛に基づく不和に繫つながるリスクなんて除いた方が安全なんです、同じ軍の中でケンカが始まっては元も子もありませんから」

　何ともビターな理由だった。

　カーリーが持っている刀剣とか、シヴァが摑む三さん叉さ槍そうとか、色々見てみたかったのに。

　まあ、打突蹴の拳法は古代インドから中国へ流れたモノなんですけど、と銀髪褐色の女教師は呟いてから、

「そういう意味では、殴る蹴るに摑つかみまで含めたムエタイ辺りが破壊力の確保という意味では即席にして最短です。ただあれは密着前提の技術なので、ナイフやスタン兵器など武器をかわすのには不向きですね。殺しの世界ではワンサイドゲーム前提、かつ、ある程度距離を取って相手の動きに反応できるアウトファイターな戦い方が望ましい。まあ、言葉で言うだけでは訓練になりません。合理性については実際に体を動かして、一つ一つ確かめていきましょう」

　カルタは困った顔をして、自分の右手にあるものへ視線をやった。

　それは長さ六〇センチほど、太さはリレーのバトンよりある警棒にも使える軍用懐中電灯だ。この理不尽極まりない世界で何度も活路を開いてきた、己の武器。ライト部分は目潰しやセンサー殺しにも使える強力な赤外線レーザー照射装置に交換してあった。

　元々は間に合わせのハンドメイドだった。でも、今ではこれが一番カルタの手に馴な染じむ。

　この蒸し暑い赤道直下でもレトネーエは涼しい顔でほっそりした指先を手前に引くと、

「構いませんよ。スポーツ化される以前の古式の武術では武器の使用が前提とされています。素手で戦う者は、敢あえて素手を選んでいるだけの話。遠慮は無用です」

　何かしないと話が始まらないようだ。カルタはゆっくりと息を吐くと、分かりやすく顔を狙った鈍器を翻ひるがえし、一転して右足のスネを狙う。

　誰だって反射的に庇かばってしまう顔からの一手。スネは多大な激痛を安易に発生させつつ、膝と違ってうっかり力を込め過ぎても後遺症に悩まされるリスクも少ない。そしてスネを打っても人を死なせてしまう心配はほぼない、『安全な急所』だ。

　が、

「アン」

　レトネーエは右足を引いて難なく改造軍用懐中電灯のスイングをかわして、

「ドゥ」

　鈍い音と共にカルタの視界が散らばる。相手の足元を狙うため、自然と低い位置に落ちた顔にレトネーエの肘打ちが刺さったのだと予測をつけるのでカルタは精一杯。薄っぺらな『障壁』なんぞ一気に貫かれる。体重の制御を失い、後ろへ尻餅をつく動作を止められない少年。その間にもレトネーエは動き続けている。

「トロワ」

　ぎゅむ、と後頭部に柔らかい感触があった。

　後ろに鋭く回り込んだレトネーエがこちらの首に腕を巻きつけているのだ。肘の内側を使って、ドアの蝶ちよう番つがいでくるみを挟み割るような動きが近い。尻餅をつき、両足もレトネーエのカニバサミ、背後から腰に巻きつくような足で太ふと股ももの辺りから封殺されてしまっている。座り込んで体全体でしがみつくようなその動きに、カルタは尻餅をついたまま振り払う事もできない。まるで背負ったリュックやランドセルの肩かた紐ひもに首を絞め上げられるような理不尽さだ。

　褐色の肌から散った宝石みたいな汗の珠たまが、遅れて床に落ちるほどの圧倒的速度だった。

（……頭のてっぺんに顎が当たっているって事は後頭部の柔らかいのはムネどぶぐえ!?）

「絞め技は一度ハマれば『確定』ですが、最短なら踵かかと落おとしでも可ですね。踵かかとから頭までの距離が長いほど落下の威力は増すので、尻餅をついた相手の頭なら頭蓋骨を粉砕できます」

　背中一面が成熟した女性らしいぬくもりに満たされ、耳元に熱い吐息がかかる状況だが、カチコチに固まっていられない。レトネーエがもう少し本気で肘を曲げたらカルタの頸けい動どう脈みやくは完全に絞め上げられてしまう。そこから先は、意識を手放すまで三〇秒とないはずだ。

　レトネーエはあっさり腕を解いてカルタを解放すると先に立ち上がり、長い銀髪を片手で払ってから腰を折って、未いまだに呆ぼう然ぜんとしているカルタに手を差し伸べてきた。

「一回負けた程度で学べる事はありません。何な故ぜ負けたのか分からないなら、理解できるまで数を重ねるべき。時間は限られていますが、試行錯誤に躊躇ためらっている暇はありません」

「……、」

　カルタは褐色の手を摑つかむ。

　いいやその寸前で身を翻ひるがえし、体全体でぐるりと回るような足払いを仕掛けた。

「おっと」

　銀髪褐色の女教師はむしろ感心して小さく笑ったように見えた。

　刈り取るような足払いを逆に上から踏みつけられる。足首で爆発する原始的な骨の痛みに顔をしかめている場合ではない。すでにカルタの体は縫い止められている。

　べたりと、であった。片足を地面に縫われたカルタの腹の上に、レギンスに包まれた両足を広げたレトネーエがそのまま腰を下ろしてきた。仮初めの拘束に永続性が追い着く。カルタよりもずっと軽いはずだが、重心を的確に押さえられてしまうと押しのける事もできなくなる。

「ただ残念、おしまいです」

　両手を押さえつけられ、銀髪褐色の美女はメガネを掛けたまま後ろに大きく振った額を思い切りカルタのおでこに叩たたき込こんできた。鉄の味と共に、少年の意識が眩くらむ。

「……もちろん、両手で襟を締めても『確定』であなたの意識は落とせましたが」

　至近。

　熱でも測るように額と額を押しつけたまま、優しいレトネーエ先生の講義は続いていた。

　甘い吐息に混ざるミント系の爽やかな香りは、歯磨き粉のものかもしれない。それが分かるほどの距離だ。

「闇雲ではありません、法則性は分かりましたか？　頭に浮かぶ攻撃が一手だけではあっさり遮断されてしまいます。できれば一度に三つは欲しいところですが、最低でも一瞬一瞬で二通りは選べるようにしてください。そうすれば勝ちか引き分け、ひとまず負けはありません」

「突く、叩たたく、蹴る。摑つかむ、締める、投げる。さらに武器だの魔法だの……。実戦は陸海空の三つとか火水風土の四属性とか種類が決まっている訳じゃないでしょ。そんな優・劣・無効だけで評価して大丈夫なんですか、それ」

「まあ確かに、攻撃の手は星の数ほどあるでしょう」

「しっ!!」

　しゃべっている最中にカルタが女教師の脇腹へ拳を繰り出した直後、視界が眩くらんだ。

　馬乗りのまま女教師が自分の脇を締めてガードしつつカウンターの拳を放ったらしい、と考えるまで三秒も必要だった。秒。『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』との戦闘なら何回殺されていたか。

　涼しい顔してレトネーエはすらすら続けた。

「……ただし実際、防御の手は言うほどバリエーションは多くない。受ける、避ける、ほどく、いなす、まあ今やった攻撃と防御が融合している変則的なカウンターも含めて四つか五つくらいですか。これは、武器を持っていてもいなくても手札の数が極端に変わる訳ではない。そして人間は、二つ以上の防御手段を同時に取る事はできません。どっしりと腰を据えて攻撃を受けながら華麗にかわすといった真ま似ねはできないんです」

「があっ……ちくしょ、はあ」

「無駄なく壊す方法については今から色々教えますから、ある程度自分の攻撃の手札を揃そろえたらどの防御はこれで潰せる、で引き出しに分けてください。例えば体を振って拳を避けるスウェイは、蹴りやタックルならそのまま潰せます。摑つかみ対策特化のほどきは打撃全般に対して無力です。何度も言いますが、人が一度に取れる防御手段は一つきり。ひとまず二種類以上の攻撃手段を常に揃そろえておけば、瞬時の使い分けによってもれなく潰せるんです」

「うえっ、けほ」

「今回のケースでは一対多で取り囲まれての乱戦を考慮する必要はありませんが、それでも『鉄則』を覚えておいて損はないでしょう」

　唇と唇の距離が二センチとないので、咳せき込こむカルタだが顔を背けてやる事もできない。下手に動くと触れてしまいそうなのだ。変な嗜し虐ぎやく心しんでも刺激されているのかレトネーエはどこか楽しげにおでこぐりぐりを継続したまま、

「回避に優れたアウトファイターで、かつ一撃の重さを確保する。そういう意味では日本の空手は悪くありません。もっとも、移動の自由が失われるため、付け焼き刃の即席強化なら足技は控えた方が良いいでしょう。テコンドーのような華のある大技は玄くろ人うと向むきです」

「でもそれだと、一発の破壊力が足りなくなるんじゃあ……？　手と足ならどっちが強いかくらい、俺でもぼんやりと分かりますよ。どうせ戦いが長引くとリスクは跳ね上がるんでしょ」

「ええもちろん。理想は四秒以内に撃破です。さもないと『混乱の空白』を脱した敵から銃弾か悲鳴か、実戦ではどちらかが撒まき散ちらされて致命的な事態になります。あなたのケースでは、攻守の主導権が逆転してしまうと認識してください」

　ピントがぼやけるほどの至近距離で、笑みの吐息がカルタの唇に当たった。

　レトネーエは顔を引いてカルタの上からどきながら、

「ですが実戦では一つの技術にこだわる必要はありません。日本の警察が空手柔道剣道の三本柱を統合して逮捕術を組み立てているのと同じく、不足は別の系統から持ち寄って埋め合わせればよいのです。あなたに馴な染じみのある日本の武術だと、そうですね、例えば」

　言って、肩幅より大きく足を開いたままレトネーエは腰を低くした。

　中腰に近い格好で自分の両膝に左右の掌てのひらを押し当てたまま、右足を大きく振り上げる。そのまま硬い床へ足の裏を叩たたきつけていく。

　いわゆる四し股こだ。

「……相撲とか。もちろん体重がある方が有利ですが、『体重の振り回し方』を覚えれば平均体重でもかなり怖くなりますよ？　始動の張り手で素早く相手の視界なり意識なりを揺さぶり、隙を作ってからの体当たり。適切なパターンさえ習得すれば、これも必殺の流れです。体重を乗せて密着するので瞬間的なリスクは高まりますが、それでも片足を振り上げて自分から移動の自由を捨てる蹴りより不測の事態に対する瞬発回避のチャンスも増えますし」

「……、」

　大変ありがたい金言の塊なのだが、カルタはちょっと目と目を合わせられないでいた。

　？　とレトネーエはメガネの奥でキョトンとして、それから何かに気づいた。ぎゅちっ、という合成繊維が軋きしむ音は彼女の耳にも届いているだろう。そう、良く伸びて肌に張りつくピンクレギンスさん装備で足を大きく広げたり強い負荷をかけてもらっては困るのだ。……その、お股の形が結構そのままくっきりと浮き出るというか。えーっと、Ｙ字以上に。

　急に自分の体を抱いて後ろに下がるレトネーエは、便所の床を這はう虫を見る目を向けてきた。

「……あなたはこの生きるか死ぬかの真面目な局面で、それも薬指に指輪をはめた単身赴任中の人妻へ情け容赦なく獣みたいに欲情するとか、一体どういう神経をしているんですか……」

「だったらそんな格好で格闘の稽古に出てくるのがそもそもの間違いだと思いますよ!?　ヨガのトレーニングウェア？　動きやすい服装なら普通の長袖ジャージで良いいじゃない!!」

　その時だった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　不意に、真上のヘリポートから放たれた純白の閃せん光こうが世界を大きく揺さぶった。




　全方位へ均等に広がる、ドーム状の爆発とは違う。

　一本の直線として集束する事でかえって極悪な破壊力を実現したのか。それは周辺を警戒している巡洋艦の艦首を危うく削り取りそうになり、水平線の辺りにあった無人島や海上風力発電プラントをまとめて世界から消し飛ばしていく。

　魔法。

　ただし、歌うた貝がいカルタ達が熟知している水晶魔法……ではない。

『おおっと決まった!!　スフレヒルデ＝Ｓ＝ゲルブライン選手のヴァルキリヤ仕込みルーン魔法が思いっきり入りましたあ!!　観客席、今のは台座を抉っただけで助かりましたけどファウルボールは自分でよけてくださいねー。対するケルト神話の処刑具ウイツカーマン使い、エイキール選手はどこ行ったんでしょ？　場外まで吹っ飛ばされたのか、あるいは丸ごと消し炭になったのか。衛星写真とドローンの映像を巻き戻して周辺一帯を精査いたしますので、ここは事実の確認にしばしの時間をいただきたいです!!』

　増幅されてひび割れたスピーカーボイスは何とも不謹慎な事に子役タレントの幼女の興奮した叫びだ。そして、わあっ!!　という歓声の大合唱が後を追う。洋上水晶魔法学園セカンドグリモノア、六〇〇メートルの巨大船舶を丸ごと揺さぶるような勢いで。

　すぐ上、屋上ヘリポートは今やそういう『会場』なのだ。

　これだけの屋上を好きに使えるのだ。普通のビルにあるヘリポートよりかなり大きい。

　感情は伝染する、一人のパニックが群衆へ広がっていくように。より興奮を煽あおるためか、あるいは事実の確認とやらの間を保たせるためか。不謹慎幼女のさらなる叫びが被かぶさってきた。

『ですがこれくらいの破壊力がなければ思い切り胸を借りる事もできません。さあ皆さん、どうか次なるベットの参考にしてくださいませ。世界最強がストレートに勝つなんてつまらない、そんなファンブルじゃ誰も儲もうからない!!　さあみんなっ、一緒にチケット握り締めて泥臭くお祈りしましょう。水晶魔法を扱うセカンドグリモノアの代表選手、歌貝カルタを殺して世界最強の下剋上を決めるのはッ誰だあーッッッ!!!???』

　誰も疑問を持たなかった。

　ますます歓声は大きくなっていき、お祭り特有の異様な熱気が侵食してくるようだった。

「呆ほうけている暇はありませんよ」

　他の人間に見られてはならない、と言ったのはレトネーエ＝クーレントだったか。筋肉というよりヨガの様式に従って適度に内臓を刺激するためだろう。スマホと連動したモバイルウォッチで血圧などのコンディションをチェックしつつ、ぐっぐっ、と自分の腰を曲げてストレッチをしながら、銀髪褐色の女教師はこう囁ささやいた。
















「何しろ今回は、アイネさんと一緒に戦う事はできないんですから」
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　そもそも六月一三日に、赤道直下の海に浮かぶ洋上水晶魔法学園セカンドグリモノアでは一体何が起きているのか。それは少しだけ時間を巻き戻してみれば分かる。




「魔法ありの格闘トーナメント、ねえ？」




　鮮やかなストロベリーブロンドに染めたくるくるツインテールの幼おさな馴な染じみ、雨あま脚あしマリカがカルタのすぐ近くでどこか胡う散さん臭くさそうに呟つぶやいていた。彼女も彼女で下ろしたての半袖ブラウスの夏服だ。幼おさな馴な染じみは基本アッパーで陽キャなギャル系（で実は粘着なリベンジ気質高めの超危険人物）だが、カルタと違ってネクタイはきっちり締める派らしい。

「……『一隻目』ではできなかった事だろ」

「これが今年の『全学大会カタストロフ』？　だとしたら『一隻目』で聞いていた話より随分と可か愛わいらしい形にまとまっているようだけど」

　もちろんこうしている今も船底では風かざ向むきゲキハ達『一隻目』の教員生徒七〇〇名以上が物言わぬ水晶像になったまま保存されている。でも、何を不謹慎な、とカルタは思わない。……これは彼らの叶かなえたかった夢でもあるのだから。

　エアコンの効いた早朝の体育館だが、それでも中サブ等カテ部ゴリと高等部メインカテゴリの全校生徒が集まると人の熱で蒸し暑さを覚える。見た目はワックスで磨かれた床や壇上の舞台まで含めて完璧に学校の体育館そのもので、バレーボールなら二面、バスケならフルで一面公式試合に使えるほどの広さがあった。ここが船の上である事を忘れてしまいそうなスケールだ。しかし、単なる全校集会というには仰々しかった。二階の観客席からぐるりと取り囲むように、多くのカメラが睨にらみを利きかせているのだ。肩に担かつぐ旧来のテレビカメラから金属の手すりに固定した首振り式のネットサービスまで含めれば、レンズの数は万の単位を超えるだろう。

　この全校集会は、同時に無観客式の開会式でもあるのだ。

　壇上では車椅子のスポークの軋きしむ音があった。

　黙っていれば先輩系黒髪巨乳美人、実際には『天てん外がい四し神じん』の中でも一番の腹黒戦術家、生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカが多くの注目も気にせずすらすらと言葉を並べていた。一応手前には原稿データを表示する透明なプロンプターが置いてあるが、果たして本当に必要あるのか。

『我々セカンドグリモノアは現在、事実として水晶魔法という最先端の技術を駆使する事で畏れ多くも世界最強の座に収めていただいております。しかし一つの技術は内にこもるだけでは発展のしようがない。よって実践的な技術交流の意味を込めて、今回「それ以外」の魔法使いの皆様にご協力を仰ぐ旨むねとなりました。どうか皆様、世界の平和と発展のため、共に未知なる「脅威」と戦うという意気込みでご参加してくださる事を期待しております』

　彼女の背後、舞台の壁一面に色とりどりの映像が躍る。もちろん機械的なレンズを通してもブレが生じないよう走査線数を整えた専用のプロジェクターだ。実際世界的なエンターテイメントなのは間違いないが、疑似的な奥行きまで表現する映像は、スクリーンの手前か奥か、どっちがどっちを合成しているか境を曖昧にするほど良くできている。

　世界最強の『天てん外がい四し神じん』は水晶魔法使いの中でも歌うた貝がいカルタ、アイネ、雨あま脚あしマリカ、表おもて参さん道どうキョウカの四人を指すが、カルタやマリカがいるのは世界最強としての特別席ではなく、あくまでもクラス別に分けられた群衆の列の中だ。だからこそこそ内緒話できる隙があるのだが。

　カルタは視線を壇上で輝くキョウカに向けたまま、隣のマリカに話しかける。

「……世界最強の『天てん外がい四し神じん』は、何があっても最強でなくちゃならないんだ」

「だから？」

「ぶっちゃけデビューから惨敗続きだろ。神こう戸べ港こうやセカンドグリモノアの件じゃ『脅威』と本気で削り合ったところを普通の人達にまで見られている。もっと前、クリスタルビーチの件はできるだけ情報封鎖をやってきたけど、ネットレベルの臆測じゃ惨劇に巻き込まれたって囁ささやきを止められずにいる。事実だけど、でもそれじゃ困る訳だ。俺達は、人間らしく負けたり引き分けに持ち込む事なんか許されていない」

「私達がカンペキじゃないと、人類を丸ごと滅ぼす『脅威』の件で不安になってくる？」

「その指先でいじくってるスマホ、黙っていたって勝手にポンポンネットニュースが飛び込んでくるんだから知ってるだろ。実際、いくつもの街で暴ぼう動どう紛まがいの騒ぎが起きている」

「正義と恐怖とフラストレーション、かあ」

「毎度お馴な染じみ魔女狩りの構図だよ。略奪は『今なら火事場泥棒のチャンス！』じゃなくて、『そうしないと家に籠って自衛できないから怖い』だ。つまり災害下での買い占めからの派生で、やってる側には自分が悪の側に立ってる自覚すらないぞ。人間は、家族のためとか弱者を守るとか優しさを掲げればいくらでも奪って殺せる生き物だ。そういう風にできている」

　善とか悪とかの話になると、どうしてもカルタの声色は低くなる。

　そういう欺ぎ瞞まんは、『一隻目』の洗礼ですでに葬ほうむり去さっている。

「不安需要のおかげで自宅のバスルームをリフォームしてのパニックルーム商法や庭に埋めて使う家庭用災害シェルターの売り上げは好調、屋根のソーラーパネルやベランダで育てられるハーブプランターなんかの自給自足グッズも流は行やっている。これきっかけで生前遺品整理や人には言えない履歴やハードディスクの完全消去サービス、果ては終末論系のカルトやコールドスリープ業者まで顔を出してるらしい。だから、そういう流れを断ち切るためのイベントが必要だった」

　ようは、水晶魔法が強くなれば良い。……そしてそれは、必ずしも秘密の特訓や修業で地道に底上げしなければならない、という制約とイコールにならない。むしろ群衆は、そういう分かりにくいが確実なレベルアップだとうっすらとした隠し味を理解してくれるとは限らない。

　なので、今は万人の舌を平等に刺激する強烈なジャンクフードの方がありがたい。

『全学大会カタストロフ』というちょうど良いい容いれ物ものもあった。

「……まず前提として、水晶魔法と仰ぎよう神しん魔ま法ほうが争ったように、世界には水晶魔法以外の魔法もたくさんある。表おもて参さん道どうさんの話だと『人間達の黒幕』の尖せん兵ぺいだったレトネーエ＝クーレントもインド神話系の魔法を使うみたいだし」

「じゃあそいつら全員まとめてカメラの前でボッコボコ？　おとなげなー」

「ようは、水晶魔法が世界で一番強いってトコをみんなに見せられれば騒ぎは止まるんだ。だったら俺達が実際に力をつける必要はない。『全学大会カタストロフ』のトーナメントで俺達以外の全てを叩たたいてしまえば、全世界で俺達だけが頭一個突き出た状態に見せかけられる。だろ？」

　というより、強くなりたいという想おもいだけで実際に強くなれたら最初から強くなっている。どれだけみっともなくてもカルタ達には今の自分が精一杯の上限なのだ。問題が起きたからと言って、急にレベルアップなんぞできるはずがない。

　だから、ペテンに頼る。

　こういう社会的な問題の処理はやはり表おもて参さん道どうキョウカの悪知恵の独壇場か。それにしてもあの生徒会長、世界中の多種多様な魔法技術を持ち寄っての格闘トーナメントときたか。隠し味への理解力など不要、まるでケチャップまみれのオムライスでも見るような『分かりやすさ』である。

「マリカ」

「何よ？」

「目的が目的だから、俺達四人も自動的にエントリーされるはずだ。分かっていると思うけど、これは『全学大会カタストロフ』って制度を利用した『そういうイベント』だぞ。良いいか何度でも言うからな。目的はあくまでも不安に脅おびえる世界中の人に安心を届ける事だ。だからやり過ぎるなよ。具体的には、誰も殺すな。お願いマリカ頼むこの通りだ何でもしますっ」

「……アンタは健気でかわゆい幼おさな馴な染じみのマリカちゃんをなんて目で見てんのかな？」

『あの』破壊神マリカを正確に見据えているからこそ心配なのだ。全世界に同時配信される試合の中で残虐処刑ショーをやらかしてしまったらどうなるか。水晶魔法は『脅威』以上の化け物だ、なんて話になったら元も子もない。

　と、そんなカルタの半袖ワイシャツをくいくい引っ張る小さな指があった。

　マリカとは逆サイド。少年の隣に立っている白い影は、この中で唯一セカンドグリモノアの夏服を着ていなかった。動きやすいよう大きくスリットの入った全身純白のドレスは、紫の集団の中だとどうしても目立つ。

　水晶少女のアイネである。

　彼女は何やらマリカとばかり言葉を交わしているカルタが気に入らないようで、意味もなく小声で呼びかけて少年の注目を集めようとしている。

「にえさま、にえさま」

[image: ]

「……あれ？　まあカワイイけど、アイネちゃんってこんな風に分かりやすくヤキモチ焼いてカルタに甘えてくる子だったっけ？」

「にえたまー」

「だったっけ!?　なんか得体の知れないマルウェアにでも感染してんのこの子!?」

　カルタもまた、思わず額に手をやっていた。

　神こう戸べ港こう近海でセカンドグリモノアを取り戻す過程で色々あった。同胞を殺された怒りに震える『本物の脅威』、鎧よろい武む者しやからカルタがアイネの罪を背負ってこの体育館で戦った時、当の水晶少女はそれを頭の中でどう処理していたのか。それは水晶少女にしか分からない。とにかくあの戦いが終わって以降、アイネとの距離感にわずかだが確かな変化を感じていた。カルタ自身、ヘッドフォンが片耳だけ不規則に聞こえなくなるような、この微妙なちくちくをどう処理して良いのか答えが出ない。

「とにかくアイネ、お前にも期待してる。というか、フィールドの限られたリングの上じゃ身を隠す事もできない。俺の得意な搦からめ手てについてはほとんど使えないと考えて良い、試合開始と共に前衛のお前を突っ込ませる戦い方がどうしても増えてくると思うからな」

「がってんですにえたま、アイネにおまかせ」

「……そのちょけた返事がもう不安で仕方ない……」

　彼らのやり取りから見ても分かる通り、カルタはさほど不安に思っていなかった。大前提として、水晶魔法の使い手の誰かが優勝を獲とらなくては意味がない。ある意味やり直しの利きかない大きな賭けではあるのだが、一方で、カルタはともかく『あの』アイネやマリカが普通の魔法使いに後れを取る展開はまずない。世界中から集まった選手の皆さんには申し訳ないが、彼らから『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』が纏まとう、同じ空間に立つだけでビリビリと肌を震わす威圧の壁は感じられないのだ。まともな魔法も使えないカルタは足を引っ張るだけかもしれない。だけどアイネはそんなハンデを背負ったままでも対戦者を難なくねじ伏せてしまうだろう。むしろ水晶のような材質の刀できちんと峰打ちしてくれるか、そっちの方が心配なくらいだ。

「アイネ。水晶魔法の使い手以外が優勝すれば、世界最強の称号と高額賞金のおまけまでついてくる。額は大会中行われる賭けのハズレ分の総額、つまりジャックポット。表おもて参さん道どうさんの話だとおそらく二〇億以上に達するって話だし、あんまり人間の欲望を甘く見るなよ。……それは、仇あだ討うちから始まった俺達とはまた違った『力』だ。自分にないものを侮あなどるのは良くない」




　が。




　そこで、ほんの些さ細さいな変化があった。

　その変化は『一隻目』の壊滅からグラマラスな生徒会長と共に行動してきたカルタやマリカにしか感知できないレベルのものだっただろう。

　背後の壁に映る映像に世界最強四人の顔写真が大きく表示される。

　その上で。

　アイネ、雨あま脚あしマリカ、表おもて参さん道どうキョウカ。一つ一つの顔が取り除かれていく。

『今年の全学大会カタストロフ・統合魔法戦トーナメントでは、まず第一に有益な技術交流をその目的として掲げています。皆様には「どうせ世界最強には勝てない」などという考えから萎縮してもらっては困ります。そこで我々セカンドグリモノア側から、いくつかハンデを提案しましょう』

　ぱちくりと、だった。

　壇上で車椅子に腰掛ける表おもて参さん道どうキョウカの瞳が、妙なタイミングで瞬まばたきした。何かが引っかかっているが、それを周囲に気づかせるほど隙は与えない。そんな顔つきだった。

『我々は現在の世界最強です。ですが最強の四人が総出で大会を荒らし回ってしまっては身内の争いに終始してしまい、新たな技術の獲得には繫つながりません。このハンデは、有益な経験を得るために我々セカンドグリモノア側が自ら設定し、一方的にお願いするもの。従って皆様がそこに引け目を感じる必要はありません。相手の弱点があれば迷わず突く。そのハングリー精神こそが「脅威」に打ち勝つ人間としての力となる事を我々は良く知っているのですから』

「何だ、これ……？」

　カルタは静かに呟つぶやいた。

　何かのレールが切り替わっていく。というか、キョウカの前に置いてある透明なプロンプター。そこには今、一体何が表示されているのだ。

「こんな『流れ』聞いてないわよね、カルタ？」

　キョウカ自身、この流れに従うか逆らうかに若干の迷いがあるようだ。

　だが後ろのスクリーン映像はすでに流れているのだ。ここで映像と説明に食い違いがあれば明確な『脱線』が起きてしまう。このイベント自体、群衆の不安を取り除くという意味合いがあるのだ。世界中に配信されているその開会式で、万に一つもトラブルの香りを漂わせる訳にはいかない……という気持ちが優先されたようだ。

　何しろ今は〇・五秒の不自然な沈黙だけで株価が下がって暴動が起きる不安需要の真っ最中だ。世界全体の群集心理に無用な傷がつくのを避けるため、結果として生徒会長の口からそのまま何かが垂れ流され、背後のスクリーンへ順番に並べられていく。




『一つ、我々セカンドグリモノア側からは歌うた貝がいカルタ一人しかエントリーしない』




『二つ、「天てん外がい四し神じん」は四人一組という扱いなので、彼の水晶魔法であるアイネは一人の独立した個人とみなす。よって、歌うた貝がいカルタの参加する試合で「使う」事は許可しない』




『三つ、万が一歌うた貝がいカルタを試合中の事故で死なせてしまった場合も、その罪は試合の経緯に問わず免除する。またそのようになった場合、不足を補う意味で彼を殺害し優勝した選手はそのまま「天てん外がい四し神じん」入りするものとする』




　まずい、とカルタは思った。

　こんな話は聞いていない。ジャックポットを利用した高額賞金で参加者のモチベーションを釣り上げるんじゃなかったのか？

　何かが起きている。『天てん外がい四し神じん』の四人にとって最も危険な形で目には見えないレールが切り替わっていく。まったく、一隻目も二隻目も体育館という場所には良いい思い出がない。

『つまり、まあ絶対に不可能でしょうが、もしも歌うた貝がいカルタを殺害できる者がいるのでしたらご自由にどうぞ。あなた達にはその命とプライドを賭ける場合に限り、世界最強の冠を奪う具体的な下げ剋こく上じようのチャンスがある。さあ皆様、あなたに歌うた貝がいカルタを殺せるか。二度とはないこの好機を摑つかもうともしない者に、次のチャンスなどありません。それでは時代遅れの魔法使いの皆様、奮ってご参加を。ここまで言われて怒りを覚え立ち上がる者こそ、共に「脅威」と戦う気概ありとみなせるのでしょうからね』





２






　ざわざわしていた。廊下のあちこちで同じ学校の夏服を着た生徒達が自前のスマホに視線を落としているのは、大会公式のオンラインギャンブルのサービス受付開始を待ち構えているからか。お墨付きとはいえ初めて触れる賭け事の世界とスマホ越しという気軽さが相まって、奇妙な興奮が渦を巻いている。

　そんな中、歌うた貝がいカルタは開会式が終わると同時に生徒会室に飛び込んだ。

　もう汗びっしょりである。

「何だ何した何やったッ!?」

「知らないよ、わたしにも」

　自分の口で言ったにも拘かかわらず、どこか他人行儀な感じで車椅子の表おもて参さん道どうキョウカは肩をすくめていた。一律大規模な体育館の『効き過ぎる』冷房と違い弱冷房の生徒会室のせいで体が誤作動を起こしているのかもしれない。夏服ブラウスな生徒会長サマも汗であちこち透けて大変だ。

「原稿は全部頭に入っているけど、背後の映像とズレた事は言えないでしょ？」

「～～～っっっ」

「にえさま、キョウカ嬢はこういうお方です」

　アイネから微妙に気になるフォローがあった。今の切迫した状況に対し何の意味もないが、さて人間ではない水晶少女はこの生徒会長を『どういうお方』だとカテゴリしているのやら。

　車椅子の先輩はお上品に頰へ片手をやって、

「ただアレ、リアルタイムで映像や文章が差し替えられた、って感じじゃなさそうなのよね……。スクリーンやプロンプターへの読み込み前の原稿データにすでに手が加えられていた？　だとすると、どこかの誰かはセカンドグリモノアの中央制御コンピュータに保存していたオリジナルのイベント進行シートに直接触れられる人間だけって事になっちゃうんだけど」

「？　それってそんなに難しい話なんですか？？？」

「さあ？　わたしのオモチャじゃなくて、学校の教師陣が勝手に設置したマシンだから。生体認証なんてわたしの趣味じゃないし」

　そういえば以前にも、キョウカはカルタのスマホのセキュリティ設定の杜ず撰さんさを見て呆あきれ返かえっていた事があったか。この生徒会長、見た目は古風な大和やまと撫なで子しこだが、自分で使うコンピュータは全部自作でないと許せない派の人でもあるのだ。グラボやメモリにやたらとうるさいのは、可か愛わいい我が子に食べさせるご飯は農家さんの顔が見える無農薬野菜から自分で調理しないと不安が消えないセレブな若奥様のコンピュータ版、とカルタは頭の中で変換している。

　でも何で今、生体認証なんて言葉が出てくるのだ？

「……ただまあ普通に考えたら、わたし、カルタ君、マリカさんの三人だけかしら。遺伝子を鍵にしているからね、アイネちゃんからは採取できなかったのでロック画面に触れないはず」

　何気におっかない言葉が混じっているが、今問題なのはそっちではない。

　つまり容疑者は、アイネを除く『天てん外がい四し神じん』の三人だけ？

「……俺が、わざわざ自分からカメラの前で嬲なぶり殺ごろしにされるルールを加えたとでも？　アイネを操り出せないんじゃ俺はほとんどただの高校生と同じなのに！」

「私も以下略。カルタをわざわざ死地に追いやるような状況なんか作らないって事くらい、これまでの経緯を見てきたアンタなら分かりそうなものだけど」

「？　アイネも何かしら否定的意見を述べた方がよろしいですか？」

　分かっている、といった素振りでキョウカは特に異を挟さしはさまなかった。

　彼女は片手で肩にかかった長い黒髪を払いながら、

「……もちろんわたし達『天てん外がい四し神じん』側にそんな細工をするメリットはない。そうなると、そもそも脆ぜい弱じやく性せいでも突いて不正な侵入でもあったのかしら。この辺りは、わたしが自分で組んだシステムじゃないからまだ何とも言えないわ。手口についてはハード・ソフト共にこれから追ってみるけど、今すぐ下手人を見つけて蓋ができるって保証はできないかな」

「にえさま。キョウカ嬢でダメなら他の誰が追跡してもダメだと判断すべきでは？」

　何かしら人為的な手段を用いて、カルタ達『天てん外がい四し神じん』を苦しめようとする見えない流れがある。得体の知れない重みが肩にのしかかってくるようだった。

　カルタは慎重な調子で、

「……まさか、『人間達の黒幕』？」

「まだ分からないかな……。どこかの軍のサイバー部隊や、あるいは顔も見えないハッカー集団かも。わたし達はとにかく目立ち過ぎているから、恨み、利害、愉快犯まで、それこそ容疑者なんて全世界に星の数ほどいるもの。これは、逆恨みや甘い見積もりなんていう『誤認』もありえる。この辺りも、実際に使われたイタズラの手順を読み解いていく過程で個人のクセを特定していけると良いいんだけどね」

「それに『本物の脅威』に人間の道具は使えないだなんて誰が決めたの、カルタ？　人間以外の存在、例えばアイネちゃんだってきちんと覚えさせればピアノもスマホも自由自在でしょ。たーだカルタ側にものを教えるほどの教養がないってだけで」

　表おもて参さん道どうキョウカに続いて、幼おさな馴な染じみの雨あま脚あしマリカまで楽しそうに並べてきた。

　しかしこれはとりあえず可能性を列挙しているというだけで、少女達もカルタと同じ所を警戒して狙いを定めているようだ。少なくとも、目下最優先の第一容疑者はここになる。

　人間達の黒幕。

　その尖せん兵ぺいとしてセカンドグリモノアに送り込まれたレトネーエ＝クーレントは、逆にキョウカが器用に取り込んで二重スパイ化させたらしい。そして、ネタバレ情報を事前に摑つかんでいるはずのそんなキョウカが不意を突かれたのだ。組織の中に二重スパイを仕込んでいても構わず網をすり抜けた誰か。こうなると、レトネーエを締め上げてもすぐさま犯人が出てくるとは思えなかった。こいつは静かに潜り確実に痛手を与えてくる、潜水艦のように危険な存在だ。

『ハイはいハイ。それじゃあデレイン、このシンデレラクイーンがカワイイ宣伝始めちゃいますよー？』

　生徒会室のパソコンのモニタ上、動画サイトの中ではしゃいだ声があった。

　シンデレラクイーン。一〇歳くらいの青みがかった銀髪スカイシルバーの女の子だが、これでフリーのネットアイドルらしい。衣装は絵本に出てくるようなスカートの広がったドレスだが、メルヘンな題材に反して生地は黒と黄色で染め上げた何ともデンジャラスカラーなレザー製であっちこっちゴツいベルトだらけだ。大きく開いた背中や胸元といい、何かと清純派を気取りたがるグラビアアイドルとはまた違った『エグみ』を感じさせる幼女だった。というか一〇歳の幼女に網タイツはどうやったってアンバランス過ぎるし、あの歳としで角度のキツいハイヒールなんてセクシー以前にリアルに骨の成長が心配になってくる。

　ぱちりとカメラに向けて片目を瞑つむり、デレインは先を続ける。

『統合魔法戦トーナメントは世界各地で厳しい予選大会を潜くぐり抜ぬけてきた一五人の魔法使い、これにウワサの世界最強「天てん外がい四し神じん」の一角、歌うた貝がいカルタ選手を入れた総勢一六人の殺し合いとなります！　現実に疲れたアナタに本物の魔法を魅せてアゲル☆　さあて命知らずな下げ剋こく上じようは成功するか、あるいは世界最強が不遜な挑戦者を容赦なくミナゴロシか。乞うご期待デス!!』

　一対一、が一番底に八組。

　そこから上にトランプのピラミッドのようにトーナメント表は狭く細く尖とがっていく。

　しかし肝心の一六枠は全て空欄だった。顔も名前も表示されていない。歌うた貝がいカルタは参加選手として一応は最低限、一回戦第七試合とだけスタッフから伝えられているが、これではカルタが最初にぶつかる対戦相手の情報すら何一つ知る事ができない。

　普通に考えればありえない。

　まして今回の大会は公式のギャンブルにもなっているのだ。誰と誰が戦うか直前まで分からない、ではチケットのオンライン購入受付時間にだって響いてくるだろう。なのに何な故ぜ？

「……表おもて参さん道どうさん、これについては。『全学大会カタストロフ』ならではの嫌がらせアクシデントとか？」

「ショービジネスの都合なんでしょうね。何しろ現役世界最強、カルタ君のぶつかる試合が一番儲もうかるに決まっているもの。例えば一回戦第一試合でカルタ君が出てくるよって話になったら、それだけ観みたらもういいやって視聴チケットの買い控えが起きちゃうでしょ。だから情報を伏せて、カルタ君の出る試合を確実に観みたかったらあらかじめ全試合のチケットをまとめ買いして画面にかじりつくしかないって図式を作りたい。そんなトコじゃないかしら、表向きは」

「裏の意図がある、なんて可能性も……？」

「根拠不明な可能性だけなら何とでも言えるけれど。実は黒幕は人の皮を被かぶった宇宙人だったとか、シンデレラクイーンの正体はカルタ君がはるか昔に生き別れた妹だったとか」

　自分にとって都合の悪い状況になるとつい『人間達の黒幕』の影が頭をちらつくが、度が過ぎればただの疑心暗鬼になる。バランスを崩されるな、とカルタは自分に向けて念じていた。白い吹雪の地獄の中、誰よりも深く繫つながっていたはずの仲間を疑って内側から壊滅していった三人の未熟で哀しい復讐者達を、カルタは良く知っているのだから。

　ぱんっ、と少年は軽く両手を叩たたいて、

「切り替えましょう。どっちみち、俺が戦って自分で優勝する以外に道はなさそうだ。もっともらしい理由をつけて試合放棄したり、エントリー選手を俺からマリカに急きゆう遽きよ変更したりすると余計な『不安』や『臆測』の温床になりかねない。今は疑惑を持たれるだけでも危ないんだ。どこの誰だか知らないが、悪意を封殺するなら正攻法で勝つのが一番効果的です。……俺達みたいな卑ひ怯きよう者ものなら、良く分かるはずだ。でしょう？」

「欲しいものは？」

　キョウカからの質問に、カルタは素早く頭の中でリストを作った。

　彼らが戦ってきたのは得体の知れない『脅威』だけではない。旧最強、『難なん問もん排はい除じよ』の五人を相手取っての泥臭い人間同士の殺し合いも経験している。

　深呼吸して鋭利な感覚を取り戻すと、少年は迷わず言った。

「まずは一回戦でぶつかる対戦相手のデータ。これについてはあればあるだけ困らない。何しろ今の俺は、そいつの顔も名前も知らない状態なんですから」

　それこそ基本にして本命だ。旧最強のエリシアやユキノと戦った時の事を思い出せばすぐに分かるが、情報は最大の武器。何も知らないぶっつけ本番で生存の道などありえない。

　事前の工作なんて卑ひ怯きようだって？　カルタは自分の中に残るわずかな善良さを嘲った。

　勘違いしてはならない。世界最強として広く顔が知れ渡っているカルタ達の個人情報なんか相手に筒抜けだ。謎めいた水晶魔法についても、先日の神こう戸べ港こう近海の大規模戦闘の際に多数のスマホカメラにさらされた。人間は甘くない。向こうは『天てん外がい四し神じん』の戦略データを全部揃そろえているのに、カルタだけ目隠しの手探り状態で戦うだなんてそっちの方がアンフェアだ。

　その上で、

「それから搦からめ手てを使いにくいリングの上で俺が一人で戦わなくちゃいけない以上、俺自身の底上げも必須です。できる事は？　具体的なルールを知っておきたい、抜け道を調べるためにも。例えば魔法と魔法の戦いでは杖つえやホウキの持ち込みも可っぽいですけど、自前の武器持ち込みがアリなら銃や爆弾の使用もオーケーって話にはなりますか？」

「それが『火器を必須条件として発動する魔法』なら」

　キョウカがさらっと言った。

　恐ろしい、つまり『そういう相手』が真正面に立つリスクすらある訳だ。こっちは致命傷にならない程度の傷が水晶質になって修復するだけの高校生で、リングの上には盾にできる遮蔽物もない。鉛弾を額に一発もらえば即死という条件は何ら変わらないというのに。

「でも、カルタ君は厳しいかな。統合魔法戦トーナメントは現役世界最強の『天てん外がい四し神じん』が、その最強の力を誇示して世界中のみんなを『安心』させるためのイベントなのよ？　試合開始と共に隠し持っていた拳銃を取り出して正面から胸の真ん中に鉛弾をズドン。……なんて、そんな呆あつ気けない試合展開でお茶の間に『安心』を届けられると思って？」

「……最後まで生き残るだけでも自信がないのに、ショービジネスまで意識しろと？」

　それは単純に殺し合う事とは全く別の要求だ。

　プロレスは元々一九世紀のサーカスから切り離されて独立した技術体系だ、という事実を知ればプロフェッショナルの難しさが少しは見えてきそうなものである。つまり空中ブランコや猛獣使いと同列の遺伝子を持つ、命の危険と隣り合わせの専門職。その道に人生を捧ささげる選手達はただ無秩序に暴れているのではなく、そこには戦闘という美しさを極めるべく厳密に定めた芸事の世界がある。とてもではないが高校生が一朝一夕で真ま似ねなどできそうにない。

　美しく勝つ努力は、泥臭く生き残る手段の対極とも言える。足あし枷かせとしては最悪だ。

　ただ、車椅子のキョウカは余裕を崩さずにこう答えた。

「生還だけならテキトーに爆破予告でもでっちあげて大会を中止にすれば良いでしょ。でも、そうしない。カルタ君だって全世界で蔓まん延えんに歯止めが効かない社会不安をこのまま放置できないのは理解しているよね。人間を殺す生物は、『脅威』だけとは限らないって」

　そこを突かれると痛い。

　不利な条件から始めて、かつ優勝しなければならないという前提はカルタ自身も吞のみ込こんだはずだ。結果に納得がいかなければ、世界は無用な流血に沈む。

　正義と恐怖は最大の起爆剤だ、フラストレーションはその小さな火にドバドバ油を注ぐ。買い占めから発展しての略奪や暴動はあまりにもまずい。

「なら表おもて参さん道どうさんは電子的な書類を担当。武器持ち込みに条件が設定されているなら、事前にどんな武器でどういう魔法に使うのかくらい書類で申請してあるでしょ」

「そのデータも勝手に改ざんされているかもだけど。ま、請け負うだけ請け負うよ、ただし一〇〇％の信頼はしないで。あくまでも、目安よ」

「じゃあそっちの信しん憑ぴよう性せいを高めるために、アイネとマリカは対戦選手の偵察。具体的に目で見て齟そ齬ごがないか確認してきてくれ」

「了解しましたにえさま」

「……、」

「……おいマリカ？　いいかあくまで偵察だぞ。覆面被かぶって控室を襲って選手に怪け我がさせてリタイアさせるとかはナシだ。絶対ダメだぞ、頼むマリカこれはフリじゃないからなっ！」

「分かった幼おさな馴な染じみよ二度目って事はこいつマジ警戒だな。てか、私達三人みんな情報関係に回しちゃって良いの？　カルタ自身の力の底上げってのも必要なんでしょ」

　……秘密の特訓に極限の変態機動を繰り返すアイネやマリカなんぞ誘っても何の参考にもならない、というのは絶対に内緒だ。こっちは身体能力で言ったら一般的な高校生、大空は飛べないし水晶装甲によるパワードスーツ的な外部ブーストもない。この辺は高望みをしても仕方がない、とにかくインドア高校生レベルでもできる即席の強化案が必要なのだ。

　カルタの試合は、本日ラスト近辺の第七試合らしい。それでも残る猶予は六時間もない。その間に出せる成果でなければ宝の持ち腐れに終わる。地力はない、それは認める。だから代わりに非力な人間でも今すぐ使えるスイカに塩を振る的な奥の手まめちしきを教えてくれ。

「……となると中サブ等カテ部ゴリのナタレーナに頭を下げるか、いいや女教師のレトネーエ辺りが良いい塩あん梅ばいかな。確かあの人軍関係の出身だって話だし。『普通の人間』がやる殺しの技ならクリック一つで何でも揃そろう国際ネット通販状態だろ」
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　そして、今に至る。

　歌うた貝がいカルタは恐る恐る頭上───つまり試合会場になっている巨大なヘリポート───に目をやっていた。

　世界最強の努力なんて群衆に見せられたものではないが、こういう場所こそ灯台下暗し、意外と死角になる。施せ錠じようして物理的に広い空間を遮蔽できる体育館では逆に目立つのだ。そういう隠しやすい場所は、誰でも思いつくが故にベッドの下や天井裏と同じくらい人の注目を集めるものらしい。ニヤニヤ笑いの生徒会長から同意や共感を求められてもすっごく困るのだが。

　とばっちりで無人島や海上風力発電プラントをまとめて削り飛ばした閃せん光こうの残像が網膜に焼きついている。観客とか大丈夫だろうか？　あんなものを正面から喰くらったらカルタの体なんぞ『修復』を待たずに蒸発だろう。特殊なジャケットで着膨れすれば助かる話でもない。

『おっと予想外』

　が、高威力の魔法が怖いのではない。

　これくらいなら当たり前、という空気の方が何より恐ろしい。

『ケルト神話のエイキール＝ティルナノーグ選手、消し炭じゃあありません！　閃せん光こうのどさくさに紛れて魔法で風景に溶けていたっ、油断していたヴァルキリヤの後頭部に思いっきり入っちゃいましたああああ!!!!!!』

　わあっ!!　という歓声の山が再び六〇〇メートルの三胴船を大きく揺さぶっていく。

　流血を心配するような香りはない。

　純粋に、新しい興奮に人々は沸いている。

「……おっかない。古代ギリシャじゃあるまいし。戦う側も観みている側も、人を殺す行為に躊ちゆう躇ちよナシじゃないか」

「ただでさえリアリティの薄い『魔法』と『魔法』のぶつかり合いで、大会公式のギャンブルとして認可済み、しかも今は日々の生活から切り離された大きなお祭りですからね。スペインの牛追いや日本のだんじりなど、特別な日だけ流血や家屋の損壊が許される空気というものは確かに存在します」

　涼しい顔で言ったのはぶかぶかＴシャツにカラフルなレギンスを穿はいたレトネーエだ。

「そんなもの？」

「笑いながら真冬の海に飛び込んだり大勢で巨大な丸太にまたがって坂道を転げ落ちていく日本に負けず劣らず、インドも奇祭の宝庫ですからね」

　ぶかぶかＴシャツの胸の部分を摑つかんで顔の汗を拭いつつ、彼女は休憩中も緩やかに手足を動かし、呼吸のリズムは常に戦闘モードを保ち続けている。おそらくカルタには知覚もできない、己の内臓一つ一つの動きまで自覚的な制御下に置いているのだろう。スマホと連動した腕時計からはかえってエラーの電子音が鳴っている。

「あなたはほぼ魔法ナシであれに立ち向かい、『全学大会カタストロフ』を勝ち抜かなくてはならない。リングの上に上がってしまえば誰もあなたを助けられません。幸いあなたの試合は一回戦第七試合、つまり午後の部の終盤です。まだ時間はあります。数をこなして、せめて本気で勝ちを獲とりに行く人間がどこを攻めたがるかだけでもインプットしてください。知っているのといないのとでは、対応できる可能性が全く変わりますから」

「あのうレトネーエさん。ひょっとして楽しんでる？」

「……ま、水晶魔法に対する屈辱と鬱憤はそれなり以上に溜ため込こんでいますから。主にあの生徒会長サマのせいで」

　文字通りボッコボコにされた。

　昼時までおよそ二時間ほどひたすら組手に挑んだが、何しろ相手はプロの軍人だ。正面から一対一で勝てるはずもない。結局一度も反撃のきっかけを作れずに終わる。紙切れみたいなカルタの『障壁』は何の役にも立たない事が分かったくらいだ。

　いくら顔を殴っても『修復』のおかげで出血や青アザが残らないのはよい利点ですね、という高校の女教師らしからぬお言葉をいただいた。まあこれから全世界配信の試合に世界最強枠として臨む側としてはごもっともではあるのだが。

　ちなみにレトネーエが昼時でいったん打ち切ったのは、お腹なかがすいたからではない。

「先輩」

　大の字で転がるカルタの元に、小さな女の子がやってきた。

　ナタレーナ＝ブラスト。

　ゆるふわ金髪を肩の辺りで切った一二歳の中等部女子。後輩の彼女がここにやってきたという事は、『外の世界』のリズムに良くも悪くも変化が生まれている事を意味する。午前中、第一から第四試合までを消化し、多くの観戦客が昼食のため席を外しているのだろう。

　蜂の巣をつついたような騒ぎ。人の流れがランダムになると、その予測も難しくなる。華やかな世界最強サマが死と敗北の恐怖に脅おびえて地道な努力にすがっているところなど群衆には見せられないので、レトネーエは一時中断とした訳だ。つまり午後の部が始まれば、再び欲求不満な人妻さんの軍隊式フルボッコが待っている。

　ぶっ倒れたままカルタは呻うめいていた。

「……ナタレーナ……」

「えと、はい何でしょう、先輩」

「お前何でメイド服なの？」

「……質問に質問を返しますけど、あの、まさか望んでこうなったとでも？　うちのクラスはメイド喫茶に決まってしまいましたので。ああもう、ゼッタイ男子の組織票ですよ、これ……」

　なので、その丈の短いメイド服のまんまあんまり大の字で倒れる高校生の近くまで無防備に寄ってこられると可か愛わいらしいぱんつがえげつない角度で見えてしまうのだが、本人はそこまで意識できていないらしい。バレたらエナメルな質感の靴の踵かかとで顔の真ん中を踏み抜く形でトドメを刺されそうだ。カルタは早い内に痛む体を引きずるようにして上体を起こす事にした。

「ていうか学校行事とはいえ一二歳の中学生に労働を強いるとか日本の法律ってどうなっているんですか」

「おやナタレーナ、一度公海上に出た船がいつまでも日本の法律に縛られているとでも？」

「パナマ船籍怖いッ!!」

　いやパナマと言った覚えはないし、多分パナマでも中学生の雇用はダメだと思うけど。

　カルタにとっては死の一歩手前まで足を突っ込んだクレイジー大会だが、出場の予定がない他の多くの生徒には授業免除のお祭り騒ぎだ。学生にとっては、平日なのに授業がない状況ほど興奮する事はない。時には台風や大雪なのに胸の高鳴りが勝ってしまうほどに。そして先も言った通り、多くの観戦客が一斉に動く以上はご飯の需要がある。そこに普段はなかなか入れないセカンドグリモノアを見て回りたいという気持ちも上乗せされるだろう。となると暇な生徒達が文化祭のようにクラスごとに出店を開いて小遣い稼ぎをしようと考えるのも自然な話である。

　一二歳の後輩は床の上に直接ぺたりとハの字座りすると、持っていた小さなバスケットを自分の太ふと股ももの上に置いた。カルタが言ったらイヤイヤやらされている本人は超怒りそうだが、思ったよりもナチュラルにメイド職がサマになっている。

「ほら、お昼ご飯を持ってきましたよ。えと、簡単なサンドイッチと飲み物程度ですけど」

「……助かる」

　カルタが紙のナプキンで丁寧に包んでサンドイッチを摘つまむと、ナタレーナは口元に手を当てて小さく噴き出した。豪快な上から目線であるべき世界最強っぽくなかったからかもしれない。

　例のメイド喫茶のメニューか。こう言ってしまってはなんだが、サンドイッチのパックは意外とクオリティが高い。ただでさえ『強い』ハニーチキンへさらに粒のマスタードで刺激を与えて、実は細かく刻んで炒いためた野菜がたくさん入っている事には気づかせない作りにしてある。特に意識せず好きなものを食べるだけで自然とお肉、野菜、穀物をバランス良く摂とれる特別仕様。逆にそこらの外食産業ではここまでケアしてくれる品はなかなかお目にかかれない。

　というのも、

「むぐむぐ。でも一つで全部賄えるって、客商売としては自分の首を絞めてないか？　メイド喫茶って立ち食い蕎そ麦ばみたいに短時間で客が次々入れ替わる訳じゃないから、テーブルでだらだらしてる同じ客にあれもこれもと色々追加注文させる事で利益を上げていく商売だろ。つまり甘すぎて飲み物必須なケーキとか、食べているとサラダが恋しくなってくる油の強いオムライスとか、一品一品は『ちょっともの足りない』くらいの方が儲もうけの流れを作りやすい」

「うぐ。い、良いいんです。あの、えと、メイド喫茶はアホな男子どもの浅はかな謀略の結果であって私達女子が発案した訳じゃありませんし。それより先輩、その、今気づいたのでこちらからも一つ質問良いいですか」

「なに？」

「……『脅威』と戦って平和を守る世界最強の歌うた貝がいカルタ先輩もメイド喫茶に通ったりするんですね。しかも口振りからして相当場数を踏んでいて、うるさそうです」

　ぶっ!?　と危うく貰もらい物もののサンドイッチを口から噴き出すところだった。

　そういうれっきとしたサービス業なのだ。働いている人達だって誇りを持っている。決してカルタは悪い遊びをしている訳ではないのに、何な故ぜだか一二歳と目を合わせられない。

「……、」

　じーっという少女の視線の圧がすごい。

　男は影と秘密で身を飾る生き物なのさ、で流してもらえる空気ではなさそうだった。正面からこっちを静かに観察する後輩ちゃんの瞳の輝きがみるみる虫を見る色になっていく。

「……あのう先輩。最強の水晶魔法が何でも言う事聞いてくれる女の子の形をしているのも、えと、もしかして？」

「ナタレーナっ、流石さすがにそいつは深読みのし過ぎだと思う！　ていうか全然種類が違うよ。何かと言うと狭い所に潜り込み、日本刀を振り回して純金食べるアレを指差してこいつが理想のメイドでしょうだなんて言われると正直それはそれで腹立つし!!」

「ダメだ、やっぱりうるさそうですこの先輩。ええと、ちょっとつついただけでこの長文」

　目を逸そらしてげふんと咳せき払ばらいするしかなかった。

　歌うた貝がいカルタ、ついカッとなってたった一二歳のフェイントに引っかかるとはなんと未熟な。

「はあ……。男子ってアホしかいないのかな」

「多分それ事実だけど、そんな事聞きたくてお昼ご飯を持ってきてくれたのかナタレーナ？」

「あの、ぶっちゃけどうなんですか」

　小さなメイドはそっと息を吐いて、切り替えてくれたようだった。

「生き残れます？」

　勝てそうですか、とは聞いてこなかった。

　ナタレーナ＝ブラストもまた、肩書きだけではない等身大の歌うた貝がいカルタを知っている人間だ。カルタはゆっくりと肩をすくめて、

「ま、『本物の脅威』よりはマシだろう」

「誰もそんな話はしていません」

　そしてばっさり切られた。

「ウィッカーマンだかルーンのフサルクだか知りませんが、今集まってきている連中がお姉ちゃん達『難なん問もん排はい除じよ』に勝るだなんて思えません。そして問題なのはそこじゃない。カルタ先輩、確かにあなたは裁神アヌビスを自在に扱うアナスタシア＝ブラストを下して世界最強になりました。でもそれは、ええと、一対一の真っ向勝負で勝てたって訳じゃないでしょう？」

「……、」

　この子はやっぱり、良く見ている。

　元々は姉の復ふく讐しゆうのためにカルタを追っていたのだから、まあ当然か。

「相手を観察し、準備を重ねて裏をかき、闇討ちの奇襲に成功する事で初めて身の丈以上の怪物に勝てた。実際に全部成功したとは限らない。だけど『難なん問もん排はい除じよ』でも『脅威』でも、カルタ先輩の起点や基本スタンスは暗殺、言ってしまえば相手の実力を発揮させない事にあったはずです。……あの、えっと。大丈夫なんですか、本当に？　逃げも隠れもできないリングの上では、騙だましのテクニックは使えません。よーいどんで敵も味方もフルアクセル、つまりこれまでの必勝パターンだった『事前に封殺』はできないんですよ。スポットライトは闇を拭い、無数のレンズが全てを暴きます。今度の戦いでは、身の丈の自分からは逃げられないって事なんですからね、先輩」

　ルールはリセットされた。

　致命傷以外の体の傷が急速回復する以外はほとんどただの高校生。ここから、奇襲抜きで世界中から集められた魔法使いに一人で勝たなくてはならない。敗北して死ぬのはもちろん、無様な勝ち方をしただけで世界中が失望し、社会不安から暴動や略奪などが広がりかねない。

　期待が重い。それ自体はありふれた悩みかもしれないけど。

　そっと息を吐いて、それから世界最強になってしまった少年は言った。

「勝つさ」

「……、」

「今の時代を『こんな風』にしたのは、俺達だ。自分の復ふく讐しゆう心しんにこだわって世界の行方なんぞ気にせずお前の姉を殺したから、世界はこうなった。なら今の時代には責任がある。少なくとも、『難なん問もん排はい除じよ』が支配していた世界よりは幸せにしなくちゃ計算が合わなくなる。俺達が期待通りじゃなかったせいで、世界中で不安が蔓まん延えんして暴動や略奪が起こりそうになっている。なら、そこについては俺が自分で埋め合わせしなくちゃならない。より良よい世界のために」

　あの戦いに、善悪なんかなかった。

　アナスタシアら五人が『一隻目』を沈めて多くの教員生徒を皆殺しにしたのは事実だし、警察や裁判に解決を委ねる可能性を最初から無視して自分の手で仇あだ討うちを成し遂げようとしたカルタ達だって正しいはずがない。

　間違いが間違いを生んで、全てが泥沼に沈み、それでも太陽は昇る。

　最強達の戦いは矛盾と欺ぎ瞞まんに溢あふれた特大の茶番劇だったが、これだけは言える。同じ世界で暮らしている他の多くの人達は何も悪くない、と。こんな世界は間違っているからもうやめましょうで放り出す訳にはいかないのだ。それをやってしまったら、カルタ達は善悪の矛盾に押し潰される事すら許されない、ただの純粋な悪にまで堕おちてしまう。

「だからそのための基本は一緒だよ。できる事は何でもやる。ただし今回は、それが今までとはちょっと違った形になるだけだ」

「先輩……」

「そしてナタレーナ、目的のためなら俺がどれだけ意地汚く喰くらいつくかはお前も知ってるだろ？　だから大丈夫。俺が勝つと言ったら、それは必ず勝つって事だ。何としても。身の丈に合わない仕事だったとしても、無理矢理帳尻くらいは合わせてやるさ」





４






　どこかから戻ってきた銀髪褐色ママのレトネーエ＝クーレントに、食後の腹ごなし感覚でさらにボコボコにされた。殴る蹴るは手足の動きが追い着かないだけで大体どこから飛んでくるかくらいは目で追えるのだが、そこに摑つかみが混ざると一気に予測の難度が跳ね上がる。顔や腹など体の急所を守れというのは本能……というか、まあ体の反射で恐怖を覚えて身を縮められる。ただ夏服の半袖ワイシャツの裾や襟、スラックスのベルトなど衣服のパーツがそのまま弱点になるという感覚はかなり独特で、何な故ぜそれが危ないのか、理性を一枚挟んで知識で理解しようとするとどうしても反応自体が遅れてしまう。

　これに一撃必殺の武器や魔法まで加わるとなったらどれほど対応困難になるだろう。『だってそんなの初めて見た』で固まってしまっては、そこで命を落としてしまう。

「もう時間がありません。少しは何か摑つかめましたか？」

「うう。とりあえず、本番前に痛みに慣れておくくらいは……」

　よろよろと起き上がりながら、カルタはそれだけ答えた。

　そう。大の字で倒れるのではなく、自分の力で身を起こすだけの余裕ができつつある。

「あとアレとアレはちょっと面白そうだったかなと」

「結構な話です。こちらの憂うさ晴ばらしだけで終わってしまっては、殴る側としても流石さすがにばつが悪いので」

　ただし午後はゆっくりとしていられない。何しろ試合時間の決まったサッカーやバスケとは事情が違うのだ。こうしている今も、第五試合の結果が決まって観客達の大歓声が世界を揺さぶったところだった。

　見み目め麗うるわしい二児の母からほぼ一方的に殴られ通した大変マニアックな特訓を切り上げ、カルタは生徒会室でマリカやキョウカ達と合流する事にした。電子関係は原因不明の不具合があるので、今は安易にスマホで詳細なやり取りはしない方が良いいという判断だった。

「カルタ」

　胸元で冊子をたくさん抱えた漫画部女子とすれ違いつつ、途中、声を掛けられて振り返るとマリカがやってくるところだった。隣には預けておいたアイネも控えている。

　マリカは直接視線を振ったりせず、窓ガラスに反射する新聞部らしき影をチラ見しながら、

「話については生徒会室で。そっちの方が何度も説明しないで済むし、何よりこんな大っぴらな場所でひそひそ話はできないでしょ？」

「にえさま、何かツヤツヤしておりますね。お顔が」

「ちょっとは手応えを感じているだけだよ。べっ別に殴られて喜んでいた訳じゃないっ」

　三人でサイドデッキを歩く。

　マリカは片手を頭の横にやって潮風から髪のなびきを押さえつつ、サイドデッキの手すりの向こうに目をやっていた。

「まぁーた新しい船が加わったみたいね。複合装甲だからサイズの割に意外と軽いみたいだけど。今度は無人機電磁空母に大電力戦艦だっけ？」

「レディオクォーツとクリスバートだろ」

「あれ、カルタそういうのうるさい人？　男の子だねえ」

「……おい、世界最強でも期末テストからは逃げられないぞ。歴史の教科書にも名前が載っている偉い人なんだけど」

　ここ最近の軍艦には歴史的な学者の名前を並べるクセがあるらしい。そこでガリレオやアインシュタインと肩を並べて魔法使いや水晶魔法の研究者が顔を出す辺りが今の時代か。

「だとすると、いずれ空母カルタやマリカ級潜水艦が配備されるのでしょうか？」

「やだよ！　あんなの名前を使われた側はどんな気分なんだろ？　学校の校庭に銅像が立つより恥ずかしい気もするけど……」

　一般来場者はセカンドグリモノアに宿泊はできない。数が多過ぎるからだ。だから宿泊には併走する別の豪華客船を使ってもらっている。そこに（神こう戸べ港こう近海での戦いぶりが不安だったのかやけに増強された）護衛艦隊まで加わると、総数は十数万人にも及ぶ訳だ。海を渡る人口は、もはや地方の大都市レベルである。

「重さでセカンドグリモノアが傾かないと良いいけど」

「全長六〇〇メートルの三胴船よ？　えっうそマジで、それでも沈むかもってハナシ？」

　マリカとそんな益やく体たいもない話をしつつも、油断はできない状況だ。

　まだ間に第六試合がある？　試合開始と同時に一撃ＫＯの可能性もある以上、実際のところそんなのいつまで続くかなんて誰にも予測はできない。そうなると第七試合、カルタは自分の戦いのために別の準備も進めておく必要がある。

　カルタ達は生徒会室でキョウカと合流する運びになった。これで泥臭い世界最強『天てん外がい四し神じん』が揃そろい踏ぶみだ。

　付け焼き刃で自分を鍛えるだけでは、足りない。

　どうしても顔を合わせて対戦相手の情報が事前に欲しい。

　世界最強の『天てん外がい四し神じん』は、敗北の可能性に脅おびえて努力しているところすら普通の人には見せられないのだ。ＳＮＳの相談内容など、顔も見えない誰かにとって格好の餌でしかない。

　生徒会室の前では赤毛お団子の書記がドアの前で見張りをしていた。カルタ達を見ると嫌々譲ってくれる。彼女はこそこそ後を尾けてきた新聞部の足止めに向かうようだ。

　もう一つのたまり場に入るなり、カルタはこう尋ねた。

「成果は!?」

「カルタ君がぶつかる第七試合の対戦相手はヘテフェレス＝メン＝ネフェル。年齢一五歳性別女性。名前の法則を見ればすぐ分かると思うけど、エジプト神話系の魔法を扱うようね。ヨーロッパの侵略者の手で暴かれる事を嫌って、世界最大のピラミッドからクフ王のミイラを盗み出して誰も知らない場所に隠した『咎とがありし墓守』達の末まつ裔えいだとか」

　車椅子の表おもて参さん道どうキョウカがまず基本のデータを並べる。この辺りはセカンドグリモノアに提出された書類を全て閲覧できる、生徒会長の強みだ。

「エジプト……」

　さほど詳しい訳でもないのに、不思議と縁のある神話だ。まあこれは、アナスタシア・ナタレーナ姉妹が共に裁神アヌビスを使う関係でそういう印象が高まっているだけだろうが。

　大きな机の前でキョウカはさらにこう続けた。

「エジプト神話は日本神話と同じ多神教。水の流れも畑の作物の出来も、世界のあらゆる法則に専用の神様が一つ一つ割り当てられていると考えて良い。ただ神様の群れは大きく分ければ太陽を司るラーか死や復活を司る神オシリス、二つのグループに分けられるの。まずはこれを頭に叩たたき込こんでおいて」

　続けて、革張りのソファに身を投げるマリカや部屋の片隅で直立不動のアイネ。こちらには電子データの類ではなく、実際にヘテフェレス本人に近づいて観察をしてもらっている。

「事前の観察だと食べ物飲み物関係のタブーは特になし、神官や巫み女こって言っても殺せつ生しよう禁きん止しのベジタリアンでなければならないーなんて法則も特になさそうだったわ。……遠くから見ててびっくりしたけど、古代エジプトって主食はパンだったのね。服装については白のゆったりめ装束に純金のアクセサリがどっさり。金きんは柔らかいけど、比重が大きいから重たいわ。あれ振り回してどつかれるとかなり危険ね。神話的な意味でどこにどんな仕掛けがあるかまでは分からないけど、あのひらひらなら摑つかみ技わざの起点はたくさんあるんじゃない？」

「加えて言えば、目的意識をしっかりと持った神官職というのであれば、自分の信仰にそぐわない神や怪物の力は借りようとしないはずです。例えば、悪神のセトなどは、ラーとオシリスのどちらにとっても敵対者となります。そういった可能性は除外して構わないでしょう」

　ややこしいが、天国のラーが善で地獄のオシリスが悪になっていて二つは互いに対立している……とかいうシンプルな図式でもなさそうだ。ただまあ、そういえば東洋でも地獄の王と呼ばれる閻えん魔ま様さまそれ自体は死者を裁く存在であって特に悪人という訳ではなかったか。

　エジプト神話では天も地も基本的に正しい神様が管理している世界観らしい。つまり、悪とみなした存在はどちらの陣営も受け入れない。

　全てを聞き終えて、カルタは立ったままゆっくりと息を吸う。

　その口から出てきたのは、

「……それだけ？」

　だった。

「ちょっと待ってよ、それは一般的なエジプト神話やその神官の基本であってヘテフェレス本人の特徴とは言えないだろ!?　『難なん問もん排はい除じよ』のエリシアはインド神話のヴィシュヌの力を借りています。これだけじゃ具体的な攻撃方法『恐竜』にまで届いていない、ここの空欄までしっかり埋めない事には対策だって練られない。もっとこう、パーソナルなクセや特徴は見つからなかったのか!?」

　そもそも怖いのは魔法ばかりではない。

　古代エジプトも高度に発達した大きな文明だった。集団で武器を取り、周辺国家と戦って自分の国を守らなければならなかった以上、独自の軍隊運用法や格闘技も存在したはずだ。……正直、カルタには全くイメージできなかった。ギリシャ神話の神様なら両刃の剣や三さん叉さ槍そう、仏教の鬼なら金棒。とにかくまだ各おの々おのの文化圏の武器で武装しているところくらいは想像つくが、はて、エジプト神話の神様って楽器や天てん秤びんはともかく、何か武器を持っていたっけ……？　その辺の対策ができない事には、魔法が出てくる以前に力業で叩たたき潰つぶされる展開すらありえる。

　そして、ヘテフェレスが謎めいた古代エジプト式格闘技にこだわるのかどうかも実は担保がない。意表を突いていきなり柔術やシステマが顔を出す可能性も否定できなくなっている。

　結局、はっきりしない。

　ただ、ここについては単純にマリカやキョウカ達を責めても仕方がない。たった六時間。逆の立場だったら、この限られた時間でカルタに何ができた？　そもそも統合魔法戦トーナメントがこんな風に歪ゆがめられる事すら予想外だったのに。

　これが旧最強『難なん問もん排はい除じよ』のエリシア《ザウルス》ルークスヴェルグ相手だったら、それこそ交代で何日でも張りついて微に入り細に入り徹底的に監視を続けていた。不安で不安で仕方なくて、こっちはヤツの好みのリップクリームまで調べ上げた。アドリブ同然で急きゆう遽きよ行った情報収集程度では、得られるデータにも限界があると考えて然しかるべきだったのだ。

　ごごんっ!!　と。

　全長六〇〇メートルもの巨大船舶が激しく揺さぶられた。

　試合で大きな展開でもあったのだろう。とても、人が一人で起こしているとは思えないエネルギーの激突が実際に起きている。いずれカルタもほぼ丸腰であそこに放り込まれる。

　生徒会室のテレビで確かめる前に、スマホに着信があった。

　苛いら立だちを抑えるように深呼吸してから、カルタはメッセージアプリを開く。

　そこにはこうあった。

『星ほし粒つぶ（大会運営スタッフ用）／午後の部二つ目、一回戦第六試合が想定よりも早く終わりました。チアリーディングやマイクパフォーマンス等で場を繫つなぐ予定ではありますが、第七試合のスケジュールが繰り上がる可能性が出ています。歌うた貝がい選手には選手控室までお越しいただき、いつでも出場できるよう待機願います』

「……、」

　もう逃げられない。

　悪あがきのチャンスはここまでだ。

　カルタはズボンの横、ベルトから改造軍用懐中電灯を引き抜いた。警棒にも使える重さと長さ、そして目潰し用の赤外線レーザー照射装置を備えた代物だ。

「表おもて参さん道どうさん、念のため確認を。アイネは使えないとして、こいつの是非は？」

「そちらは問題ないよ。『脅威』と戦う実戦装備で身を固めたカルタ君を倒さないと、世界最強の一角を崩した証明にはならないもの」

　ガチャリという鈍い音があった。アイネが虚こ空くうから水晶素材の日本刀を取り出し、こちらに差し出そうとしている。が、これについてはキョウカは首を横に振って、

「ごめんなさい、そっちはＮＧで。アイネちゃんはアイネちゃんで一人としてカウントされているっぽいからね」

「アイネは刀の先から心臓までくまなくにえさまの水晶魔法なのですが」

「うーん、厳しいかなあ。アイネちゃんからカルタ君に『貸し与えよう』としている時点で、その言い訳は他の五五億人には通じないんじゃないかしら……？」

　ならいつでもアサルトライフルと手しゆ榴りゆう弾だんで身を固め、着ぐるみみたいに分厚い耐爆スーツで頭の先から足の裏まで全身すっぽり覆っておくべきだった。なんかもう世界中が牙を剝むいてくるような妄想がカルタの頭をちらつくが、まさか日頃の身だしなみにまで首を絞められるとは。

　圧倒的に準備が足りていない。そして最大の手札であるアイネを取り上げられた時点で、カルタは魔法に対してほとんど無防備と言っても構わない。世界最強だからとか、二位以下だからとか、そんな書類の順位付けは何のお守りにもならない。今のカルタは謎の介入者のルール変更によって、ずっとずっと下、ほぼ一般市民と同じ位置まで引きずり下ろされている。

「今回はアイネなし、自力だけか……」

「ぶすう」

　自力の中に水晶少女を入れてもらえなかったからか。カルタの呟つぶやきになんかアイネが無言で内側からほっぺを膨らませていたが、異議は受け入れられそうにない。

　水晶魔法使いなら誰でも使える『プリセット』の中でもカルタの『障壁』は紙切れ同然で、本気の刀剣や銃弾を防げるとは思えない。『飛行』については言わずもがな、全く使えない。できるのは水晶魔法の『プリセット』の一つ『修復』くらいだが、あれは致命傷にならない程度の傷を急速に治す魔法だ。つまり即死には対応していない。例えば正面から額に一発鉛弾を撃ち込まれれば、回復のチャンスもなく即座に全身が水晶像となってしまう。

　そして、対戦相手の情報が何も分からないからと言ってこのまま無策でエジプト神話の墓守ヘテフェレス＝メン＝ネフェルの前に立てば、ほぼ間違いなくそうなる。

　観葉植物の鉢植えみたいに部屋の隅に立つアイネは音もなく首を傾かしげ、無機質に囁ささやいた。

「どうするのですか？」

「帳尻を合わせる。どんな手を使ってでも、だ」





５






　考える。

　一日目に用意された一回戦は全部で八試合。つまり『全学大会カタストロフ』のトーナメントに参加する選手の総数は一六人だ。シード権なしで順当に戦っていくと、優勝までには四戦も必要になってくる。そしてその全てを馬鹿正直に打倒しようだなんて考えでは、顔も見えない『黒幕』の思うつぼだ。きっとそいつは、途中でカルタが死ぬ事を狙って状況をセッティングしている。

　何も素直に従う必要はない。ようは、カルタ達が世界最強であると示してしまえば全世界的な社会不安は解消されるのだ。例えばトーナメント以上の強大な何か……それこそ実は機械製品だった『デコイ脅威』か何かにセカンドグリモノアを襲わせて、カルタ達四人の緊急出動で他の選手や観客達を大々的に華々しく守ってしまえば……。

「……まあ、ダメか」

　ぎしっ、と。床にボルトで固定された椅子が軋きしんだ音を立てる。

　そういう小細工は、一時しのぎには使えてもその後永続的なアキレス腱けんになりかねない。バレた瞬間に社会不安が倍加して再燃、では問題の解決になっていない。

　やはり、勝つしかない。

　一人きりの選手控室でカルタが結論づけ、そして自嘲気味に小さく笑った。

　こういう時思い浮かべるのは、身近で大切な人達……ではない。

（……『ウォリアードール』）

　カルタの身の丈を超える巨体、プラズマジェットの刀を自在に操る鎧よろい武む者しや。誰よりも人間の善性に憧れて、水晶魔法を学ぶためにセカンドグリモノアを占拠した『本物の脅威』。学びの場で多くの仲間達を無慈悲に殺されて、それでも真っ向からの決闘を望んだあいつが見たら、うじうじ小細工ばかり考え続けるカルタを前にどんな顔をするだろうか。

（悪いな。俺はお前のようには諦められないよ。俺は心の底から醜いから、どうしても、泥臭く喰くらいつきたくなる。そうやって大切な人も世界も守りたいって思ってしまうんだ……）

　だから。

　どれだけ唾を吐かれて石を投げられてでも、歌うた貝がいカルタは確実な勝利を望む。

　ワンルームよりも狭い空間のスピーカーから女性らしき声が響き渡った。

『一回戦第七試合、始まります。歌うた貝がいカルタ選手、ご登場を』

　そっと息を吐いて、紫系のスラックスの横から改造軍用懐中電灯を抜く。ボルトで固定された椅子からゆっくりと立ち上がり、そして両開きの鉄の扉に向かう。

　開け放つ。




　わあっっっ!!!!!!　と。

　分厚い歓声の壁が歌うた貝がいカルタの顔面を思い切り叩たたいた。




　夕暮れだった。

　選手達のためというよりテレビ放映の都合だろう、早くも高出力な撮影用照明がカルタの網膜を強く刺激してくる。おかげで真っ白な光に顔をしかめる羽目になった。

　そして掌てのひらで庇かばった目が光に慣れるより早く、もう次の展開がやってきた。

『はいハイはい！　司会進行はわたくし世界で一番輝いている不謹慎系超新星子役タレントデレイン、シンデレラクイーンがお届けいたします。そして第七試合の解説は怒ど濤とうのスペシャルゲスト！　水晶魔法と言えばやっぱりこの人、生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカさんですッ!!　……ここばっかりは専門家さんから集中的にコメントもらわないと何が起きてるのか分かんなくなりそうですので……』

『はいよろしく。一応わたしも教わる側の生徒だけれどね？』

　吹奏楽の応援曲に洪水みたいな歓声。爆発めいた音の洪水に負けないよう、ライブ仕様の大型スピーカーの音量もかなり強めだ。

　ガンガンとこめかみに痛みすら感じる音の渦の中、カルタはクレーンで吊つり上あげられたゴンドラを視界の端で捉える。あれが目立ちたがりの解説席か。キョウカがゲストとして呼ばれているようだが、世界全人類と向き合うパブリックモードに入っている以上はこちらにとって有利な働きかけはしてくれないだろう。したくても、できない。ズルをしていると思われればその時点で群衆の『納得』が遠ざかり、世界最強に対する信頼の揺らぎが決定的な亀裂に化ける。そうなれば社会不安が爆発してしまうからだ。

　守れ、この世界を。そのために戦え。

（……この、どこかに）

　多くの視線が集中する。

　壇上に立たされるような緊張感がカルタの心臓を鷲わし摑づかみにかかる。

（悪意をもって俺達を見ている『眼め』があるはずだ。不利な条件を被かぶせて公の場で俺を事故死させたがっている誰かが……）

　周囲は三六〇度雛ひな壇だん状じようの観戦席で埋まっているが、これでも限られた人数だ。各段、座席の前にある横棒状の安全バーにはびっちりと金具でウェブカメラが取りつけられ、頭上には羽虫のように空撮ドローンが飛び回っている。まるで大空を埋め尽くすムクドリの群れのようだった。キホン手動操縦であっても互いの間隔は目に見えない赤外線で計測して自動で補整される、とは分かっていても、あんな一つの塊みたいな状態でよく正面衝突しないものだと思う。

（……視聴チケットの売り上げ枚数は一〇〇万枚を超えているんだったか。公式サイトの中継配信じゃない。自分でカメラを振って操作し、状況をできるだけライブで楽しみたいってだけで。おかげでこの何もない海はニューヨーク並の電波過密エリアになっているようだけど）

　基本は首振りレンズの使用権を購入してのリモート観戦。

　直接試合を眺めたい場合は、魔法の流れ弾で死んでも文句を言わないという誓約書にサインする事が義務付けられる。それでも倍率は数万倍に及んだというのだから驚きである。三階席まで含め、一万人分の観客席は満員御礼。人はそれだけ伝説に餓うえているのか。六〇〇メートルの船の屋上を自由に使えるとはいえ、ヘリポートに一万人も集まるのは圧巻だ。

　がこん、という鈍い金属音が後ろから響いた。

　今まで少年が収まっていた選手控室は、実際には細長い金属コンテナだった。それはカルタの背後で最新鋭のティルトローター機に太いワイヤーで吊つり上あげられ、速やかに試合会場のヘリポートから取り去られていく。

　もう逃げ場はない。どこにもひきこもれない。

　人殺しすら許された地獄の夕闇に、興奮した幼女の声が響き渡る。

『一回戦の第七試合についてはまずこの人を紹介しない事には始まりません！　現役世界最強、みんなの憧れにして五五億人の嫉妬や逆恨みをしれっと吞のみ込こむ台風の目!!　勝つのが当然賭けても儲もうからないふざけてんのか、最新鋭の水晶魔法を自在に扱い「脅威」から世界を守ったこの男。「天てん外がい四し神じん」の代表格、うったがぁいカぁぁルタぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　一辺二〇メートルほどの正方形のリングを挟んで向かい側、対戦者側でも同じように細長い金属コンテナが吊つり上あげられていく。

　全方位から歓声が爆発する。分厚い音の壁で押し潰しにかかる。

　衆人環視の死の檻おりが、閉じていく。

『そして対する一いつ攫かく千せん金きん枠わくはこちらです!!　足りない称号なんか奪えば良い、自分が最強以外の何かだなんて納得できねえ！　誰もが名前を知っている超メジャー、エジプト神話の本当にすっごい所を魅せてアゲル☆　最新鋭の水晶魔法に下げ剋こく上じようを仕掛ける女性神官、ヘテフェレぇス＝メン＝ネっフェえええええええええええええええええええええええええええル!!!!!!』

　叫ぶだけ叫んで。

　それからデレインとかいうらしい小さな少女は隣の解説者に意見を求めていた。

『実際問題どうなんです専門家？　これってどっちが有利不利とかあるんですか？』

『さあ？　ただ、エジプト神話の神官や巫み女こは水晶魔法の授業でも頻繁に顔を出すほどの超メジャーよ。オカルトな高気圧と低気圧を読み取り、農耕や航行の役に立てる事で、一個人でありながら多くの民の支持を得て絶大な影響力をほしいままにする……その代表例』

『ふんふん』

『つまり、言ってしまえば元祖も元祖と最先端も最先端、最古と最新、新旧の魔法の激しい衝突という形になるのかしら』

『なるほど、そうなると勝負の行方はいきなり分からないって訳ですネ！　いやあ良かった、これは下げ剋こく上じようがアツい大型イベントなんだしカルタ選手には死んでもらわないと盛り上がりってものがありませんから!!』

　やはりというか、なんというか。

　表おもて参さん道どうキョウカはパブリックモードに入ると歌うた貝がいカルタを庇かばう発言はしなくなる。それでいて、長々としゃべるのは観戦客に向けて『だけ』でもない。

　そう、しれっとカルタへのインプットも狙っている。

（……いつも通りの策士っぷりだな、こりゃ）

　長い黒髪に褐色の肌。

　エスニックな白の神官装束に黄金の装飾品で全身を飾った、カルタと同じくらいの歳の少女と視線がぶつかる。

「歌うた貝がいカルタ」

　四本ワンセットの伸縮性に富んだ太いロープを持ち上げ、一段高いリングに上がりながら、少女が声を掛けてきた。

　わざわざ日本語を使っている以上、こちらに伝える意思があるという事だ。

「私はお前が役立たずだという事を知っている」

「……、」

　例えば、試合前にプレッシャーをかけてこちらの調子を崩すため、とか。

　本来の実力を発揮させないまま、叩たたき潰つぶす。そういう手もあったかとカルタは逆に感心していた。『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』相手では、不用意なその一手間すら死と直結していたから想像もできなかった。

　だから彼は特に表情を変えず、本人にしか聞こえないであろう囁ささやきでこう返した。

「気絶と死亡、どっちで決着つけてほしい？」

「騙だまされない。例の水晶少女さえいなければ、お前は無能だ」

　即座に返ってきた。

　反応が早いのはそれだけ余裕があるからか、あるいは緊張の裏返しか。こうして対たい峙じしているだけでは流石さすがに読み切れない。

　おそらくテレビ放映用の形式的なものだろう、シンデレラクイーンの説明が入る。

『試合は時間無制限、ただし互いが結託しての意図的な引き延ばしが認められた場合には両者共に失格とします。試合はどちらかが意識を喪失するまで続きますよー、これは死亡も可！　逆に言えば、体のどこをぶっ壊して行動の自由を奪おうが意識が残っている場合は試合が終わらないので気をつけてくださいね☆』

　カルタは顔には出さずにそっと息を吐く。

　水晶魔法には『修復』がある。致命傷にならない限りどんな傷も三〇秒で治すといったものだ。つまり、打撃で気絶を狙うのは極めて難しい。レトネーエがやった絞め技の他、かなり特殊な魔女の薬品や気象操作の落雷攻撃などがない限り不可能と言って良い。

　つまり、

（……俺一人に絞って、殺した方が簡単って環境を整えてやがる。どこの誰だ、世界中の混乱を抑えるために表おもて参さん道どうさんが企画した大会ルールにこっそり落書きしているヤツは？）

　ブゥン、と。低い唸うなりを上げて四隅のポールが赤い光を放った。

『さらに気をつけてほしいのが、リングを囲むロープ。こちらはいわゆる導爆線になっており、つまり中には火薬がぎっしりです。まあこれ単品でも銃の暴発以上のダメージはありますよ？　もちろんどちらかの選手が触れた瞬間に即発破、無煙火薬からペンスリットまで諸もろ々もろ練り込んだ合成火薬が秒速五キロの燃焼速度で違反者の体を骨まで吹っ飛ばしますのであしからずう』

　四隅のポールの赤い輝きは『施せ錠じよう』の合図だったのだ。これでは電流デスマッチどころではない。カルタは思わずキョウカの方に目をやったが、彼女はぱちくりと瞬まばたきしただけだった。

　壇上で挨拶した時と同じ。

　見た目はしれっとしているが、おそらく生徒会長でも把握できていない事態が起きている。どうやら表おもて参さん道どうキョウカは全ての試合に顔を出している訳ではなく、水晶魔法を使うカルタの試合だけ特別な解説役として呼ばれるらしい。それが仇あだになったのだ。

　目には見えない。でも悪意を持って原稿や仕様書を改ざんする介入者は、確かにいる。

『平たく言うとこちらのロープに触れると問答無用で体が千切れますのでご注意を!!　……あー、同じ日に七回連続で説明すると流石さすがに飽きてきますな。次から基本ルールくらい自分で覚えておいてくださいね☆』

　およそ五メートルの間隔を開けて、リング中央でカルタはヘテフェレスと向かい合う。

　敵対者の正面に立つのは、いつだって怖い。

　盾にできるものはない。リングの外にも逃げられない。例えば今この瞬間、『ついうっかりフライングしちゃいました』で極大威力の魔法が飛んでくればカルタなど為なす術すべもなく消し炭だ。

　そういう世界で生きてきた。

　ゴングが鳴るまで律りち儀ぎに待つ方が、歌うた貝がいカルタにとってはむしろ異常だ。

　事故で良いい。

　ひょっとしたらフライングの咎とがでヘテフェレスは失格になるかもしれない。だけど、それでも『世界最強の一角を無傷で倒した』という事実、レコードだけは不滅のものとなる。別にセカンドグリモノアの手を借りて躍進する必要なんかない。その宣伝文句さえあれば熊殺しの伝説でも見せびらかすようにして、魔法の世界で好きなように生きていけるだろう。ほら、メリットしかない。反則負けなんて一時の傷、安い買い物。そもそも誰にとっても自分の命を賭けた大おお博ばく打ちなのだ。それでもわざわざ律りち儀ぎにスタートの合図を待つか。待ってどうする？

　高まる歓声に混じって、何かが流れてきた。

　日本語ではない小さな囁ささやき。向かい合ったヘテフェレスからすれば、できる事なら口の中で済ませておきたい何か。ただし、エジプトの象形文字はすでに完全解析された言語だ。魔法を扱う関係で、座学としてカルタも一通りは学んでいる。

　それを日本語に訳せばこうだ。

「……クション、＝ホ……ス。１／１……４……」

　あるいは、こんなの考え過ぎだろうか。

　血まみれの復ふく讐しゆうから始まった歌うた貝がいカルタは何でも斜めに見て悪意的に受け取ろうとするクセでもできているのかもしれない。ヘテフェレス＝メン＝ネフェルはエジプト魔法とその技術を継承してきた人々の誇りを背負ってここに立ち、正々堂々と戦わなければ意味がないと思っている。そんな風に解釈する事だってできるかもしれない。結局は人の心の話だ。利害や数字だけで測れるものではないだろうし、カルタはそこまでヘテフェレスの内面を知らない。

　これはそういう大会なのだ。

　一対一の戦いで、正々堂々と決着をつける。そんなルールでわざわざ話に乗ってここまでやってきた以上、カルタと違って真まっ直すぐ世の中を見据えているかもしれない。

　にこりと笑って褐色の少女は右手を差し出してきた。まるで握手でも求めるように。

「さっきは煽あおってごめんなさい」

　彼女はわざわざこちらに合わせて日本語で語りかけてくる。

「楽しい勝負にしよう？　どっちが勝っても納得できるように、正々堂々とした戦いを」

　カルタもちょっと笑った。と思う。

　こんな世界を守って良かった。そう感じさせてくれる優しい表情だった。何でもかんでも斜に構えて裏を読もうとしてしまい、正面から差し伸べられた手を摑つかむ事もできずとっさに体を強こわ張ばらせてしまった自分が恥ずかしい。そういう悪意ある世界は旧最強『難なん問もん排はい除じよ』の五人を倒した時に清算したのだ。カルタ達が清く正しい世界をきちんと作った。今日まで歯を食いしばって戦ってきて良かった!!　やっぱり自分達のやってきた事は間違っていなかったのだ。それを目の前の褐色少女が証明してくれた。

　カルタだって楽しい試合にしたい。

　できるものなら。

　ゴングに指を掛けたシンデレラクイーンの声が大きく響き渡っていく。

『それでは試合開始といきますよー。皆さんご一緒にい！　さーん、にーい、い




「粉々に吹っ飛べ歌うた貝がいカルタ」




　古代エジプト語が飛んできた。

　ほらやっぱり。人間なんてこんなもんだ。
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　バガッッッ!!!!!!　と、試合会場が激しい音と衝撃で揺さぶられた。

　明らかに何かが爆発した。

　フライング、などといちいち抗議している暇もない。観客席はどう扱って良いか判断しかねたようで、歓声と悲鳴のどっちつかずな叫びがあちこちで響き渡っていた。流れ弾対策の『障壁』や刀剣を構える運営委員が半透明の尖とがった水晶装甲を大きく広げて魔法で宙に浮きながら、細かく角度を変えて粉ふん塵じんの中を覗のぞき見みようとしている。

「カルタ、は……ッ!?」

　反射で応援ダンスを止めてしまったチアリーダー部を押しのけつつ、二階席の通路で雨あま脚あしマリカはとっさに叫ぶ。

　すでに試合は始まってしまったが、情報を全く伝えられないという話でもない。水晶花を使った通信はおそらくマークされているだろうが、光の点滅や拍手のリズムなど、それとなくヘテフェレスに関するデータを伝える方法なんていくらでもある。

　だが、それどころではない。

　何しろ四角いリングの上での『爆発』だ。身を隠すような場所などあるはずもない。『プリセット』の『障壁』もまともに使えない以上、カルタは生身であれを受け止めるしかない。

「……、」

　まさか。

　ダメ、だった？

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。」

　雨あま脚あしマリカの胃袋に、重たいものがのしかかる。

　あまりの速度に、心が追い着かない。

　いいやすでに逃避が始まっているのだ。世界最強がそんな簡単に死ぬはずがない、あの歌うた貝がいカルタが為なす術すべもなく殺されるなんてありえない。そういった根拠もない楽観だけで頭が全部埋め尽くされている。

　これがお涙頂戴のサクセスストーリーならイイ所まではいくだろう。必ず優勝するとは限らなくても決勝戦でまさかの敗退とか、ドラマチックな散り際までは大丈夫だと。

　だけど、現実は違う。

　この現実がどれだけ過酷な予想外を連発するかは、良く分かっていただろう？

　最強なら大丈夫？

　そんなルールどこにある。下から見上げて、場を引っかき回すだけ引っかき回して、旧最強の五人を殺し尽くしたのはどこの誰だ。

　不意打ちのルール変更自体が悪意ありと分かっていたのに、何な故ぜそのまま行かせた？　何となく一回戦くらい潜くぐり抜ぬけられるだろうなどと、安全なセオリーがあるなんて軽く流した!?

「マリカ嬢」

「っ、なによっ？」

「マリカ嬢。手早くにえさまから任されているタスクをこなしましょう、ここでじっとしていてもヘテフェレス＝メン＝ネフェルに関する有益な情報は手に入りません。コンテナ型の控室へ侵入する予定では？　今なら誰もいませんよ」

「だから何をかき集めたってカルタがいなくちゃ意味ないじゃない!!　正面に立っていたのよ？　いきなりフライングで魔法なんかぶち込まれたらカルタなんか……!!!???」

「ですから」

　むしろ、キョトンとしていた。

　無機質な水晶少女は小さく首を傾かしげ、滑らかに補足の説明を加えたのだ。

「アイネはこうして普通に活動続行しておりますが何か？」

「……、あれ？」

　そう。そうだ。

　カルタと一心同体のアイネは、華きや奢しやな女の子の見た目に反して独立した個人ではない。実際には術者が展開する水晶装甲の一種だから、魔法使いがいないとその存在を保てない。

　という事は……？
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　ヂリッ!!　という焼けつく感覚がヘテフェレス＝メン＝ネフェルのこめかみを炙あぶってきた。

　爆発は起きた。

　真正面に立つ世界最強に向けて、フライングで仕掛けた。

　だが。

「……私じゃない」

　ぽつりと。

　右手の掌てのひらを正面にかざしたまま、褐色の少女はそう呟つぶやいた。

「最初の爆発は私じゃない!!　アレに魔法の目測をズラされた……っ!?」

「そんな事呟いてる暇で次の一手でも打ったらどうだ？」

　囁ささやいた時、すでに歌うた貝がいカルタは動き出していた。

　彼の革靴は片方なくなっていた。とっさに脱いで、手首のスナップだけで後ろへ投げつけたのだ。触れれば爆発すると言われていた導爆線のロープに向けて、だ。

　結果、ヘテフェレスのエジプト魔法発動の一瞬前に『最初の爆発』が起きた。それは別に致命傷を与えるほどではないが、いきなりの振動による物理的な揺さぶりと精神的な動揺とが、ほんのわずかに褐色少女の魔法の矛先をズラしてしまったのだ。

　結果、生き残った。

　警棒にも使える改造軍用懐中電灯を摑つかんだまま、歌うた貝がいカルタは真正面から大きく切り込む。

　カルタ側からすれば、相手が何を得意としてようが懐ふところ深ふかくに踏み込むしかない。警棒の間合いが殺しの間合いだ。

『っとっとっと、待ってください!!　ゴング鳴らしていませんよフライングですよ!!』

『なら二人を引きはがして仕切り直しする？　これだけ場が熱く盛り上がっているのに。わざわざお客様の一体感を冷ましてあなたに何の得があるのかしら、デレイン』

　ガッギィ!!　という鈍い音に拒絶された。

　鈍器代わりの懐中電灯が、何もない空中で強引に押おし留とどめられている。手首に返る骨っぽい痛みに顔をしかめつつ、カルタとしては状況の観察に努めるしかない。

「ジャッカル＝コネクション＝アヌビス、１／96」

　青白い光だ。

　かざした掌てのひらを中心に、傘のようなものが開いている。それが鈍器を押さえている。

「死者の裁判は不変なり、咎とがありし魂の虚偽なる再審など受けつけず。判決は出た、受け入れぬ者よ黙って立ち退くがよい!!」

「……めくったな、化けの皮を」

「驚かないわね？」

「悪いがバリアくらいでいちいち驚くほど超常に対して素朴じゃない。水晶魔法じゃ『障壁』なんて誰でも使える基本だよ!!」

（しかしそれにしても、またアヌビスかっ!!）

　常時全身を覆っておけるバリアなら最初にそれを使わない理由がない。何か不安があったから、カルタ側からの初撃すら許さずズルして瞬殺しようとした。

　デメリット。

　それは効果時間が短いから、じゃない。

　導爆線のロープを吹っ飛ばした時の煙や粉ふん塵じんが、褐色少女の黒髪を撫なでている。つまり三六〇度の完全防護はされていない。

　あれは鎧よろいではなく、盾だ。つまり正面以外に回り込めば攻撃は当てられる！

「イビス＝コネクション＝トト、１／96」

　ぐりんっ!!　と。

　肩の関節すら無視して右手の掌てのひらがこちらにかざされた。

　迂う回かいし、軽く叩たたくようなフェイントを挟んでも青白い光の盾に再び懐中電灯が弾はじかれる。二度、三度とやっても首振り式の盾をすり抜けられない。

（先読みされてるかっ!?　でも、常にこれができるなら最初の一撃で虚きよは衝つけなかったはず……）

「ブル＝コネクション＝アピス、１／８」

　ゴッッッ!!!!!!　と。

　盾が膨らんだ。

　いいや、正面に青白い光の盾をかざしたまま、勢い良く一歩踏み込み、こちらへ突進してきたのだ。まるでダンプカーのバンパーで人間を吹き飛ばすように。

　何かと防御的なイメージのある盾だが、エッジの部分を使った殴りや盾全体で体当たりする圧殺の技術もある。あの分だと古代エジプトにも盾を使った専門技術がありそうだ。

　薄っぺらな『障壁』が一瞬で破れる。たまらず、カルタは体ごと後ろへ倒れ込む。そうでなければ手首からほとんど唯一の武器である懐中電灯を毟むしり取とられていたところだ。

「があっ!?」

「歌うた貝がいカルタ、お前は無能だ」

　きんッ、という甲高い音が響く。ヘテフェレスの足元に落ちているのは、親指大の透明な小瓶。まるで空から薬やつ莢きようのようだが、そうではない。

『中身』がある。それはカルタの見ている前でサラサラと茶色い乾いた砂のように崩れていく。だが少年は確かに崩れる前の正体を目撃していた。

（ミイ、ラ……？）

「無能なお前では、私に勝てない」

　ミイラと言っても永久保存されたどこかの王様ではない。動物、ずんぐりとした家畜のように見えた。牛。胎児を取り出した……のでもなさそうだ。どういう訳か、単一電池くらいの小瓶に入るほど小さく乾燥した状態で押し込められている。

（……それよりも）

　今、どこから取り出した？

　アレが何なのか知らないが、魔法を使うのに絶対必要な部品だとすれば、取り出すのを邪魔できれば魔法の発動を食い止められるという意味でもある。

　時間を盗まれている。

　取り出す瞬間をカルタは見ていない。白くゆったりとしたエジプト神官装束は物を隠すのに適しているように見えるが、懐ふところに手を差し入れた訳ではない。長袖ではないから手首に仕込む事もできない。なら、いつ、どこから、どうやって!?

「イーグル＝コネクション＝ホルス、１／１４４」

　それはさっきも見た。

　青白い盾が消失し、代わって手の中に生じたのは凝縮した炎の塊だ。一番初めのフライングで投げ込むはずだった、例の『爆弾』。

　やはり、だった。

　その手の中に小瓶がある。だけどそれが出てきた瞬間をカルタは見逃している。

「今度は私が化けの皮を剝いでやる。無能なお前は、何もできずにここで死ね!!」
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　ヘテフェレス＝メン＝ネフェルは効率的な人間だ。

　決して褒められた人格はしていないだろうが、カルタはその点を認めていた。であれば、彼女は有効だと思った手は何度でも繰り返す。

　最初の一発はフライングにフライングを被かぶせたカルタに邪魔されただけ。

　邪魔をしたという事は、邪魔をしなければ危なかったと少年が自ら教えた形にもなっている。だとすれば、チャンスさえあれば全く同じ『爆発』を繰り出してくるはず。

　そして共感したという事は、カルタの中にも同じ部分が眠っているという話でもある。

　その『爆発』を見て、カルタがとっさに取った行動はこうだった。




　残っていた革靴を脱いで、投げつける。

　ただし今度は背後の導爆線ロープではなく、褐色少女が取り出した炎の塊に向けて。




「あっ」

　何しろ、火炎の球体は投げつければ爆発するのだ。

　だったら馬鹿正直に待つまでもなく、こちらから刺激を与えてしまえば良い。

　さて、投げて使用する事が───つまり使用前に十分距離を取る事が───前提の『爆発』が手の中で吹っ飛んだら、ヘテフェレスは無事でいられるだろうか？

「がアアッッッ!!!???」

　自らの爆発に吞のまれた褐色少女の絶叫が炸さく裂れつする。

　油断せず、カルタは身を起こしながら改造軍用懐中電灯を摑つかみ直なおした。追い討ちをかけて確定でダウンを獲とりたいが、こいつを鈍器代わりにして殴りかかるだけでは青白いバリアの盾で押さえ込まれてしまう。

　首振り式の自動防御。

　ギリギリと両腕に力を込めつつも、カルタの眼球が高速で動き回る。

（一枚嚙かませるための材料は、誤作動を起こすとすれば何だ……ッ？）

「ざ、っけんな。この無能がァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　思考が寸断された。

　絶叫と共に爆炎が風船のように内側から破裂する。現れたのは白い竜巻だった。

　いいや違う。

　しゅるりという音の正体は、包帯のような細長い布地。そしてエジプト魔術を自在に扱うヘテフェレスは、無から有を生み出す存在とまではいかなかったらしい。

　白いゆったりとした神官装束が、包帯のように解ほどけていた。

　古い電話のコードのように丸まったその一つ一つの輪に、小さな瓶が収まっている。

　歌うた貝がいカルタはニヤリと笑って言う。

「パピルスは」

　ボロボロと衣服を崩し、小麦色の肌を大きくさらけ出してでも急いで小瓶を取り出す緊急性があった。手の内を暴かれた屈辱で震えながら紅潮するヘテフェレスへ、少年はさらに言葉で追撃を仕掛けていく。

　言葉は相手の調子を崩し、実力を封殺する武器としても使える。

　ヘテフェレス本人から教えてもらった秘策だ。

「イメージの世界じゃ古代エジプト文明の紙の材料として有名な水草だけど、でも実際には製紙に限らず何にでも使える万能素材だったはずだよな？　絨じゆう毯たん、食器、船舶、建物、中身の髄は食べる事もできた。そして何より、衣服。……秘密の隠しポケットなんて次元じゃなかった。アンタは体のどこからでも自由にスリットを開いて内側の武器を取り出せた訳だ」

「こんな。こんなもので、私を、私の全てを暴いたつもり……？」

「でも」

「この程度でえワタしの一ｔａｉナニをおおッッッ!!!!!!」

「どこから取り出すか分かれば、タイミングはこっちで盗める。お前の魔法は、もう潰せる」

　チカチチカッ、とカルタの視界の端で小さな光の点滅があった。

　おそらくアイネかマリカだろう。水晶花の通信＝魔法を使うと難癖をつけられる、と考えたからか。観客席の一角からペンライトで信号を送ってきている。日本語に翻訳すればこうだ。

（ヘテフェレスはエジプト神話の二大系統の中ではオシリス系の巫み女こ。得意としているのはミイラの製造。エジプト神話では神と対応した聖獣がいて、実際に遺跡からは人間の王だけではなく、神の化身として信仰を集めた鳥や牛のミイラが発掘された事例がある）

「……、」

（ヘテフェレスはこれを応用して、鷹たかやジャッカルなど現実の生き物をミイラ化する事で対応した神の力を間接的に引き出す。サイズが小さいのは、一度原寸大のミイラを作ってから携帯性を整えるため、各部位を煮詰めて凝縮し、スープの素のように小さく組み直しているから）

　有益だが直接的な攻略法にはならない情報だ。

　モノが本物のミイラなら湿気などの弱点もありそうだが、どっちみち密閉された小瓶の中で保存されているのでは役に立ちそうにない。

「いちいち、ナニ分のナニ、って力を区切って管理したがるのは」

「っ？」

「導入のミイラから等身大できちんと力の塊を組み立てようとすると完成まで時間がかかりすぎるから、実戦に耐えられるようあちこち省略を試みたいって感じか？　つまり、分母が大きいほど省略箇所が多い。重ねがけできる魔法とできない魔法があるのもそのためだな。ま、俺達水晶魔法だって水晶花に『神様の名前』を封入する程度で、神様ってのをダイレクトに使っている訳じゃない。それだけ扱いが難しいのも当然だけど」

　返答はなかった。

　口を噤つぐんで眼球の動きすら読み取られぬよう、と表情を固く締めて警戒した時点で頷うなずいたのと同じだが。

　憤ふん怒ぬの顔で小さなミイラの詰まった小瓶を摑つかむヘテフェレス＝メン＝ネフェル。対してカルタは改造軍用懐中電灯を強く握り締める。

　正面から殴りかかっても、エジプト神話の巫み女こには勝てない。

　そしてカルタの武器はそれだけではない。通常のライトの代わりに、目潰し用として強力な赤外線レーザー照射装置を取りつけてある。

「なっ？」

　とっさに顔を庇かばおうとして、ヘテフェレスは怪け訝げんに思ったらしい。

　それはそうだろう。カルタは正面の対戦相手ではなく、真上に向けて懐中電灯の先を突きつけたのだから。

　直後に悪意が牙を剝むいた。

　ゴッ!!　と。天から地へ、一直線に鉄てつ槌ついが落ちてきたからだ。

　画像処理系の姿勢制御センサーを赤外線で潰された、アルミフレームと合成樹脂とシリコンの電子基板で構成された鉄てつ槌ついの正体は、

「くうさつっ、ドローン!!!???」

　オモチャと言っても重量二、三キロはある。きちんと土を盛った小さめの植木鉢くらいか。当然ながら、高所から落下すれば立派な凶器だ。

　とっさに身構えて、ヘテフェレスは目には見えない蜘く蛛もの糸のようなものを自覚した。

　そう、何か変だ。

　真正面からバットより重たい鈍器で殴られても平気なのだ。小瓶のストックだって余裕はある。それなら冷静にアヌビスの力を取り出し、青白い盾でカルタもろとも弾はじき飛とばしてしまえば解決する程度の些さ細さいな問題のはずだ。

　なのに、できない。

　まるで歯車と歯車の隙間に楔くさびでも打ち込まれたように、頭から体への反応がやけに鈍い。

「本能だけで分かる体の急所は、まだ目で追って反応できる」

　鉄則だった。

　実際に体を痛めつけられ、経験から得た情報ほど頼りにできるものはない。

「だけど理性を一枚挟んで知識で理解しないとリスクを実感できない攻撃は、その分だけ反応自体が鈍ってしまう」

　照準もホーミングもないドローンなんか誤作動で墜落させたってまともに当たるはずもない。

　カルタは手にした重たい懐中電灯を正面から投げつけた。

　ハッ、と。褐色少女は呪縛が解けたようだった。

　とっさに小麦色の掌てのひらを正面にかざし、青白い盾を展開。顔を狙った一撃を大きく弾はじき飛とばす。

　だけどヘテフェレスは気づいているだろうか。理性を挟まないと処理できないドローン墜落と、本能だけで理解できる顔面への投とう擲てき。完璧な出来、と思ったその防御が実はカルタの手で『引き出された』のだという事実を。

　ヤツの防御は前方にかざす盾だ。全身を覆う鎧よろいではない。

　正面の懐中電灯を弾はじくために展開するのと同時にカルタは動いていた。くの字にステップを踏んで横から鋭く回り込み、硬直した褐色少女の首へ腕全体を回す。後ろから抱きつくようにして、そのまま一気に体重を後ろに倒す。

　二人で一緒に仰向けで転がる羽目になった。

「ガッ!?」

　上にいるヘテフェレスはブリッジでも描くように背を反らし、両足が浮いてしまっている。カルタが片膝を立てて、褐色少女の腰の後ろを持ち上げているためだ。ヘテフェレスが肘打ちで背後に打撃を加えようとしても、空振り。背を反らすほどに肘打ちの可動域は減るのだ。ブリッジに近い状態から真後ろを攻撃するのはほぼ不可能である。

『おっと、チョークが入りましたか!?　ううー、絞め技と関節技は実戦でハマると抜け出せないからほぼ必殺なんですよねえ。ドラマに欠けます!!』

『ヘテフェレス選手は魔法に道具を使っているのもあるけど、それ以上に頸けい動どう脈みやくの圧迫で脳の思考そのものを遮られるのが問題ね。つまりそのまま魔法禁止も兼ねるでしょう』

　カルタは実際にレトネーエから喰くらったからどれだけ苦しいか知っている。

　純粋な呼吸困難では意識が落ちるまで数分もかかるが、頸けい動どう脈みやくまで絞まっている場合は話が別だ。人間はものの三〇秒もしない内に気絶する。

　所詮は付け焼き刃、レトネーエ＝クーレントからボコボコにされながら学べた事は少ない。その数少ない一つがこれだった。星の数ほど網羅された暴力の中でもカルタが特に興味を惹ひかれたのは、一度極きまれば抵抗はおろか悲鳴を上げる事もできずほぼ抜け出すのは困難という堅実さの他に、こんな未練もあっただろう。

　もしも相手を殺さずに意識だけ奪う方法をもっと早く学んでいれば、この手を血で汚す事もなかっただろうか？

（……いや、考えるだけ無駄か）

「そしてヘテフェレス。この窮地で魔法も使わず肘打ちなんかに頼ったって事は、ほんとにこいつで打ち止めか？」

「っ!?」

「実際のストリートじゃ絞め技と関節技から抜け出す方法はない。一度極きまればそこでおしまいなんだよっ。もう落ちろ、そうすりゃお前はまだ最強同士の正面衝突だなんて、あんな馬鹿げた泥沼に溺れずに済む……!!」

「そのっ、ぐう、上から目線がっ、げぶ何の権利でえ……っ!!」

　口の端から泡まで噴きながら、しかし、ヘテフェレスの震える指先が本能的で無意味な行動から解き放たれる。

　自然と首に向かっていた手をよそに伸ばしたのだ。ゆっくりと、ゆっくりと。

　そこには普通ならありえないものが落ちていた。

　リングの四方を囲んでいるはずのロープだ。カルタが初手から爆発させた関係で、まだ火薬の燃焼していない導爆線が床の上をのたくっていたのだ。

　ざらざらと、破れた断面から黒い粉末がこぼれていた。無煙火薬だかペンスリットだか、数種類を混ぜて速度や威力を調整しているのだったか。

　あれは燃焼前のロープだ。つまり触れればペナルティで爆発するっ!?

「……まだ。まだ終わっていない。かはっ、これがあれば……」

「ヘテフェレスっ！」

「触れば吹っ飛ぶ。だけどその爆発にお前を巻き込めれば……。肘は届かなくても、これだけ柔らかいロープなら振り回せば後ろまでとどくっ」

　実際にはそこまで簡単にはいかないだろう。秒速五キロ。振り回す暇もなく褐色少女の手首が千切れる可能性の方が高い。

　だけど、絶対とまでは言えない。

　もしも爆発前にロープを振り回す事ができたら、あるいは千切れて吹っ飛んだ少女の指や骨がカルタの目玉から頭の奥まで突き刺さったら。実戦で一〇〇％の確定などありえない。悪意的な偶然がどれだけおぞましいかカルタはこれまでの戦いで嫌というほど思い知らされてきた。

（どうする……っ？）

　膝を立て、首に腕を回したこの状態では、のろのろと動く褐色少女の腕までは封殺できない。そして絞め技は、どれだけ力を加えたって気絶までの時間は縮められない。無理に力を込めればヘテフェレスの細い首の骨が折れるだけだ。

　それでは意味がない、と断言できる効率的じゃない自分を褒めるのは後回しだ。

　このまま放っておけば、そんな決断も無意味になる。ドアの蝶ちよう番つがいで指を挟むような格好で、肘を折り曲げて少女の首を絞め上げるだけなら片腕でもできる。では残ったもう片方だけを使って、今のカルタに何がどこまでできる。

（どうする!?）
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　効率的な人間は、有効だと分かっている策については何度でも同じ方法を使い倒す。

　すでに答えは出ているはずだ。

　導爆線ロープにエジプト魔法の『爆発』、これらを歌うた貝がいカルタはどう利用してきた？

　答えはこうだ。




　本命より先に爆発させてしまえば良い。

　つまり、カルタが手を伸ばして床を這はうロープを摑つかんでしまえば。




　ボンッッッ!!!!!!　と。

　くぐもった爆発音と共に、迅速に効果は発揮された。

　やはり、摑つかんで振り回すほどの時間的余裕はなかったらしい。圧迫を受けた導爆線はそこから電気刺激を感知し、速やかに着火。瞬間的に燃焼ガスの体積を数百倍に膨らませ、そして握り込む少年の掌てのひらを内側から容赦なく吹き飛ばした。紙切れ同然の『障壁』は何の役にも立たない。その破壊は、一点から球状の大爆発というよりは、火薬で分厚い鉄てつ扉ぴを焼き切る線の破壊へ巻き込まれるのに近かったかもしれない。弾けてマットに落ちた肉片が水晶化していく。

「……かっ……」

　逆転の一手。

　最後の希望が潰ついえて、そこで限界が来たらしい。

「は？」

　ぱたりと。

　ヘテフェレスの手が、床に落ちた。今度の今度こそ、今ので完全に意識が飛んだようだ。

　だがカルタ側ものんびりとはしていられない。

　頭がくらりと眩くらむ、この場合は痛みがないのが逆にまずい。

　手首を切ると人は死ぬ、という話くらいその辺の子供でも知っているだろう。水晶魔法には『修復』があるが、致命傷には対応していない。ヘテフェレスの体に巻きついている包帯状の装束を失敬し、左手と口を使って千切れた手首近くを強引に縛り上げる。もちろん完全に出血は止まらないが、誤魔化せ。致命傷とみなされなければ何でも良いい。

　ばき、ぱき、ペキ、という甲高い音が連続した。

　吹き飛んで失われたカルタの手首、それが尖とがった水晶で覆われていた。

　少年はその腕を頭上に掲げる。

　バギン、と。

[image: ]

　一ひと際きわ大きな音が鳴り響いたと思ったら、水晶が砕ける。そこには握り込んだ拳が奇麗な形で取り戻されている。キラキラと細かい水晶の粒子が強烈な撮影用照明の照り返しを受けて、拳を突き上げた少年に彩いろどりを加えていた。

『お……』

　シンデレラクイーンの声があった。

『おおおおおおお!!　すっすごい、守った？　ただ単純にエジプト魔法を下すだけじゃありませんっ、自殺覚悟で反則的な大技決めようとしたヘテフェレス選手の命をフェアに守るため、歌うた貝がいカルタ選手、自分から導爆線ロープを摑つかみ取とりましたあ!!!!!!』

　どおっっっ!!!!!!　と。

　一瞬遅れて、そこから観戦客からの歓声が爆発する。

『化け物かよ!?　真面目に命の獲とり合あいしてると思ってたのは俺だけかっ？』

『流石さすが最強、ボンクラとは見据えている場所が違い過ぎる……』

『何な故ぜ殺さなかったし!?　女の子だからかッ？』

　四方八方から声の洪水に圧迫される。世界最強のカルタが勝てばファンブル、胴元たるセカンドグリモノア側が賭け金を全額没収のはずだが、今は憤いきどおりの声もない。

　しかしカルタはどこか冷めた自分を感じていた。

　可能性は低い、でもあの導爆線から場がひっくり返された確率だって確かにあった。わずかでも否定できないそのパーセントを完全に潰すため、カルタは冷静に、いつでも捨てられる自分の手首を犠牲にして自分の命を拾った。指や骨が目玉の奥、脳まで刺さるのが一番怖かった。だから彼はヘテフェレス側の予測不能なアクションを潰し、破裂箇所を自分の方で決定して、顔を背ければ確定で血肉の破片から目を守れる位置取りがしたかっただけなのだ。

　それが真実だ。

　だけど脚色するのは、周りで見ていた人間か。

　歌うた貝がいカルタは一度だけぽつりと呟つぶやいた。

「……自分のためだよ」

　ガンマイクで遠方から拾われた罪の告白は、さらなる大歓声の起爆剤にしかならなかった。どうやら聖者サマが謙遜しているようにしか映らなかったらしい。

　クソ喰くらえだと等身大の少年は心の中で吐き捨てた。

　これがどう変換されるのかを目まの当あたりにするのは、流石さすがに怖かったから。
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　命懸けの『全学大会カタストロフ』、その一回戦がどうにか終わった。

　もう夜だ。とにかく『公共の場』である試合会場からは今すぐ離れたい。だけどベッドに飛び込んで泥のように眠る前に、今後の方針だけは相談しておきたい。カルタがスマホでそんな相談をしたら、生徒会長のキョウカからこんな所に呼び出された。体育館のすぐ近くである。

「南十字流星群ですって」

　車椅子の生徒会長が窓の外に目をやりながらそんな風に呟つぶやいていた。

「しばらく続くみたいね。第一陣だけで一万以上。総数で言えば三億近くになるんですって。そのほとんどは熱圏で焼き切れてしまうらしいけれど」

「……そんなに大量の星ほし屑くずどこに浮かんでいたんだ？」

「冥王星よりさらに外、オールトの雲よりは近くかも。何にしてもしばらく続くみたいね、試合のない夜の部の目玉イベントになりそう。まあ実際には昼の間も太陽の光で潰れて見えていないだけで、流れ星の尾は伸びているはずなんだけどね。はっはっ、わんわん」

「？」

　なんか表おもて参さん道どうキョウカの様子がおかしかった。

　そういえばアナスタシア戦で周辺に何にもないシリコンバレー郊外に忍び込む際、デコイの天体観測に一番熱心にのめり込んでいた乙女はこの人だったか。

　とはいえ船全体で光量制限などはしていないからそれほど厳密な天体観測イベントでもない。おそらくデッキに出ればライブ仕様のペンライトを振り回す恋人達がたくさんいるはずだ。カルタとしては、スマホのアプリショップでタイムラプス系がやたらとランク上位を占めているのはこのせいか、くらいの感想しかなかった。確か、普通の動画撮影では星空はあんまり奇麗に撮れなかったはず。

「何しろカルタ君の人生は色恋が足りないものね、決定的に」

「ちょっと。趣味が合わないからって人の人生全否定しないでくださいよ！　……あのう、話っていうのは？」

「なくしていたようね」

　車椅子の表おもて参さん道どうキョウカがそんな風に言っていた。

　傷はくまなく『修復』するはずだが、今でも体の中が軋きしむような気がする。カルタは掌を握って開き、肩をぐるぐる回しながら、

「何がですか？」

「はるか昔にピラミッドから持ち出したとかいう、クフ王のミイラ。奥の奥まで隠し過ぎたのが災いして、今の代ではすっかり継承が途絶えていたみたい。だから世界最強としての権力を使って、秘密裏に大規模な捜索をしたかったみたいよ、彼女」

「……、」

　無能、無能とヘテフェレスは何度も繰り返していた。

　ひょっとしたら、『お前は』ではなく『お前も』だったのかもしれない。自分の同類を見つけて安心したがっていた、とか。

　わざわざ自分の命を投げてでも世界最強の座が欲しいのだ。当然、誰にだって世界最強になりたい理由がある。カルタはそういった未来を一つ一つ潰して生き残らなくてはならない。

　少年は片手で想像以上に重たくなってきた頭を搔かいて、

「もうシャワーを浴びて寝たい……。『修復』のおかげで筋肉痛や後遺症の可能性に脅おびえる事なく思いっきり休める事だけが救いですか」

「あら、世界最強としての仕事はまだまだ山積みよ？」

　まだ何かあるのか、といった顔をすると、こちらに誰か近づいてきた。

（もちろん芸名だろうが）シンデレラクイーンとかいう毒々しい幼女だ。骨格については後輩のナタレーナ以上に未完成に見える。高校生のカルタからすると一定より下になると年齢感を読み取りにくくなるが、おそらく一〇歳くらいではないだろうか。

　華の作り方に慣れている挙措だった。少女は窓辺の流星雨をバックに小さく一礼してから、

「ひっひっひ。初めまして、最強さん。とりあえずの一回戦突破、おめでとうございます。いやあー、助かりました。試合中はああは言いましたけど、初しよっ端ぱなで負けたりしたら二日目からの盛り上がりってものがありませんからね」

「そりゃどうも……」

「ま、カルタ選手がまんまストレートに優勝ってのも味気ないんですけど。ジャックポットとして五五億人からかき集めた賭け金はやっぱりどこかのタイミングでどばーっと放出してもらった方がドラマがありますし。予想外の展開ってヤツのためにどこかで血ち反へ吐ど吐いて負けてくれるとありがたいんですけどねー？」

　すみません、すみません、という声が横から割り込んできた。

　間に入ったのはキョウカと同じくらいの年上美人だ。ただしメガネを掛けたお姉さんなのに子犬っぽい空気で満たされている。

「この子悪気があってこういう口を利きいているんじゃないんです何分まだまだ小さな子供のやる事ですのでここは寛大なお心で大目に見てもらえると非常に助かります」

「ちょっとアシスタント!!　ここは歌って踊れない戦うだけの真面目な人を芸能人オーラで圧倒する大事なワンシーンなんですから、いきなり割り込みかけて台無しにしないでくださいよ。ファンは今この瞬間を永遠に反はん芻すうしながら生きていくんです、そこであなたの幸薄い顔がリピートされたら可か哀わい想そうでしょう！」

「血を分けたお姉ちゃんに向けてなんて口を利きいているの。問題発言、生放送の段取り無視、番組のスポンサー攻撃、数々のトラブルで事務所を解雇されたフリーのネットアイドルなんてお姉ちゃんがお仕事管理してあげないとパンクしちゃうでしょ、感謝の心を忘れないように」

「……ああ。感謝、感謝ですか」

　にたり、と。

　小さな子供にはあまりに不釣り合いな粘ついた笑みを浮かべて、シンデレラクイーンはカルタの方に改めて向き直った。

「そうそう、カルタ選手。あなたには本当に感謝をしているんですよ。わたしぃ？　ちょーっとイロイロやり過ぎちゃってテレビ業界ってヤツから干されていた不謹慎系超新星子役タレントなんですけど、あなた達が旧最強の五人を丁寧にぶっ殺してくれたおかげでテレビ業界にカムバックするきっかけができたんです。ほら、東南アジアでエリシアを殺した時、マスメディアを牛耳るデカいテレビ局を襲ってくれたでしょう？　あ・の・お・か・げ・で、どうーも調子に乗って人様の頭を押さえていた鬱陶しい蓋が外れちゃったみたいで☆」

「……、」

『恐竜』戦ではカルタ達は細心の注意を払い、民間人への犠牲をゼロに抑えた。それでも風評だの何だので少なくない重役が失脚していた訳か。……そして逆に、それで笑って敗者復活した者も。

　世界最強に利権が群がるのはいつもの事だ。

　それにしたって、こんな小さな子供まで『こう』か。

　幸運を摑つかんだ絵本のお妃きさき様さまでは終わらない、必要ならば自分を選んでくれた王子様でも平気で蹴落とす灰かぶり。シンデレラクイーンは片目を瞑つむって両手の指先で黒と黄色のレザースカートを軽く摘つまんで優雅に一礼すると、小悪魔と呼ぶにしてもいやに挑発的な声色でこう続けたものだった。

「二回戦も期待しております、カルタ選手。勝って私のために配信サイトの視聴者数を稼いでくれるなら」

「……言いたい事はそれだけ？」

「ああ、この統合魔法戦トーナメント。学生的には運動会と文化祭がごっちゃに混ざったイメージになっているみたいですね」

「？」

「試合のない夜の部はダンスパーティを開くみたいでしたので、そっちの子、勝手ながらドレスアップさせていただきました。ふっふっふっ、スポットライトの下に出るならせめてこれくらいは飾りませんとねー☆」

　いつもと違った水晶少女がいた。

　ドレスと言っても、相手から摑つかまれる部位を減らすため袖や襟を排除して生地全体を体にぴたりとフィットさせ、動きやすいようスカートに大胆なスリットを入れた、普段の『戦闘用』とは違う。まるで童話のお姫様のようにロングスカートを膨らませた、一夜限りの舞踏会仕様。髪についても頭の後ろでまとめてうなじを見せつけるようにアップさせるだけで印象はかなり変わる。

「にえさま」

　アイネが囁ささやく。

　どういうニュアンスの『にえさま』なのかは分からなかった。

　何かしらの返答を待っているのは確かなようだが。

　……これがイニシアチブを取るための初手の牽けん制せいだとしたら、シンデレラクイーン、確かになかなかの人物のようだ。『難なん問もん排はい除じよ』とは違った意味でやりにくい。

　そっと、アイネが華きや奢しやな手の甲を差し出してきたので、流れでカルタはその手を取る羽目になってしまった。

　シンデレラクイーンが笑ってカルタ達を体育館へと送り出した。

「んーむ。そもそもサプライズだから仕方ないですけど、野郎が夏服のままなのが気に喰くわないですなー。ただ一応、学校の制服って冠婚葬祭の全部に使える万能フォーマルウェアなんでしたっけ？　それじゃあ、とにかくごゆっくりでーす☆」

　扉の向こうは光で満たされていた。

　即席の会場にしては良くできていると思う。床一面に毛足の短い絨じゆう毯たんを敷き、天井から重たいシャンデリアをぶら下げるだけでも印象が変わるものだ。メインのダンスホールは中央で、壁かべ際ぎわには立食系の料理がずらりと並んでいた。壇上に揃そろっているのはさっきの試合でも応援してくれた吹奏楽部の面々か。

　全員参加の強制イベントではないが、意外と人は多い。厳密なドレスコードは存在しない気軽さと、馬鹿正直に男女がくっつくのが恥ずかしい場合は『タダメシをたくさん食べるため』という言い訳に逃げられるのもプラスに働いているらしい。中にはカルタとアイネの二人を指差してきゃーきゃー騒いでいる中等部女子などもいるようだが。あれが妙な発信力を持っていない事を祈るしかない。

　レコードに蓄音機の針を置くように、二人はそっとクラシックの流れに合流していく。

「それにしてもお前、社交ダンスなんてできたのか？」

「二人の体の動きを合わせる事にかけて、アイネとにえさまに勝る者などいないでしょう。後はにえさまが流れる音楽に従ってリードしてくださるだけです」

「……すまん、先に謝っておくけど転ぶ時は二人一緒だ。俺はこっちのセンスはからっきしだよ。一応お前のスカートの裾は踏まないようにだけ気をつけるけど、多分そこでいっぱいいっぱいだぞ」

「リラクセーションモード実行。《うふふ坊や、もっと肩の力を抜いて良いのよ。お姉さんは逃げたりなんかしないから、二人で一緒にゆっくり馴な染じんでいきましょう？》」

「……おい端から端まで棒読み、やっぱりどうにも朝から調子がおかしいぞ。ぶっ壊れるならぶっ壊れるなりに参考ソースがありそうなもんだけど」

「アイネは就寝時は開けた空間よりも狭い所に潜り込みたい派ではあるのですが、以前、具体的には三日前、現地時間六月一〇日午後一一時三四分、にえさまのベッドの下においｔ

「はあっっっ!!!???　い、いやそんなはずは、ありえない。絶対にそんなはずない！　正直ここ最近はネットに移行気味だから凡ミスの置き忘れでもない限りそんな所に何かが隠れているだなんて馬鹿げた話は……アッ!?」

「……、」

　何かしらの墓穴を掘ったらしいカルタを無機質極まりない瞳でじーっと見上げるアイネ。おかげで慣れない社交ダンスへのプレッシャーはどこかへ飛んでいた。重圧から解放というよりは、擦り傷の痛みをなくすために周りの肉ごとナイフでごっそり切り取られた気分だが。

　憧れの世界最強二人は密着しながら、よそには聞こえない声でごにょごにょ言い合っていた。

「ご安心を、アイネは人間がどのような構造の生物かを正確に学んでおります。そう、確か人間は同種異性の表面積の閲覧に異常なまでの執着心を持っていたはず」

「ああいや俺達は確かに服を脱いで全部見せてほしい派だけど表面積だけの話じゃないっていうか別に女の子の生皮だけ丸ごと剝がして一枚全部コレクションしたい訳じゃ、ダメだこいつは正しく説明すると絶対墓穴を掘るっ!?」

「？」

　そういえばクリスタルビーチでの一件以降、アイネは異性に水着や地肌を見せる行為には羞恥心を感じるようにはなったのだったか。しかしやはりどうにも何か認識がねじれたまま学習が進んでいる気もするが。

　ダンスの授業では手と足がバラバラに動く呪いの人形モードで有名な（？）カルタだが、それ以前にまずロックでもテクノでもないクラシックでリズムを取る、という行為そのものがスマホでチャカチャカ音楽を聞いている彼には珍し過ぎる。かと言って、内にこもってそこだけ集中していると隣の男女にぶつかってしまいそうだ。

　そんな慣れない四苦八苦の中、表情を変えずにアイネが抑揚なく囁ささやいてきた。

「今日は想定外の連続でした」

「まあ、試合にかかりっきりだったしな。誰かがこの状況をセッティングしている。早くそっちも暴いていかないと、この先もどんどん見えない所から首を絞められていくはずだ」

「……心配もしました」

「っ？」

　カルタはつい怪け訝げんな顔で立ち止まりそうになってしまった。

　命令さえあれば迷わずカルタの腕を切断する『あの』アイネが、人を心配する？

「今日一日、隣のマリカ嬢がいつ暴走を始めるか全く予断を許さなかったので。にえさまの敗北・死亡が確定したら、あそこで初夏のレーザー狙撃大会が始まっていたかもしれません」

「……アイネよ、そこはむしろよくぞなだめてくれた。ブチキレ寸前でどう動くか読めないマリカのヤツを言葉で押おし留とどめるとか、お前、人類の上限ってヤツを軽く突破しているぞ」

「そもそも人間というカテゴリには収まっておりませんので」

　しれっと無機物発言を繰り出しつつ。

「明日もにえさまはお一人ですね」

「まあ」

「……次は」

　ぽすっ、と。

　カルタが華きや奢しやな水晶少女の腰を引き寄せたタイミングで、アイネの方からおでこを人間の胸板へ押しつけてきた。例のツノ（？）がちょっと痛い。

　そのまま滑らかに動く少女は囁ささやく。

「次は、お役に立ってみせます。どれだけ離れていようが、必ずや」

「……、そうか」

　少年は小さく笑った。

　その目的はすでに達成している事に、どうやら水晶少女だけが気づいていないらしい。




　カルタは明日も一人で命を削る事になるけど。

　でもこれはきっと、独りぼっちなんかじゃない。














行間一









「今日のベストはこーんなチョイスかな……っと」

　呟つぶやいたのは雨あま脚あしマリカだった。

　スパンコールでギラギラに輝く丈の短い真っ赤なドレスに踵かかとの高いハイヒール、それから透けるように薄いシルクのショールを羽衣のように巻いている。当然のように首回りや手首はアクセサリが多数。昔むかし懐なつかしい絵本の世界に飛び込んだアイネと違い、小さなブランドバッグがやたらと似合いそうな最先端のドレスである。とはいえ今日のところはカルタを水晶少女に譲ってあるので、ダンスホールの華とはならなかったが。

　彼女の目的は初うい々ういしい社交ダンスよりも壁かべ際ぎわに並ぶ即物的なビュッフェの方だ。正確にはケーキ狙い。お土産も受け付けているようなので、気になるケーキを複数紙箱に詰めてもらう。

　ダンスホールの体育館を出ると、彼女の目的地に向かう。紙テープの鎖で飾られた廊下を歩き、星形やハート形に切り抜いたセロファンがべたべた貼られた窓の外には日本とは全く違う星空が広がっていた。その上、今夜は流星群と重なるらしい。手持無沙汰でスマホに目をやると、ネットテレビのスポーツ報道専門配信チャンネルが盛り上がっていた。

『こちらシンデレラクイーン、今世界で一番アッツいセカンドグリモノアから本日最後の夜のニュースをお届けしますっ☆　ええー……ただ今ライブの生配信中ですが実はテーブル下は全部脱いでいます（小声で早口）。ばばん!!』

『えううなにそれお姉ちゃん聞いてないよお!?』

『お黙りアシスタント今出てくるの禁止です！　それじゃあ時間に厳しい生放送、時間いっぱいで原稿読めなかったらカメラさんテーブル下にそのでっかいレンズを突っ込んでもらえますー？　さあお利口さんなみんなー、ストップウォッチ片手に画面をギンギン凝視しながらマジメなニュースをご覧くださーい!!』

　相変わらず不謹慎を売りにするひっどい番組構成だ、とマリカは半ば苦笑しつつ夜の学校の廊下を歩く。実際のところ、マリカはそこまで焦あせりを感じていない。『難なん問もん排はい除じよ』への復ふく讐しゆう劇げきからカルタと共同生活が続いているが、友人というより家族の方が近かったからかもしれない。

　むしろ気兼ねのいらない友人というと、こちらの方が頭に浮かぶ。

「イミ、いる？」

　そっとノックして声を掛け、マリカは保健室の扉を開ける。

　丸椅子に腰掛けて待っていたのは、目的の人物ではなかった。

「あら」

　インド海軍式の白い将校軍服を纏まとう、銀髪褐色の魔法使い。

　レトネーエ＝クーレントだ。

「意外ですね。そういう気配りができる女の子とは思っていませんでした」

「……うっさいな。てかアンタ、担当は体育じゃなかったっけ？」

「まあ一応は。ただし、格技は医療に応用できます。壊すためか治すためかはさておいて、どちらも人体の構造を専門的に学ぶスペシャリストですからね」

　柔道整復師みたいなものか。プロの軍人さんなら、それはそれは熱心に人の構造を学んできた事だろう。とはいえマリカがここまで来たのは新任教師との世間話のためではない。

「イミは？」

「奥に。ただし、あなたのご期待に応えられる状況かは分かりませんよ。おっと失礼、私はこれから夜の回診です。自室療養しているヘテフェレス選手の様子を見てきませんと……」

　言うだけ言うと、丸椅子から腰を浮かせたレトネーエはマリカの肩を叩たたいて保健室から退室する。みっともない所を見せないで済むよう、向こうから配慮したつもりなのかもしれない。

「……、」

　一人残されたマリカは、カーテンで仕切られた方に向かう。ベッドがいくつかあるはずだ。

「イミ」

　囁ささやいて、そっとカーテンを摑つかむ。

　大きな塊があった。ベッドの上の掛かけ布ぶ団とんだ。ただし枕は見えない。頭の先まですっぽりと覆ったまま、亀の甲羅みたいに閉じこもってしまっている。

　保健室登校が続いているとは聞いていた。だけど、聞いた話ではこんなにひどくなかったはずだ。マリカの来訪が、何かしら見えないキズを広げてしまったようだ。イミが胸の内で何を決意しても、それがすぐ結果を出すとは限らない。

　そう、マリカがこうした。大量出血から友の命を助けるために必要だったとはいえ、『脅威』に切断された足の断面をさらにレーザービームで焼き潰したから、松まつ田だイミはこうなった。

「……、」

「まだ無理みたいね」

　そっと声を掛けたのは、同じスペースのパイプ椅子に腰掛けていた橋はし先ざきタヨリだった。カルタ達が死闘を演じている間も、ずっとここで親友を見守ってくれたのだろう。

　元々は三人でクラスの中心に固まっていた。

　……見る影もない、だなんて言わせるものか。

　マリカはそっとベッドサイドにケーキが詰まった紙箱を置いて、

「また来るわ」

「そうしてちょうだい。続けていけば、少しずつ慣れていくはずよ。イミだって戦っている。それを忘れなければ、あなたもくじける事はないでしょう？」














第二章










１






　丹たん波ば結むすびは陰おん陽みよう道どうを極めた魔法使いだ。




　魔法使いというのは言い得て妙だ。元々は国の政治の中枢に位置しておきながら、しかし今日神社や寺院のような公的施設の残っていない、敬いもなく宙ぶらりんのまま存在を消されたエリート達。例えば恵方とは元々陰おん陽みよう道どうの用語だが、さて、コンビニで雑に並ぶ恵方巻きを見て思いを馳はせる人はどれほどいるだろう。

　故に、陰おん陽みよう師じはどれだけの影響力を持っていても決して聖者にはなれない。そして聖者ではないのだから、陰おん陽みよう道どうには滅私奉公の精神で一切の欲望を捨てて公共のために神秘を行使しなくてはならない、などといった宗教倫理的な制約も特にない。

（……中枢に、再び食い込む）

　自分のために世界を使い捨てて何が悪い？

　元々利用するだけ利用して放り出したのは世界の方だろう？

（平家が牛耳る京の都も今や昔。世の心臓部が『ここ』だというのなら、ふふ、私がこの口でセカンドグリモノアを貪り尽くすのみ）

　聖者と呼ばれたかった何か。

　手持ちの奇跡をみんなに認めてほしかった孤独な心。

　陰おん陽みよう道どうと一口に言っても様々だが、中でも彼女が得意としているのは『方かた違たがえ』だ。日々変化する『忌いむべき方位』を正確に把握した上で、そこを避ける形で目的地を目指す事で危難を排除する技術。例えば南を避けるべきと出たら、一度南東に避けてから南西へくの字に折り返し、軌道修正する事で目的地へ向かう……といったイメージをすると分かりやすい。

　そして。

　本当に細分化を進めていけば、忌いむべき方位を知るだけで地雷原でステップを踏める。

　究極的に言えば、丹たん波ば結むすびにとって戦いとは牙を剝むく相手を見るものではない。世界の流れを把握しておけばそもそも戦いを発生させる必要さえなく、問題を平和的に回避または解決できる。それでも今回、彼女がここにやってきたのは素晴らしい道をわざわざ蹴ったからだ。

　争いを望んでいる。

　対戦相手には可か哀わい想そうな事をした。これは本来、適切な努力によって十分に回避できたはずの悲劇だ。でも敢えてそうしなかったのだから。

　最善を見極めて歩を進める。

　その道を邪魔する存在など、道を通る過程で勝手に討ち滅ぼしている。

　重ねて言う。

　根本的に、丹たん波ば結むすびは戦う相手を見ていない。

（恵方の把握は完了。太たい白はく神じんと天てん一いち神じんの居座る丑うし寅とらと午うまには式を打ち、我が身の凶兆も全て封じた。あとはわざと空けてある申さるの方位へと獲物を追い込み、死の凶事へ突き落とすのみ。日取りは万全、忌いむべき方位も全て見えている。迷路はできた。方を違たがえて正確に盤上を歩むだけで、詰将棋を進めていくように勝利はこの手に転がり込む）

「ふふっ、少々やり過ぎてしまったかしら？」




『ボコボコ、ボッコボコ!!　ツノ付き巫み女こ装しよう束ぞくの美少女陰おん陽みよう師じ・丹たん波ば結むすび選手、一撃でマットに沈んでも錬金術師トリビコス＝ヨークシャー選手が許しませんっ。やっぱり流星雨だらけで北斗七星が夜空の中心とならない南の海では漢字だらけの方位計測に根差した陰おん陽みよう道どうはキツかったですかあー？　てかオンナって怖いです!!　一応確認ですけどこれ全世界に生配信されてますが何か？　もう最初の一発でケイレンしていますってば！　何発顔を殴ったってオッズは変わりませんよ。金髪お色気お姉さんっ、そんなおっかない馬乗り返り血フェイスは女子トイレと給湯室以外で見せちゃらめえ!!!!!!』





２






　ぎしっ、というベッドの軋きしみと柔らかい揺れがあった。

　それから、瞼まぶたの辺りに違和感。

「にえさま」

　聞き慣れた声がカルタの耳に届く。だが少年はまだ自分がどのような状況に置かれているか頭で理解できていない。

「にえさま、朝です。起床しましょう」

「ん、う……？」

　やや重たい頭を振るように、だった。

　カルタが自分の力で意識して瞼まぶたを開けると、思ったよりも近くにアイネの顔があった。長い銀髪が垂れて少年の頰をくすぐる。どうやら手足をついて、ベッドの上まで身を乗り出しているらしい。まるで休日に遊びをねだる子犬のように。

　しっとりと甘い吐息があった。一番の好物は純金なくせに。

「おはようございます、にえさま」

「……昨日は後ろの方の第七試合だったんだ。トーナメント表の通りに消化するなら今日の試合は後半、午後のどこかになるはず。まだ時間はあるだろ……。少しでも体を休めておきたい」

「効果的ではありますが、先ほどからアレが震えています。しつこく」

　ベッドに這はい上あがったまま、アイネがどこかよそを指差していた。

　サイドテーブルに置いて充電しているスマートフォンだ。

「……良いい予感がしないな」

「ごもっともです。しかしすでに事態は進行しているのでは」

　ため息をついて、カルタは寝そべったままスマホを摑つかんだ。

　短文のメッセージはこうあった。

『星ほし粒つぶ（大会運営スタッフ用）／試合順に変更ありです。歌うた貝がい選手、控室までどうぞ。近く試合が始まります』

　いよいよ舌打ちして、カルタはメッセージアプリではなく直接通話で話をする事にした。

　ただし相手は運営スタッフではない。

『はいハイはーい！　こちらシンデレラクイーンお仕事ケータイです、用件何ですか？』

「……プライベートと仕事で二台持ちしているのかデレイン。というか全体的にどういう事だ？　俺の試合はどう考えても午後になると思っていたんだけど、そんなに早く瞬殺が続いて間が保たなくなっているとか？？？」

『ああ、その話ですか。違う違う、純粋にショービジネスの都合です』

　本当に人の命がかかっている事を自覚しているのか。シンデレラクイーンは気軽な調子で、

『もう知っているとは思いますけど、この統合魔法戦トーナメントってカルタ選手、あなたの注目度だけがずば抜けて高いんです。勝つ事を期待するにせよ、無様に負ける事を期待しているにせよ、ね。だからお客様には歌うた貝がいカルタは午後に出てくるのが確定、と安心してもらっちゃ困る訳です。だってそれじゃ午前の部を誰も観みなくなっちゃうでしょう？』

「……、」

『そんな訳でえー、誰ＶＳ誰が戦うって対戦カードは変えないまま、ただ試合順だけシャッフルして、歌うた貝がいカルタ選手の出番にランダム性を持たせたいってコトです。ギャラリーよ、一瞬たりとも油断するなってね。いやあ、こっちとしてもギャンブルなんですよ？　午前中の早い段階であなたの試合を消化させるの。でも順当に出し惜しみすると、今後午前中は捨すて牌はい確定だってジンクスが広まっちゃうでしょ？　一度ビシっと危険な牌ぱいを通さないと誰もビビってくれないんですもーん☆』

　またしてもカルタにとっては悪い流れだ。

　試合までの時間がない場合は、対戦相手の情報収集に不足が生じる。

（……くそ、何にどこまで嚙かんでいるんだ、黒幕？　この程度なら変な陰謀とかじゃなくて、ただデリカシーがないって話もありそうだけど）

『そんな訳で今日もお仕事頑張ってください。生き残るにせよ死んでマットに倒れるにせよ、このデレインがキレイにデコレーションしてあげます。最大の視聴者数をかき集めるためにね？』

「……具体的に、俺の試合は？」

『二回戦第二試合』

「くそっ、もう次の試合じゃないか!!」

　スマホを切ってベッドから起き上がる。この調子だとシャワーを浴びて着替えるので精一杯、朝食を食べている暇さえなさそうだった。

「アイネはいかがいたしましょう？」

「今のところ分かっている対戦相手の情報を全部吐き出して、それから継続して情報収集！　今までとは話が違うぞ、何しろ一回戦の試合映像は全部揃そろっているんだから分析作業は格段にやりやすくなるはずだ!!」

　カルタは早口で言いながら、ベッドサイドにあったメモ帳を一枚破り取って黒のボールペンで手早く走り書きしていく。そこにはこうあった。




『＊対戦者の氏名、性別、年齢、身長、体重などの基本身体データ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　＊学歴、宗派、経歴、実戦投入経験などの各種履歴

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　＊格闘技や魔法など、どのような技術を得意とするか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　＊どのような装備品を持ち込み、魔法に組み込んでいるか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）』




「……いいかアイネ、時間が足りない以上はあれもこれもとは調べられない。だからこっちで集中的に的を絞らせてもらうぞ。この空欄を埋める事を意識して情報収集しろ」

「了解しました。ただし、これでも今から全てを埋められると断言はできませんが」

「？」

　あの無機質で機械的なアイネにしては妙に歯切れが悪い。

　先ほども言った通り、昨日の一回戦とは違って二日目からは具体的な試合映像の動画データが存在する。何しろ全世界公開の国際大会なのだから。そちらをスローや一時停止で徹底的に分析すれば良いのだから、（もちろんカルタ側も対戦者に分析されるリスクはあるのだが）短時間であっても手に入る情報は格段に変わってくるはずなのだ。それなのに。

「使用可能な映像が存在しません」

　言われた事の意味が分からなかった。

　カルタはとっさに自分のスマホを摑つかみ直なおして、

「ちょっと待った。いやだって、今年の『全学大会カタストロフ』、統合魔法戦トーナメントは全世界同時配信だろ!?　そこらを飛び回ってる観戦ドローンなんて一〇〇万台を超えてる!!　なのに分析に使える映像がないっていうのはどういう事だ!?」

　アイネは首を傾かしげなかった。

　すでに状況は完結していると、暗に告げているようなものだった。

「キョウカ嬢の話によりますと、まず第一に、その全世界同時配信がネックとなっております。莫ばく大だいなお金を払って放映権を独占した放送局からすれば、スマホやドローンの映像を無秩序に拡散されては困る。だからリモート観戦している一般客の観戦データは特殊なプロテクトが掛けられている、と。つまりリアルタイムの観戦はともかく保存やアップロードは不可で、一般の動画サイトに映像が上がる事はありません」

「だったらその放送局？　とにかく素直に公式サイトの繰り返し視聴機能でも使えば、っ!!」

「昨夜からサーバートラブル続きだそうです」

　カルタが言い終わる前にアイネはあっさり答えた。

　諦めきれずにカルタは何度もスマホを人差し指でタップするが、確かに。オフィシャルサイトとやらはトップページは開くのだが、ちょっと深い所に入ろうとするとエラーメッセージが出たり画面が固まったりと安定しない。重たい動画を検索して眺めるなんて夢のまた夢だ。

「『独占』が仇あだとなって、世界中から一度に大量のアクセスが集中し過ぎたせいだという話ですが、真相は不明です。そういう風に見せかけたＤＤｏＳ攻撃かもしれない、との意見をキョウカ嬢からいただいております」

　カルタは額に手をやった。

　またしても『悪い偶然』だ。だけど『人間達の黒幕』の存在を証明し、その尻尾を摑つかませてくれるほどクリティカルでもない。思わず何でも疑いたくなる状況だが、度が過ぎてバランス感覚を失ってしまえば疑心暗鬼に陥る。そうなったら逆に黒幕の思うつぼだ。

　あるいはクラスメイトは前日の試合を観みているかもしれないが、とにかく時間がない。カルタが直接友人から話を聞けない場合、クラスメイト　→　アイネ　→　カルタと最低でも三人の耳に入る羽目になる。さて人から人へ『伝言ゲーム』の要領で正確な情報は手に入るか。分かったつもりは落とし穴にしかならない。一瞬が生死を分ける殺しの世界では、イメージの齟そ齬ごはそのまま直接の死因になりかねないのだ。

　真実という確定の取れない中ちゆう途と半はん端ぱな情報は、どこに地雷があるか分からない。それではかえってこちらの寿命を縮めてしまう。

　たとえ、クラスメイト側にそんな気はなかったとしても。

（……善悪の片方だけが命を削り取る訳じゃない、か。やれやれ）

　少年はそっと息を吐いて、

「……じゃあ構わない。アイネ、メモの通りにできる範囲で良いいからお前の足で直接情報を集めてくれ。何となくぼんやりじゃなくて不明点を数える、っていうのも立派な戦術だ。空欄を一つか二つに絞れれば、試合中に相手から言葉を引き出すためのターゲットを設定しやすい」

　それでしたら、とアイネは呟つぶやいて、

「アサバスカン＝リオグランデ。年齢二七歳性別男性、キョウカ嬢お得意の公式文書によればネイティブアメリカン流の呪術師として登録されています」

「……投げ斧トマホークとか湾曲棍棒ガンストツクウオークラブとかで有名な連中か。だけど具体的にどんな武術を扱うのかまではイメージできないな。独自の武器が存在する以上、扱い方は確実に『ある』んだろうけど」

「イエス。にえさまのイメージはざっくり北米全体のようですが。ただしより優先すべきは格闘よりオカルト、つまりネイティブ流の魔法でしょう。トーテミズム主体の呪術だそうですが、詳細は不明。アイネはひとまずこちらについて集中的に継続調査いたします」

「了解。じゃあそれ以外の残った空欄はリングの上で直接聞き出すか」

　どうもキョウカの書類があるようだが、何しろ試合が迫っている。今から電話帳より分厚い紙の資料へ全部目を通しているだけの時間はない。

　実際のところ、基本身体データや装備品については直接向き合えば目分量で把握できる。そして魔ま法ほう絡がらみはアイネが請け負うと宣言した。となると体重や筋力量などの体格差が分からないのは怖いが、カルタが集中すべきは武術まわりの隠し球辺りか。

「朝ご飯は間に合わないな。カメラの前に出るんだし、せめてシャワーくらいは浴びておこう……。あれ、アイネ俺のバスタオルは？」

「こちらに」

「ちょっと待てアイネぐわあ！　なっ、何な故ぜそこで俺の体にずぶずぶ潜り込む!?」

　叫んでも水晶少女はすでに立ったまま腰を折ってカルタのおへその辺りから頭を突っ込んだ後だった。そして何か両手でごそごそした彼女は大きなバスタオルを引っ張り出す。カルタとアイネは一心同体、というか厳密には体内から展開する水晶装甲の一種らしいのだが、ここ最近は第二の私室扱いされている気がする。

　人間ではないアイネに常識を説いても仕方がないだろう。カルタはため息をついてバスタオルだけ受け取るとバスルームに向かった。

　湯船にお湯を張っている時間はない。熱いシャワーを頭から浴びながら、ふと思う。

「あれ？　でもアイネ、何でお前俺のバスタオルを勝手に持ち出したんだ。俺の体の中なんてほとんどお前のプライベート空間みたいなものなのに」

　がたがたガタンっ、とドアの向こうからおかしな音が響き渡った。

　珍しい。あの接近戦最強チャンバラ少女アイネが何かに躓つまずいて転ぶだなんて。

「？　おいアイネ？」

『何でもありません動揺しておりませんいつも通り何の問題もありません』

　なんかピシャリと遮られた。カルタはシャンプーのヘッドを掌てのひらでぺこぺこ押しながら、

「ま、アレにくるまって寝ていたりしなければ別に何でも良いいか。いくら何でもまさかな。ご主人様の匂いのついた古着がないと安心して眠れない子猫じゃあるまいし」

　がたゴトびたんっっっ!!!!!!　とさっきより大きめな音がドアの向こうから炸さく裂れつした。

「？？？」

　一応程度にコンディショナーでケアした濡ぬれ髪がみにドライヤーを大雑把に当ててからスポーツシャツや夏服の半袖ワイシャツを着ていく。

　バスルームを出ると何な故ぜかアイネが何もないところでつんのめって手足を床についたまま、こちらに小さなお尻を突き出した体勢でカルタの方を振り返っていた。

　なんか小刻みに震えていて目尻に涙があって心なしかほっぺが赤い、気がする。

　あくまでも機械的に水晶少女が質問してきた。

「にえさま。人間の文化風俗には懺ざん悔げという習慣があるという話を耳にしたのですが」

「悪いけどそういうのに付き合ってる時間はないよ、お作法も詳しく知らないし」

　カルタは武器となる改造軍用懐中電灯のバッテリー残量や重さを確かめてから懐ふところに入れ、準備を終える。アイネはのろのろ起き上がると背筋を伸ばし、折り目正しく頭を下げてきた。

「にえさま、お気をつけて。行ってらっしゃいませ」

「……ああ。でもアイネ、お前も忘れるなよ」

　二人で学生寮の部屋を出ながら、カルタはそう答えた。

「黒幕はいる。この大会を利用して俺達の足を引っ張ろうとしている誰かだ。そいつはリングの上で俺を殺すためならどんな工作でもするはずだ。だから、リングの外なら絶対安全だなんて考えるな。むしろ裏方がヤツらの狩り場フイールドだ。俺達と同じでな」

　水晶少女と別れる。

　ここから先は別々の戦いが始まる。

　カルタ達は決して一人ではないが、お互い何かあればすぐに助けに行ける関係でもなくなる。

　今日この一日を生き残りたければ、カルタが自分で戦うしかない。

（……さて。それじゃあ、あの檻おりみたいな選手控室だな）

「わっ」

　と、楽器を抱えた軽音楽部の面々を避けて角を曲がろうとした時に小さな悲鳴があった。

　向こうからやってきた誰かとぶつかりそうになる。

「すっすす、すみません！　あれ!?　ひょっとして歌うた貝がい選手!!!???」

「どうした。ここは一般来場者立入禁止区画ではあるのだが」

　反射的に対外用のパブリックモードが出た。

　見知らぬ誰かだった。抹茶色というか、萌もえ葱ぎ色いろというか。とにかく薄い緑の着物に羽織を重ねた、黒髪おかっぱの小さな女の子。背丈はアイネよりも低いだろう。これで普段着なのか、あるいは気分的には七五三的な晴れ着なのか。ただ正直、日焼けへそ出しが当たり前な赤道直下の海の上だと暑そうな格好ではある。陽射し対策なんて頭の帽子くらいしかない。

　女の子は目尻に涙を浮かべて、

「ええっと、姉上を捜していたんですけど、正直こういう入り組んだ船は珍しくて……。立入禁止って言っていましたよね、ここどこなんですか？？？」

「そうか、ではこちらへ。ただ次からは困った時は恥ずかしがらず、運営委員や教職員の手を借りた方がよろしいかと」

　騒ぎを聞きつけてやってきたらしい（一応女教師の）レトネーエに女の子を預ける。

　着物の女の子には気づかれないよう配慮した上で、銀髪褐色の体育教師はこう囁ささやいてくれた。

「（……大丈夫なんですか？　何の準備もできていないように見えますが）」

「（……帳尻は合わせます、自分の命がかかっていますから）」

　それだけ答えると、カルタは今度こそ選手控室に向かった。

　燦さん々さんと陽ひ射ざしが降り注ぐ広い甲板は、いっそ不謹慎なくらい明るかった。そこに置かれた四角い金属コンテナ。歌うた貝がいカルタを死の檻おりへと連れ去っていく、仮初めの宿。両開きの扉を開けて中に入り、内側からロックをかけてしまえばもう外の様子を見る事もできない。

　床にボルトで固定された椅子に腰掛ける。

　トーナメント表の順番を無視してシャッフルされた試合順。おかげで調べ物をしている時間は全くなかった。アサバスカン＝リオグランデ。ネイティブアメリカンの呪術を専門的に扱うらしい魔法使いと、ほとんどぶっつけ本番で戦う羽目になる。

（……大丈夫）

　ぐらりとバランス感覚が乱れた。

　おそらくティルトローター機が太いワイヤーでコンテナを吊つり上あげたのだろう。

（卑ひ怯きようで卑劣な自分を思い出せ、目的のためなら泥でもすする歌うた貝がいカルタをもう一回インストールしろ。これまで辿たどってきた地獄の道のりが、他の何かに負けてたまるものか）

　ごごんっ、という低い震動が足元から突き上がってくる。到着だ。壁に設置されたスピーカーから無機質なアナウンスが流れてきた。

『試合が始まります。歌うた貝がい選手、ご登場を』

「……、」

　椅子から腰を浮かし、両開きのドアへ向かう。

　二度目の死闘が始まる。




　どわああっっっ!!!!!!　と。




　青空に入道雲、灼しやく熱ねつの陽ひ射ざし。

　観客席の合間にいるのはチアリーダーや水着にサーバーを背負ったドリンクサービス係。

　午前の部は昨日とはまた違った不謹慎さで満たされていた。光と音の洪水にカルタが顔をしかめていると、クレーンで吊つられたゴンドラから一ひと際きわ巨大な爆音が響き渡る。

『司会はわたくしシンデレラクイーンがお届けしまっす☆　今日はカワイイ看護師コスをお披露目、みんなの手足が千切れても全然おっけー痛いの痛いの飛んでいけ！　それじゃあ二回戦第二試合の紹介に参りますよおー？』

　相変わらずの子役タレントにあるまじき不謹慎丸出しなマイクパフォーマンス。

　青みがかった銀髪の少女の矛先がこちらに向く。

『来ました「天てん外がい四し神じん」の一角、今日もしつこく世界最強の座にしがみつく意地汚いこの男！　勝て勝てコールと潰せ潰せコールは正直どっちが多いでしょう？　世界最新鋭の水晶魔法を自在に扱う魔法使い、うったがぁい、カぁルタああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???』

　公式配信サイトに寄せられた膨大なコメント機能辺りを分析して（一回戦で賭け金没収された側の、かもしれないが）お客様のニーズを把握したのか、昨日の試合よりやや悪意的なバイアスをかけたシンデレラクイーンのアナウンス。

　だがカルタは正直に言って頭に入っていなかった。もっとおぞましいものが目の前にあった。ぎゅうっと、目の黒い部分が一気に縮んでいくのが自分で分かる。

（くそ……）

『対するは全く同じ条件で死の一回戦を乗り越えた最終兵器モードのこの男。北米より砂漠を越えてやってきたネイティブアメリカン、自然の力を意のままに操るトーテミズム呪術は果たしてケミカル最新鋭の水晶魔法を打ち倒す秘策となるでしょうか』

（そう来るか、ちくしょう!!）




『分厚い防弾ジャケットに運動補強用脚部パワードスーツでばっちりドレスアップ、ワンポイントを引き締める一二番ショットガンのアクセもとってもチャーミングな現役最強傭兵、アっサバスカぁぁぁぁぁン＝リオグランデえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!』




　がしゃり、という銃器特有の重たい金属音があった。

　カメラの前で無様なところを見せれば全世界で社会不安が爆発する以上、リングからは逃げられない。音を鳴らさないように唾を吞のみ込こみ、カルタが導爆線のロープを持ち上げてリングに上がると、四隅のポールが赤い光を放った。起爆設定オン、これで死の檻おりは閉じた。

　アサバスカン＝リオグランデ。

　正面に立つのは一八〇センチに届く、筋骨隆々とした黒髪の大男だった。重たい岩を粗く削ったような筋肉の塊。しかもそれらは最新装備である黒の防弾ジャケットで守られ、替えの弾薬や手しゆ榴りゆう弾だんでいっぱいになったベルト類やポーチを重ね着。両足については機械的な補助でブーストまでかかっている。

　ネイティブアメリカン。

　トーテミズム主体の呪術。

　……言葉の響きにすっかり誘導されていた。どこの誰で何を扱っていようが相手は現代に生きる一人の人間。であれば、人の文明が生み出した全てを味方につける事ができる。

　たかだか二〇メートル四方のリングの上では、特殊合金と合成樹脂でできた真っ黒なショットガンの存在はあまりにも禍まが々まがし過ぎる。アナウンスが正しければ口径は一二番ゲージ。まるでゾンビ映画の必殺武器だ。そんなもの至近距離で一発直撃すれば、『修復』を待つ暇もなくカルタの胴体は真っ二つにされてしまう。

『この散弾銃の、えーっとトリプルオーバックって何なんでしょう？　えっ、これえっちな下着だとしたらぱんつ穴ばっかりじゃないですかッ!?』

『散弾に使う鉛の粒々のサイズよ。スラッグを除けば一番大きなサイズだから全身穴ばっかりにならないよう気をつけてね』

　カルタの武器は警棒としても使える懐中電灯だ。アイネやマリカはともかくとして、音速以上で飛んでくる弾丸を目で見て受け止めるなんてそれだけで（計算に値しない、という意味で）奇跡と言って良いし、まして複数の鉛の粒がシャワーのように襲いかかる散弾では一〇〇％不可能だろう。『防御』は期待できない。

　挙げ句、あれはただのショットガンではない。

　魔女の杖つえや水晶球と同じ、『より強大な魔法を扱うためのトリガー』なのだ。

　額に掛けたゴーグルの横には羽根飾りが、両足を外側から包み込むパワード装備には特徴的なタトゥーに似た模様が描かれている。手前勝手なイメージに引きずられるカルタからすれば違和感の塊だが、実際に一つの完成された世界で生きるアサバスカンの中では矛盾なく伝統と技術を融合させているのだろう。

　カルタは声が震えないよう細心の注意を払いつつ、

「ま、人の事は言えた義理じゃないか。俺達だって、水晶装甲で身を固めて自在に大空を飛ぶ最新鋭の魔法使いだ、今さら武器や補助機能に文句を言える立場じゃない」

「……、」

（……冗談だろ。会話どころか呼吸の乱れや瞬まばたきもない。まずいぞ、本当にまずい！　こいつ本当に本物のプロだ。これじゃ言葉で挑発したくらいじゃ情報すら引き出せない!!）

　内心の焦あせりは表に出せない。

　空中ゴンドラ、デレインの隣の解説席から車椅子に腰掛ける半袖ブラウスの生徒会長が言う。

『試合開始の合図を待たずに正面から魔法の大技を仕掛けるくらいでは歌うた貝がいカルタは仕留められないと、一回戦の内容を分析した人間なら誰でも分かるでしょう。その上でアサバスカン＝リオグランデ選手がどう仕掛けるかは見物ね。一方、もちろん歌うた貝がい選手としてはひとまずショットガン対策は必須。ただしそこにかまけていると、魔法でやられるよ』

『なるほど、両者共に課題を抱えた試合という訳ですね。見どころが分かりやすいというのはとても良いい、お客様がのめり込みやすくなりますから！　じゃあゴングの方行きますよ。ああそれからカルタ選手、今度はフライング禁止です!!　ここはムサい男じゃなくてかわゆい私の見せ場なんですからッ!!』

　リングの中央。

　互いの距離は五メートル。

　ポンプアクションのショットガンが相手となってしまっては、もはや密着状態と置き換えても構わない。ラッパ状に複数の弾を飛ばすショットガンは、距離が近いほど威力が増す。おそらく専用の防弾装備があっても構わず体を引き千切る必殺の間合いだ。

『それでは二回戦第二試合、始まりますっ。みんなご一緒にー!!　三、二、いーち!!』

　ドッドッドッドッドッ!!　とカルタの心臓が人知れず暴れ回る。

　正直に言おう。

　ショットガンなんて、全く想定していなかった。対策なんかあるはずない!!




『ファイト!!』




　金属質なゴングの音など、果たしてカルタの耳まで届いていたか。

　その瞬間、いきなり投げ込まれたのは散弾銃ではなかった。ショットシェルよりもっと大きい、エナジードリンクくらいの金属缶だ。

（グレネードっ!?）

　カルタの喉が干上がる。

　とにかく警棒代わりの懐中電灯でリングの外まで弾いて落とす。

　そう身構えたカルタの前で手しゆ榴りゆう弾だんが不規則にマットの上を跳ねた。

　金属缶はまん丸の球体ではない。

『げっ』

　ぼわっ!!　と。

　勢い良く飛び出してきたのは白い煙だった。

　ネイティブアメリカンの重要な儀式では煙草タバコが登場する。彼らは各種薬草の取り扱いも得意としていたはずだ。

『スモークグレネード!?　ばっ、これじゃ何も見えません!!　キサマ放映権って言葉の重みが分かっていないんですかアサバスカァン!!!???』

　そして煙幕だけで終わるはずもない。

　ネイティブアメリカンの戦士は本職の傭よう兵へい、そして最大威力のショットガンを手にしていた。間違いなく、煙幕の向こうからこちらを狙っている。自前のスモークのせいで正確に狙えなかったとしても、ラッパ状に広がるショットガンなら煙越しのシルエットに向けて大雑把に銃撃していくだけで十分カルタに致命傷を与えられる。

　視界を封じられ、真正面から迫り来る銃撃の恐怖。

　とっさに身を伏せようとして、しかしそこで歌うた貝がいカルタの中の何かが囁ささやく。

　当たり前なんてあやふやな判断基準に己の命や救ってしまった世界の運命まで預けるのかと。

「っ!?」

　本能を引き千切った。反射でリングの上へ倒れ込もうとする自分を押さえつける。

　直後に爆発があった。

　にも拘かかわらず、カルタに痛みはなかった。

　とっさに横に向けて跳んだ事はあまり意味がなかっただろう。

　アサバスカンは足元のマットに向けて、下方へ射撃したのだ。おかげで散弾は広がらず、柔らかいマットを大きく抉えぐり飛とばすに留とどまる。

『当たり前』なんてこのくそったれな世界で一番信用ならないものに頼って身を伏せていれば、今の一発で床ごと頭か胴体が抉えぐれて吹っ飛んでいた。

　順当をあてにすれば死ぬ。生き残れないのが当たり前で、脱線こそ正解な世界。

　もう心臓はぐちゃぐちゃに暴れていた。

　ぼひゅっ!!　と。

　自ら撒まいた白い煙幕の壁を突き破り、いよいよアサバスカン＝リオグランデがカルタの懐ふところ深ふかくへと飛び込んでくる。

　目で追う事はできるのに、高校生の反射神経では手足の動きが追い着かない。

　本職の軍人、レトネーエ＝クーレントとのスパーリングと同じ現象に陥っている。黒光りするポンプアクション式ショットガンの銃口が下からカルタの顎を突き上げにかかる。改造軍用懐中電灯で華麗に銃身を弾はじいたり、相手の眼球に強力なレーザーを浴びせるなんて到底不可能。そういうアクション映画みたいなイメージと実際の体の動きがまるで嚙かみ合あわない!!

　自分の攻撃の数より敵の防御の種類を意識して、常に二通りは選べるようにしておく。そんな必ず当てて黙らせるのが前提の、プロの世界。頭では分かっている。だけど実際問題、止まったような時間の中で本当にとっさにできる体の動きなんて一本道が限界だ。

　だからこうするしかなかった。

「おおッ!!」




　躊ちゆう躇ちよなく、被かぶせるように散弾銃の銃口を自分の掌てのひらで握り込む。




　爆発があった。

　ショットガンの引き金が引かれ、薄っぺらな『障壁』ごとカルタの左手の掌てのひらが粉々に吹き飛ばされる。一つ一つの指先が不気味なくらい原形を保ったまま宙を舞い、水晶化していく。

　だけど。

　間に一枚挟んだおかげで、散弾が頭蓋骨を砕く事はなかった。肉を潰し、骨に弾はじかれた事で散弾の分布がわずかに偏ったのだ。灼しやく熱ねつの痛みに奥歯を嚙かみ締しめながら、カルタは眩くらむ頭で自分の生存を確認する。

　カルタよりも先に、グロテスクに直面した観客達から絶叫があった。

　すでに傷口側も水晶化は始まっている。

（三〇秒!!　それで掌てのひらは元に戻るッッッ!!）

　そしてショットガンは反動の大きな銃でもある。プロの傭よう兵へいでも肩に跳ね返る衝撃を抑え込み、次弾装塡のため銃身下のフォアエンドをスライドするのに一秒未満のラグを必要とする。

　いちいち考えている場合ではなかった。

　至近距離の相手の鼻っ柱に、思い切り自分の額を叩たたき込こむ。

　渾こん身しんの力を込めた一撃。そのつもりだった。だがアサバスカンは倒れ込む様子もない。

　地金が違う。

（たえたっ？）

　しかし一方で、あまりに密着するほどの状況だと長いショットガンの銃身を持て余すのだろう。傭よう兵へいはそのままカルタの足を払い、体勢を崩しにかかる。片手を失い、もう片方の手も懐中電灯を握り込んでいるカルタにはろくな受け身も取れない。

　転がったカルタの腹を踏んで動きを止めた上で、アサバスカンはフォアエンドを手前に引いて空から薬やつ莢きようを真横に吐き出し、上からショットガンの銃口を突きつけてくる。狙いは顔に集中。プロの戦術は、ブレない。

「っ!!」

　交差するように改造軍用懐中電灯を突きつけた。

　ショットガンの照準をそのままなぞる形で目潰し用のレーザー光を浴びせつつ、カルタは勢い良く身をひねる。相手が強烈な赤外線を嫌って首を振るのと同時だった。体がぐらつくという事は、カルタの腹を押さえる足の力が弱まるという事だ。

　カルタが横に転がるのとショットガンが炸さく裂れつするのはほぼ同時だった。

　至近からの一撃は絶大だが、一方で、ラッパ状に広がる前に床にぶつかり、弾の動きが止まってしまうため命中率は下がる。その時カルタは死の扇の外にまで逃げ切ったはずだった。

　しかし灼しやく熱ねつの痛みが右半身を埋め尽くす。

　ボバッ!!!!!!　と。

　着弾点を中心に、床が勢い良く爆発したのだ。それはショットガンの破壊力でマットの素材が舞い上がったとか、そういう副次効果ではない。爆発は青白い炎を伴っていた。明らかにそういう攻撃だった。

　何度も転がり、カルタは自分の左手を庇かばう。どんな傷でも治す『修復』だが、その途中で水晶を破壊されればその部位は二度と元には戻らない。ギリギリの状況だ。

「がアアッ!?」

『おっと、これは魔法ですか？　それとも近代兵器でしょうか？？？』

『魔法でしょうね。銃撃だから使い切りかな。呪術で取り扱うトーテムは、わたし達日本人に分かりやすく置き換えると「氏族ごとの先祖または共通守護霊」といったイメージかしら』

『別に私は日本人じゃないんですけどネ。トーテムって、あのトーテムポールのですか？』

『そう。狼おおかみ、熊、バッファロー、鷹たか、そういった猛獣が多いけど、中には「腹痛」や「草花」といった自然にある動物以外の現象や物質をトーテムに掲げる氏族もあるそうよ。つまり爆発を起こすトーテムというのも、ありえる。例えば火山の「噴火」とかね？』

　体の右半身がひきつっている。

　左手を庇かばうなんてちゃんちゃらおかしい。今やカルタの全身は水晶だらけだ。

　それでも距離を取ってふらふらと起き上がるカルタの視界の隅で、何かがチカチカと瞬またたいた。外野の中に紛れているアイネやマリカからの信号だ。

　光の点滅を日本語に置き換えると、

（経過報告。アサバスカンはショットガンのチューブの中に収めたショットシェルをトーテムポールに見立てて自分の魔法を組み立てている）

　ショットガンは普通の拳銃やアサルトライフルと違って、弾を銃身下のチューブへ縦一列に並べて詰め込んでいく、という話を聞いた事がある。確かに一列に並べられるなら、ポール状にもできるはずだ。

（つまり、ショットシェル側面に刻んだ『象徴』の力を魔法として引き出す事ができ

「南南西、五〇メートル先。二階席のゾーンＢ３」

「っ!?」

　いきなり来た。

　ゆらりとポンプアクション式のショットガンを構え直しながら、ネイティブアメリカンの傭よう兵へいの唇が動いたのだ。

「それから北東四五メートル先、三階席のゾーンＣ８もか。伏兵は全て見えている。そもそも戦争のプロにとって一八〇までは拳銃の間合い、つまり近距離だ」

（アイネはもちろん、マリカなんて実際にエリシアの頭をぶち抜いたレーザー狙撃の専門家だぞ……。色々と細かいクセを覚えている幼おさな馴な染じみの俺ならともかく、それを初見で見抜いただって!?）

　数メートル先で銃口が跳ね上がる。

　同時、約束の三〇秒が経過した。

　カルタの左手首が元に戻った瞬間、カルタはその腕を水平に振るう。用済みで砕け散った水晶の欠片かけらが扇状に広がり、アサバスカンの目を潰しにかかる。

　構わず引き金が引かれるが、目を庇かばって首を振った分だけ狙いは甘くなる。灼しやく熱ねつの雨が空気を引き裂く中、しかしカルタは歯を食いしばり、身を低くしてヤツの懐ふところへ飛び込んでいく。

　アサバスカンは銃身下のフォアエンドを手前に引いた。何な故ぜか二回。まだ撃ってもいない『使える』ショットシェルまで排はい莢きよう口ぐちから弾はじき出だされてそのまま床に落ちていく。

　傭よう兵へいからの、堅実な足技での牽けん制せいはむしろ願ったり叶かなったり。カルタは敢えて自分から左手を開いたままヤツの太ふと股ももに突き込む。より正確には、外部から力を補強するパワード装備の関節部分に。

　べぎべぎごきごきという音と共に、まるで重たい鉄てつ扉ぴの蝶ちよう番つがいに思い切り挟まれたように、五指がまとめて引き千切られる。

　痛みは耐えれば良い。たったそれだけで機械の関節へ確定で楔くさびを打ち込めるのだから。

　ぐっと。水晶化した指のせいで不自然に片足が動かなくなった事で、アサバスカンはもう片方の自由な足に軸を置こうとする。そこをカルタは残った右手で握り込んだ懐中電灯で思い切り叩たたいた。横から足首を刈るような一撃に、ダルマ落としのように傭よう兵へいの足が床を滑る。

　もう一発。

　ショットガンが爆発するが、転びながらの偶発的な射撃ではカルタに当たらない。

　そのまま二人してマットに転がり、揉もみ合あいになった。

　アサバスカンのショットガンは驚異的だが、一方で、縦一列にトーテム化したショットシェルを詰め込んで一本のポールを作るため、適材適所で属性を切り替えるといった使い方はできない。読みを外した場合、むしろフォアエンドをスライドして邪魔になったショットシェルを自分から捨ててでも順番を早送りしないといけなくなるのだ。

　とにかくショットガンを取り上げる。

　それがカルタ側の目的だ。何がチューブに突っ込んであっても、銃そのものを奪ってしまえばヤツの魔法は封じられるのだから。

　カルタの中の冷たい部分が即座にそう弾はじき出だしたが、しかし、それ以外の部分が別の何かに気づいた。アサバスカンの胸元。装備用のベルトに取りつけた手しゆ榴りゆう弾だんに混じって、何か別の輝きが見えたのだ。

　ピンク色の、小さな卵形の物体だった。

（……子供向けの、ぼうはん、ブザー？）

　迷彩一つに己の命まで預けるプロの傭よう兵へいにはあまりに不釣り合いな何か。

　その時だった。




　不意打ちでトーテムの爆発が来た。

　それもショットガンとは関係のない、マットの上から。





３






　視界が明滅する。

　背中を大きく抉えぐられた、という事だけはカルタにもかろうじて把握できた。

　しかし今のは、アサバスカンのショットガンの動きとは全く連動していなかった。もう『障壁』がどうこうなんて次元ではない。まるで揉もみ合あいになって床を転がっている内に、うっかり地雷でも踏んづけたような爆発だった。

（そう、か……）

　アサバスカンの魔法は、ショットシェル側面に刻んだ記号や模様によって決定される。

「発砲する必要はなかったのか……。床に転がった無駄弾は、そのまま生きていた。お前はフォアエンドを引いて、読みを外したいらないショットシェルを捨てていた訳じゃない。足元にばら撒まいて地雷原を作っていた……」

「だとしたら？」

「それでもやっぱり、ショットガンを奪うのが最優先ってのは変わらない!!」

　叫び。

　うずくまったまま、カルタは重たい懐中電灯を投げつけた。

　未いまだに太ふと股もものパワード関節に千切れて挟まった半透明の指先が一定の効果を発揮しているのだろう。普通なら避けられそうな素しろ人うと丸出しの投とう擲てきがまともにぶつかる。

　がづっ!!　と。鈍い音を立ててショットガンが床に落ちる。

　歌うた貝がいカルタの頭へ一気に血液が集中する。

　あれの奪い合いになる。

　カルタ側にはショットガンを摑んでもトーテムの魔法は使えない。が、ショットガンという最大の手札を相手から取り上げられるだけでもかなり大きい。

　そう思って身を低くしたまま床を蹴ったカルタだが、そこで何か違和感があった。そう、アサバスカン＝リオグランデが乗ってこない。彼は床に落ちたポンプアクション式のショットガンに固執せず、マットに飛び込んだカルタから距離を取るように一歩後ろへ下がったのだ。

　発砲なしでもショットシェルのトーテム魔法は使える。だとしても、床のショットシェルは目に見えるのだ。ショットガンの恐怖でカルタを右往左往させなくては、地雷のように踏ませる事はできないだろうに、何な故ぜ？

「この位置関係を待っていた……」

　ヤツが呟つぶやいた、その直後だった。




　ドガドガドガッ!!!!!!　と。立て続けに天空から機銃の雨が降ってきたのだ。




　蛇行する破壊痕のライン上に、うつ伏せで散弾銃を摑んだカルタの足が乗っていた。

　カルタの体がそのままねじれて吹っ飛んだ。まるで金属レール上に置いた体が巨大な列車の車輪に踏み潰されたように、右足は太ふと股ももの辺りから千切れて何度もバウンドしていた。

　理不尽だろうが何だろうが、派手な歓声で会場を震わせているのは万馬券扱いでアサバスカン側に賭けた連中か。

　まともな弾丸ではない。何かしらの魔法の効果なのか、マットに大きく埋まった弾丸はいつまでもオレンジ色に輝き、ぶすぶすと黒煙をこぼしている。

（……ぢい!?　大丈夫。き、傷口を縛って止血する手間が省けたって思え!!）

　千切れて水晶化していく足を放ってごろりと転がって天を仰いでも、カルタには何も見えない。だけど青空の奥の奥、目視不能空域を無機質な影が横切っているはずなのだ。

『な、ん……？』

　あれだけうるさいシンデレラクイーンも絶句しているようだった。

　何が起きたのか。答えは目の前にあるのに見失っている状態だ。

　だけどカルタは予想して然しかるべきだったのだ。相手は最新装備で身を固めたプロの傭よう兵へい。そして普通の肉眼では識別困難なアイネやマリカの位置を正確に捕捉していた。

　つまりこうだ。

『対地攻撃ドローン!?　プロの軍人だからってこんなものまで用意していたんですかアサバスカン＝リオグランデ選手!!』

『ネイティブで鷹たかの象徴だと火打石のシャツ系かしら。まあ、魔女のホウキや鍋のように、魔法に使うデバイスであればルール上問題はないでしょ。……位置関係というのはこの船、セカンドグリモノアが西側同盟全体の防空圏外、つまり公海に出たという意味かしら？　それにしても隠蔽の魔法と組み合わせると厄介ね、うちの護衛艦隊も捉え損ねていたようだし』

　遠近法の問題がある。つまり対テロ戦で活躍する空爆ドローンは一定以上の高さを稼ぐと、そこにあっても地上から肉眼では見えなくなってしまうのだ。

　それでも、確実に狙われている。

　次は機銃掃射か、あるいはより危険な対地攻撃ミサイルで吹き飛ばされるか。

　カルタは片足と引き換えにポンプアクション式のショットガンは摑つかみ取とったが、こんなもので撃ち落とせる相手ではない。カルタの懐中電灯を使えば強力な赤外線レーザーを放てるが、対地ミサイル弾頭が赤外線だけで誘導しているかどうか正確なスペックまでは不明。紫外線、マイクロ波、超音波、画像処理。他に一つでも併用していれば妨害しきれずにジ・エンドだ。

　チカチチカッ、とカルタの視界の隅で光が点滅した。

　こんな窮地に立っても少年の勝利を信じている、水晶少女からのコンタクトだ。

　カルタは歯を食いしばり、ショットガンの銃身下にあるフォアエンドを手前に引く。邪魔なショットシェルを排はい莢きよう口ぐちから吐き捨てる。その上でできる事は。

　対して、

「本物の戦争は、歩兵同士がぶつかる前から勝敗が決まっている。ＡｉｒＲＱ43Ａマンイーグル、暗殺作戦用の精密対地攻撃ミサイルＧＰＳＡＳＭ55レジンアロウヘッド搭載モデルだ。卑ひ怯きようとは言わせない、そこにあるものは全て使えるもの。知らなかったのはお前の勉強不足だろう？」

　ネイティブアメリカンの男がポケットから取り出したのは、よりにもよって軍用防弾ケースで包んだスマホだった。

　親指一つで、死が決まる。




「準備を怠ったお前の負けだ、歌うた貝がいカルタ」
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　待った。

　待って、ごくりと喉を鳴らす。

　沈黙と静寂に耐えられず、生唾を吞のみ込こんだのは歌うた貝がいカルタ……ではない。

『なっ、なんですか？』

　クレーンで吊つられたゴンドラの上で、シンデレラクイーンが動揺しているようだった。幼い少女はリングと頭上を交互に見ながら、

『必殺の空爆が、こない？　機体トラブルか何かでしょうか』

『違うみたいよ』

　奥歯を嚙かみ締しめているのはアサバスカン＝リオグランデだった。

　親指でタップ一つ。それだけで目の前のカルタを粉々にできるはずなのに、やらない。

　いいや、できない。

「貴様……」

「トーテミズムは」

　ガシャッ!!　と。

　歌うた貝がいカルタは、今や時代遅れとなったショットガンを手放す事なくはっきりと言った。

　もちろんこれは自分で調べたのではなく、アイネから光の点滅で受け取った情報だが。

「氏族ごとの先祖とか守護霊で、掲げた動植物や自然にある現象、状況なんかを自分の味方につける魔法だ。簡単に言えばワニを拝めばワニの力が手に入るって訳だな。そういう意味じゃ、固定のトーテムを自在に切り替えて戦えるアンタはかなり強大な魔法使いなんだろう」

　だけど、とカルタは囁ささやく。

　ここから全てが逆転する。

「だからこそ、アンタは制約も多い魔法使いでもある。何しろトーテムっていうのは、粗末に扱っちゃあならない。例えばワニをトーテムに掲げる部族は、ワニを殺してはならないって決まりがあるらしいじゃないか」

　これはトーテミズムの基本にして本命とも言える。ようは、自分に枷かせをつける代わりに強大な力を得る、物々交換の魔法なのだ。その都度トーテムが変わるという事は、その都度自分の弱点も付け替えるという意味でもある。

「アンタは、ショットシェルの表面に刻んだ動植物の模様を参考にして魔法を発動する。竜巻とか噴火とか、自然にある現象や状況であれば生き物である必要も特にない。ショットガンの中に弾を込めていけば、それがそのまま自分の掲げるトーテムポールになる」

　だとすれば、こういう手が使える。

　ギリギリまで追い詰められたカルタの手の中にはショットガンがあって、あちこちには罠わなとしてばら撒まかれた『まだ使える』ショットシェルが散らばっていて、まあ、その表面に傷をつけるくらいなら傷を治すのに使った鋭い水晶でも事足りる。

「落書きで良いい。こんなのテキトーな棒人間でも構わない、上書きできてしまえば……」

　つまりは、




「人間だって動植物の一つだろ。歌うた貝がいカルタの記号を刻んだショットシェルを込めれば、アンタは自分のトーテムを傷つけられなくなる。何があっても、絶対にな」




　バキン、という甲高い音が響いた。

　必要な時間が経過し、カルタの右半身や千切れた片足が元に戻った音だった。

　つまり、アサバスカン＝リオグランデにはその間何もできなかった。素しろ人うとの高校生ごとき、殺す技はいくらでもあるはずだ。それなのに、ただ待つしかできなかったのだ。

　ショットガンを手にしたまま、歌うた貝がいカルタはこう告げた。

「……デレイン」

『あっ、はい!?　何でしょうカルタ選手』

「ルールを知りたい。このトーナメントは、相手の棄権を認めているのか？」

『いいえ。相手の意識が途切れるまでは時間無制限で試合は続行されます』

「だってさ」

　カルタは乾いた笑みを浮かべた。

　そのままゆっくりと、正面からアサバスカンに近づいていく。

　傭よう兵へいには何もできない。どうやっても、トーテムに掲げてしまった動物は殺せない。つまりここからは、何があっても歌うた貝がいカルタのワンサイドゲームだ。

　世界最強はポンプアクション式のショットガン───並のスコップよりも重たい鈍器───を両手で摑つかみ、硬いストックの部分を強く意識しながら振り上げて、




「悪いな。でもお互い様だろ、そっちも人様を空爆ドローンで吹っ飛ばしてくれたんだし」




　その鼻っ柱を。

　本気の打撃で叩たたき潰つぶした。
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　一発。




　大柄な傭よう兵へいの頭が、後ろにくわんと揺れる。

　意識が眩くらむ。

　傭よう兵へいなんて仕事をしているのだ。いつかどこかで唐突に人生が途切れる覚悟くらいはしてきた。分かっている、それは分かっている。だからアサバスカン＝リオグランデは死に対する恐怖へ縛られる事もなかった。




　二発。




　だけど。

　それでも何な故ぜか、傭よう兵へいの意識は途切れない。

　自分の死ではない。何か別の引っ掛かりが、彼に未練を生み出している。

　耳鳴りのような何かが、脳の後ろの方で響き渡る。

　それは誰かの声だ。

　俯うつむいた少女の声だった。

『なれないよ』

『難なん問もん排はい除じよ』の最後の一人が倒れたのはアメリカだったらしい。

　続く『天てん外がい四し神じん』は日本人ばかりだ。アメリカの存在感はどうしても後退してしまう。そして、彼もまたこの国の価置を支えたいのだ。

　よって、一人で良い。世界最強を倒したという事実が欲しい。

　スマホやパソコンなんて誰でも使える。銃や戦車の世界は既得権益で雁がん字じ搦がらめになっているが、ロボットの分野にはまだまだ新参者が入り込むだけの余地が残されていた。だからそこから始めた。空飛ぶドローン兵器に脚部の力を強化するパワードスーツ。使い方次第では人の生活を豊かにする技術だとは分かっていた。アサバスカンはその豊かさを自らが戦うための力と改めて定義した。

　勝利をもたらすためにも。

　なのに。

　だというのに。

『……最強になんか、なれないよ』




　三発目で、異音があった。




　歌うた貝がいカルタの狙いが意図せず、わずかに逸それた時だ。

　ショットガンのストックが鼻っ柱ではなく顎より下、胸から下げた貰い物の防犯ブザーを叩たたき割わろうとした瞬間の話である。

　がりりという鈍い音。アサバスカン＝リオグランデは未いまだ意識を手放さず、逆に顔に向かって振り下ろされた散弾銃へ強く嚙かみついたのだ。

　死ねない。

　何も成し遂げずに、こんな所で死んではいられない。

　挑戦する前から諦めるな。負けて美しく散る事なんて考えるな。泥臭くても良い、この手で勝利を摑つかみ取とれ。誰もが認める世界最強の栄誉を持ち帰れ。

　それができたら、きっとそれだけで、救われる人だっている。

　己の命を商売道具にする傭よう兵へいなんぞを心配してこんなものを渡してくれた誰かが。

　だから。

　そのためなら。

（……ま、だ）

　音は止まらない。

　がり、がり、ぼき、ぼき、と。自分自身の歯を犠牲にして、口の中を血まみれにしてでも。ネイティブアメリカンの傭よう兵へいは合成樹脂と特殊合金でできたショットガンを嚙かんで砕いていく。

（手は動く、足だって動く。たかだか魔法で縛られた程度、まだこの命が奪われた訳ではない。それならばッッッ!!!!!!）

　ばらばらぼろぼろと、チューブの中に詰まっていたショットシェルが床に落ちていく。

　散弾銃に込めたショットシェルがトーテムとして機能するというのなら。

　全ての基準となっているショットガンを破壊してしまえば、傭よう兵へいは呪縛から解き放たれる!!
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　歌うた貝がいカルタもまた、常識を超えた事態に直面していた。

（……特殊合金と合成樹脂の塊、だぞ？）

　ばら、ばら、ばら、ばら、と。

　落ちていく。こぼれていく。ショットガンの壊れた部品や残弾が。ふらつく傭よう兵へいはショットシェルを軽く横に蹴り、導爆線ロープもろとも破裂させる。歌うた貝がいカルタを守っていた必勝の図式、トーテムを奉じて力を引き出す者は象徴として掲げる動植物を殺してはならないという絶対の方程式が、正真正銘の力業で砕かれていく。

（それをただの人間の歯で、嚙かみ砕くだいてトーテムポールの縛りを踏み倒した？　こいつっ、ネイティブ特有の煙草タバコや薬草なんかじゃない。ただの想おもいだけで、その力だけで……。痛覚すら遮断する『ゾーン』に入ったっていうのか!?）

　カルタは知らない。トーテムは、特殊な祭りや儀式では殺せる事もある例外事項を。

　さて。常に二通りを意識して確実に攻撃を当てる。それでも相手が止まらなかったら、何がどうなる？　アサバスカンが生きているのは路上のケンカじゃない、プロの傭よう兵へいの世界だ。

　あなたのケースでは攻守の主導権が逆転してしまう。レトネーエはそんな風に言ったはず。

「「がァあああああああッッッ!!!!!!」」

　その瞬間、アサバスカン＝リオグランデが使っていた力はタカか、狼おおかみか、あるいはワニや大蛇か。そう思っていたカルタだったが、でも違う。

　人間、だった。

　傭よう兵へいの瞳に宿っていたのは理性の光だった。

　何が起きたのかカルタには理解できなかった。向かってくる大男と拳と拳を交差させた。そのつもりだった。なのに気がつけばカルタの体が高速で回っていて、後ろに回された右腕の関節を極きめられていた。ぐっ、と背中の真ん中に折り曲げた膝が乗る。このまま全体重を掛けられたら、受け身も取れずに鼻っ柱から硬い床に叩たたきつけられてしまう。薄っぺらな『障壁』では何も守れない。二人分の重量があれば気絶どころか頭を割っての即死もありえる。

　これがプロの傭よう兵へいと高校生の差。

　絶対的な壁。

　普通ならもう抜け出せない、プロの攻撃には獲物をそういうレールにのっける怖さがある。

　だが水晶魔法を扱う歌うた貝がいカルタだけは、違う。

（……致命傷以外ならっ、三〇秒で治る!!）

　ばぎりと、だった。

　むしろ自分から体をねじり、関節に負荷をかけて右の肩と肘の関節を同時に破壊する。奥歯に直接金属のヤスリをかけて残らず削り落とすよりも一〇〇倍激しい激痛に襲われながらも、カルタは自由を取り戻す。

「ッッッ!!!???」

　ぐにゃりと関節を折り曲げて振り返れば、目の前にアサバスカンの無防備な顔がある。

　顎を。

　カルタは最後の力を振り絞って、左の拳で打ち抜く。

「……おれ、は……」

　それでも、揺るぎなかった。

　直立不動のまま、ネイティブアメリカンの傭よう兵へいははっきりと言ったのだ。

「水晶魔法などには、できない。唯一、誰にもできない……まほうを……」

　これを誰かに伝えるまでは、何があっても負けられない。そんな意思を少年は受け取った。

「……ああ」

　確かに、歌うた貝がいカルタは全世界を大きな混乱から守りたい。

　でもそれは誰かの心を踏ふみ躙にじっても許される免罪符になんかならない。

「世界最強が認めるよ。アンタは間違いなく、俺にはできない事を成し遂げた」

　ふっと。

　糸が切れたようだった。

　アサバスカン＝リオグランデが、後ろに向けてゆっくりと倒れていった。
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『こちらデレイン、みんなの憧れシンデレラクイーンがお昼休みの休憩がてらに午後の天気予報をお届けしまっす。ただそのままやってもつまらないんですよねー？　はいアシスタント！　今日は幸薄いあなたに花を持たせてあげましょう。……えーっとそれじゃ天気が外れたら涙目巨乳なウチの姉がカメラの前で悔しそうに唇嚙かんで伏し目がちで全部脱ぎまーす（こそっと）』

『ぎゃああ聞いてない聞いてない!!　待ってよお、お姉ちゃん覚悟なんか決まってない。突然スコールざあざあ降り注ぐ赤道直下って滅法天気を読みにくいんじゃあ……!?』

『はい巨乳の無駄遣いっぷりが著しい地味子なドスケベお天気お姉さんにみんな拍手!!　これは嫉妬じゃないですからネ？　それじゃあまずは天気図から始めましょう。こちらが気圧の配置ですけど流石さすがは赤道直下、何やらでっかい前線が近づいてきていて……』

「にえさま」

「ああ、心配ない……」

　廊下の奥からこちらに駆け寄ってきたアイネに、カルタはそれだけ言った。

　実際、体の傷は三〇秒で修復されてしまうので今では痕跡も残っていない。が、精神的な疲労については話が違う。今は『痛みに慣れている』方向だから大丈夫と思いたいが、これが恐怖症に化けると体は無事でも行動の選択肢を潰される恐れもある。プラシーボ効果も怖い。

　散々な二回戦を生き残った。

　だが逆に言えば、昼前の段階で試合から解放されたのは大きい。何しろ一日に二回も戦う事はないのだ。ゆっくり休息を取るなり、レトネーエとスパーリングに励むなり、作戦に合わせて自由に時間を使える。もちろん、最優先は明日の三回戦で激突する魔法使いのリサーチだが。

　ところがそれが災いしたらしい。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいでリングを去った歌うた貝がいカルタを待っていたのは、アイネからのこんな言葉だった。

「次にぶつかる相手はまだ決まっておりません。試合は午後の部になるようです」

「……今度は時間が余り過ぎて困る、か」

　とりあえずその試合はこの目で直接観戦しておいて損はしないだろうが、試合が始まるまでは何もできない。素直にレトネーエ先生のスパーリングでも受けようかと思ったカルタだったが、メガネを掛けた銀髪褐色の女教師からこう言われた。

「それなら最低限の栄養補給くらいは済ませてからにしてください。朝食を食べていないのは、顔を見れば分かります。愚かで嘆かわしい。この上昼まで抜く気ですか、食を軽視する者に成長の可能性はありませんよ。組手などやるだけ無駄です」

　……そういえばインドは食べ物をぞんざいに扱う事に対しては非常に厳しいお国柄でもあったか。元から食事が不規則なカルタは食事抜きでも構わなかったのだが、相手が付き合ってくれない事にはどうにもならない。自由時間と言っても、人と人の関係は無視できないのだ。

　顔の近くで両手をグーにするアイネはなんかやる気だった。

「にえさま、『全学大会カタストロフ』の次なるミッションです。ご飯を食べましょう」

「どうした世界最強、甘やかしチュートリアル時空にでも迷い込んだか？　子供向けの教育番組並に難易度が落ちてるぞアイネ」

　とはいえ今から痛む体を引きずって寮部屋のキッチンと向き合う気力はない。そうなると、中高の生徒達がお祭り騒ぎで開いているクラスごとの出店に顔を出すのが手っ取り早いだろう。その関係でいつもの学食は閉まっているし。

　アイネは窓の外を見て、羽音みたいなのを鳴らす機材を眺めながら、

「あの撮影ドローンも純金やレアアースの塊なのですね。全部かき集めたらどれくらいの量になるのでしょう、じゅるり」

「その辺飛んでるカメラは食べるなよ、頼むから。水晶少女の胃カメラ映像は流石さすがにマニアック過ぎる……」

（……品質保証されてるトコっていうと、やっぱりあそこになるのかな）

「えーっと、みなさーん。水晶魔法ではですね、この水晶花というのが非常に大きな役割を担になう中核になっていまして、切手より小さなプリント基板に神様の名前を封入していてえ……」

　その辺の空き教室では、中サブ等カテ部ゴリの子犬系女教師ソフィア＝フィレンツェが小さな子供達に囲まれていた。どうやら水晶魔法について一般来場者にレクチャーしている最中らしい。いつもの授業より子供達がガツガツ質問してくるから大変そうな中にちょっと嬉うれしさが滲にじんでいる。

　と、そこで別の騒ぎと遭遇した。

　廊下の隅で車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカが誰かと話している。

「ああっ、姉上！　随分と捜しましたよ、同じ船に乗っていて電波が繫つながらないなんて話がありますか、何な故ぜ携帯電話の電源を切っているのです!?」

「はあ。だからショウカ、こっちは生放送の解説を買って出ているのよ。試合中にピロポロ着信音を鳴らす訳にもいかないで……うっ、カルタ君……」
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　なんか見られては困るところを見られたって顔だった。

　あのミステリアスな腹黒生徒会長にしてはやけに珍しい反応だ。思わずカルタはアイネを伴ってそっちへ寄ってしまう。

　というか、だ。

「あれ、さっきの？」

「おや歌うた貝がい選手ではありませんか!?　その節はどうもです!!」

　抹茶色？　萌もえ葱ぎ色いろ？　着物の詳しい色の呼び方は知らなかったが、とにかく薄い緑の着物を纏まとった黒髪おかっぱの小さな女の子がパッと顔を明るくした。

　今度は車椅子の表おもて参さん道どうキョウカが怪け訝げんな顔になり、アイネも一緒に首を傾かしげていた。そう言えば初めて会った時、アイネは別行動だったか。

「なに、わたしの見てない所でもう知り合っていたの？」

「迷子になっていたところを歌うた貝がい選手に助けられました。やっぱり世界に名だたるセカンドグリモノア、ここが船の上っていうのを忘れそうになるくらいでっかい学校ですよね……。というか、それもこれも姉上がケータイの電源を切っていたからですよ！　もう!!」

「あねうえ？」

　なんか再び蒸し返そうとしたところで、カルタが首をひねった。

　車椅子のキョウカは自分のこめかみを整った指先でぐりぐりし、何か言いにくそうに整った唇をもにょもにょさせた後、観念したようにそっと息を吐いて言った。何か白状する感じで。

「……表おもて参さん道どうショウカ。わたしの弟よ」

「おと……ッッッ!!!???」

「あら。ひょっとして女の子にでも見えていた？　帽子や羽織を見れば男物と分かるでしょう。童顔だからか体が細いからか、とにかく良く間違われる子ではあるけれど」

　ようやっとイタズラ好きな悪女モードを取り戻すキョウカ。

　衝撃を受けるカルタに、着物姿のショウカは気づかないまま笑い飛ばす。

「あっはっは、そんな訳ないじゃないですか姉上。見てくださいこの筋肉美。幼き頃ならいざ知らず、ぼくだって日々体を鍛えているんですから見間違えるはずもありません!!　ねっ？」

　むんっ、と着物の短めの袖をめくっての力こぶモーションつきで同意を求められたが、正直カルタは目を合わせられなかった。

　そして直立不動のまま水晶少女が問いかけてきた。

「にえひゃま。何な故ぜ唐突にアイネの頰を引っ張るのでひゅか？」

「いや何となく、感覚の調整っていうか。うんうん、これがこっちが女の子の肌だよな」

　なんかもういっそ着物から露あらわになった二の腕の肌が眩まばゆい。ショウカ本人に自覚はないだろうが、軽く首を傾かしげての『ねっ？』の破壊力が水爆を超えていた。多分山やま根ねデイリや猫ねこ海うみヒロスケ辺りならついうっかりで魂を持っていかれていると思う。あと一〇歳だか一二歳だかのショウカにとっての幼き頃とは一体ナニ時代の話なのだろう？

「ぼくもいつか水晶魔法使いになりますっ、そして姉上や歌うた貝がい選手のように強くなるのです！」

　キラキラした瞳を受け止めきれないのはキョウカだけではなかった。

　泥臭い復ふく讐しゆう者しやのカルタは、もう目を逸そらさないようにするので精一杯だ。

「しっかしすごい人気ですね、『天てん外がい四し神じん』。とても自分達の事とは思えない……」

「ああ、何やら写真集なんかも売られているようね。特に水晶魔法でビュンビュン飛べるアイネちゃんとマリカさんが大人気みたいだけど」

「ありなんですかそれ……？　何でしたっけ、肖像権とか」

「扱い的には『報道』だから注意しにくいのよ。ほら、軍事ジャーナリストが最新鋭の軍艦とか戦闘機とかの写真を撮っているでしょう、あれと一緒」

　生徒会長がくすくす笑っているのは、車椅子の表おもて参さん道どうキョウカは直接戦闘に参加しないため、『軍事兵器として』は標的にされにくいからだろう。代わりに壇上に立つ人ではあるが。

「マリカさんは目立ちたがりだから喜んでいるようだけどね。あとカルタ君、あなたも他ひ人と事ごとではいられないよ」

「？」

「歌うた貝がい選手！　ほら見てください二回戦のスケッチカード！　あはは、美術部の方々にお小遣いを払って思わずいっぱい買っちゃいました。やっぱりビシッと決まった男の横顔って格好良いですよねえ☆」

　ぎゃああ!?　とカルタは絶叫した。

　写真や動画そのものではないが、それにしても法廷画みたいなリアルタッチだと普通に恥ずかしい。キョウカはキョウカで肩にかかった長い髪を片手で払うとそっと息を吐いて、

「こういうトコからでも選手間の分析に繫つながる恐れがあるから本当はやめてほしいんだけど、アナログ技術って追跡しにくいのよね。とにかくカルタ君気をつけておいて」

　いつまで経たっても注目される事に慣れていない小市民なカルタ的には白目を剝むいて口から魂が半分はみ出す事態だが、まあ、世界最強なんて扱い的には全身タイツのヒーローと紙一重か。もういっそ覆面レスラーとかになりたい、と心が逃避しかける。

「……しっかしショウカ君、余よ所そ行ゆきの服っていって和服を選ぶお家柄か。薄々勘付いてはいましたけどやっぱり表おもて参さん道どうさん家ちって良いいトコだったんですね」

「カルタ君、わたしから一つ予言をしておこうかしら。……あなたのご家族が顔を出した時は覚悟なさい、メッチャクチャにいじり倒すつもりなので」

　軽く話題を振ったつもりだが、意外とデリケートだったらしい。

　だが気にせず地雷原に踏み込んだのは当のショウカだった。

「それから昨日はのらりくらりとかわしてくれましたが、今日こそはきちんと受け取ってもらいますからね姉上。寝間着に靴下、ちょっと冷えた夜のための羽織るものと、それから下着も!!　とにかく実家の母上や使用人から持っていくよう頼まれた着替え一式です、受け取ってもらわねばぼくが困ります!!」

「ぎゃああ!?　そっそれを男の子がいる往来で思いっきり広げないでちょうだいショウカ！　下着下着、いくら何でも猫ちゃん柄はッッッ!!」

　一面に展開されたカラフル（で意外とかわゆい）な布の塊を見てあの生徒会長が珍しく絶叫していた。自分からイロイロ見せたり仕掛けたりは構わないが、アクシデントで勝手に見られるのは困る人らしい。……というか見られて困る相手はカルタだけか。キョウカ自身、パニクるとついうっかりでショウカを男の子としてカウントし忘れているような気もするが？

（しかし、そうか……）

「やっやべえ、となるとウチの親とかも同じ船に乗っている可能性があるのか……。確かに家族は優先チケット枠に入っていたけども」

「？　その通りですが、一体何がまずいのでしょう？」

　人間ではなく反抗期も知らない従順水晶少女のアイネは吞のん気きに首を傾かしげていた。クラスの友達に自分の家族を見られた時の『あの』むずがゆい感覚を理解する日はまだまだ遠い。

「俺達これからメシにしますけど、キョウカさんどうします？」

　一応尋ねてみたが、首を斜めに傾けたまま口から魂が飛び出た生徒会長からしっしっと追い払う仕草で手を振られた。精神的にいっぱいいっぱいでそれどころではないらしい。

「あっ、歌うた貝がい選手！　あとでサインください、ここにここに」

「そんな高そうな着物に黒の油性ペンで目一杯落書きとか絶対無理だ、勘弁して!!」

　身内のキョウカの前ではあるが、一応パブリックモードは保持。姉弟二人とは別れて、いよいよアイネと一緒に出店巡りの旅に出る。厳かでフォーマルな体育館や大型ショービジネスのヘリポートまわりと違って、紙テープの鎖や星形に切り抜いたセロファンなどで飾られた校舎の廊下辺りは学校の文化祭っぽい香りが強くなる。

　昼時の呼び込みは地獄の様相を呈していた。

『アイスクリームにカフェオレ、クッキー、プリン、ケーキまで！　茶道部仕込みの本格派、抹茶カフェはこちらになりまーす!!』

『世界の料理は生まれ変わるッ！　化学部が本気出したらただの目玉焼きはここまで美う味まくなる！　さあみんな、驚異の完全数式料理を試してみよう!!』

『食後に軽い運動いかがっすかー？　二年五組は外で射的やってまーす。ビュンビュン飛び回る俺らに一発でも当てたら参加者全員に豪華賞品、参加者多い方が勝率も上がりまーす』

『長い船旅でいつもの味に餓うえてはいませんか……？　料理研究会では一三〇の国と地域に対応した様々な家庭料理のリクエストにお応えしております……』

　逆Ｕ字の骨組みに大量の風船を張りつけた手作りゲートが待っていた。どうやらこの直線の廊下一帯で連合を組んでフードコートのような『スポット化』させたいらしい。暇潰しや待ち合わせの場所としてパッと浮かぶ、くらいになれば上出来といったところか。

「さて、それじゃどこで食うかな……。今は冒険して未知の衝撃を楽しむって気分じゃないけど。ハズレのお店に当たったら素直にがっかりすると思う」

「しかし学生が遊び半分で展開している出店の場合、このおふざけの塊みたいな時空で当たりを引く方が難しいのでは？　むむ、食材として純金を使ったお店は少なそうです」

　こいつの判断基準は特殊過ぎるのでひとまず無視。

　分かっている所だと、

「ハズレがないっていうと、うーん、ナタレーナんトコのメイド喫茶かなあ？」

「……、」

「おいアイネ、これはメイドさんの質じゃないぞ。当たりハズレは取り扱っている料理の話だ」

　そして実際に顔を出してみると、大変質の高い後輩ちゃん（手縫いのミニスカ衣装）からすっげえー嫌な顔をされた。こう、上下関係の厳しいバイト先に学校の友達が面白半分で冷やかしにやってきたような感じだ。

「……えと、私に何か恨みでもあるんですか先輩？　こんな陰湿な嫌がらせの連続で死なすほどの何かをしましたっけ私!!!???」

「あの味が忘れられなくて」

「っっっ、人の親切を仇あだで返すとかほんとに先輩はサイテーだと思います!!」

　そういえばメイド喫茶に決まったのはクラス男子の組織票の結果であって、女子が望んでやっている訳ではないとか言っていたか。

　メイド喫茶は教室二つ使っているようだ。片方はお客さんを入れるフロアで、もう片方はコンロなどを持ち込んだキッチンと化しているらしい。多分これが飲食系の基本なのだろう。

　度重なる戦いでセカンドグリモノアの連中にはカルタの世界最強メッキなんてかなり剝がれているはずだが、それでも少し離れた場所でお揃そろいのメイド服を着た中等部女子からきゃあきゃあ声が上がっていた。ほらジェーンさん笑顔ー、とどこか茶化したような声援が入る。

　学校では偽名を使っている悪い子は長いこと油を差していない人形みたいな笑顔でぎちぎち軋きしみながら言った。笑顔だけど薄い胸元で抱えた銀色のトレイがみしみしいってる。

「お、オカエリナサイマセご主人様。セキニゴアンナイシマスノデコチラへドウゾ」
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「ああタメ語で良いいよナタレーナ、今日は料理食べに来ただけだから」

「……次やったらもうメイド一いつ揆きでも起こしてご主人様を殴り倒しますからね？　いったん『役』に入ったら冷めた顔で現実に引き戻さないでくださいよっ、ほんと恥ずかしい!!」

　そんなものか。

　メイドの道の険しさに思いを馳はせながらカルタは座席に案内される。紙テープやセロファンの飾りはもちろんとして、どうやらテーブルは普通の机を四つ合体させてテーブルクロスを被かぶせているようだ。椅子だけ飾り気のない教室仕様そのままだから妙に浮いている。

「あとナタレーナ」

「ここではジェーン＝イグニッションでお願いします。……何ですか、先輩？　えと、両手のハートマークでオムライスに愛情でも込めてほしいとか？」

「へえー、ここじゃテーブル担当のメイドさんとスマホでツーショット撮るレクリエーションなんかあるのか。でも自撮りで同じフレームに入るとしたらよっぽど二人のほっぺを近づけないといけないなあ」

「今すぐ全力で謝罪しますカルタ先輩ただあなたいくらなんでもこの私にストレスで死んでほしい派の人じゃありませんよね!?　アホな男子どもが作ったお遊びメニューなんてみんなおっかなびっくりで誰も注文してきませんけど記念すべき第一号になる気ですか！」

「……じゃなくて、まあ、本当に頼みたい事は他にある」

　厚紙の上に商品見本の小さな写真を貼り、さらに大きな透明なビニールをべたっと重ねた何とも手作り感溢あふれるメニューを改めて見ると、意外とラインナップが多い。昨日食べたハニーチキンのサンドイッチの他にも、オムライスにハンバーグプレート、魚介のパスタ、ピラフや海え老びグラタンなど基本の料理がずらり、デザートやドリンクも各種揃そろっている。とにかく系統が多く、一つの鍋からアレンジさせれば何でも作れるって感じがしない。これでは裏方の厨ちゆう房ぼうに回った男子達も大変そうだ。あるいは数の暴力で矢面に立たされた女子一同の恨みや報復が変な所で現れているのかもしれないが。

「おや、じゃあもしかして昨日のサンドイッチも実は男子が作ったものか？　……ちょっと待て、まさかメイド喫茶ってメイドさんが作ったものは食べられない構造になってる……？？？」

「だから一体何だというのですかにえさま」

　世界の哀かなしいねじれに気づき始めたカルタに、対面の水晶少女は無機質に首を傾かしげていた。カルタは難しい顔をしてメニューを弄びながらも、

「もうどうでもいいや。気分的にはパンのつもりだったんだけどな、なんか急にオムライス食べたくなってきた。アイネ、お前はどうする？」

「はあ、アイネは自己の活動に際して基本的に食事を必要としておりませんが」

「良いいんだよ」

　カルタはちょっと笑って、

「約束、守ってくれたろ。次は必ず役に立つって」

「……、」

「実際その通りになった、お前がいなけりゃアサバスカンから逆転のきっかけを摑つかめなかったはずだ。『トーテムに掲げた動物は殺せない』……これはお前が見つけてくれた勝機だろ。だからそのお礼をさせてくれ」

「ならアイネはお菓子が一つあれば。……ええ、こちらのチョコレートケーキは良いい、金きん箔ぱくのメッセージをあしらったチョコプレートが載っているのが非常によろしい。褒めて遣わします」

　何な故ぜ愛おしげに獲物をいたぶる女王様のような声になるのだろう？

（震えるナタレーナちゃんに）注文を終えるとカルタは呆あきれたように息を吐いて、

「ただまあ、一対一に限られるっていうのも考え方次第ではプラスに働くのかな……。少なくとも、思わぬ伏兵や身内を疑う心配はなくなる訳だし」

　当たり前のような顔して『それ』があったのが、これまでの戦いだった。『難なん問もん排はい除じよ』は予想外の連続で、クリスタルビーチでは中サブ等カテ部ゴリの女子達の裏切りに遭い、セカンドグリモノアでも『脅威』の知られざる本性に散々翻弄されてきた。

　一対一で、リングに上がるまでは手を出さない。

　なんて正しく理想的で、そして馬鹿馬鹿しいほど現実離れした戦いなんだろうか。

「身内を疑う、ですか。アイネは何があってもにえさまの害になる事はありません」

「ほんとにかあ？　何しろお前、条件さえ揃そろえば平気な顔してあの刀で俺の体をぶった切ってくるじゃないか」

「クリスタルビーチで暴走フェイズに入ったマリカ嬢の心を折った一件ですか？　にえさまがご自分で命令しておいて良く言います」

　ちょっとからかったら意外な反応が来た。

　膨らんだのだ。対面に座る無機質な水晶少女のほっぺたが、内側から。

　あんまり珍しいので正面からスマホで写真を撮ったらもっと膨らんだ。まずい。空気が真面目になってきた、ここは撮った写真にラクガキなんかしない方が良さそうだ。

「……にえさま、写真を撮るだけにしては先ほどから人差し指の動きが止まりませんがスマホ上でアイネの顔に落書きでもしているのですか？」

「してない、してない。くくっ、お前はやっぱりイヌ派というよりはネコ派だよなあ。耳とか……」

「一〇〇％確定ですね」

（いかん流石さすがにちょっと強くかさぶた引ひっ搔かいたかも）

　カルタとしては何でも良いいから適当に話題を逸そらして怒りを散らしてしまいたかったのだが、水晶少女はそこまで単純にはできていないらしい。

　でも小さな変化をどこか楽しむような顔つきで、カルタはこう切り出した。

「じゃあアイネ、こうしよう。これからするのは命令じゃなくてお願いだ。俺とお前はお互いを傷つける事はない、困った事があったら必ず駆けつける」

「にえさま、これは？」

「何って、指切りげんまんだよ。人間はこうやって約束を交わすんだ」

　アイネは小さく首を傾かしげたままだった。

　ややあって、カルタの仕草を真ま似ねするように細い小指を伸ばしてくる。

　指と指が、そっと絡からまる。

「ハイドウゾ、オマタセイタシマシタクソセンパイご主人様」

「わっ!?」

　ロボットよりも硬質で殺傷力に優れたメイドさんがどすんと音を立ててオムライスの大皿をテーブルに置いてきた。

　ちなみにナタレーナが運んできてくれたオムライスには、頼んでもいないトッピングが加わっていた。オムライス本体どころかプレート一面をキャンバス代わりにお洒落で可愛く、テーブル担当のメイドさんが感情をたっぷり込めて真っ赤なケチャップやデミグラスソースでメッセージを書き込んでくれたのだ。

　殺。

「……、」

「人間は相変わらず不思議な生き物ですね。そんな血文字で彩りを感じるのですか？」





８






　ぐひい、という心の声が外に洩もれ出でていないか心配だった。

　暴走系（？）最強少女雨あま脚あしマリカ、ここにきてまさかの立ち往生である。




「はははマリカちゃんもちょっと見ない間に随分オトナっぽくなっちゃって。こりゃあカルタのヤツは幸せ者だな、マリカちゃんに預けておけばウチの子は安心だ！」（歌うた貝がい父ちち）

「そうよねマリカ。あなたも昔からカルタ君のお嫁さんになるーってずっと言い続けてきたものねえ？　お母さんが茶化してカルタ君を横取りしようとするとムキになって飛びかかってきたりして☆」（雨あま脚あし母はは）




　総攻撃だった。

　ただでさえ思春期女子にとって『学校への両親の襲来』だけでもキツいというのに、お隣さんの歌うた貝がい一家のご両親まで押し寄せてくる。まさに挟撃、地獄の十字砲火でフルボッコであった。カチコチに固まったまま、不自然にひきつった笑顔を浮かべて心の中で夏服マリカはここにはいない誰かを呪う。

（かっ、かか、カルタのヤツ……。自分の親の面倒は自分で見なさいよっ、あっちもこっちも全部私に押しつけてえええ!!）

　この世界にはまだいくらか救いはあったのかもしれない。己が復ふく讐しゆうを果たすためなら全世界を股にかけて旧最強『難なん問もん排はい除じよ』を追い回し、大切な友を傷つける存在であれば同じ学校の後輩を暗殺する事も厭いとわない。そんな雨あま脚あしマリカにも苦手なものはあった訳だ。

　それにしても、雨あま脚あし家けや歌うた貝がい家けの平和な皆さんはこの全学大会カタストロフ、統合魔法戦トーナメントをどう思っているのだろう？　特に歌うた貝がい家けからすれば、衆人環視の大歓声の中、全世界配信で自分達の一人息子が連日血まみれにされて殺されそうになっている訳だが……、

「しかし、あれだな」

　これは一体何の部活なのか。とにかく玉乗りピエロやバニーガールに道を譲りつつ、飾りだらけの廊下で首を傾かしげて歌うた貝がい父ちちが言った。

「おじさんずっと待っているんだが、マリカちゃんの試合はいつ始まるんだ？　ウチのカルタばっかり目立っているんじゃ不公平だ」

「そうよねえ。それともこれってチーム戦？　何にせよ、せっかくの晴れ舞台だもの。カルタがマリカちゃんの出番を横取りしていないと良いけれど」

「……、」

　根本的に、ルールを理解していなかった。

　ある程度は分かっていた話ではある。だがそれにしても吞のん気きが極まっていた。この人達、カルタと対戦者が激しく位置を変える至近距離のラッシュになったら、戦っている二人のどっちが自分の息子なのかも分からなくなるのではないだろうか？

（というか……）

　今、窮地に立たされたカルタの現状を正しく説明しても、それで理解してくれるのか？　何な故ぜ何でと質問攻めがきた挙げ句、結局納得もしないまま右から左へ流してしまう気がする。

　自分の頭で嚙かみ砕くだかないのだ。

　理解しないまま進んでもきっと何とかなる。ずらりと選択肢が並んだらひとまず一番上をクリック、同意しますかの質問は全部イエス、それでも話は先に進んでくれるさ。世界はそんな優しさで満たされていると本気で信じてしまっている。

　世界を滅ぼす『脅威』が実際に地球人口を五五億人まで減らしてしまった時代でも。

　それでもまだ、何とかなるが通じると思い込んでいる。

　実際には悪意と暴力に満ちたこの世界に安全な道筋なんかない。自分で観察し、考えて、行動に移さなければたった一手で即死する極限状況の連続だというのに。

「マリカちゃんはこれからどうする？」

「えっ、ああ？　わっ私は気になる試合があるからそっちを観戦したいかなーなんて」

「へえー、やっぱりカルタの試合？」

　すでに歌うた貝がいカルタ選手の試合は終わったという事実も認識できていないのか。あまりにも前提を無視した質問に呆あつ気けに取とられつつも、マリカはひきつった笑みでこう答えた。

「ええーっと、そっちじゃなくて、ギリシャ神話の占星術とオカルトありのくノ一忍者がぶつかる方、デス」

　天下無敵の最強ギャル（笑）はお隣さんのご両親に向けて慣れない敬語を織り交ぜつつ。

　それはカルタが三回戦でぶつかる相手が決まる戦いでもある。どちらが勝つかはまだ分からないが、試合をリサーチしておいて損はない。

　が、ここで意外な声がやってきた。

　骨の髄まで周回遅れ、とことん平和ボケしたマリカの両親からだ。

「あらでもマリカ、それだったら災難だったわね」

「え、なにママ？」

「さっき液晶掲示板に載っていたけど、臨時のニュース観みてない？　二回戦の第三試合は不戦勝で決着がつくだろうって」

「……、」

　何か。

　これまであった流れのようなものが、決定的に変わる。

　もちろん形のあるものじゃない。なので適切な言葉が見つからないが、敢あえて無理矢理言うなら……そう……悪意の濃度や密度のようなものがぐっと強くなるのが、分かる。

　これは。

　この押し潰されるような感覚は、『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』とぶつかった時と、同じだ……。

「何でも、対戦相手の片方が事故を起こして急きゆう遽きよ出場できなくなったとかって。結構な大おお怪け我がで、試合どころじゃないって話よ？」

　頰に手を当てて、マリカの母は吞のん気きに言っていた。

　また野菜の値段が上がったのね。それくらいの調子で。




「いやあーねえ。何が起きたか知らないけど、具体的に言ってくれないと選手はおちおち表も歩けないじゃない。マリカ、あなたは大丈夫？　事故だなんて、怖いわよねえ？」




　リングの中だけが戦いとは限らない。

　そこまで待たない。

　今度の対戦相手は、『何か』が違う。














行間二









「お待たせいたしました。始めましょう」




　その日の夜だった。

　表でやっている流星群イベントなど見向きもせず、陽圧式の分厚い防護服で全身着膨れしたレトネーエ＝クーレントはセカンドグリモノアの重要区画に顔を出した。今、この場を支配しているのは中サブ等カテ部ゴリや高等部メインカテゴリの生徒達ではない。教師陣と呼ばれる大人達だった。

　ソフィア＝フィレンツェに清きよ沢さわハドメ。

　特に後者については、初恋の思い出と共に封印して二度と顔を合わせるつもりはなかったのだが。彼はレトネーエが『黒幕』一味である事も知らない。

　この場合は仰々しい防護服がプラスに働いた。お互いの顔は分厚いシールドのせいではっきりとは見えないし、何より、たとえ同じ空間にいても二人は完全に遮蔽されている。

（ハドメ君……）

「作業は常に三系統で記録を取って行います。徹底的に破壊し尽くす旧最強時代よりかなり状態が良い。またとない機会です、些さ細さいな凡ミスで記録を取り逃がす愚だけは絶対に避けたい」

　内に秘めた想おもいは口に出さず、あくまでも事務的に話を進めながら、レトネーエは一段高い作業台に寝かされた『対象』に目をやる。三メートル近い、赤紫の金属塊。

『脅威』。

　それも現場では、鎧よろい武む者しや、ウォリアードールなどと呼ばれていた個体だった。セカンドグリモノア占拠における最大戦力。頭部にあたる部分は見当たらないが、これだけでも『脅威』を知る上で重要極まりないサンプルになる事は間違いない。




　金属由来自律発祥高次生体戦闘兵器。

　星の外にて生まれ、無尽蔵に地球へ降下してくる人類の脅威。

　地球中心核で眠る水晶魔法の源たる『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』と激しく争い合うモノ。




『脅威』による神こう戸べ港こう及びセカンドグリモノア占拠はあらゆる方面で甚じん大だいな被害をもたらした。特に、水晶魔法の詳細が一般のスマホレンズにまで映ってしまった事実は大きい。

　それでも、収穫がゼロとは言えない。

　多くの『脅威』が巨大な密室、セカンドグリモノア船内で活動停止したのもその一つ。丹念にトドメは刺すとして、書類をちょっと書き換えるだけで『脅威』の数を誤魔化し、秘密裏に鹵ろ獲かくする事もできる。

　つまり、レトネーエが良く知る『人間達の黒幕』の目を欺いて。

　ここにあるのも、その一つだ。

　レトネーエとしてはそれなり以上のリスクを負った以上は、上から教えられてきたより大きな発見がある事を望むが。

『さて。解剖と取るべきか、分解と受け取るべきか……』

　同じ作業台を囲む清きよ沢さわハドメが、半ば呻うめくようにそう言っていた。相手は人間ではない。それは誰でも分かっている。だが明らかに金属でできた甲かつ冑ちゆうは、効率だけでは説明できない関接なども多い。どう扱って良いのか、頭の中の引き出しで迷子になっているのかもしれない。

　それでも作業を始める。

『武器は……うわあ、これも「脅威」の体とおんなじ物質っぽいですね』

　プラズマジェットは出ないとはいえ、それでも迂う闊かつに刃の部分に触らないように気をつけながら、ソフィア＝フィレンツェがそんな風に言っていた。寝かされた本体よりも周りの武器から手をつけたのは、失敗した時の損失のプレッシャーから逃げたいのかもしれない。

　プラズマジェットを噴き出す特殊な形状の刀については、内部に細かく枝分かれした配線が見て取れた。最初は繊細な草の根をイメージしていたレトネーエだが、やがて気づく。

「血管に、神経……の真ま似ね事ごとですか」

『「脅威」が酸素や二酸化炭素を運搬するかは不明点が多い。雨あま脚あしマリカらは水中で行動する「脅威」を目視しているぞ』

　意外なほど近くから響くハドメの言葉に、レトネーエの胸がわずかに跳ねる。

　そして、そう。

『本物の脅威』はまともな手段では倒せないという話も聞く。そのため、必要ならソフィアやハドメは水晶魔法を展開する用意もしていたのだろう。だがその機会はなかった。外科手術用の───つまり人骨を加工するための───ノコギリやドリルが案外そのまま通るのだ。

『い、生きている間しか強度を保てない装甲なんでしょうか？　あるいは魔法的な結界を体表にうっすらと展開しているとか……』

　おっかなびっくりといった調子でソフィアが呟つぶやいていた。

　記録を取っている最中だ。些さ細さいな思いつきであったとしても、全て声に出しておいた方が良いい。その姿勢だけはレトネーエも認める。

「体育館で『鎧よろい武む者しや』と戦った歌うた貝がいカルタは、オタマジャクシ型の死骸を盾にして攻撃を凌しのいだと言っています。これが鎧よろい武む者しやだけの特性なのか、あるいは死後の時間経過によって加速度的にミクロな破損が広がっていくのか、この辺りはまだ分かりませんね」

　いつまでも武器や外装に逃げていられない。

　ついに、寝かされている『鎧よろい武む者しや』本体に移る。

　歌うた貝がいカルタからの戦闘報告によると、『鎧よろい武む者しや』は最初から完成された『脅威』ではなく、元々はライオン型の『スパークル』と呼ばれる個体だったらしい。それがオタマジャクシ型と呼ばれる別個体を多数喰くらって人型に変貌を遂げたモノだと言うのだ。だがその割に、甲かつ冑ちゆう状じようの装甲を一つずつ外してみてもそれらしい違和感は見られなかった。注意深く見れば切れ目らしきものがあるが、それも含めて統一された模様のように見えてしまう。

『奇麗だ……』

　あまりにも場違いな清きよ沢さわハドメの言葉だったが、レトネーエも同意していた。灰色の人工的な筋肉の束は、始めからそういう配線図だったようにしか見えない。

　割り切ってしまえばこんなものか。

　生物的な気味悪さはあまりなく、蠟ろう細ざい工くの食品サンプルのような無機質感を覚える。それは、レトネーエ自身が『鎧よろい武む者しや』を自分達とは違うモノとして捉えているからかもしれない。翼のようなコンデンサ群が焼けているのを見ても、特に眉は動かない。

　そして、

「……これが、心臓部……？」

　レトネーエはいくつかの手順を踏んで胸を開き、肋ろつ骨こつに似た複数の金属柱の奥で守られていた物体を両手でそっと取り出した。

　握り拳よりちょっと大きいくらいのユニットだ。構成はいくつかの歯車に、Ｕの字の音叉。

　思いつくのは一つだった。レトネーエは防護服越しにくぐもった怪け訝げんな声を出す。

「音おん叉さ時ど計けい、という事なんでしょうか」

　特定の周波数を鳴らす音おん叉さを組み込み、その一定で規則的な振幅によって正確に時間を計る時計だ。『脅威』は仲間のイソギンチャク型から固体燃料を受け取っていたはずだが、こんなものを動かしているなんてレトネーエも知らなかった。心臓の代わりにこいつが埋め込まれているというのも興味深い。『脅威』にとって鼓動はどういう意味を持っていたのだろう。

　そして、『時計』というキーワードを得ると何か、ごりっとした胸の異物感が強くなる。

　そう。

　そうなのだ。

「水晶魔法……」

　レトネーエがそっと呟つぶやく。

　彼女は水晶魔法を使えない。その部外者としての自分が、急激に存在感を増していく。

　自分がどんな巣にいるのかを、思い出す。

　水晶もまた、固有の振動を取り出しやすい鉱石だ。中にはその性質を利用して正確に時間を計る時計も存在する。

　音おん叉さ時ど計けいを体内に組み込んだ『脅威』を、唯一打倒できる存在。旧最強『難なん問もん排はい除じよ』が己の手を汚してでも根絶やしにしようとした何か。『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』に認められた、尖兵。

『障壁』であらゆる外部干渉を弾はじき、重力を無視して自在に大空を『飛行』し、あらゆる傷を三〇秒で『修復』する異常な存在。それでいて、死ねばその死体は腐る事すら許されず、全身を硬質な水晶像へと変じるおぞましき怪物。

　もしや。

　……彼らもまた、水晶花という形で『時計』を体に組み込んでいるのではないか？　そして『脅威』と同等の『時計』に支配された彼らは、まだ同じ人間と言えるのか？　肋ろつ骨こつや胸骨で守られた体の奥に、心臓と呼ばれる重要パーツは本当に存在するのか？？？

　音おん叉さと水晶、二つの時計の戦い。

　そこには一体どんな意味がある？　ここまでシンプル化された事でかえってレトネーエの頭が混乱する。

『何なんだ』

　清きよ沢さわハドメだった。

　彼はあまりにも根本的な、それでいて世界中の学者の誰も答えられない疑問を発していた。




『水晶魔法って、一体何なんだ……？』




　人類は、そんなものに寄りかかっている。

　これがなければ地球を守れないところまで、やってきている。














第三章
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　朝からボッコボコだった。

「『摑つかみ』への警戒は、理性ではなく本能で直接把握できるようになってきたようですね。それは素晴らしい事です。ただし、素直に反応しすぎるきらいがありますが」

「ううー……」

「……まったく、これだけ殴られても頭に何も入らないとはどういうつもりですか？」

　試合会場のヘリポート、その真下。灯台下暗しとなるその秘密基地で、ぶかぶかＴシャツにピンクのぱっつぱつレギンスを穿はいた銀髪褐色のレトネーエ（微熱持て余し系メガネ若奥様スポーツジム仕様）が涼しい顔して言った。

　すでにカルタの体は硬い床に叩たたきつけられ、ピンと伸ばされた腕は手首をひねって関節を極きめられている。紙切れ同然の『障壁』なんぞバカスカ打ち抜かれていた。

　ねぶそくでして、とサンドバッグ歌うた貝がいカルタは言い訳みたいな言葉を並べていた。

　何しろ朝から爆音と震動で叩たたき起おこされたのだ。カルタ達が秘密のスパーリングをしているのは意外な死角、試合会場のヘリポートの真下にあるスペースだったが、見る影もなかった。

　まるで鋼と鉄筋でできた固体の滝だ。

　丸いお皿のようなヘリポートは大きく崩れて、一ひと繫つながりの瓦が礫れきとなって一段低いこちら側にまで雪な崩だれ込こんできているのだ。船の手すりを越えて海に落ちた事で逆に助かったらしいが、観客席から死人が出ないで本当に良かったとカルタは思う。

（一体何をやったら試合会場がこんな風になるんだ……）

　一方、レトネーエはカルタの腕の関節を極きめたまま、スマホ連動のモバイルウォッチにちらりと視線を投げて自分の心拍数を確認すると、




「瞬殺、だったらしいですね」

「このまま行けば決勝でぶつかる相手だ」




　とはいえ、今から明日の心配をしても仕方がない。カルタはカルタで、午後から始まる準決勝に挑まなくてはならない。

　幸い、セカンドグリモノアは三胴船構造で、校舎は中サブ等カテ部ゴリと高等部メインカテゴリに分かれている。片方のヘリポートが粉砕されても、平行に走る隣の校舎の屋上の設備を使えば試合自体は問題なく行えるはずだ。スタッフは急ピッチで座席やカメラの設置に追われているようだが。

「先ほども言いましたが、あなたの動きは素直すぎる。『摑つかみ』を含めて一通り対応できるのは良よい成長ですが、かと言って全ての攻撃にビクついていちいち反応していると、ちょっとしたフェイントで簡単に殺されますよ」

「……そんな事言ったって、こっちに向かって飛んでくるのが本命かブラフかを見極めるには頭で考えて理性を一枚挟むしかないじゃないですか。それだとどうしても体の速度がワンテンポ遅れて顔面直撃だし」

「ですから、その思い込みが速度を台なしにしていると言っているのです。頭で考えた時には体は止まっていて、体が止まっている時は相手の攻撃がそのまま直撃すると認識してください。ほら、早く起きる。反射で動けるようになるまで体に覚え込ませますよ」

　つくづく、これでよく『難なん問もん排はい除じよ』や『本物の脅威』に勝ってこられたものだとカルタは自分で思う。それだけ正々堂々を嫌って卑ひ怯きような闇討ちに集中してきた証あかしか。

　とはいえ、初日とは少しだけ事情が変わってきた。

　数は少ない。

　だが全戦全敗ではなく、時折、何かの間違いのようにレトネーエから一本を取る事ができるようになったのだ。

　というのも、

「っ」

「そこ!!」

　威勢の良いいカルタの掛け声だが、実際にはレトネーエがローキックをフェイントにして起点を確保し、少年の襟首を摑つかんで自分の背に乗せたところだった。

　そのままお手本動画に使える奇麗な背負い投げだが、ここでカルタはわざと体の重心を横にずらす。おかげで褐色美人の指先から鈍い痛みが走った。自分で握り込んだ襟首の布がねじれ、彼女の指にひねりが加わったからだ。女教師のモバイルウォッチから警報が鳴る。

　これは演習。だからねじ切るまではいかない。

　一方で代償として、自分からバランスを崩したカルタは広い背中ではなく角張った肩から不自然に落ちた。衝撃は面ではなく、点として集中的に少年の骨格を突き抜けていく。

　自分の手の先を逆の掌てのひらでそっと覆って顔をしかめながらも、むしろレトネーエは『仕掛けた』カルタの心配をしているようだった。

「そっ、そんな落ち方をしたら自分の骨を折りますよ!?」

「ええ。ただし肩の骨程度なら致命傷にはならない」

　カルタは笑顔のまま即答した。

「どんな傷でも三〇秒で『修復』するんです、これを使わない手はない。もちろん回復までの間、水晶部位を庇かばわないといけないってルールを相手に知られていると安心はできませんけど、それでも自じ殺さつ紛まがいの相討ちで向こうだけダメージが残るっていうのは、大きい」

「……、」

「あれ？　レトネーエさんどうしました？」

　いえ、と銀髪褐色のレトネーエはカルタの差し出した手を取らずに自分の足だけで起き上がった。微妙に目を逸そらしつつ、ダンス担当の体育教師は矛先でも変えるようにこう言ってくる。

「それにしても、困った事になってきましたね。リング外での事故、ですか」

「選手入場時にワイヤーで吊り下げていたコンテナ状の控室ごと落下、って話です」

　カルタはそっと息を吐いて、

「マキビュラ＝デルフォイ。二回戦の選手が事故って不戦勝、誰が見てもこいつが一番の利益をいただいてる。ただ、馬鹿正直にアリバイだの何だの調べてもボロは出さないようですけど」

　ギリシャ神話の占星術。

　これまたオカルトとしては朝のニュース番組のワンコーナーに出てくるほどの超メジャーだが、しかし一方で、こいつをどう応用したら銃や刃物に勝る殺傷力へと変換されるのかはいまいち分かりにくい相手でもある。

　レトネーエはタオルで額の汗を拭き、ボトルのストローからスポーツドリンクを口に含んで、

「大丈夫なんですか。次、当たる相手なんでしょう？」

「正直、事故でリタイア狙いはほぼないとは思いますけど……」

　不自然な事故が二回続く、というのは単純にリスキー。

　しかもこの統合魔法戦トーナメントに参加している選手は全て、水晶魔法を自分の実力で下したという公的な結果が欲しくて死闘を繰り広げている。肝心の直接対決が不戦勝で流れてしまったら、せっかくのトロフィーをもらい損ねる羽目にもなりかねない。

　ただし、

「だから何も起こらない、という話でもないでしょう？　なら、あなたがリタイアしない程度に足を引っ張れば良いのです。試合で楽して勝てるように」

「まあ……」

　そうなのだが、では具体的に何をしてくるのだろう？

　先ほども言ったが、水晶魔法には『修復』がある。致命傷にならない限り、どんな重傷でも三〇秒で回復させる『プリセット』だ。つまり、試合前に怪け我がをさせてハンデを背負わせる、といった作戦はカルタには通じない。

　……甘いだろうか？

　窮きゆう鼠そが猫を嚙かむ気持ちが足りていないかもしれない。歌うた貝がいカルタは（実際の力はどうあれ）書類の上では世界最強、アウェイで戦う挑戦者からすればその肩書きだけで相当の重圧になるはずだ。勝つためにはどんな事でもやる人間が、本当に実際どこまでやるか。考えが及ばないのは、いつの間にかカルタ自身が上から目線で驕おごる側に回ってしまっているからではないのか？

　それは、まずい。

　旧最強『難なん問もん排はい除じよ』を思い出せ。弱者たるカルタ自身が彼らに何をやったのかを。

「……ま、試合は午後の部です。三回戦は準決勝、もう一日に二回しか試合がありませんからね。まだまだ時間はあるようですからそれまでゆっくり考えますよ、レトネーエさん」

「つまり、それだけ向こうも試合前に仕掛けるチャンスが多いって事ですよ。本当に、こういう時だけ午前中にサクッと終わらせられないというのは苦しいですね」





２






『こちらシンデレラクイーン、今日はニホンの海の家をリスペクトしてビキニエプロンです！　ビキニとエプロン、不意にほどけるならあなたはどっちのヒモがお好み？　それじゃあ本日の試合の見どころを紹介しまっす!!』

『はあ、誰よりもアクシデントが怖いビビりの妹が何を言っているのよう』

『お黙りアシスタント見切れるの禁止です、今は配信中。大体どこの誰が事故ビビりですか』

『そんな事言ってえ、お泊まりキャンプ企画でおねしょをしたトコ絶対全国放送で放映してほしくないから番組編制局に突撃して暴れ回ったんでしょ？　それでテレビ業界全体から本気で干されてフリーのネットアイドルに転落とかこの子ほんと可か愛わいらしくて憎めないんだから……』

『ぎゃああ!?　しゃらっぷお黙だまりぃぃいいいいいいいいいいいアシスタント!!!!!!　事実無根っ、ほんとフェイクニュースって怖いですネ!!　とっととととにかく今日でもう三回戦、トーナメント的には準決勝です。あは、えへへ、試合は午前と午後の一つずつですので、皆さん是非とも画面に齧かじりついていただいて、歴史的な瞬間をかわゆい女王様と一緒に楽しみましょうね☆　アシスタントはこの配信終わった瞬間にＫＩＬＬしますッッッ!!!!!!』

「やまねん」

　アイネとは別行動。

　午前中のトレーニングを切り上げると、一人歌うた貝がいカルタは廊下に設置された液晶モニタの横を素通りして自分のクラスを覗のぞいてみる事にした。そういえば彼らも出店を開いているはずだが、試合に出ずっぱりなカルタは縁がなかった。何を出しているのかも教えられていない。

　カルタは廊下から紙テープやセロファンの飾りだらけになった教室の方へ目をやりつつ、

「なに、なんかすごい匂いがしているけど……。これハバネロってヤツ？」

「今はもうそこから四世代は先に品種改良されているんだ情弱め。ウチは激辛シーフードカレーだよ、基本無料のタダメシ」

　きゅうー、と完全ダウンな声を上げて教室からのろのろ吐き出されたのは抹茶色？　萌もえ葱ぎ色いろ？　とにかく薄い緑の着物を着た小さな男の子だ。生徒会長の弟、表おもて参さん道どうショウカだったか。心なしか、帽子までへろへろになっているような？

　何かある。

　……食材だってタダではないのだ、ご飯を作る手間もある。そんなボランティア精神に溢あふれたうまい話で終わる訳ない。カルタの胡う散さん臭くさそうな視線に山やま根ねデイリは肩をすくめて、

「ただし冷たい水は一杯五〇〇円だ。腹を空かせた運動部狙いでガツガツ廃課金させるつもりだったんだが、こりゃいかん」

「なに、歯切れ悪いけど？」

　おそらくまだ小学生のショウカのお財布まで容赦なく狙うとは不届きな。このクラス全体にはすっかり縁日のおじさんスピリットが宿ってしまったのだろうが、それにしたって後でお金は返しておかないと車椅子の生徒会長から笑顔で何を言われるか分かったものではない、とカルタは心の中でメモしておく。

　山やま根ねデイリは重たい息を吐いて首を横に振り、

「例のむちむちダンス教師だよ、クーレント先生！　みんなで頭使ってカンペキな金のなる木を設計したはずだったのに、本場の人にロックオンされて大赤字だぜ。信じられるか？　虎が出たらこいつの茂みに逃げ込めって話もあるくらいのゲテモノ唐辛子を山ほど突っ込んでんのに水の一杯も頼もうとしねえ、出てきた言葉は『激辛とは辛ければ良いという話ではありません。後味が柔らかくなる香辛料の組み合わせとはこれこれこういうものですよ』だとさ!!　そういう企画じゃねえんだよこっちは！　あああ無料のおかわりで赤字が広がっていく、俺は楽して儲もうけたい!!」

（一つの鍋でまとめて大量に作れるカレーで派手な損失を出すだなんて、どれだけ激レアな唐辛子を輸入してきたんだ？　ネット通販怖い……）

　毒づいている割には楽しげに困っている山やま根ねデイリだ。お姉さん好きでストライクゾーンは先輩キャラの向こう側らしいので、メガネの女教師レトネーエからお気に入り評価を頂戴してしょっちゅう顔を出してくれる事自体は悪くない気持ちなのだろう。……こいつはもう、銀髪褐色の先生の薬指に指輪があっても全くお構いなしな外道のようだが。

　カルタは声を小さくして、

「……それより頼んでいた話、何とかなりそうか？」

「前払いしておいて何言ってやがんだ。雨あま脚あしマリカ。お姉様狙いの俺にゃあちっとも理解できんがあいつを最強枠からクラスの方に貸してもらえたおかげで客足はそこそこって感じだ。赤字は赤字だが、雨あま脚あしウェイトレス効果がなけりゃクーレント不況でとっくに破算してるぜ」

　廊下から改めて教室を覗のぞき込こんでみると、何やら踊り子さんっぽい薄い衣装のくるくるツインテールがクラスの女子に囲まれていた。カレー屋さんのウェイトレスだし、やっぱりあれはインドっぽくサリー……なのか？　へそ出しであちこちカスタムしまくっているせいか、もはや軽めに異世界ファンタジーの域に入っている。モデル系というかファッションショーっぽいというか、微妙にストレートな男子だけでなく女子ウケまで狙ったデザインだ。

（……ていうか何だあれ、ナマの世界最強が見られるパワースポット化しているじゃんかよ）

　注目を浴びたい系のマリカには適任かもしれないが、正直言ってカルタはあんまり巻き込まれたくなかった。大勢の前に出ると緊張して心臓に悪い。ただどうやら、見物客（？）は廊下から有名人を見たら満足してしまうので席に着かず立ち去ってしまう人も結構いるようだが。

　山やま根ねデイリは肩をすくめて、

「マキビュラ＝デルフォイだっけか？　リングの外で事故だ何だと胡う散さん臭くせえ小細工やってるクソ野郎についてはクラス全員でこっそりリサーチを仕掛ける。向こうがやってんなら俺達だって手加減抜きだ、徹底的にヤツの弱点を洗ってやるよ。対戦相手のテメェが動くと逆に目立っちまう裏方の調査はこっちに任せな」

「……助かるけど、大丈夫だよな？」

「クリスタルビーチにセカンドグリモノア。本物偽にせ者ものを問わず、『脅威』の野郎と戦って生き残ったのは世界最強サマだけじゃあねえんだぜ？　ま、こいつはひとまず前ぜん哨しよう戦せんだ。満足いく出来だと思うけどよ」

　片目を瞑つむって笑った山やま根ねデイリから、クリアファイルでまとめた分厚い紙束をぱしんと胸板にぶつけられた。

　前ぜん哨しよう戦せん。中身は昨日の事故にまつわるものらしい。

　複数人を挟む伝言ゲームではなく、書類の形でしっかりまとめられているものなら情報の食い違いは起こらないので安心してクラスメイトの手を借りられる。行き交う人々の邪魔にならないよう廊下の壁に寄りかかると、カルタは指先で書類をめくり、ざっと目を通していく。




　＊『事故』は昨日午後一時過ぎ、二回戦第三試合で発生。選手入場の際に使うコンテナ状の選手控室を吊つり下さげる金属ワイヤーが破断し、部屋ごと七メートル下のヘリポートに叩たたきつけられた。室内の服はつ部とりシズク選手は右手首や座骨等の骨折で全治二ヶ月の重傷。試合は放棄。

　＊ティルトローター機及び選手控室のコンテナは、当日午前中の定期検査と服はつ部とり選手が控室に入る試合直前の二回チェックを行っていた。いずれの検査でも、ワイヤーや留め具などに異状なし。記録の差し替えや係員の買収などの不正行為がない限り、細工はこの後、ティルトローター機が上昇してコンテナを吊つり上あげてからという話になる。

　＊具体的な破壊箇所はコンテナ上面、前方右側の角を支えるワイヤーだった。一本のワイヤーが千切れた事でコンテナ四隅の重量分散に歪ゆがみが生じ、連鎖的に残り全てのワイヤーが破断したものと思われる。金属製の留め具もろとも、高温で焼き切られている痕跡あり。ワイヤーのねじれや摩擦による自然な温度上昇とは思えない。いったん吊つり上あげられたコンテナには誰も物理的に接触できない以上、遅効合成の焼しよう夷い薬やく品ひんや強酸が事前に塗布されていたか、あるいは遠方からのレーザー狙撃などの可能性もありえる。




「……、」

（……レーザー？）

　と、そこで陽気な声が上がった。

「はーいシャチョサンお一人ご案内デース☆」

「はっ？　いやちょ、まっマリカ!?」

　ぎょっとしてカルタが顔を上げるが、いつの間にか教室から廊下側へと這はい出でてきた異世界踊り子さんなウェイトレスマリカが少年の腕に絡からみついている。そのまんま笑顔で手首の関節を極きめつつ、ぐいぐいと近くのドアに引きずり込んでいく構えだ。

　そう、クラスの出し物であるウルトラ激辛カレー店へ。

　こっちは手首が怖くて実は肘の辺りに柔らかいものが当たっちゃっている事も言い出せない。見た目だけなら笑顔のまんま幼おさな馴な染じみが低い声で語る。

「（アンタが難しい顔して出入口の前に陣取っていると他のお客さんがビビって入れなくなっちゃうの。実態はどうあれ書類の上じゃ世界最強っての忘れてんのかしらモヤシ少年？）」

「いや待ってちょっとそれなら出ていく出ていくすぐにここ離れるからだばばばばっ!?」

「ねじ切るわよ？　私だけカラダ張って売り上げに貢献してるのが気きに喰くわん。アンタ、役者にでもなってクラスに協力しなさい。姉上の手作りカレーで辛いのは慣れていますって笑って請け負ってくれたショウカ君もあんまりあてにならなかったしさー。ほーらー、『なーんだ激辛激辛ゆってるけどそんなに辛くないじゃーん、こんなに美お味いしいカレーならするする入るうー』って顔でまっかっかなカレーライス食べてね？」

「……あの。マリカ、高校生のお前達がクラス総出で小学生の財布を狙うほど大人気ない訳じゃなくて俺は今ホッとしてるトコだけど、幼おさな馴な染じみならゼッタイ分かって言っているよな？　俺はその、激辛耐性は特に……」

「まさか『脅威』と戦う世界最強の『天てん外がい四し神じん』サマが、アマチュアカレーに負けて大泣きするなんて話はないわよねえ？　ていうか何がクーレント不況よ、ガラパゴスな進化を遂げた日本のカレーライスが珍しいからって一度の来店でどれだけ無料おかわり繰り返してんだ!?　このマリカ様がウェイトレスやってんのに売上が赤字を脱しないとか納得できーん!!」
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　これから試合が待っているというのに唇が腫れちゃった。

　この弱点を集中攻撃されたらどうしよう。

「う、うう……」

　と、巨大船舶の廊下で薄い緑の着物を纏まとう黒髪おかっぱ少年、表おもて参さん道どうショウカから声をかけられた。お祭り中だけ臨時設置された廊下の自販機で手に入れたらしきりんごジュースのパックを両手で包んだまま、ただでさえ細い肩を小さくしている。

「……まだ舌の上がじんじんする。やっぱり歌うた貝がい選手はすごいですね、流石さすがは世界最強。何だかんだ言ってあのカレーを一皿ぺろりと平らげちゃうだなんて。ぼくなんて半分も食べられませんでした。姉上のカレーでそこそこ鍛えられているはずだったんだけどなあ……」

　こんな勝負で世界最強が決まってたまるか。あと『難なん問もん排はい除じよ』戦ではキャンピングカーで共同生活を送った事はあるが、表おもて参さん道どうキョウカはどっちかというと甘党だ。彼女の作るカレーには必ず牛乳が入っているのでキケンな刺激に焦がれるマリカには不評だったのを覚えている。どうもショウカ少年はお姉ちゃんからメチャクチャ甘やかされているらしい。お姉ちゃんモード全開の溺愛ぶりもまた、戦術家や復ふく讐しゆう者しやの顔しか知らないカルタからすれば意外な一面だ。

「にえさま」

　と、今まで別行動させていたアイネがこちらへやってきた。

　水晶魔法の使い手同士の難しい話になると感じたのか。小学生のくせに大人以上に空気を読んでくれるショウカは帽子を脱いでぺこりとお行儀良く頭を下げると、静かに立ち去る。

　小さな少年に手を振るカルタにアイネは首を傾かしげ、賑にぎやかな廊下で淡々と述べた。

「シンデレラクイーンやキョウカ嬢との確認は予定通り済みました。今回は試合数が少ないので、開始時間が不自然に前後するようなトラブルは発生し得ない、と」

「そうか」

　カルタはアイネを手招きし、全長六〇〇メートルもあるセカンドグリモノア全体を使ったスタンプラリーに挑戦中らしき小さな子供達の集団を避けて廊下の壁かべ際ぎわに寄りながら話を聞く。

「また、余力がありましたのでマキビュラ＝デルフォイについての表層調査も。彼女は他にはない特徴を有しているようです」

「？」

「通常の手続きでは、参加選手はセカンドグリモノアに、一般来場者は外の豪華客船で宿泊する手はずとなっています。これはトレーナーやコーチなども変わりません。ですが特例として、マキビュラは周囲に何人か、オルフェウスの楽団と呼ばれる付き人を侍はべらせています。世俗から隔離された巫み女ことして育てられた都合で発生した家事全般の欠如を補うため、とありますが」

「……つまり本人だけマークしていても、その間に他の部下達が好きなように妨害工作を仕掛けられるって訳か」

「イエス。この場合マキビュラ当人の体温、脈拍、眼球、呼吸などをデータ採取しても噓うそを見抜けるとは限りません。巫み女こは直接指示を出さず、オルフェウスの楽団が勝手に動いている可能性もあります」

　事実を知らなければ加担した事にはならない。権力者にはありがちな防御手段ではある。多くの付き人に身の回りの世話を任せているところといい、歴史と伝統を重んじるマキビュラ＝デルフォイはこれだけスマホやネットが普及した時代になっても未いまだに皇帝から奴隷まで揃そろった古代ギリシャの生活を続けているらしい。

　と。

　かつん、という足音があった。

「にえさま」

「ダメだ」

　歌うた貝がいカルタが何な故ぜいきなり否定的な命令を飛ばしたのかは明白だった。

「……絶対に攻撃するな。リングの外で選手と悶着を起こしてもこっちが不利になるだけだ」

　腰まであるゆるふわな長い金髪。

　光を弾はじく白い肌に、ゆったりとした白の神官装束は隙間がありすぎて、胸元辺りは本当に下着をつけているのか見ている方が心配になるほどだ。足回りは革のサンダルだけで、靴下やストッキングなどもなさそうだ。

　頭に冠するのは青々とした月げつ桂けい樹じゆの輪。

　二〇歳前後の女性は、この上ないくらいギリシャ神話だった。あるいはそういった宗教的なバックボーンを知らなければ絵本に出てくる泉の女神の方を当てはめたかもしれない。

「……マキビュラ＝デルフォイ」

「初めましてえ」

　すっと。

　向こうも向こうで、音もなく右手を水平に掲げた。

　周囲で影のように侍はべるのは三人の女。そのいずれもがズタボロの黒いワンピースを纏まとい、じゃらりという金属音を鳴らしていた。凶悪な首輪や手て枷かせと繫つながった太い鎖だ。右足と左足も、長めのゆったりとした鎖で連結されてしまっている。

（これが、オルフェウスの楽団……？）

「……首輪に、鎖」

「あらあら。キルドナ、あなた殿方に注目されているみたいよお？」

　世俗のゴタゴタから自分自身を切り離し、悠々自適の暮らしを送るマキビュラ。そんな家事全般の欠如した巫み女こに代わり、身の回りの世話をする付き人。

　オルフェウスの楽団。

　今だって、マキビュラが片手を水平に上げて制止していなければ、神の巫み女このために一体何を起こしていた事やら。枷かせや首輪で管理され、鎖で縛られても不満一つ言わずに身を挺ていするよう徹底的に仕込まれている訳だ。

（皇帝から奴隷まで、か……）

　世界最強などとおだてられたところで、文化や文明そのものに善悪や序列を決められるほどカルタは偉くなったつもりはない。だがこの時代まで平気な顔して奴隷の仕組みが続いてしまっている事に、何か強烈な違和感を覚える。

「何やら不幸な事故が起きたようで。単純に棚ボタとも喜んではいられませんわよね。この統合魔法戦トーナメントは、セカンドグリモノアが管理を務めているのでしょう？　ホーム側として、安全管理は徹底していただきませんとねえ」

「無駄だマキビュラ。言ってはなんだが、闇討ちや騙だまし合あいなら俺達だって慣れてる。アンタ達がどんな細工をしようが、試合は始まる。俺の足を引っ張る事はできないぞ」

「あらあ？　困りましたねえ。見解の相違というヤツかしら。わたくしが聞いていた話と大分食い違っているようですけれど」

「くい、ちがう？」

「ええ」

　おっとりと、自分の頰にしなやかな手を当てて。

　首を傾かしげながら、言った。




「何しろ、罠わなにかけられたのはわたくし達という話ですからあ？」




　変化は、壁からあった。

　イベント用に合わせた装飾の一つ。天井近くに設置された液晶モニタから、ネットテレビの配信番組が垂れ流されているのだ。

『はいハイはい、それじゃあみんなの恋人デレインがお昼のニュースをお届けしますよー？　しっ、試合数が少なくなって寂しいとかじゃありませんからねっ!?　こほん。それでは最新のヘッドラインから、昨日あった事故の続報です。どうにも人為的な線が出てきたらしいので』

『らしい』で報道してしまう辺りが、コンプライアンスに縛られていないネットベースか。

　でも。

　だからどうだというのだろう。

　それで一番の利益を受け取ったのは、不戦勝で戦わずに三回戦に繰り上げされたマキビュラ自身のはずだ。自分の罪が暴かれつつあるというのに、何な故ぜそこまで余裕でいられる？

　が。

　そんな認識は一瞬で覆くつがえされる。

『キホンはみんなの投稿の情報提供、映像が変にタテナガなのはスマホ撮影ですから仕方がないでしょうか？　ただ二階席ゾーンＡ４付近にご注目。ブレがあるかなー、とにかく皆様、こちらに気になる影があるのはお分かりでしょうか。ちょっと停止して拡大してみましょう』

　カルタは自分の体の感覚に違和感があった。

　原因は汗だ。肌に張りつく半袖ワイシャツの感触が気持ち悪くて仕方がない。そして今度は、何な故ぜエアコンの効いた船内でこんなにも汗が出ているのかが気になってくる。

『そもそもコンテナ型の選手控室を吊つっていたワイヤーを切断するためのレーザー狙撃ができるのは、水晶魔法の使い手だけです』

　呼吸が浅い。

　酸素吸入量は思考の柔軟性に直結する要素でもある。困った時は一度立ち止まって深呼吸、というのは何も根拠のない迷信でもないのだ。逆説的に言えば、極度の緊張や怒りに襲われた中では呼吸が速く浅くなるという意味でもあるのだから。

『水晶魔法を扱う人間の中で最も強いのは言うまでもなく「天てん外がい四し神じん」の四人ですよね』

　一つずつ、条件が削られていく。

　いっそカルタ自身が窮地に立たされれば気が楽だったが、レールの切り替えが思わぬ方向へ進もうとしているのが分かる。

『そして長い銀髪に白いドレスの少女と言えば？』

　もう、確定だった。次の手は始まっていた。

　大勢が行き交う賑にぎやかなお祭りの廊下で、たった一人の少女に対して冷たい死刑宣告が突き付けられていく。

『極め付けに、日本刀を専門的に扱うのは誰でしょう？　あはは!!　ちょっと意地悪すぎましたあー？』

「……お前、何をした？」

「さあ？」

「お前一体こいつに何をしたあッッッ!!!???」

「キルドナ、待て、お座り。大丈夫よお、彼はリングの外ではわたくしに嚙かみつけないから☆」

『こちら「天てん外がい四し神じん」の一角アイネ様のようですが？　仮に事実であればレーザーのようなものでワイヤーを焼き切ったらしいコンテナ事故の一件は、歌うた貝がいカルタ選手がギリシャ神話とオカルト忍者のどっちが楽に勝てるか吟味した上で、不戦勝でわざと繰り上げさせた……くろーい工作の香りが漂ってきそうなものですけど☆　ここが日本の法律通じない船の上で良かったですネ、コレもう普通に胴元主犯の不ふ正せい賭と博ばくじゃねえー？　って言いますか』
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　甘かった。

『これから』何かが起きるなどと考えているのがすでに甘かった。

　本物の策士は、獲物が気づいた時には周囲を雁がん字じ搦がらめに縛りつけている。自分で網を張りながら、ここから先は危ないから気をつけてなどと言う女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もはいない。

　三回戦の仕込みはすでに前日、二回戦から始まっていたのだ。

　すでに踏んだ罠は誰にも回避できない。足を嚙まれた上で先に進むしかない。

『真実はまだ誰にも分かっていない段階よ。例のデレイン、あの女のニュース原稿でも「らしい」「ようだ」を連発していたし。だからまだわたしの方から火消しはしないよ。マキビュラ側の罠わなの深さが見えていない以上、変におたおたして否定発言を連発すると逆に揚げ足を取られるでしょうしね』

　スマホの向こうで表おもて参さん道どうキョウカはそんな風に言った。

　一拍空けて、

『……カルタ君、念のため聞くけどやってないよね？』

「する訳ないでしょ!!　水晶魔法の強さに対する信頼の揺らぎから発生した世界的な社会不安を取り除くはずのイベントで、わざわざ自分から胡う散さん臭くさい不正工作なんかやったら全部逆効果でしょうが！」

　言うだけ言ってスマホを切る。

　キョウカとしても本気でカルタを疑っている訳ではないだろう。本当にまずいと思っていたら、あの生徒会長がスマホの通話で済まそうなどとは考えないはずだ。

（……だとしても、それはそれで問題が残っているんだが）

「にえさま？」

　隣を走るアイネには答えず、カルタは自分の教室にとんぼ返りした。

　まだ出店の方には基本無料で追加課金アリな激辛カレーを求めるチャレンジャーなお客さんがいるので、ひとまず隣のキッチン側にみんなを集める。

「やまねん、ヒロスケ。作戦会議いけるか？　マキビュラ＝デルフォイ。こいつについて集めた情報を全部欲しい！　今すぐに!!」

「できるっちゃできるけど……」

　萎しぼむ。

　言いい淀よどみ、山やま根ねデイリが視線を投げたのはカルタの隣だった。

　水晶少女のアイネに注がれている感情の色は、不審や疑念だ。それは悪友だけではない。普段の会話グループとは違う女子側の方にまで伝染している。クラス中に蔓まん延えんしていると考えた方が良さそうだ。

　意識して深呼吸し、反射で怒鳴り返さないよう注意してから、歌うた貝がいカルタはゆっくりと口を開いた。

「俺は命令してない」

「そこに関して疑っちゃいねえさ。緊張のあまり暴発、なんて情けねえ話じゃねえ限りは行動にゃ論理が働くだろ。そもそも、二日目の勝負を放り出してこそこそ三回戦の相手を調整するってのも妙だ。ビビって暴発したなら二回戦の相手、あの傭よう兵へい野や郎ろうをダウンさせるために小細工するって方がストレートだしよ」

　映像ではアイネがレーザー狙撃をしているように見えるが、山やま根ねデイリらはカルタを疑っていないらしい。

　そしてこれはカルタ自身が考えた意見でもある。準決勝、午前の部は瞬殺で終わった。そいつは順当に行ければカルタが決勝でぶつかる相手だ。だけど、今はまず今日の話。カルタ自身がマキビュラ＝デルフォイと戦って勝てなければ意味がない。決勝のための対策にかまけて準決勝で負けたら元も子もないだろう。

　となると次に考えるべきは、こうか。

「……なら特殊メイクで誰かがアイネちゃんにそっくり化けていた？　顔をべりべり剝がしゃあ無精ひげの怪盗でも出てくるってのか？　はっきり言うが、それもそれでウルトラＣだぜ。この世で絶対ないとまでは言い切れねえが、『密室殺人事件の真相は宇宙人から受け取った謎の超音波兵器で壁越しに殺された』とおんなじくらいには現実離れしてる」

「まあ」

　合いの手を入れたのは、ギャル系女子の橋はし先ざきタヨリだった。

「その結論の前に、もっと現実的な可能性をいくつか潰しておくべきではないかしら」

　ここ最近は女友達の世話をするために保健室にいる事も多い彼女だが、教室を覗のぞき込こむなりこのトーンだった。クラスの重苦しい空気にあてられて、ではない。離れた場所から観察していても、同じ答えに辿たどり着ついてしまうのか。

　自分の授業を切り上げてでも不安定な友人のために保健室通いを繰り返す。

　でもだからこそ、彼女は同じクラスメイトが傷つけられるかもしれない可能性については容赦なく潰しにかかる。

　ある人に向けた優しさは、別の誰かを傷つける武器にもなり得るのだ。

　ぴっ、と。

　タヨリが少し離れた位置からアイネの鼻先を指差した。

　……刀がギリギリ届かない間合いの外だ、とカルタが気づくと同時、ギャル系女子はこう切り出してくる。

「アイネちゃんが自分でやった、という線はないかしら？」

「アイネは命令されない限り戦闘行動は起こしません」

「じゃあよ」

　動揺はない。

　まるで最初からその言葉を待っていたかのような、そんな山やま根ねデイリの声。




「アイネちゃんがカルタ以外の命令を聞いたって線はねえのか？　そういう話をしているんだよ。なあおい、これって一〇〇％ないって言い切れるのかよ、カルタ？」




　そう。

　そうなのだ。

　……そもそもアイネがどうしてそこまで一律でカルタの命令に従っているのか。それを具体的に説明できる人間なんて誰もいない。これについては『理論派』に属する教師陣はもちろん、実際に一心同体となっているカルタ自身さえも、だ。

　人間の感覚でアイネの行動を見てみれば、信しんじ難がたい事の連続だ。命令一つあれば自分の腕を迷わず犠牲にし、また、『だってカルタがそう言ったから』で命令者本人、つまりカルタの体を切断する事も厭いとわない。

　そこに何かしらの信頼があるのか、抗あらがい難がたい強制力があるのか、あるいは単純に機械的に従っているだけなのか。

　そして。

　歌うた貝がいカルタにも詳細を説明できない命令の手順が、他の第三者に横よこ槍やりを入れられて乗っ取られる可能性は本当に一％もないとまで断言できるか。果たして少年はアイネという水晶少女をそこまで理解できているのか？

「……、」

　カスタムしすぎて異世界踊り子っぽくなったウェイトレスさんのままマリカは賛成にも反対にも回らず、壁に背をやって腕組みしていた。

　彼女はカルタを守るためなら何でもする人間だ。

　だけどそれは、必ずアイネの側に立つとも限らない。アイネが『天てん外がい四し神じん』を内側から空中分解させる存在だと分かった場合、あくまでアイネを助けようとするか、残る三人を守るために容赦なく切り捨てるか。この辺りは外から眺めても全く読めない。

　カルタとアイネは昼食後も常に一緒にいた訳ではない。一人で勝手に動いたとしたら。

「ち、ちょっと待ってよ」

　おどおどと。

　割って入ろうとしたのは（何かと小さい子に肩入れしたがる）猫ねこ海うみヒロスケだ。

「みんなアイネちゃんアイネちゃんって言うけどさ……、ほんとにアイネちゃんがやってるとしたら分かりやすくべたべた証拠を残すと思うかな？　あの動画だってそう、覆面被かぶって服を着替えるくらいのエチケットはするんじゃないの」

　一見すればもっともらしい意見だ。

　ただし、

「……アイネちゃんが犯人ってバレて、よそから割り込んで操る第三者さんは何か困るのか？」

「う」

　山やま根ねデイリが棘とげのある一言をぶつけると、それでヒロスケは黙ってしまった。

　これもその通りだ。最初から使い捨て前提なら真犯人側がアイネに気を配る必要は特にない。横入りで命令されているのであれば、アイネも自分を守るケアをしない。露骨で不自然、誰もが考えつく防衛策を全く取らないからこそ、逆に『臭い』のだ。

　ヒロスケに悪気はなかっただろう。純粋に孤立していくアイネを見ていられなかっただけのはずだ。だが弱き反論は、時として逆により強烈な糾弾の呼び水に化ける。一度の反撃で場を押し切れなければ、火に油を注ぐだけだ。

　男子側と女子側。

　双方の中心に近い人物からの『お墨付き』によって、清潔でパリッとした夏服の集団の間にうっすらと広まっていた疑念が具体的な厚みを手に入れていく。まずい流れだ、とカルタは自覚しつつも食い止める方法を思いつけない。

　世界最強の誰か。

　から、カルタは神こう戸べ港こう近海の戦闘では自分の弱さを知られた上で、学校の皆に受け入れられている。でもだからこそ仇あだとなった。高圧的に一喝すれば場をまとめられる状況ではない。

　このクラスの中で、歌うた貝がいカルタが持っているのは平等な一票だけだ。

　数で押される。

「アイネはにえさまと共にあります。にえさま以外の命令は一切受けつけておりません」

「それは、実際に操られているかもしれないアイネちゃんが答えても意味のない返答よ」

　ギャル系の橋はし先ざきタヨリは、人を追い詰める時もクールだった。

　一方の山やま根ねデイリは自分で自分にうんざりしたような顔で、だが言うべき事を口に出す。

「自分のやった事はおくびにも出すな、胸の内で何を思っていようが顔や言葉に出す事を一切禁じる。アイネちゃんが根っからの悪人とは言わねえさ。だがもしも、この命令が通じるようならアイネちゃんの言葉は全部あてにならなくなっちまう」

　もしもの話で、否定された。

　水晶少女アイネの想おもいや、潔白を証明しようとする心の動きが全て。

　かもしれないだけで、マキビュラの罠わなだと判断される空気ができつつある。

　これがコンピュータウィルスならセキュリティソフトで完全スキャンを試すなどの対処法がある。だけど水晶魔法の中でもイレギュラーな水晶少女は、存在自体が丸ごと人間の外にはみ出たブラックボックスであるが故に、そういった一般的な安全確認マニュアルがない。

　どこまでやれば安心か、という基準がないのだ。

　誰にも終わりが見えない以上、いったん疑心暗鬼に陥った場合、その確認作業は延々と繰り返される。まるで潔癖症の人間が手を洗い続ける内に自分の肌を傷つけてしまうように。

「……悪いけど、それなら筋が通ってしまうのよ」

　慎重に。

　おそらくは自分から悪役を買って出る形で、ギャル系の橋はし先ざきタヨリはそう念押ししてきた。

「アイネちゃんがマキビュラに利する工作をした上で、その責任を対戦相手の歌うた貝がい君に全部被かぶせる。結局、得をするのは被害者ぶって三回戦に駒を進めたマキビュラでしょう？」

「……つー訳でカルタ、作戦会議はする。テメェのためにコソコソ内緒話はしてやるさ。だから何か始める前に、まずはここの確定を取りたい。アイネちゃんは、安全なのか？　テメェ以上にアイネちゃんを知ってるヤツはいねえんだぜ。ここでの話が全部マキビュラに筒抜けになっちまうようなら逆転のチャンスなんかねえんだぞ」

　にえさま、とアイネはぽつりと呟つぶやいた。

　歌うた貝がいカルタはゆっくりと瞳を閉じて、深呼吸する。

　今がどういう状況かを冷静に考える。

（……実際にアイネの制御を横から奪う手段があるのか、あるいはそう見せかけているのか。それはさておいて、マキビュラ＝デルフォイは間違いなく仕掛けてきている。それも昨日の段階から、計画的に。つまり、そうするだけの利益がある。じゃあそれは何だ？）

　卑ひ怯きよう者ものの本分を引きずり出せ。

　クラスの中心に立つ山やま根ねデイリにも橋はし先ざきタヨリにもできない。水晶魔法を扱うかどうかとは別次元。旧最強『難なん問もん排はい除じよ』を追い回して喰くい破やぶった、あの泥臭い自分を思い出せ。

　窮きゆう鼠そは猫を嚙かむ。

　だとすれば、マキビュラが喰くらいついてきた場所は、どこだ？

（二回戦を不戦勝で楽して乗り切るだけなら、わざわざアイネに疑いを吹っかける必要はない。自分から疑いを逸そらすってだけなら、例えば点検整備スタッフを悪者にしたって良いいんだ。ヤツがアイネを選んで巻き込んだ理由は？　そうして出てくる利益は？　考えろ。俺と違ってアイネは試合に出られる訳じゃないんだぞ。それでもわざわざ狙いを絞ってハメるメリットって何だ……？）

　いきなり不正疑惑を突きつけられた形になったが、カルタやアイネを逮捕させて試合をご破算にするのが狙いではないだろう。前にも言ったが、マキビュラは水晶魔法の使い手と直接戦って勝たなくては、『世界最強の冠』をもらえないのだ。不戦勝で勝っても勝負から逃げたようにしか見えなくなる。

　最強の切り札であるアイネに不信感を抱かせ、カルタから遠ざけさせる。これも試合で戦う分には意味がない。何な故ぜなら元々アイネは試合に出場できないからだ。リング外でカルタを闇討ちするための下準備、などの搦からめ手てでない限り、わざわざこれをやって削そげる戦力はない。

　そうなると、

「……身内の関係をギクシャクさせて、観客からの視線に悪意を込めさせる。ようは、精神的に揺さぶって試合前にイニシアチブを奪いたい。この辺りが妥当な線か」

　たったそれだけで。

　口汚い野次を飛ばすのと同じくらいの、あるんだかどうかもはっきりしない効果のために。

　歌うた貝がいカルタは奥歯を嚙かみ締しめた。腹の奥で猛烈な熱が煮えるのを確かに感じる。ああ、ああ。自分が逆の立場だったらそうすると、『難なん問もん排はい除じよ』を倒した醜く卑いやしい自分自身が頭の奧で囁ささやいているところが何より気きに喰くわない。

　だけど、だ。

　苦い味と同時に反撃のきっかけをカルタは見つけていた。しっかりと。状況は最悪も最悪だけど、手探りなりにこの短い時間で摑つかんだ手触りがある。

　セキュリティソフトの完全スキャンと違って、どこまでやれば安心できるのかの基準がないだって？

　馬鹿を言うな、少なくとも『底』はある。

　ぽんっ、とカルタは水晶少女の頭の上に手を置いた。二本の角みたいなのが普通にちくちくして痛い。表情もなくじっとこちらを見上げる水晶少女がぽつりと呟つぶやいた。

「……にえさま？」

「大丈夫だ、お前は誰にも操られていない。そしてそれをきちんと証明する方法はある」

　並べた条件を思い出せ。

　もしもアイネが何かしらの方法でマキビュラ＝デルフォイに制御権を奪われているとしたら、ヤツに利する行動を取るはずだ。そして同時に、マキビュラにとって致命的となる行動を取ろうとすれば、どれだけ不自然であっても停止か修正を図ろうとするはず。

　何度でも言う、マキビュラ側は試合の中でカルタに勝たなくては意味がない。

「いいかアイネ、命令するぞ。これでお前は助かる」

　歌うた貝がいカルタは言った。

　迷子の女の子をなだめるように頭の上に掌てのひらを置いたまま。

　躊ちゆう躇ちよなく。




「だから、俺の首を斬れ」
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　ヒュン、と。

　風を切る音が聞こえたと思ったら、アイネの手には水晶質の刀が握られていた。ミネの側に、十手のような短いレーザー狙撃用短銃ユニットを備えたものだ。

　そう。この命令はマキビュラ＝デルフォイ側にとっては致命的となる。

　すでに何度も言っているが、マキビュラは何かしらの事情を抱えて自前のギリシャ神話の格を高めるために統合魔法戦トーナメントに出場している。具体的にどんな話かは知らないが、彼女なりに水晶魔法を倒して新しい世界最強になりたい理由があるのだろう。

　だとすれば、不戦勝は許されない。

　他の全ての戦いは汚い方法で迂う回かいしても構わないが、ここだけはカメラの前で全世界的な勝利を収めないと『勝負から逃げて助かった』事になってしまう。

　そしてアイネは与えられた命令は絶対に実行する。

　カルタ自身を斬れという命令も、これが初めてではない。北欧、クリスタルビーチでは似たような事を躊ちゆう躇ちよなくやっている。

　通常通りなら、アイネは迷わず刀を抜いてカルタの首を切り取りにかかる。

　あくまでもカルタに試合の中で勝たなくてはならないマキビュラ側が本当に干渉しているなら、この命令は不自然にキャンセルされる。

　そしてカルタは賭けている。

　アイネは迷わず水晶質の刀を横一直線に振るうだろう、と。

（……俺を殺せば無罪、逃がせば有罪。こいつがリトマス試験紙の代わりだ！　もちろん命令通り本気で切りかかってくるアイネをどうかわすかは全部俺にかかっている訳だけどッ!!）

　心臓が縮む。

　首や頭は元々胴体よりも攻撃が当たりにくい部位のはずだ、一撃で奇麗に切り落とすなら刃の軌跡だって極めて限定される。そんな風に、カルタは自分で自分に言い聞かせていく。

　最弱の『障壁』ではあれは防げないが、致命傷以外なら三〇秒で回復する。腕の一本でも犠牲にすれば、せめて最初の一発くらいはギリギリで避けられるだろうか？　レトネーエ＝クーレントからのこれまでのしごきが無意味でなかったと自力で証明しなくてはならない。

　今まで誰よりも信頼して背中を預けてきた、自分の知る限り最大の戦力。必要とはいえ、それがこちらへ向かってくるのだ。自慢の愛銃を使ってロシアンルーレットをすればこんな気持ちになるだろうか。

　ごくりと生唾を吞のみ込こんで、歌うた貝がいカルタはその時を待つ。

　待つ。

　待って、嫌な汗がこめかみの辺りを伝う。

「……おい、アイネ？」

　実際に刀を取り出したのだから後は言われた事をすれば良い。

　だってそういう命令だったから、で済む程度の問題だ。

　最短最速で自分にかけられた嫌疑を払ふつ拭しよくしたければ、いつもの刀を振り抜いて最大威力の一撃をカルタに浴びせかければ良い。

　なのに。

　何な故ぜ、わざわざそこで止まる？

　唇を嚙かみ、ぶるぶると震えて、何かに耐えるような仕草をする？？？

「……せん……」

　可か憐れんな唇の隙間からこぼれる、水晶少女の呟つぶやきがあった。

「でき、……ん……」

　カルタは見えない針で頭の後ろからゆっくりと突き刺されていくように顔をしかめた。

　嫌な予感なんて本当にまずい時、すでに手遅れな時しか当たらない。

　脳裏で情景が弾はじけて広がる。




『にえさま、にえさま』




　冷静に考えればアイネは大会が始まる開会式から言動がおかしかった。

　すでにその時には第三者の介入が始まっていたのか。




『がってんですにえたま、アイネにおまかせ』




　ではなく。

　もしもあれが、純粋に大きなイベントの前に浮かれていただけだったとしたら？

　まだ改ざんされた原稿データによって、表おもて参さん道どうキョウカの口から変則ルールが発表される前の話だ。アイネは普通にカルタの最大の切り札として、少年のために一緒に戦って活躍する事に表情もなくその内側で胸を躍らせていたのだとしたら？

　戦う時は互いの背中を預け、勝ってリングを降りる時は良くやったなと褒めてもらう。

　眉一つ動かさない無機質な戦力が、誰にも言わず、実際にはその小さな胸の内でそんなささやかな未来を夢描いていたとしたら……。

（まずい……）

　ありえない何かが続いていた。

　いいや、これをありえないと言ってしまう方が、むしろアイネに対する冒ぼう瀆とくなのか？

　朝起こしてくれたり、バスタオルについて話を聞こうとするとガタゴト変な音を出したり。デレインにドレスアップしてもらった時だって為なすがままだった水晶少女は何を考えていたのだろう。それは本当に、ただ機械的で効率の良い論理思考、だけなのか？

　ぽつんと立つ少女は。

　己の唇を嚙かんで、刀を手にしたままぶるぶる震えて何かに耐えるような仕草を続け。凶悪な刀の柄を握りながらも、ただその小さな二つの手で自分のスカートの布をぎゅっと巻き込んでいた。行き止まりにいると知りながら、目の前にある一つしかない出口を怖がるように。

（その答えはまずいぞアイネ！　ちくしょう、ここにきて読みを外したかっ!?）

　歌うた貝がいカルタは思い出す。




『身内、ですか。アイネは何があってもにえさまの害になる事はありません』




　アイネは基本的に命令には完全服従のはずだ。

　なら、そんな命令を上回るほどの何かと言えば、具体的に何だ？　分からないとでも言うのか。そうだ。与えてしまったはずだろう、歌うた貝がいカルタが自分の手で。

　スマホに撮った写真に猫の耳を描き込んでいた時、アイネがむくれたのもそう。

　もっと言えば、それ以前にだ。




『じゃあアイネ、こうしよう。これからするのは命令じゃなくてお願いだ。俺とお前はお互いを傷つける事はない、困った事があったら必ず駆けつける』




　そこまで深刻に考える必要なんかなかった。

　くだらない口約束なんか忘れて、まず自分の安全を優先すれば良かった。

　水晶少女アイネは馬鹿ではない。臨機応変に対応して、窮地に立った自分を自分で助けるために行動していれば何も問題ないはずだった。




『にえさま、これは？』




　だけど、カルタは先に提示してしまった。

　この首を斬ってでも自分の無実を証明しろ。それなら少年に守られたアイネは、交わしてしまった命令以外の何かをどんな風に抱え込むか。片方が先に出したら、もう片方は。

　答えがあった。




『何って、指切りげんまんだよ。人間はこうやって約束を交わすんだ』




　表情もなく。

（……ばかっ）

　あくまでも無機質な何かは、いっそ機械的な瞳の端からぽろぽろと透明な雫しずくをこぼしていた。そうしながら、確かに水晶少女はこう言ったのだ。

（どれだけ大切に扱うつもりだ、あんなちっぽけなもの……!!）

　己が存在を否定し。

　自分で自分の救いを手放す一言を。




「できまひぇん。アイネには、その命令は聞けません」




　どすりという音が響いた。

　躊ちゆう躇ちよなく。

　完全服従から逆らえない自分から一人のクソ馬鹿野郎を守るため、その場で跪ひざまずいた水晶少女は両手で摑つかみ直なおしたその刀で己の腹を貫いて、小さな体を無理矢理床に縫い止めたのだ。

　水晶少女はその口で言っていたではないか。

　次はお役に立ってみせます、と。

　約束は命令なんかじゃない。

　だからできないようならギブアップして、さっさと破ってしまっても構わない。

　それなのに。
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　そして異世界モードな踊り子さん雨あま脚あしマリカは両手を腰にやり、死んだ虫を見る目で言った。

「サイテー」

「分かってる!!!!!!」

　誰もいない廊下に少年の叫びがビリビリと響く。

　世界最強二人のこの険悪なやり取りだ。さっきまでお祭りムード一色だった廊下も、今は静まり返っていた。揃そろいも揃そろってとにかく近くの教室（＝出店）のドアに飛び込んでいる。

「本当に？　何を言っても誰一人信じてくれないあれだけの針のむしろの中、唯一自分を庇かばってくれた男の子が自分の頭を優しく撫なでながら言ったのよ。この首を斬り落として無実を証明しろ。……それって俺は一人で爪つま弾はじきにされるから、お前だけでも『やる側』としてみんなの輪に入れって事よね？　そんなの自分が死んだ方がマシって考えるに決まってんでしょ女の子のプライド舐なめてんのかッ!!」

　カルタは額に手をやって天井を見た。

　アイネは、自ら切腹した程度では死なない。そもそも心臓を動かして全身に血液を行き渡らせている存在かどうかも分かっていない。だから、彼女からすればなんて事はない挙動、並べられた選択肢の一つを選び取ったに過ぎないのかもしれない。

　でも。

　歌うた貝がいカルタの頭を沸騰させているのは、そういう効率の話ではない。

　顔をくしゃくしゃに歪ゆがめる事も許されず、だけど、機械より無機質な瞳の端からこぼれた透明な雫しずく。首を斬れという命令を振り切って、公衆の面前で謝罪の言葉と共に自分の腹を切った一人の少女。矛盾も矛盾、最悪の結果に追い込んだのはカルタ自身だ。

　何も悪くないのに。

　謝りながら目の前で死を選ぶ。

　まるで『一隻目』でカルタの忠告を聞かずに『恐竜』に食い千切られた、風かざ向むきゲキハを見るような苦味があった。新しい世界最強だ何だと持もて囃はやされても、結局あの頃からカルタの本質は何も変わっていなかったのか。

　本当に醜いのは、『脅威』や『人間達の黒幕』なのか？

　一体いつまでこんな弱くて迷走ばかりな自分に振り回されるつもりなんだ。

（……いつからだ？）

　やはり契機となったのは神こう戸べ港こう近海で『本物の脅威』に占拠されたセカンドグリモノアにおいて、『鎧よろい武む者しや』と戦った辺りだろうか。

　考えてみれば、あれ以降アイネの様子は少しおかしかったが。

　そしてこれだと無実の証明にならない。結局、分かったのは『アイネはカルタを殺せなかった』という事実だけだ。アイネの心に人間らしさが宿ったのか、今カルタに場外で死んでもらっては困るマキビュラ側が不自然な横よこ槍やりを入れたのかは判断がつかない。

　不自然。

　にえたま、にえたまと珍しく人をおちょくるような格好で表情もなく気分を高揚させて。

　カルタと一緒に戦って少年のために優勝のトロフィーを届けようと息巻いて。

　そんな少女の、小さな胸の中にあった全部が。

　外から埋め込まれたたった一つの疑惑のせいで、おぞましいバグやハッキングかもしれないと置き換えられてしまう。

「……ふざけんなちくしょうが……」

　アイネはここにはいない。

　カルタの口から命令を撤回された彼女は同じ階にある生徒指導室に一人で入った。もちろん、独房と言うにはあまりに脆もろい。アイネの刀を使えば扉でも壁でも自由に切り裂いて外に抜け出せるだろう。そもそも窓も扉も鍵は全て内側から開く仕組みだ。

　だけど、一歩でも外に出れば。

　今度の今度こそ全ての信頼を失う。これはそういう、鍵の開いた檻おりだ。

　集団の中から危険とみなされた一人を一方的に隔離するための檻おり。しかもこれは、疑われた側が素直に従ったところで有罪か無罪かを判断する助けにはならない。

　今はまだ裏切っていないか、今はもう裏切ってしまったか。

　それしか分からないのだ。

　こんなのはもうイエスとノーの二択ですらない。一見分岐があるように見えても実際はノーとノーで、集団から否定される種類が違うだけ。疑われた側は何をどう動いたところで疑惑を払ふつ拭しよくする事のできない、反論の許されない、そんな人間が持っている当たり前の権利を丸ごと奪う見世物の檻おりでしかないのだ。

　議論を進めるためには物理的な『儀式』が必要だったのは、分かる。

　それでも腹の傷の手当てもせずに肩を小さくしてとぼとぼと屈辱の門を潜っていったその背中を、カルタは忘れない。

　ここまでやられて何もできなかった脆もろく愚かで醜い自分を、少年は絶対に忘れない。




　ごんっっっ!!!!!!　と。

　歌うた貝がいカルタは躊ちゆう躇ちよなく、近くの壁に自分の額を思い切り打ちつける。




　薄っぺらな『障壁』を自らぶち破るそれは、再起動の儀式だ。

　雨あま脚あしマリカは心底呆あきれているようだった。

「アンタ、基本モヤシのくせにこういうトコは熱血君よね」

「……黙っていたって三〇秒で勝手に『修復』される傷だぞ、こんなの何の意味がある？」

　アイネが受けたダメージはこんなものじゃない。

　無機質無感動に人間を観察しながら、何かを判断し、ようやく恐る恐るこちらに寄りかかってきた一人の女の子。そんな彼女にカルタは一体何をさせた？　自分にかかった疑いを晴らす機会も与えられず、必死に絞り出した言葉を根拠もなく『何となく』や『そんな気がするから』だけで端から全て否定され、公衆の面前で己の刀を抜いて震えて謝りながら跪ひざまずき、その腹を裂くくらいしか自分の意思を表す方法がなかっただなんて。

　一体今は何時代なんだ？

　痛みも屈辱も、すでに極みなど超えている。

（……しかし、具体的にいつ誰が何をした？）

　歌うた貝がいカルタは自分の夏服の胸元に挿してある水晶花を指先で触れて、

（アイネを信じてやりたいけど、完全否定のためには横入りで操られる可能性についても一通り追及しないといけない）

　疑問から逃げるな。信じているからこそ、心を鬼にしろ。

　自分でハードルを設定しなければ一つ一つの疑いを潰していく事もできなくなる。

　ひとまずカルタ自身に想像できる範囲だと、可能性はこんな感じだった。




（まず第一に、水晶魔法は宇宙から降り注ぐ力と地球中心核にある『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』の力のせめぎ合いで起きるエネルギーの変化を読み取って利用する、オカルトな天気予報みたいな技術だ。つまり力を伝える媒質、空気中の気圧を操作したり大地のマグマやプレートに強大な磁力で干渉したりすれば、大きな『流れ』の伝達に影響を及ぼすかもしれない、のか？）




（第二に、アイネじゃなくて俺の方が操られている可能性も考えてみるべきだ。あくまでも、コントローラは世界で俺一個。だけど光の点滅とか揮発性の薬品とか、知らず知らずの内に俺自身の思考に偏りを生むように外部干渉されているって線はないか？）




（そして第三に、アイネ自身はケイ素性の生命体？　って事もある。こいつの体に電極やチューブを刺して直接操るって可能性はどうだろう。人間みたいに血管や神経で、酸素、栄養、電気なんかをやり取りしているとも限らない。ラジオで使う電波とかレモン電池の酸とか、実はもっと単純な仕組みで情報伝達をしている確率だってゼロじゃない、かも？）




　もちろん他にもあるかもしれない。カルタ自身も思いつかない抜け穴が。

　ただし、そもそもだ。

（……しっかし、仮説を並べたってすぐに『確定』なんか取れないぞ。アイネは水晶魔法の中でも相当イレギュラーな完全分離型で、他にサンプルはいないんだから。ことこっちの分野じゃ最大シェアの俺達でもすぐには答えられない専門知識を、外からやってきたマキビュラ側はどこからどうやって覗のぞき見みた……？　それができる人間は、他に協力者がいる可能性も？　待てよ、激レアだからこそ標的を逆に絞って反撃する糸口になるかもしれないな。それから）

　と。

　一人で考え込むカルタの横顔を覗のぞき見みて、くるくるツインテールの少女はそっと息を吐いた。

「ま、カルタがほんとにサイテーな女の敵と分かったところで。ここから具体的にどう切り返すのアンタ？　まさかと思うけど、アイネちゃんにあそこまでさせておいて、このまま黙って白旗揚げるつもりはないのよね？」

　カルタは口をぱくぱくさせた。

　激辛カレー屋さんと全く同じトーン。その当たり前な幼おさな馴な染じみトークが、今は逆に怖い。

「あのっ、ま、マリカ？」

「何よ」

「お前、アイネが白だってもう信じているのか？　何で!?　そりゃ確かにあの決意がアイネの本心だったら俺も嬉うれしいけど、でもわずかな可能性だったとしても完全には払ふつ拭しよくできないだろ、あの切腹だって外部操作の演技デモンストレーシヨンだったって線を!!　なのに何で!?」

「できるわよ、アイネちゃんが黒だったらもっとえげつない事やってるでしょうから」

「……、」

「何しろアンタとアイネちゃんはそれこそ毎日同じ部屋で寝泊まりしているのよ？　例えばアンタの朝食にこっそり毒を盛るとか色々あるじゃん。どんな傷でも三〇秒で『修復』する私達も、体内を毒でやられたら延々と破壊と回復を繰り返すって盲点があったわよね？　まあ放射性物質でも生物兵器でも、何ならありもしないプラシーボ狙いとか毎日ちょっとずつお料理の味を濃い目にしていったって良いいけど。つまり、マキビュラが楽して試合で勝てる方法なんていくらでもあるのよ。でもアイネちゃんはそれをやってない」

　思考が追い着かない。

　絶対に欲しかった味方。アイネの潔白を無条件で信じてくれる人。なのにあっさりすぎて、意地汚いカルタはついつい否定の材料探しに走ってしまう。

　まるで、石橋を叩たたいてすがりついても大丈夫かを確かめるように。

　裏切られるのが怖い、と反射的に思うのはカルタこそ人を裏切った経験があるからか。

　本当につくづく身勝手だと自分で呆れる。カルタ自身は彼を信じてそっと寄り添ってきてくれたアイネを橋の上から突き落としたというのに。

「あの、でもだって、あくまでもアイネを操っているのは外部のマキビュラだろ？　毒物とかプラシーボ効果とか……。ヤツが水晶魔法の弱点をそこまで知っているとは限らないじゃ」

「ほんとにヤツがアイネちゃんをえげつない割り込みで何でもかんでも操れるなら、行動を起こす前にまずこう質問するとは思わない？　水晶魔法について知っている事、特に弱点を全部吐き出せ。私達は当たり前に使っているけど、外の人間は水晶魔法の『本当のスペック』なんて何にも知らないのよ。小さな子供達に交じって展示コーナーのレクチャーでも聞けば満足？　実際に生徒達のアクロバット飛行を見学すれば怖くない？　そんなはずないでしょ。人は足りない知識についてはいくらでも貪欲になる生き物よ。特に、自分の命がかかった場面では」

　マリカは肩をすくめ。

　あくまでも挑む側の復ふく讐しゆう者しやの目線を保ったまま、冷徹にこう切り込む。

「ずらりと並べたカードが伏せたままじゃ、安心できない。マス目の中から地雷を探すゲームみたいにね。これって仰ぎよう神しん魔ま法ほうを操る『難なん問もん排はい除じよ』の頃から散々味わってきた対最強戦の鉄則よね？　本当に何でも命令できるなら、ゲス女はゲスなほどその重圧から逃れる誘惑を振り払えるはずない。実態はどうあれ今は私達が世界最強で、マキビュラは挑戦する側なのよ？　私達が思っている以上に、絶対押し潰されてる。見た目はどれだけ余裕ぶっていてもね」

「……ちくしょう」

　呻うめいた。

　耐えられず、カルタはこう叫んでいた。

「じゃあ結局何が起きていた？　確かにアイネらしき影がレーザー狙撃はしているんだ。どれだけこっちにとって不利でもここは曲げられない。気圧やマグマを操作して宇宙や『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』の力のぶつかり合いに干渉する？　コントローラは俺一個だけど俺自身が知らず知らずの内に操られていた？　あるいはケイ素性の体を持つアイネはマイクロ波とか酸とかもっと単純な仕組みで体内情報伝達している可能性もあった？　どれもこれも頭の中の仮説ばっかりで今すぐ証明なんかできない！　まして、特殊メイクの達人がそっくりそのまま顔を奪っていただなんてウルトラＣの三文芝居を信じるつもりもないぞ。繰り返すけど、現実に事件は起きていてアイネらしき影がレーザー狙撃をしている場面もカメラに映っている。ナゾの七つ道具を抱えた怪盗やらスパイやらはナシ。なら実際問題、誰が何をやった!?」

　わずかな間。

　果たして、答えはあった。

　確かに雨あま脚あしマリカはこう言ったのだ。




「映像を加工した」




　ふりふりと、だった。

　呆あきれた顔した女子高生のマリカが軽く振っているのは、ゴテゴテにデコレーションされたスマートフォンだった。

　歌うた貝がいカルタはフリーズしていた。

　曲芸はいらない。むしろギャンブルは懐ふところに余裕がある貴族の遊びだ。人は絶対に失敗できない時こそ心の余裕がなくなり、結果、工夫もなく妥当でつまらない方法に頼ろうとする。

「今時の防犯カメラなんて普通にデジタルデータの塊よ？　まして、あのネットニュースは視聴者からスマホ動画を投稿してもらって放送に耐えるだけの現場写真や動画を確保していたわよね。今日び、写真や動画の編集なんて小学生から一〇〇歳を超えたおばあちゃんまで誰でもやってるわ。３Ｄデータのキャラクターをリアルタイムで『着て』生配信だってできる時代なんだから。そしてアイネちゃんは私達と同じく、世界最強の有名人として常にカメラで追われているから合成用の『素材』なんか三六〇度全部揃そろってる。なんか軍事報道名目の写真集なんかにもされているみたいだしね。特殊メイク？　何でそんな誰にも使えないプロ仕様のアナログ骨こつ董とう品ひんが出てくるの。誰でも使えるＶＦＸ全開の合成技術を素直に頼れば良いじゃない」

「……、」

　カルタ自身、アイネの顔写真に猫の耳なんかを描き込んで遊んでいたはずだ。お絵描きからタイムラプスまで、それこそ今はもう専門的なアプリなんて誰でも簡単に手に入れられる。

　マリカは自分のスマホに例のネットニュースを表示させながら、

「アイネちゃんの髪を見て。このカンカン照りの中できめ細かい髪が風で広がっていたら、髪と髪の間で光の回折が起きるはずなのよ。うっすらと、機械で補整をかけないと分からないくらい淡い虹みたいなハレーションがね。でも映像の中ではそんなの起きていない。つまりこいつは合成よ」

　ま、元々はアクション映画の演技がガチのスタントか合成かを調べるための素しろ人うと判はん定てい技ぎ術じゆつなんだけど、とマリカは小さく舌を出した。

　特別でイレギュラーな名探偵や科学捜査組織なんか必要ない。

　そのまま等身大の女子高生目線で世界の真実に切り込んでくる。

「レーザー狙撃？　デレインとかいう不謹慎タレントはそっちの方が面白いからってだけで煽あおりまくっていたようだけど、アンタ、旧最強と戦った時ロンドンでユキノ＝アラカワに大気圏外から何されたかもう忘れたの？　魔法で光線は撃てる、でもそれは必ずしも水晶魔法だけの専売特許じゃない」

　ばっさりと、だった。

　あるいはぐうの音も出ないとはこういう状況を指すのだろうか。

「アンタは忘れているかもしれないけどさ」

　雨あま脚あしマリカはくるくるツインテールの片方を手で払い、ちょっと目を逸そらしてこう言った。

　分かり切っている事の確認は意外と照れる。そんな顔つきで。

「……アイネちゃんだって一緒に『難なん問もん排はい除じよ』へ仇あだ討うちに挑んだ大切な仲間なのよ？　カルタもそう、生徒会長も同じ、私にとっては絶対に失ってはいけない人の一人。だから私は、この程度じゃブレないわ」
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　完璧だ。

　怒りを殺して理詰めで動こうと言い訳していたカルタよりも、直接感情で動くマリカの方がずっと早く、しかも正確だった。

「もう一回聞くけど、ここまでコケにされてアンタはどう動くの？」

「……映像加工の線は一番信しん憑ぴよう性せいが高いとは思う。だけどデレインとかいうののネット番組にスマホ動画を送りつけたのがマキビュラ達なんて証拠もないぞ。動画を募集したデレインを締め上げたって意味はないし、動画データを精査したって犯人の名前が刻印してある訳じゃない」

「だから、そこでおしまい？　あらあら、あれだけ『難なん問もん排はい除じよ』の五人を意地汚く追い詰めた歌うた貝がいカルタの執念はその程度かしら」

　今までは気づかなかったから、考慮もできなかった。

　だけどいったん視点を変えてみよう。映像加工の線で考えてみると、確かにまた違った条件が色々浮かび上がってくる。

　どんな機材を使って撮影し、どんなアプリやソフトを使って編集し、どんな手順や経路を使ってシンデレラクイーンの番組サーバーへ動画データをアップロードしたのか。この辺りを追っても新しい証拠は出てこないだろう。ネット喫茶から爆破予告じゃあるまいし、逆探知やデータ分析程度でボロを出す相手なら苦労はしない。

　だけど、この方法ならではのアキレス腱けんも存在する。

　つまりは、

「……アイネのデータだ」

「続けてちょうだい」

　何かに気づいたカルタは通路を走り出し、マリカが併走する。

「マリカ、お前はアイネは有名人だから三六〇度アイネの合成素材は揃そろっているって言ったよな。だけど、検索エンジンで画像や動画の検索した程度で本当に『全部』揃そろうものか？　もちろん検索のやり方にもよると思うけど……例えばエッフェル塔って打ち込めば山ほど写真は出てくると思う。だけど本当にそれで三六〇度全部のデータが手に入るか？　観光客が立ち寄って自然とカメラを構える場所ってさ、大体みんな同じにならないかな」

「野鳥観察や鉄道マニアは一つのスポットに集まって一斉にカメラを構えるってヤツ？　ま、スマホの自撮りとかもそうだけど、ベストの角度やタイミングを選ぼうとするとみんな自然と似たようなスポットやアングルに辿たどり着つく訳だしね」

　どうもアイネやマリカは『軍事報道扱い』の写真集なども出回っているようだが、こちらも同じ。一流のプロが手順に則のつとって美しいアングルを探そうとするほど、光源だの黄金比だのでむしろバリエーションは限定されてしまう。

「アイネの件だって縛りから逃げられない。本気で罠わなにかけたいなら、逆に広すぎるネットは使わない。もっと自前でできて、確実に素材が『全部』揃そろえられる方法に頼るはずだ。例えば」

　ヴィウ!!　と窓の外を電気シェーバーみたいな羽音が通り過ぎていった。

　カルタ自身、一回戦でも利用したモノ。

　視聴チケットを買ったユーザーが地球の裏側から遠隔操作している空撮ドローンだ。

「今この何もない海はニューヨーク並の電波過密エリアって話だったよな。あれを操るにも専用のアンテナやサーバーが必要だ。ここは赤道直下の海の上で、近くに陸地なんかない。つまり通信まわりはみんな船のインフラに頼ってる。ドローンの映像・操縦データが一ヶ所に集まる船内サーバーに仕掛けをすれば、たった一ヵ所の汚染から全てのユーザーの撮影データを盗み出せる。飛び交っているカメラの数は一〇〇万を軽く超えているんだ、こうなるとアングルもスポットもない。データを統合すれば三六〇度アイネの全データを簡単に集められる！」

　このセカンドグリモノアで、カルタ達『天てん外がい四し神じん』に開けられないドアはない。

　一般人は立入禁止扱いとなっている氷点下二〇度の密室に入る。ずらりと並べられているのは並列リンクしている大型サーバーの群れだ。

　これだけの極低温だ。下手人はあらゆる痕跡を消したつもりかもしれないが、機材の一つだけ白い霜がついていた。指紋や唾液の飛ひ沫まつなどの生体痕跡を拭き取るためのエタノール系薬品が逆に凍りつき、かえって浮かび上がっているのだ。カバーを塞ぐ鍵穴には小さな傷もある。

「……道具を押し当てたな。きちんとした鍵を使えばこんな傷はつかない」

「つまり」

　マリカの囁ささやきに、カルタは頷うなずく。

　鍵はいらないようだ。スマホ嫌いの生徒会長から教えてもらった通りの手順で、冷蔵庫よりも大きな機械から操作用の薄型の液晶画面を引っ張り出す。

「知りたいのは汚染サーバーの『行き先』。膨大なデータを受け取ったそいつにしかアイネをハメる事はできない。どこの誰か特定すれば、具体的な犯人が分かる!!」

　Ｓ19Ｄ15。

　船の部屋番号を利用者名簿と照らし合わせて変換すると、こうなった。




　ゲスト登録、マキビュラ＝デルフォイ。




「一丁上がり、ね」

「実際には同じ部屋で身の回りの世話をしているオルフェウスの楽団だろうな。だけど、分かっていながら泳がせて利益を貪っている時点でこいつも同罪だ」

「そんな事は聞いてないわよ。アンタここからどうすんの？　アイネちゃんのために」

　とんとんっ、と。片目を瞑つむったマリカは異世界の踊り子さんっぽい自分の胸に刺さった水晶花を人差し指で軽くノックしていた。

　必要なら刃を貸すと、早くも物騒な提案をしている。

　ただし、だ。

　カルタは冷静にこれだけ言っておいた。

「……マキビュラ＝デルフォイは統合魔法戦トーナメントの参加選手だ。どんな事情があっても、リングの外の場外乱闘でブチ殺す訳にはいかない。俺達セカンドグリモノア側は大会を管理する側でもあるんだし」

　それは一番初めの前提だ。

　覆くつがえす事の許されない、それをやったら全てが瓦が解かいしてしまう大会ルールである。

　そしてカルタ達が感情に任せて破ってしまえば、ますますアイネの心を苦しめる。

　水晶魔法に対する不安が増大しているから、その払ふつ拭しよくのためにイベントを開く必要がある。これがそもそもの狙い。冤えん罪ざいの証拠は手に入れたが、『アイネが小細工して三回戦の対戦相手を裏から決めた』不正疑惑の公的な払ふつ拭しよくまでは済んでいない。ここでさらにカルタ達が大会ルールを無視した闇討ちでマキビュラを倒してしまっては、いらない疑惑が膨らむばかりである。

　その上で、だ。

　歌うた貝がいカルタはルールに則のつとって折り目正しくこう言った。




「でも、その取り巻きなら話は別だ。オルフェウスの楽団、ヤツらは別に選手登録されてる訳じゃない。巫み女この側近を残らず全滅させてマキビュラの野郎を一人で孤独に丸裸にしてやる」




　トドメを刺すのはそれからだ。

　あの女と決着をつけられるのは、リングの上に上がれるカルタだけなのだから。
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　ゴッッッ!!!!!!　と。

　洋上水晶魔法学園セカンドグリモノアのサイドデッキに空気を圧縮する爆音が鳴り響いた。




　黒が躍る。三人四人なんて次元ではない。一体どこに紛れていたのか。太い鎖をじゃらりと鳴らし、ズタボロの黒いワンピースを纏まとう集団は水密扉のレバーやサイドデッキの手すりなど、あらゆる突起を足場にして三次元的に空間を駆ける。

　しかし追いすがるカルタとは衝突しない。幅一メートルもない長い直線のサイドデッキは集団戦に不向きでもある。彼らは追っ手から逃れるように動いていた。奴隷達の中心で手を引かれるのはゆるふわ金髪に白い神官装束、女神のような出いで立たちのマキビュラ＝デルフォイだ。

「巫み女こよ、お早く!!」

「あらあらあ？　キルドナ、一体何が起きているのかしら。こういう汚れ仕事、わたくしは何も知らなくて良いはずなんだけどお？」

　カルタ自身もそうだから分かる。策を弄する人間は小細工なしでは誰にも勝てない。

　周囲の取り巻き『オルフェウスの楽団』を全滅させ、工作不能な状況で一人残されたマキビュラを逃げ場のないリングに引きずり上げる。それでルールに従い正しく始末をつけられる。

　そこまでやって、初めてアイネに頭を下げてぶん殴られる権利が手に入る。

　カルタは胸の水晶花を指先で弾はじいて話しかける。試合の外なら魔法の通信も使いたい放題だ。

「やまねん！　一般人の誘導は!?」

『問題ねえ、今ならサイドデッキにゃ誰もいねえよ。オープンカフェは元々学食と一緒でお休み中だし、職員室の連中が愉快な人材を雇ってやがるぜ。アサバスカン＝リオグランデ』

　カルタは面めん食くらうかと思った。しかし冗談ではないらしい。

『例のおどおどソフィア＝フィレンツェ先生が拝み倒したらしいな？　傭よう兵へいにどっちサイドだなんて固定のポジションなんかねえんだろうが、タフだねえ。昨日あれだけカルタの野郎にぶん殴られておいて、もうベッドから降りてやがる。ま、お姉様なのに初うい々ういしい新任女教師から涙目上目遣いで頼まれちまったら断れねえか、がっはっは!!』

　敵の敵は味方、だなんてそこまでカルタは人を信じられない。そういう道を旧最強どもに奪われてしまったのだから。だけどちょっとだけ、人の善性を信じてみたいと思える瞬間に立ち会った気がした。何となく、あの傭よう兵へいは金だけでは動かない気がする。そしてどうやら、アサバスカンの琴線に触れるだけの何かをカルタ達は持っているとみなされたらしい。不当に追い詰められたアイネのために戦うこいつらになら力を貸してやっても構わない、と。

「やまねん、お前結局ソフィア先生派なのレトネーエ先生派なの？」

『馬鹿め。お姉様の道に可能性を絞るなんてつまらねえ考えは存在しねえんだよ』

　オルフェウスの楽団側もこちらの狙いに気づいたか。等間隔で救命ボートが吊つられた直線の屋外通路をキルドナという黒ワンピースが光り輝く巫み女この手を引いて走り、空いた手を振って同じ服装の奴隷達をけしかける。

「行け行け!!　巫み女こは我らが案内する。お前達はその体で時間を稼げ!!」

　ギリシャ神話は世界的な超メジャーだ。そこで培つちかわれた古式の魔法も並大抵のものではないだろう。ビィウン!!　と空気を引き裂いたのは無数のワイヤー。ギターに似たキタラという弦楽器。そのように見える機材は、実際には複数の鋼の糸を同時に繰り出すためのものらしい。

　だが、

「しっ!!」

　カルタは横に伸ばした手の先で軽く指を鳴らす。

　相手が自然と己の視界の端に注目した瞬間に逆側、真正面の死角から回り込むフックを放つ。

　黒ワンピースの奴隷がワンテンポ遅れて無理に腕を上げて側頭部をガードした瞬間、がら空きになった脇腹へ思い切り膝蹴りを叩たたき込こむ。

（こっちがどれだけ褐色女教師に殴られ続けたと思ってんだ。ま、今のは膝蹴りか首の鎖を摑つかんでの頭突きかの二通り選べるように場を整えてるから、どっちみち回避のしようはないんだけど!!）

　軽く体が浮かび上がり、横隔膜をやられて呼吸もできずに床で痙けい攣れんする黒ワンピースをまたいで歌うた貝がいカルタはさらに先へ進む。楽団と名乗るだけあって、ワイヤーリールの竪たて琴ごとや巨大なペンチに似た打楽器のクロタルなど、ヤツらの武器はやはり楽器からの派生が多い。中には純粋なワイヤーではなくマカロニみたいなファイバーもあるのか、時折光線らしきものも飛んできた。光線。アイネをハメて控室を落とした凶器だ。

　ギリシャ神話の星占いは超メジャーだ。だけど『難なん問もん排はい除じよ』のような、向かい合っただけで両足を地面に縫い止められるような威圧は感じない。

　旧最強五人に勝った水晶魔法の敵じゃない。

　キュガッッッ!!!!!!　と。カルタの肩越しに追い抜き、目を潰す閃せん光こうが前方で立ち塞がる時間稼ぎ役の黒ワンピース達を吹き飛ばし、サイドデッキから手すりの先の海へ放ほうり込こむ。

　そう、マキビュラを追っているのはカルタ一人ではない。

「「「励起!!」」」

　吼ほえる声と共に胸の水晶花が散り、夏服を鋭く尖とがった水晶装甲で飾っていく最新鋭の魔法使い達が直線のサイドデッキを駆け抜けていく。床や壁どころか、時にはせり出した天井まで蹴って。単なる無機物じゃない、大事なクラスメイトをコケにされて沸騰したのは誰でも一緒だ。

　カルタは思わず吊つり下さげられている救命ボートの固定用レバーに体ごと飛びつきながら、

「いいかやまねん、誰も殺すな!!」

「あれだけやられて吞のん気きなもんだぜカルタ……。よりにもよって小ちっちゃい女の子が教室のド真ん中でハラキリだぜ、ありえねえッ!!　必要だから憎まれ役を買って出たとはいえ、こっちは全裸で土下座して気持ち良くアイネちゃんにぶん殴られる覚悟まで決めてんのによ！」

　何それどんな未体験のご褒ほう美び？　と微妙にハァハァ息を荒らげながら寄ってきた（ある意味最初から最後までブレずにアイネ側についていた）猫ねこ海うみヒロスケはさておいて、だ。

「これはアイネの件の仇あだ討うちだ、そいつは俺も認める。でもそれならアイネのせいで人が死んだなんて余計な事実を作らせるな！　ヤツらにとっての逃げ道になりかねない!!」

「チッ、了解。命張ってワビ入れる相手を困らせちまうんじゃ本末転倒だぜ」

　特に炎や爆発を得意とする山やま根ねデイリには厳しいハンデだろう。でも吞のんでくれた。

　カルタ達は現在、六〇〇メートルはある巨大船舶の船首側から船尾側へ走っている真っ最中だ。マキビュラや巫み女こを守る奴隷達はサイドデッキの先を行くが、見失うなんてありえない。

　水晶装甲とレイピアを展開させたマリカが、サイドデッキの床から少し浮いて併走する。安易に超音速で飛んで先回りしないのは、もちろん目には見えない細いワイヤーを警戒しているからだ。『プリセット』の『障壁』があっても相対速度とワイヤーの組み合わせは怖いはず。

　夏服に着替えたマリカはレイピア状デバイスをワイヤーカッターのように正面に突き出して、

「真上のヘリポートには興味ないようね。一体どこを目指してんのかしら？」

「最悪を想定しよう。船尾側で一番ヤバいものはメインの機関室だ、エンジン一基で二〇〇〇トンの怪物。大量の燃料と直結した巨大なディーゼルを爆破して船ごと俺達を殺す気かも」

「インケン」

「試合じゃ勝てない。だけど『天てん外がい四し神じん』を殺して新しい世界最強になったっていうトロフィーだけは持ち帰りたい。それなら反則上等に舵かじを切るに決まってるだろ？　船ごとヤるなら飛べない俺や表おもて参さん道どうさんが狙い目かな。連中からすれば全学大会カタストロフなんてご破算にしたって利益が出るんだ。そしてホームの俺達だってそんなクソ野郎どもに遠慮する理由なんかない。ほらヤツらの首根っこを押さえるぞ、ゴールまで走らせるな!!」

　洋上からのレーザー狙撃で前方数人の奴隷達がバタバタと倒れていく。もちろん頭や心臓をぶち抜いているのではなく、すぐ近くにある分厚い水密扉を狙ったものだ。溶接みたいな莫ばく大だいな閃せん光こうは、至近で弾はじけ飛とぶとスタングレネードのような昏こん倒とう効こう果かを生み出す。

　と、その時だ。指先でサインを出した黒ワンピース達が、カルタがまだ何かをする前からうずくまって丸くなる。まるでこれからくる強烈な衝撃に巻き込まれないようにするために。

「ふざけやがって今さら大技のつもりか？　ギリシャ神話の占星術？　朝の占いコーナー如ごときが純粋な魔法と魔法の衝突で俺達水晶魔法に勝てるとでも思ってやがるのかクソ野郎が」

　半ば呆あきれたような山やま根ねデイリの言葉に、カルタは思わずぎくりと動きを止めた。

　そう。そうだ。カルタ達は魔法の分野では最強だろう。そうなるように、最大のライバルを排除し時代そのものを作り変えた。しかし何な故ぜマキビュラが純粋な魔法にこだわると決めた？

　自分の胸に手を当てろ。がむしゃらに喰くらいついて『難なん問もん排はい除じよ』を血祭りに上げた復ふく讐しゆう者しやを思い出せ。卑ひ怯きよう者ものが劣勢に立たされた時、まだそこに正々堂々があるとでも思うのか？




　直後だった。爆音と共に、目の前で山やま根ねデイリが吹き飛ばされた。




　錐きり揉もみ状じように回転する視界、キラキラと輝くのは細かい水晶の欠片かけらか。そして右腕を肩から千切られた悪友が真横の金属壁をへこませる勢いで叩たたきつけられるのをカルタは確かに見た。

『障壁』の砕ける音が後から遅れて響くようですらあった。

　天井の蛍光灯が一斉に砕け、近くの鉄てつ扉ぴがべこりと不気味な音を立てて歪ゆがむ。

「が、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、ああああああああああああアアッ!!!???」

　ギリシャ神話じゃない。魔法ですらない。

　カルタの紙切れ同然の『障壁』なんか一発だ。脳のう震しん盪とうにやられて立ち上がる事もできないまま、カルタはそれでも震える指を使って崩れ落ちた山やま根ねデイリの襟首を摑つかむ。奥歯を嚙かんで吐き気と戦いながらも床を這はい、自分の頰を床に押しつけ、吊つり下さげられた救命ボートの裏へと意識を失った悪友を引きずっていく。床に転がった悪友の腕は早くも水晶化していた。

　ごごんっ、と低い唸うなりがあった。サイドデッキの手すりの先。どこまでも広がる海からだ。

「……大電力戦艦、クリスバート」

　ゆっくりとこちらに回る砲塔は、前時代的な火薬の艦砲などではない。三門ワンセットの主砲は全て四五センチの連装レールガン。さらには対空レーザー、無線送電式モーターミサイル、対ミサイル電磁波放射兵器などで全体を固めた三〇〇メートル大の最新鋭艦だ。

　そもそも大電力戦艦とはその名の通り、電気的エネルギーを殺傷力に変換する専門の巨大軍艦である。発電ユニットや各種電力使用兵器の肥大化に合わせて、一度は絶滅したはずの戦艦というカテゴリを最先端の戦場に取り戻してしまった異形の怪物。一〇〇〇キロ超の長射程精密艦砲射撃により海戦に長く居座る空母最強伝説に揺さぶりをかけるゲテモノだ。

　セカンドグリモノアの護衛艦隊の要だった。しかしその巨大な船が今、ほんの五〇〇メートル先から主のはずのセカンドグリモノアの側面に向けて禍まが々まがしい主砲を突きつけている。

　こういう事だった。友人のベルトを抜き、千切れた肩をきつく縛りながらカルタが叫ぶ。




「いつ、からだ……？　あいつらっ、船を襲って乗っ取っていたのか!?」
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　護衛艦同士の殴り合いになった。セカンドグリモノアを守る護衛艦は一隻だけではない。もう一つの柱、無人機電磁空母レディオクォーツなども同じ海に浮かんでいる。しかし一対多の状況に陥っても大電力戦艦は沈まない。巡航ミサイル主体の砲戦だとクリスバートから放たれる分厚い電磁波兵器のせいで弾頭のセンサーや電気信管が誤作動を起こして何もない空中で爆発し、鳥の群れのように放たれた大量の攻撃ドローンも対空レーザーで次々と撃墜される。

　そして、反撃の大口径レールガン。

　駆逐艦クラスなら直撃と同時に船体そのものを側面からくの字に折り曲げるほどの破壊力。

　規格外のレールガンの飛距離を考え、二〇〇〇キロ以上の十分な距離を取っていれば展開はまた違ったかもしれないが、この密集した状況では航空戦力の利点も活いかせない。純粋な火力と装甲が強引に趨すう勢せいを決めてしまう。実際に、救命ボートの裏に隠れるカルタ達の見ている前でレディオクォーツの無人機電磁誘導式カタパルトが強引にべりべりと削り取られていく。

　つまり、護衛艦隊を操る大人達には頼れない。

　千切れ飛んだ腕も気にせず、目を覚ました山やま根ねデイリは逆にカルタの襟首を逆の手で摑つかんだ。

「早く行けよッ、馬鹿野郎」

「でもお前、やまねんっ」

「テメェは俺達が一人ぼっちにしちまったアイネちゃん抱き締めてこう言うんだろうがッ、全部片付けたから心配するなって。テメェじゃなきゃ意味ねえんだよっ！　俺達は寄ってたかってあの子を泣かせて『そんな事はできません』なんて言わせた最低のクソ野郎の集まりだぞ。こんな腐り切った命も投げずに仲直りなんかできるかっ、覚悟くらい決めてる！　……いいか、あんな女の子に二度とハラキリなんて馬鹿げた真ま似ねをさせんじゃあねえぞ。俺の言葉に頷うなずいたら、いちいち怪け我が人にんなんぞにかまけてねえでさっさとマキビュラの野郎を追いやがれ!!」

　嚙かみ締しめた。

　山やま根ねデイリを近くの猫ねこ海うみヒロスケに預け、カルタは吊つってある救命ボートの陰から海を見る。

　ハリネズミみたいな大電力戦艦の、いくつかの砲口と目が合った。安全なタイミングなど最初からない。自分で覚悟だけ固め、カルタは勢い良く物陰から飛び出す。サイドデッキを走る。

　音を置き去りにして、複数の閃せん光こうが素早く瞬またたいた。

　音が届く前に無数の無線送電式モーターミサイルが切り裂かれ、空中で爆発を連続させる。

　ヒュン、と。尖とがった水晶装甲を展開して船の手すりの向こうに浮かぶ雨あま脚あしマリカが、手にしたレイピア型デバイスの切っ先を小さく回しながら吼ほえる。

「アンタは船内に潜ってウドの大木の照準から逃げなさいよ、カルタ！　本命のマキビュラを追うにしたって方法ってもんがあるでしょ!!」

「その辺の水密扉なんかどうせ歪ゆがんで開かないさ、それができたら先にここを通ったマキビュラ達がとっくに船内へ身を隠してる！」

　ガカァッ！　と空中で落雷よりも派手な光が炸さく裂れつしたのは、戦艦の艦砲レールガンを洋上からのレーザー狙撃で焼き切った余波だ。もうカルタの肉眼で追える攻防でもなくなってきた。

「それにある程度は狙いをこっちに絞らせないとマリカ達も迎撃のしようがないだろっ、大電力戦艦の砲撃が万遍なくセカンドグリモノアの右舷全面を潰しにかかったらどうすんだ!?」

「マジか……？　カルタ少年よ、アンタいつの間に全身タイツのヒーローになった？」

「世界最強ってそういうものだろ」

『難なん問もん排はい除じよ』の五人なんて最悪だったけど。でもそんな人であってほしかったと無邪気に信じていたのも事実のはずだ。もう一回世界の夢を壊すかどうかは、カルタ自身にかかっている。

「……船にはナタレーナやレトネーエはもちろん、まだ小さなショウカ君とか俺やお前の親も乗ってるんだぞ。そっちに特大の流れ弾が向かうくらいなら自分で引きつけた方がマシだ！　俺が誘導するから艦砲レールガンや無線送電モーターミサイルの迎撃は任せたぞマリカ!!」

「しかも肝心なトコは全部こっちに丸投げだし!?　ああもうやるけどさ!!」

　大電力戦艦クリスバートからの攻撃はどうやったって無視できない。花火大会か水晶魔法のアクロバット飛行と勘違いしている群衆を守る意味でも。

　そして側面からの砲撃をレーザー狙撃の迎撃や『プリセット』の『障壁』を複数人で重ねて逸そらす形で対処するのは、それだけサイドデッキに回せる直接戦力が減るという意味でもある。

　真まっ直すぐなサイドデッキを逃げていく黒い衣装の奴隷達の何人かがその場で立ち止まり、ぐるりとこちらへ振り返った。人の壁を作っての足止め役だ。

　カルタの仕事がやってきた。立ち塞がる黒ワンピースに重たい鎖の奴隷達を倒さなくては、先を行くマキビュラは捕まえられない。クソ野郎が自滅覚悟で機関室を爆破し船ごとカルタを沈めてしまえば卑劣な巫み女この勝ち逃げで終わる。それではアイネに合わせる顔がない。

　ただし、

（っ、数が多い!?）

　連中の得物はクロタル。パン屋さんのトングの先にコースター大の丸い鉄塊を二つつけたような打楽器だ。ハンマーのように振り下ろすもよし、分厚いペンチのように肉を摘つまんで引き千切るもよし。刃物や銃とはまた違った原始的な恐怖を呼び起こす武器だった。

　常に二通りは考えて相手の防御を潰せるように戦術を組み立てるプロの世界。だけど相手が壁のような集団だと、一人一人に集中して攻撃を組み立てている暇もなくなる。一人と向き合う間に、横から別の人間に殴られればそれまでなのだ。

　と、




「まったく。何を馬鹿正直に相手のペースに付き合っているんですか、この愚物は」




　ドッ!!　と何かが一気にカルタを追い抜いた。左右ではない。まるで跳び箱でも飛ぶように、誰かが少年の背中に両手をついて真上を一気に越していったのだ。

　それは長い銀髪を流星の尾のようになびかせる、小麦色の肌の軍人だった。

　レトネーエ＝クーレント。白い軍服の戦闘マシンは居並ぶ黒ワンピースの内、最前列の一人の手首を極きめるとそのまま真横に振り回す。まるで死神の鎌で敵陣を薙なぎ払はらうようだった。

「そしてまだ分からないのか殺しの素しろ人うとども。『斧おの』を使わないのは、これでも軍属から『民間人』への配慮ハンデのつもりですが？」

　一人一人でいちいち二通りだの三通りだのを設定するのではない。制圧した人間の体を利用して集団全体をドミノ倒しにする。時に捕らえた奴隷を盾に使い、時に背負って投げ飛ばした人間を使って他の黒ワンピースを押し潰して。集団を塊として認識した上で確定で叩たたき潰つぶしていくその手腕は、付け焼き刃のカルタでは届かない域にあった。

「お早く。こんなのはただの前ぜん哨しよう戦せんです、あなたの相手はマキビュラ＝デルフォイでしょう？　公式に選手登録された彼女だけは、あなたでなければ引導を渡せない」

「っ、ああ!!」

　床で潰れている黒ワンピースに鎖の奴隷達を飛び越えて、カルタはさらに先へ進む。

　もちろんこれだけで巫み女こを守る奴隷達が全滅する訳でもない。

「怯ひるむなっ、相手は一人よ!!」

　カルタの視線の先、人の波の向こうからハスキーな女性の声が響いた。

「狭いサイドデッキでは技術より物量がものを言うわ。ヤツに飛び道具はない、人の壁で圧、っ!?」

　ババシュ!!　という花火のような音がそんな声を断ち切った。カルタの手の中で弾はじけて水平射撃された紅ぐ蓮れんの光の塊が奴隷達の間を縫い、奥の方から指示を出す指揮官の額に直撃する。

「……信号、だん……です、って？」

　膝から落ちる。信号弾には実弾ほどの威力はないが、人の拳より強く脳を揺さぶるはずだ。

　救命ボートが吊つってある事からも分かる通り、サイドデッキは意外とモノが多い。カルタはリレーのバトンより太い一発限りの拳銃型発射器を放り捨てると、続けて別の金属ボックスに取りついてＡＥＤのバッグを引きずり出した。指示役を失って戦術が途切れたオルフェウスの楽団の奴隷達へと、左右の手でそれぞれ平べったい電極を摑つかんで自分から突っ込んでいく。

（セカンドグリモノアの構造や備品に対する知識で俺達に勝てるとでも？　一体誰のホームを土足で荒らしていると思っている!?）

「がああッ!!」

　感電で一発。次のチャージが終わる前に体当たりで圧殺しようとする別戦力には、着火した発煙筒の手持ち花火みたいな炎を派手に押しつけ怯ひるませる。防ぼう災さい斧おのは威力が高過ぎて使いたくないが黒ワンピースの奴隷側に奪われるのも問題だ。壁から毟むしり取とり手すりから海に捨てる。

　それでも全滅とはいかない。

　色のついた煙幕を引き裂くようにして、集団の中からはぐれた黒ワンピースの一人と至近距離で遭遇した。首輪や太い鎖が鈍く輝く。

　目と目が合う。瞬間、わずかに体感的な時間が止まる。

　真正面から歌うた貝がいカルタの顔面へ拳が飛んできた。

「しっ!!」

　拳自体は無視してカルタは（レトネーエからは禁止されていた）ローキックを放っていた。外から内側へ刈るような一撃。奴隷の足が強引に滑り、右足と左足の踵かかとをつける格好になる。

　実際にやってみれば分かるが、直立、いわゆる『気をつけ』の状態では胸板を軽く押されただけで後ろに倒れてしまう。黒ワンピースの奴隷は自分で振り回した拳の勢いをコントロールしきれずに大きくぐるりと体を回してしまった。正面にいるカルタをまんまと取り逃がす。

　カルタは無防備な側頭部を片手で摑つかみ金属手すりに叩たたきつけ昏こん倒とうさせる。

　そうか、と自分で驚く。遠くからはワイヤー、近づけば鈍器として振り回すギターに似た弦楽器キタラを倒れた黒ワンピースの手から蹴り、横を通り過ぎつつ少年は手応えを分析する。

（防御は一度に一つしか取れないのは俺も一緒。だから向こうも向こうで俺の脇腹を貫こうと手札を揃そろえてくるはず。裏の裏を読め。自分の嫌がる事が分かっていればこっちから割り込んで、安全に食い止めて攻守を逆転できる!!）

　発煙筒の煙幕に消火器の粉末。天井がせり出しているせいか、屋外通路なのに綿菓子みたいなカーテンは留とどまりやすい。

　立て続けの目潰しで集団を混乱させつつ、邪魔な少女だけ襟首や太い鎖を摑つかんでサイドデッキの手すりの向こうへ投げ捨てる。カルタは戦闘集団の中を縫って一気に突き抜けていく。

　オルフェウスの楽団とやらも、無尽蔵に数を揃そろえている訳ではない。今や巫み女この手を引いている直属らしき護衛が数人いるだけだ。

　こちらを振り返った黒ワンピースの顔に見覚えがあった。

　確か前に聞いた名前だと、

「キルドナぁ!!」

「チッ、仕掛けに人員を割き過ぎたか!?」

　仕掛け。大部分をオートメーション化された最新鋭艦とは言っても、それでも大電力戦艦クリスバートには魔法の世界を知らない一般の乗組員が一千人以上は乗っていただろうに。

　人の命に対する重みや価値観が全く違う。あるいは紀元前からそういう宗教をずっと奉じ続けてきた一いち途ずな集団という事なのかもしれないが。

　魔法のための道具ではない。

　そもそも大前提の部分に、神話や宗教を据え置いた組織。

　直線的なサイドデッキの中でも一ヶ所だけ大きくスペースを取ったオープンカフェに辿たどり着ついてしまった。まるで病院の待合室のようだ。海を一望できるビーチチェアやサイドテーブル、パラソルの群れ。確か本来は日光浴客向けに、ミラーボールみたいなドローンをいくつも飛ばして太陽光を当てるオプションもあったか。そしてカルタはホッとしていた。学食と同じで大会期間中は休み扱いされていなかったらこれだけでどんなに被害が拡大していただろう。

「あらあら。キルドナ、一体どうなっているの？　これってひょっとしてえ、わたくしの耳に入れた方が良いいお話かしらあ」

「巫み女こよ、私の合図に合わせて。あなたの魔法を使わせていただきます!!」

「はあい」

（っ？　試合外でも容赦なく使ってくるか、選手登録された魔法を!?）

　ごごんっ!!　という鈍い音と共にカルタの体が真横に吹っ飛んだ。

　とっさに金属の手すりにすがりついていなければ、そのまま海の外まで投げ出されていたかもしれない。元々ボルトで床に固定されていたはずのビーチチェアやサイドテーブルが毟むしり取とられ、一拍空けて床に叩たたきつけられる。薄っぺらな『障壁』が消失。平衡感覚も壊れていた。いいや、カルタが何かされた訳ではない。全長六〇〇メートルを超える三胴船そのものが大きく揺さぶられているのだ。

「なっ、み!?　海そのものでも操っているのか!?」

「ギリシャ占星術は星を扱う魔法だもの」

　ブゥン!!　という機械的な唸うなりがあった。ゆるふわ金髪の女神の胸元から這い出た何かが肩に載っていた。小枝やカニの脚に似た硬質な四脚で柔肌にしがみついているのは野球ボールより巨大な眼球のようだが、でも違う。その正体はインドア用の小型プラネタリウムだ。

　周囲のうっすらとしたミストに人工の星々を広げて、自分の世界に閉じこもった巫み女こが笑う。一〇本の指に合わせて、作り物の輝きが自在に動き回る。

　それは算そろ盤ばんや計算尺と同じ、複雑極まりない演算やイメージを補助する物理機材なのか。

「月でも火星でも良いわあ。星の位置を調整すれば、他天体の引力は地球に作用する。潮位を変えるくらいはお手の物でしょう？」

（ちくしょ……そこまでっ!?）

「キルドナ、次はあ？」

「あちらを」

　ゴッッッ!!!!!!　と。雨あま脚あしマリカや山やま根ねデイリらが一斉射撃で沈めようとした大電力戦艦クリスバートが、飛び上がるようにして水晶魔法のプラズマ砲撃を回避した。

　いいや違う。高さ数百メートルのビッグウェーブ。三〇〇メートル大、実に四万トンを超す巨大軍艦が下から持ち上げられ、重力の軛くびきから解き放たれた。まるで宙返り。上下逆さのクリスバートが、真上からセカンドグリモノアに向けてぐりりと主砲のレールガンを突きつける。

　キルドナと呼ばれる奴隷が手首の鉄の枷かせに仕込んだ小型マイクに向けてそっと囁ささやいた。

「ファイア」

　爆音。

　その連続。

　予期せぬ角度から次々と撃ち込まれた艦砲レールガンに、空中のマリカ達は対処が遅れる。全員で『障壁』を展開し、足りない防御力は己の腕や足を犠牲にしてでも強引に埋め合わせる。

　水晶の破片が散らばり、赤道直下の海に鮮やかな虹を作っていく。

　丸ごとセカンドグリモノアを飛び越した大電力戦艦が、くるりと回って逆サイドの海へ着水していく。クレーターのように広がる膨大な海水だけで、再びセカンドグリモノアの船体が大きく揺さぶられていく。サイドデッキの手すりにすがりついていたはずのカルタが反対側、オープンカフェのフロアを丸ごと横断して鋼の壁にノーバウンドで叩たたきつけられる。

「があっ!?」

　今や数少ない護衛の何人かが、空中で暴れ回るレジやサイドテーブルに体を叩たたかれ、逆に手すりを越えて海へと落ちていった。貴重、という概念はないのか。頭の上に降り注ぐ蛍光灯の細かい破片を払いのけ、構わず奴隷のキルドナが見向きもしないで囁ささやく。

「巫み女こよ、次はコリオリの力に働きかけましょう。大きな渦を作るのです」

「ハリケーン？」

「この辺りでは台風と呼ぶらしいですが。観測点と星の並びが生む災厄に彼らは対応する力を持たないようです。立て続けにぶつければ良い、それで私達は追っ手の届かぬ場所へ逃げ切れる」

「月の引力や波の満ち引きでも使って何万匹っていう小さなアカガニの群れに生きたまま啄ついばませるのも面白そうだけどお、ま、良いいわ。キルドナ、今日はあなたの顔を立ててあげる」

（隠し味で行動をややこしくしているのは奴隷の方かっ。『難なん問もん排はい除じよ』のようにはいかない、才能と策略が混ざる分だけ読みにくくなってる……？）

　巫女の手を引く黒ワンピースに太い鎖や包帯だらけのキルドナがいなければ、流れが傾けばマキビュラは勝ちを獲とれると考え欲張ろうとしたはず。それならカルタ側から誘い出して隙も突けた。それを奴隷がブレーキを掛け、あくまでも逃げ切る事が目的と再確認させている。

　ブゥン!!　と。再びマキビュラの肩の小型プラネタリウムが唸うなり、この陽ひ射ざしの中でも明確に人工の星々がギリシャ占星術の巫み女こを囲む。広げた一〇本の指で配置が操作されていく。

（そう何度もやられたら、セカンドグリモノアの船体そのものが保たないっ）

「おおっ!!」

　恐怖を吞のみ込こみ、カルタは無理矢理にでも前へ出る。幸い、マキビュラの魔法には計算時間が求められる。引き金一回で発動するものではないから、妨害するチャンスも生まれる。

　そこを埋め合わせるため、前に出たのはキルドナだった。

　オルフェウスの楽団だったか。腰の横から改造軍用懐中電灯を引き抜いたカルタに合わせてキルドナが構えた武器は、金属製のトランペットだった。吹奏楽部が持っているものより構造は単純で、三つのピストンバルブなどもついていない。おかげで先の開いた鉄パイプのように見えなくもない。とはいえまさか馬鹿正直にそのまま殴ってくるだけとも思えなかった。

　事実、キルドナはこの状況でトランペットに唇をつけていた。

　ひとまず両腕でガードする受けはない。カルタはどれとどれで二通りを組むか意識しながら、

（爆音で頭を揺さぶる音響兵器か、あるいは吹き矢？　ピンポイントで針を飛ばすか粉薬をラッパ状にばら撒まくかで回避難度はかなり変わってきそうだけど……）

　ゴォッ!!　という炎が酸素を吞のみ込こむ音が炸さく裂れつした。

　またしても予想外だった。その瞬間、真正面から少年の視界を真っ赤に埋めたのは、

（火炎、っ放射器!?）

「があああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアッ!!!???」

　有名な太古の火炎放射器として、グリークファイアというものが挙げられる。日本語に訳せばギリシャ火。ただこれはすでに西暦が始まり、十字架に支配された時代の話。

　だけどいきなり完成品は現れない。もっと前の紀元前九世紀、古代ギリシャの民族移動や都市国家形成が完了する前から手持ちにせよ火矢にせよ、名もなき焼しよう夷い兵へい器きを元気にバカスカ投げ合っていた。

　のっぺりとしたぬめるような炎は点というより面、壁のように空間全体を埋め尽くしながら標的に迫る。カルタ側には回避のしようがない。『障壁』は失われ、両腕をクロスして顔を守る程度でどうにかなるものでもなかった。あまりの高温に夏用のスポーツシャツや半袖ワイシャツがまとめて溶け、トーストに載せたチーズのようになった合成繊維が爛ただれた皮膚と融合していく。

　だからどうした。

　みんなの前で、自分で自分の腹を切ったアイネに比べたら、こんなもの。

（灼しやく熱ねつの空気を吞のみ込こまなければ、肺をやられなければ致命傷にはならない!!　吐くのは良いい、だけど絶対に吸い込むな！　肌が焼けたり後遺症は無視して構わない、それなら大丈夫。どんなに深い傷であろうが、今すぐ死ぬ致命傷でなければ三〇秒で『修復』する!!）

「ッッッ!!!!!!」

　強引に、体一つで炎の壁を突き破る。もう改造軍用懐中電灯の電気的な機能は死んでいる。ただの焼きついた鈍器と化したそれを振り上げるまでもない。重さはいらない。最短最速は突き。キルドナが真っ赤になるまで熱した懐中電灯を、彼女自身の手の甲に思い切り突き込む。

　じゅう、と鉄板焼きに似た音と共に壮絶な焼印の痛みが襲いかかる。

　トランペットを取り落とす。

「ぎああっ!?」

（たった一点、それも自分で点つけた炎だろ。こっちは生きたまま着ている服ごと全身くまなく丸焼きにされているんだ、こんな時だけレディファーストなんか求めるなよッ!!）

　顔を歪ゆがめ、しかし黒ワンピースの奴隷は別の武器を取り出す。九弦の竪たて琴ごと。ワイヤーリールの集合にしてオルフェウスの象徴だ。ワイヤーは前に見た武器だが、そこでカルタの体が軋きしむ。

『修復』、つまり全身の火傷やけどの水晶化が始まっている。そして修復中はどんな些さ細さいな傷でも受ける訳にはいかない。脆もろい水晶が砕けてしまえば、その部位は二度と元には戻らない。

　切り刻む、ではなかった。

　あやとりのようにワイヤーが交差した途端、消火器が、防ぼう災さい斧おのが、カフェにあったシュラスコ用の肉切り包丁やドライバーより太い鉄串まで次々と重力に逆らってぶわりと浮かび上がる。カルタはもう笑うしかなかった。どれもこれも致命傷になりかねない。

　吊り橋みたいに重量をコントロールしているらしい。

　太い鎖を揺らし、奴隷のキルドナが歯を食いしばって呻うめく。

「あなたは、勝てない」

「どうかな？」

「誰も助けに来ない。これで手詰まりだ!!」

「お前に俺達のクラスの何が分かる」

　笑って。ズタボロのまま、水晶だらけのカルタはぎこちなく首を横に振った。

　誰かに射線でも譲るように。

「っ？」

　何か援護射撃でもあるかと警戒して身構え、しかしキルドナの頭は疑問で満ちているらしい。

　具体的に誰にそんなチャンスがある？　カルタには何もできない。

　雨あま脚あしマリカも、山やま根ねデイリも、猫ねこ海うみヒロスケも、他の水晶魔法使い達は大電力戦艦クリスバートに滅多打ちにされている。足止め役の奴隷達と戦うレトネーエ＝クーレントも動けない。

　それなら一体誰が？　答えは出なかった。




　にも拘かかわらず、現実に強烈な閃せん光こうがカルタの肩を追い越してキルドナに直撃した。




　物騒な竪たて琴ごとが焼けて溶けた。無数のワイヤーリールに支えられた鋼の糸が灼しやく熱ねつに耐えられず次々と破断し、弾はじけ飛とんだワイヤーがキルドナの頰を浅く裂いていく。宙に浮いた凶器が次々と落ちていく。

「がァっ!?　なにっ、が？」

「いるはずだろ。雨あま脚あしマリカでも、山やま根ねデイリでも、猫ねこ海うみヒロスケでもない。それでも確かに、俺のクラスの人間はまだ残っている!!」

「誰が!?」

　リタイアなんかしていない。戦力外なんかじゃない。同じ教室を共有できなくても。それでも保健室に通いながら、必死に己自身と戦い続けるクラスメイトを歌うた貝がいカルタは知っている。

　複数人の奴隷達をスタングレネードのように昏こん倒とうさせるべく分厚い水密扉に当てた溶接じみた光、艦砲レールガンの迎撃。洋上からのレーザー狙撃で助けてもらった場面は何度もあった。ただしそれらのサポートは、マリカと一緒に眺めていたはずだ。つまり彼女ではない。なら一体誰の手によるものだったのか。

　答えはこうだった。

「なあそうだろう、松田イミ!!!!!!」





９






　空中の一点だった。ギャル系の橋はし先ざきタヨリに支えられたままよろよろと宙を舞う影があった。おぼつかない。頼りない。それでもありったけの水晶装甲を広げて、片手で使える銃器ベースのデバイスを突きつけていた。銃剣の代わりに銃身下部で扇状に広がっているのはメスや鉗かん子しなどの医療器具。そもそも彼女が名前を借りたエジプト神話のネイトは医術の女神である。

　友人の腰を抱き寄せて『プリセット』の『飛行』を補助しながら、耳元でタヨリが囁ささやいた。

「もう良いいの？」

「……うん」

　怖い。怖いに決まっている。だけどベッドの中でうずくまり、震えて悩み抜いた末の結論がイミ自身を支える。拙く、不器用で、でも確かに自ら一つ一つ積み上げた試行錯誤。噓うそ偽いつわりなどが入り込む隙はない。

「自分が傷つくよりも」

　そして自分が組み上がれば、他人との距離を測る基準ができる。

　それは理解の助けになる。

　例えば今こうして考えている事が、かつて自分の足を容赦なく焼き潰した雨あま脚あしマリカと似たり寄ったりだな、と思うだけの余裕ができる。

　理解できれば、もう恐れない。少女は迷わなかった。




「目の前で失う方が、もっと怖い。だからもう一度戦う!!」
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　複数の爆発音が連続した。松まつ田だイミ。遠方から魔法の連射を黒いワンピースの太い鎖に喰くらったキルドナが、オープンカフェの鋼鉄の壁に体を叩たたきつけられたのだ。そこで意識を失ったのか、ずるずると床に崩れ落ちていく。これで、後は最後の一人。ゆるふわ金髪のマキビュラ＝デルフォイは一人走り続けるが、カルタが追い着くのは時間の問題だろう。

「……、」

　そんな中、奴隷の集団をねじ伏せてゆっくりとやってきたレトネーエ＝クーレントはそっと息を吐いた。太い結束バンドを弄び、撃破済みの黒ワンピースの両手を後ろに回して縛る。

「ひ、ひひ……」

　ボルトで床に固定されたパラソルの金属パイプに両腕を繫つながれたまま、笑みがあった。

　首輪に鎖、黒ワンピースの奴隷のキルドナだ。

　レトネーエはそっと息を吐いて、

「まだ抵抗しますか？　殺して終わらせるより殺さず終わらせる方が難しい事くらい、プロ気取りの戦闘要員でもご存知でしょう。ここからの逆転は、もうありませんよ」

「いい、いい。こうなる方に賭けていたんだから。これでやっと、人の頭を押さえていた鬱陶しい手を振り払う事ができる……」

「あなた？」

「キルドナ＝デルフォイ」

　皇帝と奴隷、と歌うた貝がいカルタはイメージしていた。

　その意味を一番強く嚙かみ締しめていたのは、部外者ではなかったらしい。

「私がお姉ちゃんだったッッッ!!　全部私のものだった！　なのに、それなのに時の運で決まってしまうような大勝負の責任をこっちに押しつけるだけ押しつけて、あの女が私の手から『巫み女こ』の座を奪っていったんだ!!」

「……、」

「これでオルフェウスの楽団は、元に戻る」

　レトネーエ＝クーレントの薬指には指輪がある。

　彼女は二人の子を育てる母親でもあった。

　だからこそ、これは、刺さる。

「マキビュラが世界最強に殺されれば、継承順位は元に戻る。愚図な妹に呼び捨てになんかさせない。鎖と首輪で奴隷扱いされた事実は変わらないけど、それでも、お姉ちゃんの私がっ、玉座へ返り咲くんだ……!!」
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　水晶少女のアイネは一人、牢ろう獄ごく代わりの生徒指導室の中でぽつんと立ち尽くしていた。

　鍵はかかっていない。だけどこの部屋を出る事は許されない。

　ずずんっ!!　どごん……!?　という低い震動が先ほどからセカンドグリモノアを揺さぶっていた。明らかに外で、非常事態が発生している。あの少年が苦しめられている。

　アイネはここでもう一度、自分の存在意義を確かめる。

　本当に命令通りこの場に留とどまるのが正しい選択なのだろうか？　それは自分を守る行為であって、歌うた貝がいカルタを助ける行為とイコールで結ばれないのでは。部屋を出れば疑惑は確定となる。水晶少女アイネはカルタ以外の何者かに操られているという間違った結論が出てしまう。

　だから何だ？　それはこうしている今、予期せぬ事で苦しめられる歌うた貝がいカルタと何の関係がある。本当に彼が心配なら今すぐ扉を開けて飛び出し、カルタを助けに行くべきだ。

　その結果、本当に孤立無援となってしまっても。

　歌うた貝がいカルタ自身から排斥され、切り捨てられてしまうとしても。

（……にえさま）

　アイネが短く嚙かんで含むように心の中で呟つぶやき、そして顔を上げる。

　ドアに向かう。そのノブを躊ちゆう躇ちよなく摑つかむ。

　その時だった。

『ざ、ザザ』

　小さなノイズがあった。水晶花を使った魔法の通信だ。アイネ自身は胸に花を挿している訳ではないが、カルタと繫つながっている関係で同じ機能を利用する事ができる。

　空気など媒質のせいか、あるいは少女のコントロールが乱れていたのか。雑音は、やがて別の何かへと変じていった。

　人の声だ。

『じじ、……す、バート……だ……？』

　アイネまで聞いても良いのだろうか。設定を忘れているか、あるいは戦闘に集中するあまり割り振りの余裕すらないのか。外で何が起きているのかアイネは知らない。でも全長六〇〇メートルの船がこれだけ激しく揺さぶられているのだ。ただごとではないのは間違いないだろう。

　そんな中、だ。

　野蛮で、獰どう猛もうで、しかしどこか楽しげな興奮を含む罵声が飛びかかってきた。




『何が大電力戦艦だ、知るかクソ野郎!!　こっちはテメェらのおかげでやりたくもねえ汚れ仕事を被かぶってアイネちゃんにハラキリまでさせてんだぞっ！　まあ最後にトドメ刺したのはカルタの馬鹿野郎だけどよ。首出せよ首い！　とにかくテメェらに勝たなきゃ俺たちゃアイネちゃんに頭を下げる事もできねえだろうがあ!!』

『きっひっひ。あ、悪意を知らない幼女を陰湿な罠わなにかけた罪は重いよ。君達の敗因はただ一つ、それは一五歳以上の高校生集団であった事だ。よって情状酌量の余地なし、永遠の幼女アイネちゃんの涙に報いて死んでしまえ!!!!!!』




　山やま根ねデイリに、猫ねこ海うみヒロスケ。いつも歌うた貝がいカルタと一緒にいる少年達だった。そして罠わなにかけられた時、アイネの言葉に耳を傾けようともしなかったはずの人間達だった。

　いや。そう見えていたのは、アイネだけだったのかもしれない。向こうだって歯を食いしばって身内を疑うしかない状況だった。逆の立場ならアイネはそこまで強い感情を持てたか。

　彼らだけではなかった。一緒に聞こえてくる声は、雨あま脚あしマリカのものか。

『山やま根ねー、それから猫ねこ海うみもー。バカどもの気合は分かったからあんまり突出し過ぎて勝手に死ぬんじゃないわよ。ただでさえ弱ってるアイネちゃんにこれ以上負担かけたら私が念入りにコロス』

『わーってるって、楽して死ぬ気はねえさ。土下座するなら一人も欠けずに全員揃そろってだ！』

『体重三九キロ未満は女神の域だよ。な、涙目でむくれたアイネちゃんのお美しいおみ足でそっと頭踏まれるとかむしろご褒ほう美びですが何か？　こんなのいただくまで死ねるか……っ』

　クラス全体だ。わあわあと騒いでいた。これは本当に、自分の命を賭けて戦う本物の実戦だろうか？　『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』とぶつかった時とは明らかに違う。重苦しい圧力を内側から吹き散らすような、お祭り騒ぎにも似た昂こう揚よう感かんがある。

　通信を耳にする限り、マリカは松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリと合流したようだ。

『おーイミーっ!!　来ると思っていたわ親友ちゃーん!!』

『……マリカ今度はアイネちゃん泣かしたんだって？　ったく、デリカシーのないトモダチ持つとほんと苦労する。私がそういう重たい空気キライなの知ってるよね？　一撃で吹き散らすし』

『ま、イミのためにあれだけ足しげく保健室に通い続けたんなら、アイネちゃんにだって同じ事はできるわよね？　さあ、とっととやる事やってみんなでアイネちゃんへ頭を下げに行くわよ。私もケジメの一つくらいはつけないとね……』

　これは泥沼なんかじゃない。真犯人を追い詰め、水晶少女の無実を証明する手立てができた。それだけあれば戦いの意味が大きく変わる。いくらでも結集し、迷わず真正面から弾幕の雨へ突っ込んでいける。彼らはそんな風に言ってくれているのか。

　山やま根ねデイリの咆ほう哮こうがあった。

『カルタ、テメェもだぞ!!　間違ってもこんなトコであっさり死ぬんじゃねえッ！　お前がくたばっちまったら誰がアイネちゃんの涙を拭って慰めるってんだ!?』

『ああ』

　どくん、と少女の胸の真ん中で何かが跳ねる。おそらく、その少年は自分の声がここまで届いている事には気づいていない。それでも確かに歌うた貝がいカルタの言葉がアイネの胸を打ったのだ。




『こんなのはただの前ぜん哨しよう戦せんだ。本当に辛つらい戦いは別に待っているぞ。だからさっさと勝って、せめて景気の良いい土産話でも持って帰って、そしてアイネの前で思いっきり生き恥をさらそう。クラス全員揃そろってなあ!!!!!!』
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「わあ!!」

　薄い緑の着物を纏まとう小さな少年、表おもて参さん道どうショウカは激しい船の揺れにおっかなびっくりといった調子で叫んでいた。まあそんなものだろう、と姉のキョウカは思う。『姉上をきちんと避難させるのですっ！』と勢い込んでいたのはこそばゆいが、実際、水晶魔法と大電力戦艦の正面切っての殴り合いまで発展してしまえば外の一般人に何ができる訳でもない。本人はそれでも身を挺ていして姉を庇かばっているつもりかもしれないが、客観的に見ればズレた帽子も直さず車椅子から延びた細い脚にへたり込んで膝枕でもせがむようにすがりついているとしか映らないだろう。……おかげで、後ろから車椅子のグリップを摑つかんで保持してくれる生徒会書記の赤毛お団子が美しい姉弟愛に魂を吞のみ込こまれてなんかさっきからハァハァうるさいが。

「なっななな、一体何が起きているのですか、姉上!?」

「ふふ」

　ぴっ、と。人差し指を立て、片目を瞑つむり、車椅子の生徒会長は小さく笑ってこう言った。

「アオハル☆」
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　走って、走って。オープンカフェから非常階段みたいな狭い鉄の階段を駆け上がり、マキビュラ＝デルフォイが追い詰められたのは、よりにもよって巨大なお皿に似たヘリポートだった。

　先の試合でズタボロに壊されていなければ、カルタ達も死闘を繰り広げていたであろう場所。

　バキン、と。乾いた音と共に少年の全身をくまなく覆っていた鋭い水晶が砕けていく。火炎放射器でやられた重度の火傷やけどは、すでにどこにもない。

　校舎屋上のヘリポートから眺める海は黒煙で汚れていた。ただし、大電力戦艦クリスバートは斜めに傾いているものの、撃沈はしていない。向こうは降参しているらしく、その周囲を水晶魔法を扱う生徒達が飛び回って包囲している。

　すでに占拠された船だが、沈まずに済ませられて良かったとカルタは思った。

　船の沈没は、『一隻目』を思い出すから。

「はっ」

　とっさに、マキビュラは虚こ空くうで一〇本の指を素早く動かした。だが『起点』はすでに見えている。カルタは掌てのひらの皮膚に張りつく懐中電灯を引き剝がす格好で強引に鈍器を投げた。直接戦闘は不慣れなのか、反応の遅れたマキビュラは首だけでも横に振るが、狙いはそっちではない。

　肩に乗っていた小型のプラネタリウム。

　算そろ盤ばんや計算尺のように演算やイメージを補助する物理機材に直撃し、星々が消えていく。

「、ははは」

　マキビュラ＝デルフォイは力なく笑っていた。そのままゆっくりと両手を上げて、

「分かった、分かりましたわあ。降参です」

「……、」

「悪い流れにしても鮮やか過ぎる。ここまで大きな変動でわたくしが星の光を見逃すはずない……。獅し子し身しん中ちゆうの虫むし？　ま、どうせキルドナ辺りがまた謀む反ほんでも起こしたんでしょうけどお」

「……、」

「だけどあなたは、リングの外でわたくしを殺せない。だってそれが絶対のルールで、破ってしまえばこんな大会を開く意味がなくなるんですから。わたくしはその全てを理解していません、ですがそうなっては困る理由があるからあなた達もこんな大会を開いたのでしょう？」

「……、」

「だからあなたにわたくしは殺せない！　あなたはどうあってもここで手を引くしかない!!　ははっ、あはははは!!　それが世界最強というものですものねえ。あなたは頂点に立つ者として、人の正しさを担保する高潔な人間でなければならないのだから……」




　ゴォッッッ!!!!!!　と。躊ちゆう躇ちよなく、歌うた貝がいカルタの拳が巫み女この顔面に飛んだ。




　その瞬間、マキビュラ＝デルフォイの両目の焦点は完全にズレていた。何が起きたか理解する事ができていないのだ。間違いなく、頭は空白で埋め尽くされていたはずだ。

　拳の威圧だけで、魂を削り取る。

　カルタの握り拳はマキビュラの鼻っ柱、そのわずか数ミリ手前で正確に止まっていた。

『全学大会カタストロフ』のルールは守った。

　ぺたりと、足から力を失ったギリシャ神話の巫み女こが、遅れてヘリポートの床へと崩れ落ちる。

　ただし、ここで終わりではない。カルタは共に戦う山やま根ねデイリに向けて自分の口で言ったはずだ。これはアイネの件の仇あだ討うちだ、それは認めると。

「そうだ。ここではお前は殺せない」

「ひっ、ひっ……」

「だから」

　許しはしない。こういう人間が何をされると追い詰められるか、カルタは知り尽くしている。

「リングの上で殺す。この世界最強が完全に確定で絶対にお前を殺す。オルフェウスの楽団なんていう小細工要員はもういない。そして小細工を弄する人間は、小細工抜きでは目の前の誰にも勝てない。ああそうさ、俺自身がそうなんだから良く分かるよ。万策尽きて正面から戦うしかなくなった展開が、卑怯者には一番怖い行き止まりだってな」

　ぶー、ぶー、と。スマホの規則的な振動音があった。ただし全身を一度丸焼きにされたカルタのモバイルは熱で壊れたはず。音源はゆるふわ金髪の巫み女こ、ゆったりした神官装束の胸元だ。

「スマホの画面を見てみろ」

「……、」

「きっと大事な通知だ。言っておくが試合に不参加で逃げ出すのなら無条件で俺の勝ち。その場合、選手じゃないお前がリングの外でどうなろうが俺はルールを気にしなくなるけど？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

　半ば放心したまま、だった。

　震える手でマキビュラは取り出し、画面に目をやる。無機質なメッセージにはこうあった。

『星ほし粒つぶ（大会運営スタッフ用）／午後の部、三回戦第二試合は予定通りの運びで始まります。デルフォイ選手、控室で待機してください。間もなく試合です』
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『いやああ!?　ダメですカルタ選手、人間の体はそういう角度には曲がりませんんんん!!!???　メディック、誰かメディック呼んできてください!!　あああでも気絶させずにギリギリでうっすら意識を繫つないでいるから勝利宣言で割り込んでの試合終了もできませんっ!?　いっ、一体ナニが何本折れてんだあーこれえー……？　もうなんか髪を鷲わし摑づかみでお肉の塊相手にワンサイドゲームって感じですけどコレただの不ふ正せい賭と博ばくのゴタゴタとかじゃないな。一体この二人の間に何があったんで、あふん。なんか私のスマホがぶるぶる震えて新着動画のオススメ通知が来ていますけど、皆様のスマホは？　えっ、動画の合成手順……すすすすスクープスクープ!!　全ては冤えん罪ざいでした、世界最強の歌うた貝がいカルタはマキビュラ＝デルフォイから弱い子カワイソウの立ち位置まで奪うんですかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???』
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　ズンズン、ドン！　ドン！　と遠くから響く重低音の唸うなりが物理的に廊下を震わせていた。

『おっかない試合でした。ったく一日二試合しかないからって一万人単位のハコが空っぽで放置とかありえないっていうんですっ。はーいそれじゃあタイヘン不謹慎なシンデレラクイーンが誰にも許可取らないでゲリラライブを始めちゃいますよー!!　オラそこでもじもじくすぶってる軽音楽部、吹奏楽部、応援団、チアリーダー部、とにかく目立ちたいヤツ全員舞台に上がりなさい!!　全世界一〇〇万台のカメラやドローンがあなた達を待っています。周りに遠慮した人間を勝手にチヤホヤしてくれるほど芸能界は甘くありませんよおー!!!!!!』

　歌うた貝がいカルタはヘリポートを離れ、誰もいない廊下の壁に横から寄りかかる。

　ズタボロだった。

　オルフェウスの楽団はもういない。マキビュラ＝デルフォイに余計な小細工はできない。しかし彼女が星の力を操り、天変地異を自在に操る力を奪ったとしても、ありふれた手足を使った必死の抵抗だけは封殺できない。

　それでも、少年は勝ち残った。

　ここだけは憂いのない報告をしなくてはならなかったからだ。

　いらない罪を背負わされた、水晶少女。それでも約束通り、施せ錠じようなき檻おりから一歩も外に出ず待ち続けてくれた無実の女の子に。

「アイネ」

「はいにえさま」

「……全部終わった。もう何も心配はいらない。だから俺達に、みっともなく謝らせてくれ」

　一歩、だ。ようやく少女は自分の足で敷しき居いをまたいだ。四角い生徒指導室から自由な廊下へと。見えない拘束はその意味を失った。

　ぽすっ、と。

[image: ]

　アイネは正面から頭を下げるのとはまた違った仕草をした。カルタの決して広くも頼もしくもない胸板に自分のおでこを押しつけたのだ。

　言葉はなかった。

　ただ小刻みに震えだけが伝わってくる。

　ひょっとしたら、表情もなく何かを嚙かみ締しめているのかもしれない。

　クラスメイト達が集まってくる。山やま根ねデイリは肩をすくめ、猫ねこ海うみヒロスケはなんか羨ましそうな目でこっちを見ていた。その全員が全員、集団の長だったマキビュラ＝デルフォイが戦闘不能に陥って奴隷達が投降するまで真正面から三〇〇メートル大の大電力戦艦クリスバートと戦い続けてきた、傷だらけの猛も者さ達たちだった。一刻も早く土下座でもして謝った方が心はすっきりするが、流石さすがに今ここで割って入るほど無粋な真ま似ねもできない。誰もがそんな顔つきだった。

　だから、だ。時間を再び動かしたのは、事情を知らない外の人間だった。

　せんぱい、という声がかかってきたのだ。

　アイネに好きにさせたままカルタがそっちを見れば、ナタレーナ＝ブラストがカルタ達の方へおっかなびっくり近づいているところだった。かつては世界最強を皆殺しにするべくたった一人でセカンドグリモノアに潜り込んできた復ふく讐しゆう者しやの少女だったが、小さな中等部女子が高等部メインカテゴリの巨人集団へ近づくのは緊張する程度の普通の感性も持ち合わせているらしい。

　何だかんだで押しつけられた役割でも真面目にこなす人なのか、今日も丈の短いメイド服でチラシの束っぽく紙のレポートを小さな胸の辺りで抱える彼女は言った。

　そう、

「あの、頼まれていた調査の件、結果が出そうなので一応報告です」

「あん？　調査って何の？？？」

　山やま根ねデイリが何気なく質問すると、メイドナタレーナはささっとカルタの背中に隠れた。両手の指先でカルタのシャツをちょこん摑づかみである。なんか無意味に怖がられた山やま根ね本人より横で見ていた猫ねこ海うみヒロスケがギリギリとハンカチを嚙かんで（カルタを睨にらんで）いるのが謎だが。

　何にも気づかねえでそのまま中等部女子が答える。

「何って、えと、『人間達の黒幕』の正体についてですけど」

「……マジかおい、か、カルタちゃん？」

　一応カルタも頷うなずいておいた。

　カルタやマリカ達『天てん外がい四し神じん』は正直言ってトーナメントの選手に集中するので手一杯だった。マークされている対象本人では、見えない場所からこちらをじっと監視している『黒幕』の虚をつくのも難しいだろう。だが、それでは大会を利用してカルタを追い詰めようとする何者かの正体に迫れない。だから、『天てん外がい四し神じん』の外にいる人間へ協力を求めた訳だ。

　ナタレーナはぴっと人差し指を立てて、

「先輩達のあの場外乱闘。あれのおかげで今まで裏に隠れていた『黒幕』が身を乗り出したみたいですね。先輩達が色々ボロを出すと思って集中的にノゾキをしようって。おかげで周りがおろそかになってくれました。あれがなければ近づくのにもう少し時間がかかったかな」

「何だそりゃ？　雨降って地固まるってヤツか？？？」

「なっ、なな、七転び八起きじゃないかな。うふふ」

　知りませんよ、とカルタを盾にしながら小さなメイドが唇を尖とがらせた。山やま根ねデイリ以上に猫ねこ海うみヒロスケを本能で警戒しているようだ。

　目一杯体を膨らませて威嚇する猫みたいになっているナタレーナには申し訳ないが、歳としに合っていて普通にカワイイ。

「（……それから、そういうケンカがあるなら私も呼んでくださいよ、先輩。いつもはあれだけ無茶ぶりするくせに、えと、討ち入りの時だけ子供扱いでのけ者にするんだもんなあ）」

「ナタレーナ？」

「いえ別に。黒幕本人は捕まえられませんでしたが、えと、立入禁止の扉を潜って監視台に上がっています。電子ロックも完璧ではありませんが、オフラインの独自規格なので一般のスマホやタブレットをケーブルで繫つないで特殊な開錠プログラムを流すには専用の変換コネクタが必要です。船内にはスペアも含めて三つだけ。どこから盗んだか調べれば、あのあの、汗、垢あか、靴跡、体臭、とにかくきっと下手人の微細な痕跡が出てきますよ。プロだろうが何だろうが、この赤道直下で一滴も汗をかくなっていうのは無茶な要求だと思いますし」

「そんな現場でボロを出すほどの焦あせりが見えたのか？」

「そもそも冷静なら立入禁止の監視台なんて使わないと思います。その、もっと群衆に紛れて自然に観察するスポットはいくらでもある訳ですし」

　そういうものか。

　物理的な変換コネクタの管理というのはカルタ的にもありがたかった。何しろつい先ほどアイネがデジタルな映像加工でやられたのだ。防犯カメラやセンサーの記録が、という話になったらデータそのものの信しん憑ぴよう性せいで再び悩む羽目になったかもしれない。

「分かったナタレーナ。コネクタの管理状況はすぐに調べさせる。それより黒幕に肉薄したって事は、お前自身が標的として狙われる恐れもある。これから四八時間は最大限の警戒を




　かつん、と。




　歌うた貝がいカルタの言葉が、不意に途切れた。

　外からの力で、強制的に断ち切られた。

　それは、足音。やたらと強く響いたのは、デレインのゲリラライブのせいで廊下に人がいなかった……というだけではないだろう。たとえ世界最強の魔法使いの群れであっても、『人間達の黒幕』の核心に迫る段階であっても、お構いなし。構わず場の空気を一瞬で奪い取っていく何かがある。

「……、」

　誰かいる。

　こちらに来る。

　長い長い金髪を豪快な縦ロールにした、とにかくゴージャスな少女だった。歳としはカルタと同じか、あるいはもう一つ上くらい。一六、七歳程度だろう。

　カルタは思わず呻うめいていた。

「誰だ……アンタ……？」

「ペンデット＝デンパサール」

　しかし反して、格好はラフが極まっていた。

　おそらくダンスレッスン用の運動着、だと思う。ラフなタンクトップと大きく膨らんだダンスパンツの組み合わせ。足回りも機能性重視のバスケットシューズだった。だからこそ、本人の妖よう艶えんさがアンバランスで、逆に色香を大きく浮き彫りにしてくる。

「次のあなたの相手よ。あるいは、最後の、と言い換えても良いけれど」

「っ」

　次の相手。

　つまりはカルタ同様、最後の最後まで勝ち残った決勝の相手。

　世界が暴動で沈むか否いなかの、際の際。

「歌うた貝がいさん。歌うた貝がいカルタさん」

　くすくすと笑って。

　大きく膨らんだズボンのポケットに左右の手を突っ込んだまま、ペンデットと名乗ったその女は妖よう艶えんに囁ささやいた。

「大変な事があったらしいわね。だけど、そこまでして摑つかんだ真実は、あなた達を助けてはくれないわ」

「てめ……」

　最初に沸点に達したのは、カルタではなく山やま根ねデイリだった。

　女の胸ぐらでも摑つかむつもりだったのだろう。一歩前に大きく踏み込んで、

「もったいぶった言い方しやがって、一体何を知ってやが……」




　ボバッッッ!!!???　と。

　山やま根ねデイリの右半身が丸ごと抉えぐり飛とばされた。




　いいや。

　歌うた貝がいカルタがとっさに横から突き飛ばさなければ、間違いなくそうなっていた。キラキラと空気中で輝く水晶片。悪友の右腕と右足は、根元から消滅していた。

「やまねんッ!!」

　とにかく致命傷にならなければ良い。とっさにカルタがズボンのベルトを抜いて傷口を縛りつけようとするが、厳しい。特に肩口から丸ごと持っていかれた右腕は縛りようがない。

　今すぐ動かないといけない。止血と言葉で書けば簡単だが、人間の致死量には個人差はあっても大体一・五リットル前後だ。つまり蛇口をひねれば三〇秒と保たずに死亡する程度の猶予しかないのだ。なのに赤い色彩が目一杯広がって、カルタの視界が眩くらむ。ノイズだらけになって時間や場所も把握できなくなる。

「どいて！」

　ガシャ!!　という甲高い音がいくつも連続した。身を乗り出したのは松まつ田だイミだった。エジプト神話の女神ネイト。そう言えば医術の神でもあったか。

「いちいち縛っていても間に合わない。山やま根ね、今から傷口焼くよ。ハンカチか何か嚙かんでおいて!!」

「イミ……？」

　雨あま脚あしマリカからの声にはわずかな疑問が込められていた。

　対して、松まつ田だイミは痙けい攣れんを続ける男子の体を押さえつけながら吼ほえる。

　乗り越えた者の顔があった。

「マリカ、アンタがやったのは最低だったけど正しいやり方だったって認めてあげる。だから手伝って！　こいつクリスバート戦でも腕吹っ飛ばされてたよね？　リミットは余裕を持って九〇〇ミリ。今すぐこいつの血を止めないと『修復』を待たずに死んじゃう!!」

　ペンデット＝デンパサールは何もしていない。

　ニヤニヤと笑ったまま、ぶかぶかズボンのポケットに左右の手を突っ込んでいる。まるで両手を上げる代わりのように、そのまま肩をすくめていた。

「バロン、ランダ。『一時停止ポーズ』よ、今は止まって」

　ごおっと。

　ようやく、カルタの目にも何かが見えた。

　イノシシくらいの大きさ。

　縦ロールの女を中心として、台風のように回っていたのは二つの物体だ。今、動いたのではない。それらはおそらく常に動き続けていた。回転数を落としたため、人間の目でも視認できるようになったのだ。直径三メートルくらいの輪を保っている。

　木と布の塊、に見える。

　ばさりと空気を叩たたく音が響く。木を削ったと思おぼしき仮面と派手な色した布のシーツのような体は人より大きかった。足はモップの柄のような、関節のない木の棒で作られていた。バロンと呼ばれた獣は四本、ランダと呼ばれた怪物は二本。左右に寄り添ってきた人形？　の頭にポケットから抜いたそれぞれの掌てのひらを置いて、女はそっと笑う。

　そうしなければ、巨大なプロペラで切り刻まれるようにしてこの場の全員が死んでいた。

　暗にそんな宣告でもするように。

　かつかつかつつんっ、と。まるでタップダンスか何かのように棒切れの脚を鳴らす怪物達を掌てのひらであやしながら、ペンデットは愛おしげに囁ささやく。

「……今は良いいわ。いつでも殺せる相手を焦あせって殺しにかかっても、こちらの手傷が増えるだけよ。私達は、ただ死すべき時が満ちるのを待てば良い」

　これは、まずい。

　無人攻撃ドローンでも大電力戦艦クリスバートでもない。

　この全学大会カタストロフ。本当の本当にヤバい隠し球は、こいつだ。

　歌うた貝がいカルタは自分の肌にビリビリとした痛みを感じていた。それは持つ者の圧力。あの『難なん問もん排はい除じよ』とぶつかった時と同じ、言葉のいらない圧力だった。

　そう。

　実際のところ、本当に本物のオカルトが一番怖い。

　歌うた貝がいカルタはごくりと喉を鳴らし、吞のまれながらもアイネやナタレーナを庇かばうように体の位置を変えていく。

　ギラリと、むしろアイネの手の中では水晶の輝きがあった。虚こ空くうから刀を取り出したのだ。

「一言ご命令してください、にえさま」

「ダメだ、アイネ……」

「これはもう、そういうルールだからで出し惜しみが許される相手ではありません」

「それをやったら全部ご破算になる!!　ホームの俺達が大会ルールを無視したら今まで必死になだめようとしていた世界中の社会不安は一気に爆発する。そして暴動だの略奪だの、大きな混乱に吞のまれて死ぬのは俺達じゃない!!」

　くすくすという笑みがあった。

　ペンデット＝デンパサールはむしろ感心したような目でアイネを眺めていた。

「ここは、そちらのお嬢さんの方が正しいわ。歌うた貝がいカルタ、あなたも私と同じ。そこの駒は『人ではないモノ』を使役する魔法使いを正しく見据えているからかもしれないけれど」

　挑発に乗るな。

　カルタ側が暴発しても利を得るのはペンデット側だけだ。そう強く言い聞かせる。

　たとえアイネの言っている事が真実だったとしても、カルタはリングの上で決勝戦に挑む以外に道がないのだ。

「……アンタ、どこまで知っている？」

「あるいは、全てを」

「一体どこからやってきた？　『人間達の黒幕』とどう関わっている!?」

「知りたければ、明日の舞台に上がりなさい」

　くすりと笑って。

　金髪縦ロールの女は二つの仮面から掌てのひらを離す。

「『再生プレイ』、完全360°密閉立体音響サラウンドでね？」

　ごおっ、と風が渦巻く音と共に、再びバロンとランダが空気の中へ溶けていく。いいや、カルタ達の目で追える速度を超えていく。

　輪ができる。

　これで再び、彼女は不可侵の聖域に入る。

　髪の毛一本揺るがぬ、台風の目。悠々と後ろに下がり、ぶかぶかダンスパンツのポケットへ雑に左右の手を突っ込んで、ペンデット＝デンパサールは確かに言ったのだ。




「決勝で待っているわ。手に入れてしまった答えを見ても、まだ心が折れなければね？」














行間三









「ひゃー、何だかすごい騒ぎになっているなあ。花火のせいで耳が痛いよ」

「そういうパレードなんでしょう。何しろ世界最強だもの」

　デレインのゲリラライブでズンズン震える廊下でほのぼのと言い合っているのはサラリーマンと専業主婦だった。……実は奥さんが家事の合間にタブレット端末に指先一つですいすい更新しているお料理動画チャンネルの広告収入の方が大きな利益で家計を支えているのは内緒である。今度書籍版が出るから憧れの印税生活が始まる事なんてもう絶対に秘密なのだった。

　歌うた貝がいカルタの両親とも言う。

　もちろん彼らもスマホの使い方程度は心得ているが、息子の電話に連絡は入れていない。『カルタが本当の本当は何をやっているか』なんて両親はもちろん世界五五億人の誰もはっきりした事は言えないだろうが、薄型モニタの向こうで活躍する息子の顔を見るだけで分かる。

　おそらくは忙しいのだろう。

　無理に割り込んで予定を崩してしまうのもしのびない、と考えるのが家族だ。息子の元気なところはすでに見せてもらったので、話は時間的な余裕ができてからでも構わない。

「へえ、こんな時代になってもチョコバナナなんてあるのねえ」

「お化ばけ屋や敷しきというのはどれくらいのレベルなのかなあ。最先端の魔法を自由自在に操るって話だけど」

「あむ、むちゃぺちゃふぇろり」

「母さん、母さん。舌遣い」

「ふぁにあなた？　今これ咥くわえふぇるからもう少し待っふぇちょうふぁい」

　ここに歌うた貝がいカルタがいないのは幸いであった。お年頃なマリカが懸け念ねんした恐怖が一〇〇倍増しくらいで展開中である。子供の頃からのクセらしいが、基本ほのぼのだけどアメリカンドッグは外から少しずつ剝むいて食べていく派の人妻は恐るべきマナー違反に気づく様子もない。

　世界最強の魔法使いが集う洋上の学まなび舎や、人類を滅ぼす『脅威』と戦う移動拠点。そうは言ってもこの辺はやっぱり学校らしい。歌うた貝がい夫妻は物珍しさというよりも、どこか自分の学生時代と重ねてのノスタルジックな気持ちを織り交ぜてクラス単位の出店を回っていく。

　一人の父親は誰にともなくこう呟つぶやいていた。

　一般人らしく、同じ船で進行中の事態に気づきもせずに。

「なんか色々忙しそうだけど、明日こそゆっくり話せると良いいなあ」
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　翌朝だ。

　カルタの体内に潜ってアイネも傷を治していた。そしてセカンドグリモノア内の公式捜査であれば、やはり生徒会長・表おもて参さん道どうキョウカの独壇場だろう。だから基本的には彼女に任せ、炙あぶり出だした『人間達の黒幕』は早朝にみんなで奇襲をかけて一気に制圧するという話だった。

　が、

「いない……」

　半袖ワイシャツのカルタは生徒会室のドアを開けるなり、そう呟つぶやいていた。

「やっぱりいないぞ、待ち合わせの場所に！　おいマリカ、スマホの方は何か動きあるか!?」

『何にも。そもそもあの生徒会長、本当の本当にまずい話になったら通信機器を遠ざけてデータの水面下に潜りたがる人だと思うけど』

　つまり『そういう何か』が発生しつつある。

　隣に立つ水晶少女のアイネが直立したまま首を傾かしげていた。

「キョウカ嬢は一人きりで『黒幕』を問い詰めに行った、という話なのでしょうか？」

「そうする理由は何だよ？」

　誰もいない生徒会室に留とどまっていても意味はない。

　新調したスマホを手にしたままカルタは廊下に飛び出しながら、

「『黒幕』の正体は未知数なんだ。こっちが多数派とも限らないんだぞ!?」

　そう、多くの人の波に紛れ込んでいるのは分厚いトレンチコートを着た一いつ匹ぴき狼おおかみのスパイや狙撃手とは限らない。セカンドグリモノアはカルタ達『天てん外がい四し神じん』のホームだが、その前提だって条件次第では覆くつがえされる。例えば統合魔法戦トーナメントを観戦するためにやってきた一般来場者が全員『黒幕』の刺客だったら？　セカンドグリモノア一千人が、数万人に包囲されるどんでん返しの出来上がりだ。『人間達の黒幕』なら、むしろそういった規模の馬鹿げた大おお仕じ掛かけが用意されていて然しかるべきだとも思う。

　表おもて参さん道どうキョウカは自他共に認める策略家だ。

　それが思いつかないほど単純な思考の持ち主とは思えないが。

　と、

「……いや……待てよ？」

「にえさま？」

　アイネの疑問にカルタはいちいち答えている暇もなかった。

　自分の頭で適当に並べた例題を、もう一度精査する。ありえる、か？　もちろん『あの』表おもて参さん道どうキョウカの行動パターンは読み切れない。だけどあれほどの悪女であっても、いざとなれば真っ当で分かりやすい動き方をする可能性だって完全否定はできない。

　あるじゃないか。

　同じ『天てん外がい四し神じん』の仲間にも話せない。むしろ『天てん外がい四し神じん』の高い実力を知っているからこそ強く警戒する。そんな風に追い詰められていく理由が。

「うそだ……噓うそだろ……っ、ちくしょう!!」

『カルタ？』

「いいかマリカ、この通話は切るなよ。今から場所を言うから現場で合流しろ、早く!!」

　表おもて参さん道どうキョウカがどこに行ったのか、明確な足跡はない。

　だけど彼女が本気で警戒してたった一人で『黒幕』と接触するとしたら、全長六〇〇メートルもの巨大船舶の中でも自然と選ぶ場所は絞られてくるはずだ。

　車椅子でも自由に移動できる、段差の少ない場所。

　いざという時、複数の出口を確保できる場所。

　その出口へ向かうための、閃せん光こうや煙幕などの牽けん制せい手しゆ段だんを確保できる場所。

　そしてもちろん、誰にも盗み聞きされる心配のない場所。




「表おもて参さん道どうさんッッッ!!!!!!」




　水晶少女のアイネを伴ってカルタが飛び込んだのは、学食だった。

　中高の教室で出店を並べている関係で、逆に普通のお店は人が集まっていない。そんな今しか存在しない空白の座標に、表おもて参さん道どうキョウカは無言で佇たたずんでいた。

　彼女はこちらに振り返らなかった。

　車椅子に腰掛けたまま、別の誰かと対たい峙じしていた。一瞬たりとも視線を外さなかった。

『人間達の黒幕』。

　ずっと探し求めていた相手のはずだ。その正体が分かれば光明が見える、得体の知れないレールにその時代その時代の世界最強を乗せて利益を貪る外道への反撃に転じるきっかけとなるはずだった。

　だけど。

　冷静に考えれば分かるじゃないか。特殊なサーバーにフルアクセスするには、カルタ、マリカ、キョウカら『天てん外がい四し神じん』の生体認証が必要だと。

　そしてカルタ自身が考えたじゃないか。『人間達の黒幕』は必ず馬鹿げた規模のどんでん返しを用意している。セカンドグリモノアに一千人の魔法使いがひしめいていようが、一般来場者全員が『黒幕』の手先ならホームとアウェイの関係性は逆転し、カルタ達少数派は数万もの刺客に取り囲まれる羽目になる。それくらいの事はやって然しかるべきだって。

　でも、ちょっと待て。

　それはつまり。

『人間達の黒幕』としてやってくる刺客の正体は、カルタ達も良く知る誰かという事になってしまうじゃないか……!?

　カルタはもう、呻うめくくらいしかできない。




「表参道、ショウカ」

「あっ、ぼくの名前覚えてくれたんですね！　世界最強の『天てん外がい四し神じん』のお知り合いになれるだなんて何だか信じられない話だなあ」




　純粋に喜ぶような声色だった。

　いいや、片手で頭の帽子を押さえてその場でぴょこぴょこ飛び跳ねている薄い緑の着物の少年は、演技ではないのかもしれない。逆にあそこまで自然な感情を純粋な演技だけで示せるとしたら、その時点でもうプロの役者を超えていると思う。

　そう。

　身内なら、できる。

　カルタやキョウカがいかに厳重に自分の指紋やＤＮＡを管理していたとしたって、実家の部屋に落ちている髪の毛一本採取すれば全部暴かれてしまう。

　ＤＮＡ情報を使った生体認証のロックなんて、へその緒一つあれば正しいルートから解除できる。

「……、ショウカ……」

　表おもて参さん道どうキョウカは、動かなかった。

　車椅子の肘掛けを左右の手でぎゅっと摑つかんだまま、ただ少年達に背中を向けて変わり果てた弟を眺め続けていた。

　自分で作るカレーライスには必ず牛乳を入れるようになり、甘口辛口の基準が壊れるほど溺愛してきたたった一人の弟。だけど、そんな家族の絆きずなすらヤツらにとってはお構いなしなのか。

　搦からめ捕とられれば、こうなってしまうのか。

「何で、じゃあお前が『人間達の黒幕』って事になるのか……？　でも何で!?　自分の家族を売り渡すような真ま似ねができるんだッッッ!!!???」

「くろまく？」

「髪の毛かへその緒かっ、とにかくお前が実家にあった何かを渡したんだろ。ＤＮＡ認証を乗り越えるカギを『人間達の黒幕』に預けるために!!」

「ああっ、その事ですか」

　嚙かみ合あって、いない。

　カルタは小さな男の子に向けて自分の口から『お前』と出た事でもう驚いているというのに。パッと顔を明るくする表おもて参さん道どうショウカ側には恐怖や混乱といったものがまるでなかった。

　おかしい。

　実態はともかくとして、歌うた貝がいカルタは書類の上では世界最強の魔法使いではなかったのか？　そんな怪物から凄すごまれて、何な故ぜ一〇歳なり一二歳なりの少年が普通でいられるのだ。

　油断していると性別を忘れそうになるほど幼げな少年は、不思議そうな顔で首を傾かしげていた。そのまま彼はこう言った。

「ぼくは姉上のためになるよと言われた事を素直に従っただけで」

「……、」

　誰に？

　そこを気にしないほど、何かに追従しているとでも言うのか……？

「へその緒。実家をあちこち引っかき回して、探すのに苦労しましたー。これが具体的にどう姉上のためになるのかは知らないけど、でもたくさんの偉い人がこうしてって言っているんだから普通の事なんですよ。だって世の中ってそういうものでしょう？　ぼくは、自分の国の法律も全部は知らない。六法全書を端から全部暗記している訳じゃない。どういう手順で法律が作られたのかも分かっていない。だけど、すでにできている法律が、上にいる人の決定が間違っているだなんて疑問をいちいち抱いてどうするんですか？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ようやく、だ。

　何か、根本的に今まで見えていなかった『歪ゆがみ』のようなものが浮き彫りになった気がした。『人間達の黒幕』。カルタは大した覚悟もなくポンポン口に出してきたが、今の今まで本当にその意味を正しく理解できていたのか。




『ぼくもいつか水晶魔法使いになりますっ、そして姉上や歌うた貝がい選手のように強くなるのです！』




　噓うそをついていたのでは、ない。あれは紛れもない本心だった。なのにこの結果と矛盾なく共存できる心の持ち主に作り変えられてしまっているのだ。

　すごい肩書きの役人に言われれば家族や友人でも売ってしまう。

　ネットのランキングで一位と言われれば無条件で信じてしまう。

　偉い人が、みんなが言っているから、だから仕方ない。一見間違ってなさそうだけど、でもそのモノサシはどこまでいっても相対的だ。つまり全員が間違っていた場合はそのまま自分も歪ゆがんでしまう事に気づけない。というかみんなって誰だ？　こいつは大勢でレーザー砲でも覗き込んで焼き切られるつもりか。それが戦争だの魔女狩りだのの暴走ではないか。

　いいや、あるいはカルタ達の方こそ認識が甘かったのかもしれない。人間達の黒幕。ヤツらは最初から終末の魔女達を相手に本気の戦争を挑んでいたのだ。

　雨あま脚あしマリカも合流してこない。

　スマホは今も繫つながったままだ。

『あらマリカ、どうしたのこんな所で？』

『っ』

（くそっ、あっちも出くわしたか……!!）

　顔をしかめるカルタだが、対策を練る時間はなかった。

　キョウカ、マリカときて彼だけが難を逃れる理由がむしろない。

「カルタ」

　横から吞のん気きに声を掛けてくる声があった。

　良く知る声だった。そして今一番聞きたくない声でもあった。

　苦い顔で、絞り出すようにカルタは呟つぶやく。

「……とう、さん。母さんも」

「何だカルタ？　こんな所にいて良いのか？」

　まるで居間でテレビを観ながら話しかけてくるような調子だった。

　いつもと同じなのが、今は何より怖い。

『暴走』が目に見えるマリカやキョウカなんてまだまだ可か愛わいかった。本当におぞましい人間は、そもそも切り替えレバーなんて持っていないのだ。

「アンタ達も、やったのか……？　実家の床でも調べて髪の毛を拾い、戸棚の奥にしまったへその緒でも取り出して。みんなっ、みんな揃そろって俺達をハメるために行動し続けてきたっていうのかあああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

「せっかくお父さん達がお膳立ては済ませてあげたんだ。ほらカルタ、お前が一番輝く一世一代の大舞台、決勝戦だぞ？　いつまでこんな所で油を売っているんだ」

　それは。あまりにもあっけらかんとした、笑顔の犯行声明だった。

『人間達の黒幕』。

　てっきり胡う散さん臭くさい政治家とか、年中無休で両手に革の手袋をはめている殺し屋とか、そういうクソ野郎の集団なのだと思っていた。

　でも違ったのだ。そういう風に日陰に限定された組織ではない。

　その名の通り。

　ヤツらは『人間』というくくりの中にいる存在であれば誰でも自由に取り込む事ができる。テレビの中のアイドルやスポーツ選手も、町内の皆様も隣近所の幼おさな馴な染じみも、果ては自分の家の中まで。望む人間へ望むタイミングで囁ささやきかけて自分の計画に組み込むだけの『力』を持っている。

　人間は、すでにある仕組みやルールを疑わない。

　警官の言う事、役所からの電話、裁判長の決定。学校の先生が言っているから、テレビで聞いたから、お父さんやお母さんが教えてくれた決まりだから。そうしたものに引っかかりを覚えてわざわざ確認を取ったり異を唱えたりする機会なんかない。おそらくメールなり電話なりを受けたキョウカの弟、それからマリカやカルタの両親は本気でこう信じている。何か偉い人が言っているから、理屈は分からないけど家族のために頑張ろう。本当に、それだけなのだ。ガスメーターの点検にやってきました、週末にエレベーターのメンテナンスをするのでご利用にはご注意ください。そんなノリと勢いで全部従い、妥協し、血を分けた家族をあっさりと窮地に放り込めてしまうのだ。この惑星は、最初から。

　善や悪、そうした所属の話ではない。

『黒幕』は、もっと人間の奥深くにある根本的な何かを掌握している。それも完全な形で。

　仕方ない、ならそういう事で。……だから、『人間達の黒幕』。

（くそ、がァ……!!!???）

　スマートフォンがぶーぶー震えていた。

　マリカとの通話は繫つながったままのはずだが、いつまで経たっても彼女が合流してくる様子はない。時折、押し殺したような吐息が聞き取れた。マリカもマリカで、自分の家族うらぎりものと向き合っている真っ最中だろうから。

　そして通話を維持したスマホの画面の上に、新しいポップアップが浮かび上がっていた。

　指先でタップすると、無機質なメッセージが表示された。

『星ほし粒つぶ（大会運営スタッフ用）／中サブ等カテ部ゴリ屋上ヘリポートの会場設営作業は滞りなく完了いたしました。これより統合魔法戦トーナメント、決勝戦が始まります。歌うた貝がい選手、選手控室までどうぞ。すぐに出場となります』

「……表おもて参さん道どうさん」

「……、」

「表おもて参さん道どうさんッ!!　今ここで拘こう泥でいしたって仕方ない、そもそも引っ掛かりも覚えていないこいつらを締め上げたって何も出てこない!!　それより決勝戦だ、表おもて参さん道どうさんも解説とかあるんでしょ。早くそっちに向かってください」

　珍しい。

　本当に珍しい。

　カルタの側から動けないキョウカの魂を揺さぶりにかかるだなんて。全てを疑い策謀の糸を張り巡らせる生徒会長からしても予想外だったのか。あるいは、何があってもここだけは疑いたくない『聖域』だったのかもしれない。

　それでも進むしかない。

　頭で考えている時は体が止まっている時で、体が止まっている時は攻撃が直撃している時だ。ここは『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』とぶつかった時と同じ、最大密度の死の領域。『人間達の黒幕』の罠わなの中で、そんな無防備など許されない。

　だからキョウカの肩を摑つかんで小さな子供に言い聞かせるように、目線の高さを合わせてカルタははっきりと言った。

「どんな陰謀があろうが、潰ついえる。この『全学大会カタストロフ』、最後の決勝さえ勝ってしまえば!!　だったらそっちに集中してしまった方が手っ取り早い。それで『人間達の黒幕』の計画にダメージを与えてご破算になるっていうなら戦う意味だってあるはずだ。そうでしょう!?」





２






『こちらシンデレラクイーン、最後の決勝には敬意を表してオフィシャルなドレスでお届けしますっ。それじゃあ今日この時を共に生きる事ができたとっても幸運な時代の目撃者達よ!!　このデレインと一緒に最高にアッツいコールを始めましょう!!!!!!』

　わあっ!!　という歓声の洪水がカルタを吞のみ込こんだ。

　誰かに用意された舞台。

　善意と優しさに満ちた殺しの檻おりを前にして、カルタは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

『ドヤ顔さらしてこいつの力を疑ったおバカな評論家はどこのどいつですかぷんすか。さあみんなー、過去のネット記事や動画を全部引っ張り出して世紀の爆笑お間抜け発言を洗い出しましょう！　世界最強はやっぱり普通に世界最強でした。最新鋭の水晶魔法を自在に扱う五五億人の守護神、うったがァい、カぁルタああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　ごごんっ、と。

　四角いリングを挟んで向かい側に、ティルトローター機にワイヤーで吊つられた金属コンテナがゆっくりと降りる。両開きの扉が中から開けられると、少年も見知った影が出てきた。

　豪快な金髪縦ロールに、ラフなタンクトップやダンスパンツを合わせた謎の少女。

『人間達の黒幕』。

　初めからその正体や少年達の結末を知っていたかのような口振りの、誰か。

『対するは命知らずにも同じ土俵に上がって、実際ここまで生き残っちゃったもう一人の化け物。無名の新人？　アンタ絶対何か人間を超えた秘密があるでしょ!!　独自に発達したバリヒンドゥーの巫み女こにして踊り子、ペぇンデット＝デぇぇンパサぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああール!!!!!!』

　かんかかんっ、とタップダンスのような硬い音がいくつか連続して響く。金髪縦ロールの少女の左右両脇にイノシシ大の塊。大きな仮面とマントのような分厚い布、それから関節のない棒切れの脚でできた人形？　のようなものが浮かび上がる。

　バロンにランダ。

　確かペンデット自身がそう囁ささやきかけていたか。

『実際問題、バリヒンドゥーっていうのは具体的に何ができる魔法なんですか？　バリってあの観光地のバリ島の事だっていうのは何となく想像できるんですけど。やっぱり芸能人たる者バカンスって言ったらバリとハワイは押さえておきたいですよねー？』

『……、』

『表おもて参さん道どう会長？』

　デレインから間近で名前を呼ばれても反応がなかった。

　ややあって、車椅子の生徒会長は低く静かに、不安定な声を延ばしていく。

『……バロンは正の象徴たる善獣、対してランダは悪の象徴たる魔女。この二つの対立、終わりのない戦いがバリヒンドゥーの根幹にして全体よ。本家本元のヒンドゥー教とは大分形が変わっているけれど、善と悪の永遠の戦い、その回転が今ある世界を形作っているという考え方は興味深いね。破壊神でありながら世界を動かす力を与えるシヴァの舞踊とは似て非なるようだけど……』

『あれ？　正義が悪を倒してハッピーエンドじゃないんですか？？？』

『バリヒンドゥーではどちらか片方には偏らないの。善と悪の、永遠の撹かく拌はん。中立、清濁併あわせ吞のむ状態ルア・ビネダを至上としている。さて、もちろん問題なのは宗教哲学ではなく、ペンデット＝デンパサール選手がそれをどう殺傷力に変換しているかよね』

　ふん、と縦ロールの巫女は鼻で笑った。

　ぶかぶかのズボンのポケットに左右の手を突っ込んだまま、

「何も知らない大衆へ懇切丁寧に説明しているように見せかけて、実際には最後の悪あがきとして味方選手に情報のインプットを促している、か。茶番ね。バリヒンドゥーに関するデータは今さら私に渡されても意味がなく、ただただあなたにとってしか有利に働かないもの」

「……今さら卑ひ怯きようだって言うのか、俺達だけが？　『人間達の黒幕』、自分はあれだけの仕掛けをしておいてっ」

「言わないわ」

　金髪縦ロールの少女がポケットから手を抜く。

　ただし絶大な奥おう義ぎを繰り出すためではない。彼女はリングを囲む導爆線のロープを何気なく摑つかんだのだ。

「上がれ。口の先で表す事のできる真実などたかが知れているわ。もしもこれ以上の何かを知りたいのなら、せめて拳くらいは握りなさい。世界の解答とは、頭の先から足の指まで全てを使っても足りない程度には膨大過密であって然しかるべきでしょう？」

「……、」

　カルタは無言で応じ、ロープの下を潜ってリングの上へ立った。

　四隅のポールが赤い光を放ち、爆破の檻おりが閉じる。

　デレインが吼ほえる。

『これで決まります、世界最強の魔法使いが決まってしまいます。会場に集まったみんな、ネット視聴のチケットを買って画面の前に集まった諸君！　歴史の生き証人となる準備はできましたかあ!?　それじゃあ行きますよ、泣いても笑ってもこれが最後の決勝戦です!!』

　聞いていなかった。

　ペンデット＝デンパサールはこれまた金髪縦ロールのお嬢様には似合わない、ワイヤレスの巨大なヘッドフォンを取り出すと、それを両耳に当てたのだ。

　ジャカジャカジャカジャカ!!　と、離れた場所にいるカルタにまで漏れ出た音色が届く。

『……くそう司会進行を舐なめプで無視とかいい度胸してますな。しかしデレインはめげませんっ、何な故ぜならどっちかというと歌うた貝がいカルタ派だから!!　とっても不謹慎なシンデレラクイーンが思いっきりえこひいき☆　あなただけのカウントダウンを始めちゃいます！　いっくよー、三、二、いーちっ!!』

　もう音ですらない。デレインのコールに一万人が呼応し、会場自体がビリビリと震えていく。

　それでもペンデットには聞こえていないはずだ。

　だからあくまでも、バリヒンドゥーの踊り子は自分のタイミングで囁ささやいたはずだ。

　ゴングと同時、ペンデットは気ままに言った。




「『再生プレイ』。それではさようなら、歌うた貝がいカルタさん」




　ボッッッバッッッ!!!!!!　と。

　バロンとランダ。まるで神社の狛こま犬いぬのように控えていた左右二つの人形が、爆はぜて空気の中へと溶けていった。

　視認などできなかった。

　ペンデットを中心にして竜巻のような輪が形成されたのだろう、おそらく。薄っぺらな『障壁』など無視。いきなりカルタの右腕が肩から引き千切られて、少年の体は錐きり揉もみ状じように宙を舞った。
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「何が……」

　リングを取り囲む観客達に紛れて、くるくるツインテールのマリカが呻うめいていた。

　こうなるともう、集めた情報を光の点滅で伝えるなんて次元ではない。

「何が起きたの？　一体何がッッッ!!!???」

「キョウカ嬢は、バリヒンドゥーでは善と悪の終わらない戦いでもって世界の構造を説明する、といった旨むねの発言をしていましたね。つまり、そういう話なのでは？　……彼女にとっては、神々の戦すら毎日東から陽が昇る程度の認識でしかないのね」

　輪。

　巻き込まれれば、死ぬ。

　世界を動かす巨大な歯車そのもの。

　ガムランやケチャなどを引き合いに出すまでもなく、バリヒンドゥーでは文化や伝承を正確に伝えるためのツールとして、ある技術体系が特化して進歩してきた。それが舞踊。時に巫み女こがその体を使って神話を体現し、時に複数人で一つの人形を精密に操作して。レゴン、アルジャ、トペン・パジェガン、バリス……。彼らは語る内容に合わせて厳密にフォーマットを変え、そのリズムと躍動感でもって大きな世界の仕組みを語らってきた。

　つまり。

　舞台に立ち、その体でもって舞う者には神話の体現者として奇跡を操る資格が宿る。

　善と悪の永遠に続く戦いを体全体で表現する巫み女こが舞いをやめる時は、つまりこの世界の動力が途切れる時だ。

「カルタ、は……ッ!?」

「致命傷ではありません。三〇秒あれば切断された腕は元に戻るでしょう」

　短い時間ではあるだろう、普通に生活している限りは。

　ただしリングの上では違う。

　例えばボクシングは一ラウンド三分で区切られている。たったそれだけの間に鋭い攻防が繰り返される訳だ。三〇秒も無防備に体をさらし続ければ、一体どれほどのラッシュをもらうかは想像に難かたくない。

「ましてバロンとランダ、世界を動かす巨大な歯車は、このアイネにも見えません」

「……、」

　言うまでもなくマリカ達は並の銃弾やミサイルを刀剣で切り裂く魔法使いだ。

　それなのに、

「小細工抜き。閉じた輪が単純な速度だけで他者の認識を完全に振り切っているとしたら、ラッシュの密度は生身の人間が行うボクシングどころではなくなるでしょう。それこそ、ガトリング砲以上の密度で横殴りの雨のようになるのでは？」
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　肩の辺りから持っていかれた。

『障壁』を潰され、改造軍用懐中電灯を握ったまま右腕がどこかに飛んでいったので、カルタは利きき腕うでと一緒に唯一の武器まで奪われた格好になる。

　当然、まともな受け身なんて取れるはずもなかった。

　そもそも片腕がなくなった時点で体の重心がどこかに逃げた。錐きり揉もみ状じようの回転自体が不規則にブレてしまっては対処できない。

「があっ!?」

　背中から勢い良く叩たたきつけられ、肩の痛みを忘れるほどの呼吸困難に襲われた。

　それでものた打ち回っている場合ではない。

　ペンデット＝デンパサールはまだ一歩も動いていない。耳は大きなヘッドフォンで覆ったまま、そのポケットから左右の手も出していない。そしてそんな状態でも明確にカルタの体を引き千切りにかかってきた。

　バロンとランダ。

　ここはすでにモップの柄のような脚で床を蹴り、閉じた輪を形成するヤツらの間合いだ。カルタは起き上がる動作すら省き、マットの上を転がるようにして少しでも距離を取る。

　ヒィウン!!　と。

　まるで甲高い笛のような音がカルタの鼓膜をつんざいた。だけど当然、音が聞こえた時にはすでに善獣か魔女が空間を突き抜けているはずだ。これは破滅の竜巻。台風の目たるペンデットが一歩ずつこちらへ近づいてくるだけで、明確に死の重圧がカルタを真正面から押し潰しにかかる。

（利きき手ては毟むしられた、懐中電灯も奪われた……）

「……でも、何もない訳じゃない」

　倒れたまま、歌うた貝がいカルタは小さく囁ささやいた。

　相手はヘッドフォンを両耳に当てて自分の世界に閉じこもっている。善と悪が永遠に戦い、体全体で世界の仕組みを示すべく踊り続けるバリヒンドゥーの巫み女こは、そもそも対戦相手など意識に収めてすらいないのかもしれない。

　それでも必死で床を這はい、カルタは残った左手でそれを摑つかんだ。

　窮地に立たされた今だからこそ手元に転がってきた、新たな武器。




　千切れてくの字に折れ曲がった自分自身の右腕を摑つかみ取とり、思い切り投げつける。




　元々体から切り離された腕は速やかに水晶化する。さらに最後に千切られた形のまま鈍器にも使える改造軍用懐中電灯を握り込んだままだった。

　もちろんなけなしの一手は、世界の中心たるペンデット＝デンパサールには届かない。

　もっと手前で見えざる何かに嚙かみ千ち切ぎられてバラバラに吹き飛ばされていった。

　だけどそのせいで、色づく。

　床を蹴る高密度の死の竜巻。今の今まで空気に溶けるようだった四本脚の善獣が、まるで分厚い水の層を突き破る弾丸のように白っぽい破片に包まれて可視化される。

（近いっ!?　けど、これで見えた。間合いさえ測れるならやりようってものがあるはず……!!）

「バロン、ランダ」

「っ!?」

　金髪縦ロールの少女の唇から、わずかな囁ささやきがあった。すでに何度も言っているが、大型のヘッドフォンをはめた踊り子は外の世界など見ていない。ひたすら内に籠り自分のリズムに身を委ねていた少女は、だからこそか、ほんの小さな乱れに初めて心がささくれ立ったのか。

　ぶかぶかのダンスパンツのポケットから両手を出して。

　緩やかに広げて、そして告げた。




「『早送りフアストフオワード』、外的雑音排除ノイズキヤンセリングよろしく」




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　今度は、見えた。

　直径一〇メートルくらいの円。ただし土星の輪のように横へ高速回転してペンデット本人を守る防御の構えではない。

　縦回転。

　砕けたリングの細かい破片や弾はじけ飛とんだ導爆線の煙のおかげで、うっすらと分かる。まるで巨大なタイヤか大地を耕す回転刃のようにバロンとランダはぐるぐる回り、リングの床をぶち壊しながらこちらに迫ってくる……!?　消極的な防御の構えだけであれだけやったのだ。その力の全てを攻撃に転化したらどれほどの破壊力が導き出される事か!!

（けど……）

　脅おびえて逃げれば、命は繫つなげる。

　だけどそれだけでは、活路までは開かない。

（ここさえやり過ごせば、防御の輪は無視できるっ。そのまま懐ふところに飛び込んでの接近戦に持ち込める!!）

「おおッッッ!!!!!!」

　壊れた右腕に敢あえて感覚を集中させ、重心が崩れたまま前へ。ただ意識して回避するのとは違う、不規則にふらつく格好で斜めに逸それたのが功を奏した。音速などはるかに超える回転数の巨大車輪のすぐ横へ体をずらすと、カルタは改めて自分の足で強く床を踏み締める。

　ばぎんっ!!　と。

　約束の三〇秒が経過した。細かい水晶片が飛び散り、カルタは新たな右腕を獲得する。

　バロン・ランダとぎりぎりで交差に成功し、そのまま無防備になったペンデット＝デンパサールへと突撃していく。狙いを外した縦回転の嵐が背後で導爆線のロープを引き千切ってリング外まで飛び出していく破壊音を耳にしながら、カルタはペンデットの懐ふところ深ふかくへと踏み込んでいく!!

「ぺんで、っ!!」

「甘いわ」

　勢いが、少年の顔面で弾はじけた灼しやく熱ねつに遮られる。おかげでカルタの二通りの手札が砕けて自由を失う。意味もなく、ただ己の拳が宙を泳ぐ。

　速い。

　ただし体重は全く乗っていない。あくまで鼻っ柱を叩たたいてこちらの勢いを止めるだけの、牽けん制せい用ようらしい。それでも薄っぺらな『障壁』など軽々と貫き、引き裂いたが。

（……平手っ？　いや爪を使った引っかきか!?）

　強烈な毒でも塗られていない限りはどこを攻撃されても致命傷にはならない。しかしまず牽けん制せいを打ったという事は、こちらの流れを切った後に本命が続くはずだ。

　ジャブを浴びてホッとしている場合ではない。次が来る。

　意識の断絶は〇・五秒なかっただろう。

　だが気づいてカルタがとっさに両腕でガードを固めた瞬間、彼の両足が床から浮いた。それくらいの、あまりにも重たい一撃が腕の防御を貫いてカルタの鼻っ柱に直撃した。まるでコンクリの壁を壊すための、巨大なハンマーで殴りかかられたようだった。

　それは体全体を回して余す事なく己の体重を乗せた、

「蹴りっ!?」

　元から両足が浮かぶほどの状況だ。カルタ側には持もち堪こたえられない。そのまま後ろに倒れ込んだところで、杭くい打うち機きのような踏み込みが続いた。

　一度、二度、三度。

　どうにか転がって体を踏み抜かれる展開だけは避けるカルタだったが、

「よっ、と」

「ッ!?」

　くるりと体を回したので大技でも繰り出すかと思った少年だったが、予想に反してきちんと一周回らなかった。つまり回し蹴りではない。ペンデットはこちらに背を向けたまま自分から跳躍し、両足を広げて形の良いいお尻を直接カルタの顔へと落としてくる。

　ヒップアタック。

　字じ面づらが与えるコミカルなイメージと違って最もシンプルに全体重を乗せられる殺しの技だ。幼稚園児でも何の訓練もせずに実行できるほど簡単で、しかも直撃すれば頭蓋骨をぺしゃんこに叩たたき潰つぶすほどの破壊力を実現する。

　カルタはとっさに横へ大きく転がって死の一撃をかわすも、こちらから飛びかかって寝技や絞め技に持ち込むほどの余裕はない。

　それどころか、

（まずいっ、自分から二通りを作れる状況になってない。こんな一本道に誘導されたら……!?）

　ゴッ!!　と。

　ハンマーが、来た。

　より正確には足を開いたまま尻餅をついたペンデット＝デンパサールが両足の間に両手を差し込み、二つの掌てのひらで床を押さえつけ、そのままぐるりと大きく回ったのだ。まるでブレイクダンスのような、上下逆さになって左右の足を振り回す竜巻めいた蹴り。今度はガードの上から、ではなかった。低い位置から放たれたその蹴りは少年の右の脇腹に思い切りめり込み、カルタの体が勢い良く宙を舞う。

　呼吸困難が常態化しつつある。

　そして床に落ちて転がるカルタは、危うく藁わらをも摑つかむつもりで導爆線のロープに触れてしまうところだった。

　もう、リングの端だ。

　これ以上の余裕はない。確実に追い詰められている。

「かはっ、げふ!?」

「バロンとランダは、踊りを彩いろどるバックダンサーに過ぎないわ」

　ペンデットはすらりと背筋を伸ばしたまま、こちらへ一歩。それだけで空気が固体のように硬化し、自分の世界が狭められていく錯覚にカルタは襲われる。

　勘違いしていた。

　カルタは論点を見失っていた。

　その間違いを、体全体で体現する者が正しにかかる。

「……世界を示す舞いの本質は、中心に立つこの私。今の世がここにある限り、世界の動力たる巫み女この踊りは止まらない。バリヒンドゥーの舞いは善も悪も吞のみ込こむのよ。このあまりにも巨大な渦が、たかだか暴力程度で止まるとでも思って？」

「しっ!!」

　話している最中を狙った。

　地面に散らばっていた細かい水晶片を拾って顔に投げつけ、向こうが首を振って避けている間にカルタは再びペンデットの懐ふところへ飛び込んでいく。今はとにかく強引に体で押しのけてでもリングの隅から脱出しなければじり貧だ。

　首を振っても避けられない部位だってある。

　例えば本人の動きよりも必ず一手遅れてなびく事になる、豪快な縦ロールの金髪などだ。

（摑つかめば動きを止められる。動きを止めれば攻撃を当てられ……!?）

　ぐるんっ、と。

　現実に、髪を摑つかまれたままペンデットが低く腰を落としてカルタの拳を避けていた。

　いきなり髪が伸びた、というのはもちろんカルタの錯覚で、

（縦ロールっ？　くそっ、そうか。昔の電話のコードみたいに長さに余裕があるのか!?　これじゃあ端っこを摑つかんだところで動きを拘束できない。それどころかっ）

「疑似餌にかかってくれてありがとう」

　膝。

　腹に突き刺さった鈍器が、カルタの全体重を難なく直上に跳ね上げる。

　息が詰まる。

　その体が落ちる前にペンデット＝デンパサールの体が派手に回った。最大威力の回し蹴りがもう一度、全く同じ場所にめり込んでくる。

　まるで釘の頭に軽く当ててから思い切り金槌で叩くような、必殺。

　何か、水の入った柔らかい袋が破れるような感触がカルタの腹の中で爆発した。

「がばっ、はあ!?」

　転がり、喉奥で詰まった空気を吐き出そうとしたら真っ赤な塊が飛び出した。冗談抜きに、体内で何かが破裂している。

（さんじゅう、保つかっ？　破れたのはどこだっ、致命傷確定じゃないだろうな!?）

　びくびくと震える指先が、言う事を聞かない。リングの隅にあるポールにすがろうとして、体がマットに崩れ落ちる。『世界最強らしく優雅に勝利する』なんて最初の前提はとっくに崩れていた。これだけ吞のまれている中、悠長に文句を並べられる観客などいるはずもないが。

　ペンデット＝デンパサールが正面からゆっくりとこちらに近づいてくる。

　一度は自分から飛びかかってロープ際から離れたはずだが、再び転がされて追い詰められた格好になっている。もう後ろにも下がれない。
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　リングを取り囲む観戦席の、さらに外側だった。そして位置は高い。チケットを買って金属製の手すりに取りつけたウェブカメラで観戦している一般客と違い、そこは公式スポンサーの放送局が巨大なカメラを据えつけるための、専用の撮影台だ。

　そしてリング全体を見渡せる高所は、放送関係者以外にとっても大きな意味を持つ。

　例えば、狙撃手など。

　傍かたわらにスポッターを侍はべらせたまま、しかし、狙撃手が集中しているのは耳元のイヤホンだ。

「こちらステージ２。今なら殺せる」

『ステージ３。ペンデット＝デンパサールが歌うた貝がいカルタを仕留めてくれるなら我々の出番はない』

「ヤツは脾ひ臓ぞうか腎臓を片方ヤッてる。どうせ死体は水晶像に変わるんだろ、検死解剖のチャンスもない。体内で破けた傷へ重ねるように撃ち込めば違和感は生まれない。完全分離型、ヤツはイレギュラーで面倒だ。全員はいらない。雨あま脚あしマリカでも表おもて参さん道どうキョウカでも、『天てん外がい四し神じん』は分かりやすいのが一人残っていれば次に駒を進められるという話のはずだ」

『ステージ３よりステージ２へ。別命あるまで待機。繰り返す、別命あるまで待機。最優先はペンデット＝デンパサールだ。歌うた貝がいカルタなどどうでも良いい、流れ弾があの女に当たってしまうような展開だけは絶対に作るな。万に一つを禁じる』

　舌打ちがあった。

　思い切り舌打ちしてから、狙撃手は通信をまだ切っていなかった事に遅れて気づく。

「……何が万に一つを禁じるだよ。腰抜けは口先ばかり上達しやがる」

　返事はない。

　怪け訝げんに思って狙撃手は隣を見る。

　びゅう、と鮮血が真上に噴いていた。スポッターは胸板から上がごっそりと消えていた。

「えっ？」

　倒れる事すら忘れて立ち尽くしている影は、何かの冗談のようだった。

　だから驚く事も忘れていた。

　自分達に何が起きているかも分からないまま、狙撃手の胴体が上下真っ二つに分離していった。

　善獣バロンだった。
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　ぎゃあ!!　わあっ!?　という騒ぎが、試合展開に合わせて沸き立つ歓声とは全く別のリズムで発生していた。

『ちょ……』

　最初、クレーンで吊つられたゴンドラにいたシンデレラクイーンはぽかんとしていた。

　目の前の光景を認めたくなかったのかもしれない。意外と根っこは善人だったのか、あれだけ不謹慎を売りにしていたくせにナマの血や死に耐性がある訳ではないらしい。

『なんか、あの、なんか始まっていません!?　うわっ何ですかあの赤いの!!　えっ、えっ、血？　観客席から血い!!!???』

　悲鳴に怒号。

　慌てて逃げ回ろうとして、逆にドミノのように倒れていく観戦客の群れ。

　そんな老ろう若にやく男なん女によの上に容赦なく降り注ぐ、真っ赤な血や肉。

　恐きよう慌こうと混乱。もうギャンブルがどうのこうのなんて頭から飛んでいるようだ。

　歌うた貝がいカルタは自分の体が破れた事実も忘れ、思わず叫んでいた。

「ペンデットッッッ!!!!!!」

「バロン、ランダ」

　金髪縦ロールの踊り子は、首にかけていた大型ヘッドフォンを再び両耳に当てていく。

　自分の世界に、こもる。

「……つまらないわ。余計な横よこ槍やりは全て嚙かみ千ち切ぎりなさい、踊りの邪魔」

「よこや……？」

　ごとんっ、と天から垂直に何かが降ってきた。

　専門的な銃器らしきものを摑つかんだままの、男の太い腕だった。

　狙撃手。観客の中に交ざっていたのだろうか。そういった人間だけを群衆の中から選んで正確に殺している？　しかしペンデットが『人間達の黒幕』側の人間だとしたら、わざわざ完璧に隠れている伏兵の存在を暴露して皆殺しにする意味がない。

（……こいつ、まさか）




「お前、本当は『人間達の黒幕』なんて……」

「知り合いの訳ないでしょう、そんなもの」




　相手は巨大なヘッドフォンで内向きの音楽セカイに逃げ込んでいる。だからカルタの言葉なんか届いていない、おそらく勝手気ままな独り言がたまたま重なっただけだろう。

　だが不満げな呟つぶやきはこう続いた。

　まるで、緊張しながらの初めての路上ライブの途中で無粋な酔っ払いが乱入してきたような顔つきで、だ。

「バリヒンドゥーの舞いは体全体を使って世界の仕組みや調和を示す。私はただ、自らの体を動かすだけで世界の全てが見える。世界に巣食う傷や病といったものまでも。『人間達の黒幕』？　その程度で、万物を吞のみ込こみそれでいて一切の無駄がないルア・ビネダから隠れているつもりかしら。この世界にあるものは、ただあるという事実があるだけで万人から身を隠す事などできはしないというのに」

「待て!!　じゃあお前……」

　聞こえていなかった。

　ゴッ!!　と。真正面からペンデット＝デンパサールが突っ込んでくる。一方のカルタはまだ腹の中がざらざらしていた。どうやら致命傷ではなく『修復』のプロセスに入っているらしいが、今ここでもう一発腹を打ち抜かれたら、その部位はごっそり消える。内臓でもお構いなしだ。

「っ!!」

　自分の攻撃の数より敵の防御の手札を意識する。人が一度に取れる防御は一つだけ。だから常に二通り用意しておけば怖くない。そんなレトネーエ＝クーレントの言葉が脳裏をよぎる。

　だが間に合わない。

　速いが軽い五指の引っかきは無視して良い。だが続く足技から腹を庇かばうため少年は右腕を犠牲に捧ささげる羽目になった。紙切れ同然の『障壁』もまとめて裂ける。カルタは視線を下に振ってペンデットの軸足を攻撃するふりを見せてから逆振り、額を使った頭突きを縦ロールの少女の鼻っ柱に叩たたき込こむ。

　鋭い爪が待っていた。

　ペンデットから何かをした訳ではない。ただカルタが自分で首を振り落とした勢いで、そのまま右目を抉えぐり取とられる羽目になっただけだ。

　目の激痛は独特で、歯を食いしばっても耐えられるものでもなかった。単純な痛みそのものよりも、得体の知れない喪失感の方が強い。

「ぎぃあああああああ!!!???」

　左手で血まみれの眼がん窩かを押さえて床に転がったのは演技ではない。

　だからこそ迷彩として機能したのか。カルタは倒れ込んだままその足を使ってペンデットの軸足、スネの辺りを思い切り蹴飛ばす。

「口先で語る事実などたかが知れている……」

　顔をしかめ、しかし、ペンデット＝デンパサールは止まらない。

　スネは簡単に激しい痛みを与える箇所ではあるが、骨の構造自体は単純だ。つまり『強い』部位である。意識や行動の自由までは奪えない。

「本当に語り合いたい事があるのなら、どうして体を止めているの？　私はまだ、あなたと何も語らってなどいない。……バロン、ランダ。『再生プレイ』、完全360°密閉立体音響サラウンドで輪を閉じなさい」

　ごおっ、と空気が渦を巻いた。

　モップの柄みたいな脚で床を蹴るバロンとランダだ。これまでの踊り子を守るための土星の輪とは違う。広い。まず巨大な輪を作ってから、徐々に直径を狭めてカルタの自由を奪い、確実に命を奪っていく構えだった。

　死のベアハッグが、閉じてくる。

　一方で、パキパキという甲高い音がいくつも響いていた。

　カルタの体からだ。腹の内臓破裂、犠牲に捧ささげた右腕、それから片目の眼がん窩かも。そうした深手が『修復』されていくのだ。

　もちろんいくら体が治ったところで、周囲を囲むバロンとランダが直撃すればそこで即死だろう。

　輪が完全に狭まる前にケリをつけなくてはならない。

　そうなるように、ペンデット＝デンパサール自身が正面からルールを書き換えていく。必ずしも縦ロールの女側にとって有利に働く条件とも限らない。彼女自身、間違って肌を掠かすめただけで何が起きるか分からないというのに。

「ペンデット……」

『人間達の黒幕』なんて関係なかった。何な故ぜ世界の秘密を知る立場に立っていたのか。そんなものは舞いの形で表される占いの結果に過ぎなかった。わざとカルタを煽あおって本気を出させないと、占いの精度が落ちる。それだけだったのだ。

　ペンデット＝デンパサールに裏も表もない。

　巫み女こにして踊り子は最初からこう言っている。

「「おおアッ!!」」




『上がれ。口の先で表す事のできる真実などたかが知れているわ』




　むしろカルタの方から縦ロールの少女へ突っ込んだ。

　見え見えの拳は身をひねるだけで簡単に避けられる。だがそこから流れるようなカウンターの回し蹴りに入る前に、カルタはその軸足を強く踏みつける。身動きを封じた、と思ったところで少年の顔面を横よこ薙なぎに切り裂く五指の爪。原始的な痛みにカルタの心が怯ひるみ、踏みつけたはずの足がわずかに浮く。




『もしもこれ以上の何かを知りたいのなら、せめて拳くらいは握りなさい』




　ペンデットにとっては、命と命の奪い合いすらも神の舞いでしかないのだ。

　神に奉じて利益を授かるための儀式。

　世界最強と呼ばれた男と戦ってまで一体どんな未来を見たいのか。そこまでしないとチラリとでも覗のぞき見みる事のできない何かとは、具体的にどんな光景なのか。それは歌うた貝がいカルタには分からないけれど。




『世界の解答とは、頭の先から足の指まで全てを使っても足りない程度には膨大過密であって然しかるべきでしょう？』




　さらに何度か激突した。

　高速回転しながら徐々にその直径を狭めていく善獣バロンと魔女ランダの包囲、死の竜巻は背後、もうすぐそこまで迫っている。

　それでも、何な故ぜか。

　その時、歌貝カルタはうっすらと笑っていた。

　これは間違いなく命の獲とり合あい。一瞬でも気を緩めれば即座に体のどこかが粉砕する、体感的な時間の流れすら変動するほどの高密度の緊張にさらされ続ける死闘の真っ最中。

　だけど、だ。

　この戦いには陰惨な復ふく讐しゆう劇げきはない。押し潰すような重圧も、破裂したような恐怖も、煮えたぎるような憤ふん怒ぬも存在しない。歌うた貝がいカルタもペンデット＝デンパサールも手足を突き出し体を回して互いの血肉を削り合う、純粋にそれだけの戦いだったのだ。

（ああ……）

　不謹慎かもしれない。

　魂を焼き焦がすほどの動機を持たないのに、自分の体をなげうってまで人の命を危険にさらすだなんて許されない事かもしれない。

　それでも。

（……認める。ああ。ちくしょう、こんなのもう認めるしかないじゃないか）

「楽しい」

　カルタが呟つぶやいた瞬間だった。

　大型のヘッドフォンをつけていても、唇の動きだけで読み取ったのかもしれない。金髪縦ロールの踊り子、ペンデット＝デンパサールもまた、口元を緩めて小さく笑ったのだ。

「ああ、ああ！　余計なものを混ぜたり背負ったりしないで、ただただ純粋に戦うってのはこんな気持ちだったのか!?」

　正面に立つ人間を見て次の動きを読み、拳を繰り出し、命を懸けた対話をぶつけ合う。

　己が最強と信じた魔法と魔法によって雌雄を決する。

　飛び散る汗、躍動する体。

　胸の中で凝り固まったストレスやフラストレーションを溶かしてカタルシスへと浄化する、粗削りで野性味に溢あふれたアドレナリンの儀式。

　もしも、復ふく讐しゆうや仇あだ討うちなんてものが間に挟まらなかったら。

『難なん問もん排はい除じよ』が一隻目を沈めなかったら、『人間達の黒幕』が陰謀を張り巡らせなければ。

　ずっとこうしたかった。

　アイネやマリカとはもちろん、今はもういない風かざ向むきゲキハとも。あるいは旧最強のエリシアやアナスタシアとだって、何も考えず死の恐怖に脅おびえたりしないで思い切り魔法と魔法でぶつかり合ってみたかった。

　こんな血沸き肉躍る魔法学園の生活を、素朴に夢見てグリモノアまでやってきた。

（……ったく）

　少年は。

　ほんの少し何かが違っていれば、みんなと一緒に破天荒だけど最高に笑える青春を送っていたかもしれなかったのか。

　くいくいとペンデットは人差し指を手前に引く。ただの挑発ではない、そんな悪意はない。同じリズムやビートで一体感を得るべくダンスへ誘うように。

（ダンスの授業はずっと苦手で、毎回呪いの人形みたいになるっていうのにな！）

「「おおッ!!」」

　カルタの拳とペンデットの五指の爪が、同時に飛ぶ。

　この時、二人の口元には好戦的な笑みすらあった。いいや誰よりも少女は喜んでいた。まるで長い長い乾季の末に一滴の雨が降ってくるのを見た踊り子のよう。不眠不休の踊りの末に祈りが届き、ようやくの実りがやってきたとでも言わんばかりの表情だった。

　互いの攻撃が撃ち落とされた直後、ペンデットはブレイクダンスのように体を回そうとし、その始動が完了する前にカルタは体全体で体当たりを突っ込む。

　直撃はしなかった。

　全体重を乗せたカルタをいなす格好でペンデット＝デンパサールは自分から後ろに転がると、リングの床に背中を押しつけたまま片足を大きく上げていた。ちょうど、足の裏をカルタの腹の上に置く形でだ。

　巴ともえ投なげ、に近い。

　ぐるんっ!!　と。自分自身の勢いすら利用され、視界の上下が勢い良く転じたカルタの体が宙を舞う。

　先ほど言った。

　ぐるぐる回るバロンとランダの包囲網、死の輪はもうすぐそこまで迫っている、と。
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　前提として、バロンとランダの破壊力は絶対だ。

　強固なリングの床を耕すように破壊し、群衆の中に隠れていた狙撃手達を難なく撒まき散ちらし、そして実際にカルタ自身も右腕を毟むしり取とられているところからも明白だ。

　ただし、

（……何で、あの時）

　止まったような時間の中で、宙を舞いながらもカルタは意識を一点に集約させていく。

　怖がるな。

　自分の中で生まれた違和感に従え。

（『早送りフアストフオワード』とか言って、いきなり縦回転に作戦を変えた？　何をどうしようがバロンとランダで身を守りながらゆっくりとこっちに近づいてくるのが一番だったはずだ。基本を繰り返して俺を削り殺すのが最善だったはず。なのに必勝の流れを放棄したのは何な故ぜ？）

　早送り。語感からして、そもそもここだけ演奏や舞踊を楽しんでいない。あるのは雑音まみれの時短テクニックで遅れを取り戻すための帳尻合わせ。常に大型のヘッドフォンを使って自分の世界にこもっていた縦ロールの踊り子が、何な故ぜかここだけ時間的な都合なんていう『外の世界』に目を向けている。

　バロンとランダはバックダンサーであって、舞いの中心は踊り子たる巫み女こ。だから竜巻のような防御があろうがなかろうが関係ない。

　ペンデット＝デンパサールはそう言っていた。だけど本当に？

　それよりもっと切迫した理由があるのでは。

　例えばペンデットが作戦を変えたきっかけは、カルタが千切れた腕を投げつけてバロンを返り血まみれにした時だった。

　そこに危機感を覚えたとしたら？

　つまりバロンやランダはバックダンサーではない。タップダンスのような乾いた足音だってこれまで何度も聞いてきた。ヤツらの回転は、レコード盤のようなものなのだ。楽曲に必要不可欠な楽隊。万に一つも傷つけられたくはなかった。

　だから。

　いったんカルタの手から演奏機材を遠ざける意味で、わざと縦回転にモードを切り替えてリングの場外まで退避させたのでは？

（……そして、本当にこの巴ともえ投なげは作戦通りのチェックメイトなのか、ペンデット＝デンパサール？　案外、とっさにやってしまってから自分で後悔しているんじゃあないのか!!）

「おあッ!!」

　空中で身をひねり。

　歌うた貝がいカルタはむしろ自分から破壊の渦へと身を投じていった。

　片腕なんぞ自分から犠牲に捧ささげる。

　前は腕を毟むしられた。狙撃手達は胴体や頭をやられている。でもそれは、逆に言えば始めから腕を捨てる覚悟で急所を守れば助かる程度の破壊力、という裏返しでもあるのだ。

『修復』が使える水晶魔法ならではの作戦だ。

　ばぶぢっ!!　と柔らかいものが引き千切られる音が炸さく裂れつし、しかしカルタはそこで怯ひるまない。残った片腕を使って、激突の衝撃で減速した人形を強引に押さえ込みにかかる。

　四本脚の善獣。

　善なる象徴バロンの方だった。

（ああっ、やっぱりぶつかるのはこっちかよ!!　とことんまで光とか正義とかそういうのから見放されているとは思ったけどさ!!）

　動きを止めれば演奏は止まり、演奏が止まれば踊りは続けられない。

　だが一方で、動きを止めるだけではバロンを破壊するには至らない。ここで手放してしまえば再び破滅的な自由を取り戻されてしまう。

　ところで、バロンとランダは常に二体セットで行動していた。善獣バロンが回転する円と同じ場所を魔女のランダが突き進んでいる。

　窮地にいるバロンに対するリカバリー、という意味もあるのだろう。演奏を邪魔するカルタを粉々に粉砕するべく、もう一体、二本脚のランダが最高速度で突っ込んできた。

　バロンに最後までこだわる必要はない。

　歌うた貝がいカルタはただ手を離し、横へ一歩避ければ良い。




　ゴッッッ!!!!!!　と。貨物列車に撥はね飛とばされるように、環レ状ー線ルの上で立ち止まっていた善獣バロンがバラバラに飛び散っていく。




「ペンデット」

「っ」

「善のバロンと悪のランダは常に二体セットだったはず。アンタ、片方だけで演奏は続けられるのか？」

　ごっ、がん、ごんっっっ、と。

　バロンを吹き飛ばしていった魔女のランダもまた、途中で勢いを失って床へと落ちていく。落ちて、跳ねて転がり、そしてついに動きを止めてしまった。

　あれだけ逃げ惑っていた観客の動きがピタリと止まっていた。マイクを摑つかんだまま、しかしデレインも一言も発せられなかった。耳が痛くなるほどの静寂だけがリングを包み支配していた。

　モップの柄のような脚で刻んでいたリズム。

　善と悪の演奏が、止まる。

　縦ロールの少女の耳は大型ヘッドフォンで覆われているが、パートが足りない。ドラムのないバンドのように不自然さを拭えない欠けた楽曲では神の舞いには届かないのだろう。

　ややあって、ペンデット＝デンパサールは片手でヘッドフォンを取り外すと、それを横合いに放り捨てた。バリヒンドゥーの魔法は踊りが全てだ。音楽を捨ててリズムから体を切り離してしまえば、もうあの超常的な動きは発揮できなくなる。

　それでもまだ、彼女は戦う意思を消さなかった。

　カルタもまた、砕けた水晶片の中から新しい右腕を引き出す。

　見たい未来がある。

　確かめたい真実がある。

　そのためならば、




「「がアアアッッッ!!!!!!」」




　咆ほう哮こう。

　そして拳と蹴りとが交差した。

　誰も、何も言えなかった。

　ややあって。

　口を開いたのは、歌うた貝がいカルタだった。

「……なにを、よみとった？」

　呟つぶやいた唇が歪ゆがんで、歯並びなんぞまともに嚙かみ合あわなくなっていた。薄っぺらな『障壁』なんて何の役にも立たなかった。ペンデットの足は横からカルタの顔面にめり込んでいたのだ。

「……魔女ランダが善獣バロンを粉砕し、世界の活動を表す神の舞いが止まった……」

　半ば呆ぼう然ぜんと、バリヒンドゥーの踊り子は呟つぶやいていた。

　やはりその頰骨を、少年の拳が粉砕していた。

　世界が心配だった。だからペンデットは善なる未来の到来を確かめたかったのかもしれない。

　しかし。

　ぐらりと横に崩れながら、それでも巫み女こにして踊り子は確かに言ったのだ。




「つまり、『そういう』世界の終わりよ。見たくはなかった方の未来だけどね」














終　章









　こうして今年の『全学大会カタストロフ』、統合魔法戦トーナメントは終幕となった。

　カルタが優勝してしまったので、賭け事のハズレ金額の集合体・ジャックポット分はセカンドグリモノアの総取りとなったらしい。どっちみちカルタのポケットに入ってくるものは何もないので、せいぜい世界のために使って欲しい、くらいの感想しかなかった。そんな大金いきなり手に入れたらそれはそれで人生が壊れそうでおっかないし。

　かろうじて歌うた貝がいカルタの優勝で終わらせる事にはなったが、御大層な表彰式なんぞに付き合っている心の余裕はない。

　ズタボロにされた体は三〇秒で『修復』されても、打ちのめされた心まで万全とはいかない。

「悪が善を倒し、世界の活動が止まる未来……？」

　ただそれだけ呟つぶやく。

　一体何を意味しているのだろう。

　ノーヒントのままただ『占う』だけで、あの『人間達の黒幕』をあっさりと暴いたのだ。その言葉に何の意味もないとは思えないが……。

　きぃ、という金属の軋きしむ音があった。

　車椅子の車輪のものだ。

「カルタ君」

「……何か見つかりましたか？」

　カルタやマリカの両親に、キョウカの弟。『人間達の黒幕』は必要に応じて陽の当たる世界の人々を自在に誘導して『天てん外がい四し神じん』を苦しめてきた。だがもちろん、操られているだけのショウカ達を絞め上げても何も出てこないだろう。

　だけど、こっちは違う。

　神に捧ささげる踊りの邪魔をしようとした事でペンデット＝デンパサールの怒りを買って半ばミンチにされかけてはいるが、観客席には『人間達の黒幕』が放ったと思おぼしき狙撃手や暗殺者が何組か紛れていたはずだ。

　おそらくは、シナリオ通りに事が進まなかった時にカルタを確実に始末するために。

　ヤツらの遺体や装備を漁あされば、出てくるものがあるはずだ。

「生徒会室で話しましょう。アイネちゃんは？」

「こちらに」

「マリカさんはわたしが押さえている。先に生徒会室にいるはずよ」

　スマホでは済まさなかった。

　表には出ていない。だが表おもて参さん道どうキョウカもまた、それくらい緊張はしている訳だ。

　見つけたくないものを見つけた。

　それは、舞いの終わりに何かしらの輪郭を捉えたペンデット＝デンパサールにも通じる緊張感だった。

　生徒会室に入り、カルタ、アイネ、マリカ、キョウカが揃そろうと、夏服を纏まとう生徒会長がこう切り出した。

「……まずいくつかの連絡先。未登録の通信衛星を使ったダイレクトな衛星携帯電話から情報を辿たどったわ。ＡＩを使った無作為検索除よけでしょうけど、でも、秘密回線を使ったのは仇あだになったわね。一本道の回線を素直に追うだけで、その向こうに『人間達の黒幕』が待っている」

「そいつら、結局何なんです？」

「クリスバート」

「？」

　眉をひそめたのはカルタだけではなかった。同じサイドデッキで戦ったマリカも怪け訝げんな顔になっている。何な故ぜ今、ギリシャ神話系に乗っ取られた大電力戦艦が出てくるのだ。

　そう思ったカルタ達だったが、キョウカが言いたい事は別にあった。

　彼女はこう続けたのだ。

「クリスバート＝フィレンツェ。水晶魔法の中でも理論派に属する重鎮で、今はイタリア系の高級自動車メーカーを踏み台にしてＥＵ共同事業の軍需重工に片足を突っ込んでいる相当ピーキーな『民間』兵器研究者ね。……今時の軍艦の名前には、歴史的に有名な学者の名前を当てはめるってルール忘れてた？　特に、魔法関係の」

　それもある。

　同時にフィレンツェというファーストネームにも覚えがあった。中サブ等カテ部ゴリの女教師、ソフィア＝フィレンツェだ。さらには清きよ沢さわハドメの恩師でもあったか。

「このクリスバート＝フィレンツェに注目すると、『人間達の黒幕』の素性が分かってくるの。ようは、世界中の軍需企業を裏からこっそり繫つなぐ秘密のネットワークなのよ。きっかけは第一次世界大戦なんて言葉ができる前からあちこちにいた素人の『発明家』達。戦車、飛行機、有刺鉄線。そして、とにかく頭の中にあるアイデアが自分達の予想を超える勢いで大きな被害を出したあの時代。国や政治の暴走を目まの当あたりにした世捨て人の技術者達が、あくまでも民間の立場から戦争の流れをコントロールしようとした文通コネクションが全ての始まりみたいだけど」

　キョウカはそっと息を吐いて、

「魔法や兵器の開発速度を意図的に調整する事で、国と国のパワーバランスを誰にも気づかれない形でコントロールする、水面下の組織。その上下関係や軋あつ轢れき、対立構造を利用して巨万の富を作り出す死の商人。もちろん魔法の軍事転用にも片足突っ込んでいるから、セカンドグリモノアや護衛艦隊も汚染されているでしょうね」

「……けどそれ、バレたら重罪なんじゃあ？　コッカキミツだっけ、なんかそういうのあるんでしょ」

　マリカの訝いぶかしげな声にキョウカも頷うなずいた。

「異常なまでの秘密主義はそういう下地から育まれていったんでしょうね。そして同時に、彼らは自分で生み出した莫ばく大だいな富を各界にばら撒まいて『なくてはならない誰か』に化けている。巨大企業って何百億って赤字を出しても何な故ぜか倒産しないでしょ？　そうなったら国家全体が倒れてしまう恐れがあるから、公的資金をじゃぶじゃぶ突っ込んででも支えようとする。……最初はどうあれ、今はもう事情が変わっているのよ。例えばこの資料やクリスバートの名前をネットにさらしても、『流れ』は変わらないでしょうね。『人間達の黒幕』はもう、不死の怪物へと進化を終えている」

　重苦しい空気があった。

　まともな方法で決着をつけられないなら、まともじゃない方法に頼るしかない。

　カルタ達が一番初めに選び取った、暴力のカード。

　だけどソフィア＝フィレンツェという知り合いの顔を頭に浮かべてなお、その選択肢を選び取るだけの勇気はあるか。

　それを勇気と呼んでしまっても良いのだろうか。

「……次はこれを見て。もっとまずいのはこれよ、『人間達の黒幕』の計画」

　生徒会長が机の上に放り投げたのは、何かしらのデータをプリントアウトしたコピー用紙の束だ。専門的な用語が多く、カルタには理解できない事ばかりだが、そんな中でも一文だけははっきりと読み取る事ができた。

『確定が出た。最優先はペンデット＝デンパサール。たとえ仕留めるチャンスがあったとしても、流れ弾が彼女に向かう展開は絶対に避けろ。万に一つを禁じる』

「つまり……」

　カルタは自分の顎に手をやって、

「『人間達の黒幕』は、俺じゃなくてペンデットに優勝してほしかった？　試合中に足を引っ張れるものなら引っ張りたいけど、間違ってペンデットに弾が当たったら困るから手出しができなかった。そんな感じでしょうか」

「全然違うでしょ」

　キョウカは重たい息を吐いた。

　それから書類の一点を赤ペンで丸く囲んでいく。

「ここ見て、第三回戦の監視記録がある。大電力戦艦からの砲撃が続いていたあの時よ。彼らは基本的に静観しているけど、ある施設へ流れ弾が飛びそうになった場合はアクシデントを装よそおって艦砲射撃の射線に干渉しろと命令されているの。最悪、自分自身が囮おとりになってでもね」

「その口ぶりだと、セカンドグリモノア本体や周りの豪華客船なんていうお涙頂戴って感じじゃなさそうですね……」

「赤道直下、洋上にある重要施設」

　キョウカはそう言って。

　それから、静かに窓の外へ目をやった。

「軌道エレベーターよ」

「……？」

　何な故ぜ、そこでそんな名前が出てくるのだ。

　旧世代の遺物。今回の統合魔法戦トーナメントとは何の関係もないはずなのに。

「つまりあったのよ、関係が」

　キョウカはそう言った。

「クリスタルビーチの『デコイ脅威』の話はさておいて、セカンドグリモノアを襲った『本物の脅威』を基準に考えましょう。彼らは水晶魔法に興味を持っている。当然、『一隻目』じゃあんな動きはなかった。『二隻目』、つまりわたし達が新しい世界最強として頂点に立ったから、そこで初めて彼らの興味を引いたのよ」

「だからそれがどう大会と……いや、ちょっと待てよ……」

「宇宙からやってきたとかいう『本物の脅威』は、地球中心核にある『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』を狙っている。その過程でこの星で最強の存在に惹ひかれる性質を持っている。邪魔者を殺すためか、捕らえて中心核までの道を作らせるためかは知らないけど。一つ前の仰ぎよう神しん魔ま法ほう、『難なん問もん排はい除じよ』の五人だって『脅威』の出現を聞いて駆けつけていただけとは限らない、案外『脅威』に追い回されていたのかもしれないね」

「そ、その、そんな、その証拠は!?」

「例の南十字流星群。正体は全部『本物の脅威』だそうよ」

「……、」

「覚えているよね？　第一陣だけで一万単位。総数で言えば三億近くになるだろうって。あれはたまたまこの海域に降り注いできた訳じゃない。明らかに、セカンドグリモノアに引っ張られて落下地点を選んでいるの」

　三億。

　億。

　もう単位が違う。カルタの頭で想像できる限界を超えていた。神こう戸べ港こう近海でセカンドグリモノアが占拠された時はどれくらいだった？　あれの一体何倍だというのだ……!?

　もちろん、だ。『オタマジャクシ』や『鎧よろい武む者しや』の事例もある。『本物の脅威』の全部が全部悪人ではないかもしれない。……だけど、それは三億全員に通じる理屈か？　人と同じ何かを持っているのなら、やはりヤツらだって善人も悪人も混ざり合っているのではないだろうか。

　ただし全体の一割でも人類虐殺派がいるだけで、もう地球側のキャパなんか超える。

　善人を殺された『本物の脅威』からすれば、悪人以外だって戦いに加わるかもしれない。

　生徒会長の手で赤いペンが走る。専門用語の海に埋もれていた情報が視覚的に暴かれていく。

　見ない方が良かった、何かが。

「人類は、『脅威』には勝てない」

「……、」

　決定的だった。

　カルタだって、セカンドグリモノアで衝突した『鎧よろい武む者しや』には勝てないと塞ぎ込み、人間が掲げてきた正義を丸ごと奪われるような経験をしてきたけど。

　改めて。

　他人の口から───それも自分より数段頭の良いい人から───言われると、違う。

「だから世界一位っていう分かりやすい疑似餌を軌道エレベーターで地球から放り捨てれば、宇宙からやってくる『脅威』達の矛先をこの星から逸そらす事ができて」

　キョウカは不気味な子守歌でも歌うような口振りで、小さく囁ささやく。

「その作業の前に、あらかじめ世界二位を確保しておきたかった。それってつまり、使い捨ての世界一位を消費すれば繰り上げで一位になる訳でしょう？　宇宙からやってくる『脅威』側も、襲撃の可能性は低くても宇宙へ放り出される最強を無視できないのかもね。そんな事をずっと繰り返していけば、この星は守られるもの。その時代その時代の世界最強を、一定ペースで消費していく事さえ認めれば」

　クリスバート＝フィレンツェは水晶魔法研究の第一人者らしいが、世界最強という冠には興味を持っていないようだ。それはそうだろう。誰がてっぺんになったって実際には世界中が裏でこっそり繫つながり、話し合いで軍需のバランスを決めてしまっているのだから。最強の座など、何年に一度かやってくる面倒な当番くらいにしか認識していないのだ。

　そこに担かつがれた人間がどれだけ悩み抜いて必死にしがみついているかなど、考えもせず。

「じゃあ、『難なん問もん排はい除じよ』の連中が無茶を重ねてまで世界のてっぺんに立ち続けたのって……」

　マリカの呻うめきに、キョウカは肩にかかった長い髪を払いながら答えた。

「……自分達はまだ使える最強だ。交換の時期はやってきていない。そういう風にアピールしていかないと、使い捨ての順番が回ってくるから。そんなところじゃないかしら。彼女達からすれば怖かった訳ね。世界二位、自分の立場を脅おびやかす『次の最強』が。そもそも宇宙から来る『脅威』は『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』をどうにかしたいからって話もある。あれは地球中心核から動かせないし、恩恵をもらえない側からすれば憎くてもおかしくない」

「だから世界二位を殺して回れば、交換のサイクルを一時的でも断ち切れる。じゃあなに？　あいつら御大層な文言をあれだけ並べておいて、結局は自分の延命をするために『一隻目』を襲ったって事なの!?」

　ばんっ!!　と。

　全てを遮るように、歌うた貝がいカルタは豪華な机に二つの掌てのひらを叩たたきつけていた。

「そんなっ、そんなの……。従う理由なんかない!!　俺達はもう『人間達の黒幕』の縛りを引き千切って自由を取り戻しつつあるんだ。正体だって分かってる。何だったらヤツらと戦って雌雄を決したって……!!」

「ええそうね」

　車椅子の生徒会長も頷うなずいた。

　その上で、

「でも、この手でイラつく『人間達の黒幕』を倒したとして、根本的な問題はどうなるの？　押し寄せる『脅威』からこの星を守れなくなる。ここにいる五五億人が皆殺しにされる時代がやってくる。わたし達の選択のせいで」

「……っ」

　最低の世界だった。

　生まれた時から共にしてきた家族さえもが笑顔でカルタ達を裏切ってくる世界。

　だけど光が何もないだなんて言わせない。山やま根ねデイリや松まつ田だイミ、ナタレーナやレトネーエ。カルタ達を想おもって一緒に戦ってくれる人だってたくさんいるのだ。

　それに、今も船底で回復を待つ『一隻目』の風かざ向むきゲキハ達だって。

　あっさり見捨てられるようなら最初から命を懸けて旧最強の五人になんか挑むものか。

「……どうする」

　死ぬのは怖い。

　当たり前の感覚だけど、でもそれだけで逃げられるような状況じゃない。

　歌うた貝がいカルタは両目をぎゅっと瞑つむり、奥歯を嚙かみ締しめて、そしてありったけの力で叫んだ。




「自分か地球か。ここからどうするッッッ!!!???」
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あとがき









　アポカリプス・ウィッチも四冊目！

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回は一巻から名前だけ出ていた『全学大会カタストロフ』をピックアップ！　二巻目、三巻目が『脅威』を中心にバトルが進んでいきましたので、今回は初心にかえって人間ベースでバトルを組んでいます。プラス、今回カルタは最大戦力であるアイネの力を借りる事はできません。さて、公衆の面前に引きずり出されたカルタは世界最強の座を死守する事ができるのか。……そして、優勝した先にある真実とは？　魔法ありトーナメントバトルをたっぷりとお楽しみいただければと。




　前回の三巻で『鎧よろい武む者しや』とぶつかったカルタは、『本物の脅威』が本当にただの悪者かどうか自信が持てなくなっているはずです。アイネもまた、大きな戦いを経て少しずつ変化が生じています。その辺りを集中的に描いていけたらなと思っていました。

　ナタレーナやレトネーエなど『天てん外がい四し神じん』以外のレギュラーキャラにもスポットライトが当たりましたが、今回は何と言ってもやっぱり松まつ田だイミだと思います。そして山やま根ねデイリ、安定のアニキっぷり。二巻のオロオロぶりは何だったのか、本当にカルタと同じクラスの子なのかと疑いたくなるくらい頼もしく成長しています。おかげで今回はアイネを追い詰める汚れ役を買って出たりも。一方であれだけの戦いを乗り越えても全く変化しない、窮地に追いやられた幼女のためなら弾幕の雨に真正面から突っ込んで死ねる猫ねこ海うみヒロスケのブレないこだわりも結構お気に入りだったりします。




　トーナメントの内容については、一回戦はスタンダードな魔法バトル、二、三回戦は段階的にテクノロジーで派手さを上げていって、最後の四回戦で原点回帰、『でもやっぱり普通のオカルトが一番怖かった』という逆振りに持っていっています。皆様の中でジェットコースターに乗るような、飽きないバトルの連続となってくれれば良いのですが。

　それにしても三巻で松まつ田だイミが足を切られてぎゃあぎゃあ言っていたのが微笑ましく思えるくらい人体破壊の連続となりましたな……。まあカルタが自分から体を壊しながら強敵と戦うのはこれが初めてではないのですが。この主人公、私が作るシリーズでは珍しい事に肉を切らせて骨を断たないと派手なアクションができない子なんですよね。

　ペンデット＝デンパサールのイメージは『歩く災害』で、ヘッドフォンをはめて自分の世界に閉じこもり、敵意を持たず、対戦相手の事など視界に入れないまま粉砕していく……という辺りでこれまで出てこなかった種類の怖さを表現してみたかった人物です。怪獣は地べたを逃げ回るアリの群れなど見ていない、と。

　また、これまでなかったと言えばカルタの心境変化でしょう。恨み節のない純粋にただそれだけの戦いは、不謹慎だけどどこか楽しい。格闘技がスポーツとして認められている以上、それもまた一つの答え。実は今回初めて復ふく讐しゆう劇げきから解き放たれた戦いだった訳ですね。『一隻目』が何もなければ、きっとこういうトーナメントで切せつ磋さ琢たく磨まする魔法の学校生活が待っていたのでしょう。







　イラストのMika Pikazoさんと担当の阿あ南なんさん、中なか島じまさん、浜はま村むらさんには感謝を。文化祭と運動会と殺し合いデスマッチが融合したような大型イベントだったので、様々な衣装チェンジがあって大変だったと思います。今回もお付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。あれはもう何年前の話か……新約インデックス４では真っ向から立ち向かう事のできなかった超常ありのトーナメントバトル、いかがでしたでしょうか。実はこの戦いは、前の三巻目で『鎧よろい武む者しや』に奪われた正義とどう向き合うかのお話でもありました。カルタ少年が少しずつ復ふく讐しゆうの呪縛から解き放たれていき、守りたいもののために戦っていく様を楽しんでいただければ、これ以上の事はありません。




　それでは今回はこの辺りで。




　……復ふく讐しゆうさえ絡からまなければちゃんと高校生やれるんだよなこいつら


鎌かま池ち和かず馬ま















「フィレンツェ博士」

「これで何度目の計算だ？」

　どこかの海の話だった。

　タンカーよりも巨大な海洋調査船の、エアコンの効いた模擬実験室。しかし白衣を着た男達は今さら薄型モニタなどに目をやったりはしない。

　眠気覚ましのコーヒーやエナジードリンクももう飽きた。

　議論は出尽くしている。

「直接調査は四九回目、シミュレーション上では一〇億回を超えております」

「ならばもう結論は出ただろう」

「その答えでは困る人があまりにも多過ぎるのではと」

　変人をコントロールできる稀け有うな才能を持った若者はやんわりと進言した。

　白衣の老人はその事実に気づいていない。

「地球の中心核には何もない。地磁気の流れを辿たどるだけでも明らかだ。プレートの移動、自転速度、コリオリの力……。根拠はまだいるか？」

「いえ」

「『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』はとっくの昔に消えている。ならヤツは一体どこへ消えた!?」

　答えようがなかった。

　何な故ぜならば、

「……実際のところ、我々は地球中心核へ直接到達した訳ではありません。いくつかの地質学的データを基に、そういう存在があるという机上の何かを当てはめているだけです」

「そうだな、だから現実には手足がついていて自分で歩き回る可能性だってありえる。人間と見分けがつかない目鼻立ちを備えていて、群衆の中に溶け込んでいる可能性だって」

　馬鹿げた話、と言うならばそもそも水晶魔法の存在そのものだってそうだ。

　魔法なんてものにすがった時点で、人類は自分から培つちかってきた常識を捨てた。目の前にぶら下がった便利さに飛びついて、悪魔に魂を売ったのだ。

「詰まるところ、大気圏外より大量降下してくる『脅威』の狙いはそれなのでは？」

「となるとヤツは見限ったか？」

　質問に質問で返すと、若者は沈黙した。

　クリスバート＝フィレンツェは子供の癇かん癪しやくのような叫び声を発したのだ。




「人類は、勝てない。だからとっくの昔に『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』は我々を見限った。そういう結論になるのか？　ならヤツは今、一体どこの誰に肩を貸している!?」
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